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、 本書 は 田 沼 意次 を 中心とせる 時代、 卽 寶曆、 明 和、 安永、 天明の 

三十 餘 年間に ついて その 政治、 及び 社會 現象の 一般 を 述べ、 併せて 

その 時代 思想、 幷に 文化の 趨勢 を考 へ、 稍 通俗に 之 を說明 せん 事 を 期 

する ものである。 今般 「歷史 講座」 の 中の 一 編と して 發 行すべく、 

口授 速記せ しめたる ものであるが、 出來 上って 後に 見れば、 全編 頓 

る 蕪雑に して、 自ら も 意に 満たざる 處 多く、 汗顔の 至りで ある。 た 


だ 書中 述 ぶる 所 は、 悉く 皆 出 所の 明かな もので、 從來 公に せられた 

先輩 等の 著述の 中に ある 事で、 面白そう な 事で も、 僕に その 出 所が 

明かに わからなかった もの は、 一 切 用 ひなかった 事 だけ は 申して お 

きたい。 

、 駒 込 滕林寺 は E 沼 夫 丧像 を、 大概 博士 は 平贺源 內畫像 を、 籐懸 

靜也氏 は その 著 浮世 输 大家^^の 中細 田榮 之の 畫を、 野 口 孝 太郞氏 

は 金銀 餞 圖 鑑の 巾の 圆 を 谷 载を 許された。 こ、 に 特記して、 

謝意 を 表す。 

大正 四 年 十月  善 之助識 


.H  S —  九 六 六 • ： 
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田 沼 時代 

文學 博士 辻 善 之 助 著 

緖  一一 一一 口 

大正 三年の 春、 山 本 內閣の 末路に 際して 世間で 攻撃が 盛んであった 時に ある 新 間に 

某 貴族院 議員の 談話と して 記して あった ことに、 其 人の子 供が 小擧 校の n 本 歴史 を 

讀んで 居る のを閒 いて 居って、 何 心なく 耳 を 留める と、 その 記事 は 「十代 將軍家 治 

の 時に 至り、 執政の 臣 その 人 を 得す、 賄路 公け に 行 はれて 政治 正しから す、 人民 大 

に 窘めり。 加 之 暴風 洪水な どの 天災 荐に 至り、 饑饉 も 亦 相次ぎし かば、 貧民 諸 所に 援 

騷し、 遂に 江戸の 市中に も 暴民の 蜂起 を 見る に 至れり、」 云々。 之 を ffl いて 居った 貴 

0 言  .  一 
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と 現代の； 

比 一 


田 沼 時代  二 

族 院議 員 は、 如何にも 其 記事が 現代の 樣子を 其 儘 現 はして 居る やうに 見えた ので 歴 

史は繰 返す とい ふ 事 をい ふが 如何にも 尤 だと 非常に 興味 を 引いた とい ふ 事が 書いて 

あつたの である。 ， 

歴史 は 繰 返す とい ふ。 然しながら、 今の^^の 程度で は、 その 繰 返す とい ふ 事に つ 

いて、 何 か 一 定の 法則が あるか、 週期が あるかな ど 、 いふ 事 は 未だ わかって 居らぬ。 

地震 學の 如き は、 現今 は大に 進歩して、 大地震と か 火山の 喷 5^ 等に は 一 定の 週期と 

いふ ものが あって 大抵 六十 年の 恪数 でく りかへ すと いふ 155. がわ かって K るそう であ 

る。 この 事 は 先年 櫻 島 噴火の 時に、 大 森现舉 博士の 說と いふの を 何 かで 見て 承知し 

たので あるが 、人事に も かやうな 法 M が發 見せら るれば、 誠に 喜ばしい が、 未だ その 

壊に は 達して 居らぬ。 右の 噴火 そのもの は 丁度 この 田 沼 時代に あった からこの 歴£ 

はう まく 繰返して 居る。 其 外に も 自然現象に は、 田 沼と 現代と 不思議に も 似た 事が 

多く ある。 然ら. は 人事 は 如何で あるか。 若し 讀者 諸君に して、 かの 贵族 院議 ：3； の 如 


く、 現代の 出來 事と 田 沼 時代の 出来事との 間に、 ある 類似 を 見出して、 それに 興味 

\ を もた る、 ならば、 試みに 比較して 見られよ。 それ は 諸君の 自由に 任す る。 政治家 

一 役人、 軍人、 宮中、 社會の 一 般 風俗， 財政政策、 天變地 妖卽、 噴火 饑饉 洪水 風雨、 函 

： 民の 騒動 等 その 類似の 甚 しいの は 蓋 思 半に 過ぎる であらう、 然しながら 予は敢 てこ 

一 こに その 比較 をして、 現代 を 諷し やうなん とい ふ 野心 はもたぬ。 予が この 問題に つ 

究 \ いて 研究し やうと した 目的 は、 純粹擧 術の 見地から 出た ので ある。 從來田 沼 意次と 

一 いふ ものが、 非常な 惡 いもの、 やうに いはれ、 その 時代 は 極めて 涵濁 腐敗して 居た 

\ やうに いはれ て 居る。 それが 果して 事寳 であらう か。 その 前の 時代の 吉宗の 莩保時 

一 代な り、 また 後の 白河樂 翁の 寬政 時代 は、 之に 反して すべてに 引 締まった、 淸らか 

一 な、 太平の 時代の やうに いはれ て 居る。 それが 果して 然る か。 時勢の 移り 變り とい 

： ふ ものが、 そんなに、 明らかに 掌 を 反す やうに、 一 二 政治家の 施設 方策で か はる も 

ので あるか どうか、 とい ふ 疑問が、 予 をして この 問題 を 研究せ しめ やうと した 動機 

、 である。 その 研究の 結果が この 冊子と なった ので ある。 

糴 言  ョ 
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第 一 意次の 專權 

從來田 沼 時代に 於け る 現象に ついて、 取 も 世の 非難 を 受ける 事柄 を 調べて 見る と、 

凡そ 八ケ條 ばかり ある。 

第一 は 先づ田 沼の 專權 の事赏 である。 抑.^m沼^:^次は^^-左衞門意行の嫡子として、 

素は紀 州の 士 であった。 專左衞門^3-行、 和歌 出に 於て 吉宗に 召使 はれ、 吉宗が 八 代 

將 軍と なった 時に、 附 いて 江 戶に來 たので ある。 さう して 享保九 年に 叙爾 して、 主 

殿 頭と なった。 十 年を經 て、 意次 は 西 丸の 御 小姓と なった。 享保 二十 年 意 行が 死ん 

で、 意次が 家を嗣 ざ、 家 重に 事へ て、 賓唇 元年に 御 側 衆と なった。 八 年の 九月に は 

萬 石の 家と なって 大名に 列し、 曆 十二 年に 五千石 を 加 へられて， 一 萬 五千石と な 

つた。 是 から： H 、才を 現 はして、 明 和 raiji- に は 御 側 御 ffl 人となり、 又 加^せられ て 二 

萬 石と なり、 遠 州^ 良に 城 を 築いて、 城主の 列に 入られた ので ある。 六 年に は 老中 


田 沼の 勢 

力に 龜裂 


の 格と なって、 更に 五千石 を 加 へられ、 尙、 奧勤 故の 如く 致して 居った。 安永 元年 

に は、 本格の 老中と なって、 更に 五千石 を 加 へられ、 其 後 も 屢封を 加 へられて 遂に 

五 萬 三千 石にまで 昇った。 天明 三年に、 其 子の 意知 は 若年 寄と なり、 父子 相 列んで 

要路に 當 つて、 天下の 政治 を 自由にした。 かくの 如くに して 所謂 飛ぶ 鳥 も 落す 勢 ひ 

であった 處を、 天明 四 年に、 意知が 佐 野 善左衞 門に 害せられて、 是 から 追が の 意次 

も 段々 と、 其 勢力に 龜 裂が 這 入って 來^ ことになる。 併ながら、 跡から 見て こそ、 

もう 其 勢力 は 下り坂に なって 居た と は 云 ひ 乍ら、 其 經歴を 見る とい ふと、 尙、 幕府 

に 於て は 勢 ひ 頗る 熾んで あって、 意知の 害せられた S 年に は、 更に 一 萬 石 加俸 をせ 

られ、 天下の 政治 を 擅 まにして 居った。 然るに 六 年に なって、 偶、 將 軍の 病 氣に田 

沼の 薦めた 翳 者が 失策って、 それから 將 軍の 病が 革 まり t 鬼 角す る內に 意次の 勢力 

は： 大奥で 全く 斥けられ、 遂に 同年 閏 十月 五日 を 以て 差控を 命ぜられ、 居 屋敷 を 引 

拂は しめられ、 七 年 十月 二日に、 相 良 城 をも收 めら れ、 嫡孫 龍 助 (意 明) に 僅かに 一 

第一 意次の 專權  五 
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萬 石 を 賜って、 辛うじて 家名 を §5 ぐ、 〕 と を 許された ので ある。 

抑 く 田 沼が 此の 如く 勢力 を 得る に 至 つたの は、 初に 大奥との 結托が 餘程密 であ つ た 

らしい。 其 夥は休 不一 錄 にも 記して あって、 m 沼が 盛んであった 時には、 宮嬉と 相聲煖 

して 表 a 寵 を^め た。 故 を 以て 晨牝 頗る 恣 にして、 動もすれば 政を亂 ると いふ 事が 

書いて ある。 績三王 外 記に も、 田 沼 か 大奥に 取 入らん が爲 に、 將 軍の 愛妾 津田 氏の 

知る 所の 女 を 以て、 已の 妾と して、 之 を 以て：^ 後 宫に其 婦人 津 ffl 氏 を 候せ しめ、 その 

大奥に 出る 時には、 何時も 侍女より 下婢に 至る まで 盛んなる 贈物 を 致した とい ふ 事 

が 記して ある。 iSS 談. 泡に も々 m 時の 要路に 當 つて 居った 人々 の 評判 を 芝居 役者の 評判 

付の 如くに して、 其 中に 田 沼 意次の 條に、 「第 一 奧女屮 の i@ss 强く」 とい、 ふ 事が 記して 

ある。 又 績三王 外 記に 意次が 失敗した 後に、 更に 囘復 を圆 つて、 奧 女中の 大崎 とい 

ふ 者に 侬 つて、 再び 將 軍の 方に 取 入らう とした 事 を 記して 居る。 田 沼 は大 崎に 贿赂 

を 使 ひ、 大崎は 再び 將 Ssf に E 沼 を W ひられん 事 を勸 めた とい ふこと が 露 はれて、 逐 


•  ノ 出されて 了った。 然るに 大奥の 者が 同盟して 之 を 清 されん こと を 請 ひ、 若し 許され 

一 ん ければ 自分 達 も 御 役 御免 を 願 ひたいと いふ 事 を 申出で た。 此時は 松 平定 信が 銳意 

一 改革に 從 事して 居る 時であった ので、 願 を 却け て 曰く、 若し 其 職を罷 めたい と 欲する 

一一 者が あれば、 勝手に 1 能め るが 宜しい。 併ながら 徒黨を 組む とい ふ 事 は、 國 家の 大法 

：: の禁 する 所で ある。 若し 徒黨 して 同盟して 職 を 返 かう とい ふ 者が 有ったならば、 そ 

ム れは 十分に 法律に 照して 罰する 丈け のこと であると 言った ので、 衆 皆 懼れて 其 儘 治 

つたと いふ 話が ある。 是等を 以て 見ても、 田 沼の 出世と いふ もの は 一 部分 は 大奥と 

の 聯絡が 附 いて 居った とい ふ 事 は、 推察が 出來 るので ある。 

人  ，：：-  み 

ホ  み  *  * 

意次と 秋 意次 も 未だ 明 和の 頃に は 左程 勢 ひが 盛んではなかった らしい ので ある。 其 頃 河 越 侯 

の 秋元凉 朝と いふ 人が 老中であって、 曾て 城 中に 於て 意次と 逢うた 事が ある。 意次 

- が 何 か 用事が あって、 秋 元の 前 を 通る 時に、 ツイ 敬禮を 失して 行った。 秋 元は その 

第一 意次の « 權  七 
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同僚 を 召して、 意次の 不敬 を 咎めた。 意次 は 心に 之 を 啣んで 居った。 時の 將軍は 何 

事 も 自ら 政治 を 執る とい ふ 事 は 無くて、 御 側 御用 人 を 以て 事 を 取次が しめて 居った。 

意次 は將 軍の 寵を 恃んで 居った ので、 爲に秋 元凉朝 は、 意次の 讒を 恐れて 病と 稱し 

て 出す、 遂に 職 を？^ ぜら れんこと を 請うて 之 を 許された。 秋 元 凉朝は 後に 人に 向つ 

て 曰く、 自分が 意次の 不敬 を 咎めた の は、 彼が 之 を 以て 常と なさん こと を 恐れる の 

である。 若し 彼の 不敬 を 咎めなかったならば、 遂に それが 例と なって、 老中が 御 側 

御ffl人に頭を下けなければならぬゃ、r^な^a^-になるo 故に 自分 は 彼が 己に 不利 であ 

ると いふ 事 を 知って 居る けれども、 老中の 威光 を 立てる 爲に、 阈 家の 制度と して、 

百世の 法 を 立てん が爲 に、 彼の 不敬 を 咎めた ので あると 申した ことがある。 其 頃 か 

ら 意次 は 多少 老中 達に も 恐れられて 居った ので ある-か、 併ながら 其 頃に は 館 林 侯の 

松 平武元  >  松平武 元と いふの が 居って、 この 人が 頗る 方正な 君子で、 將 軍に 重んぜられて 居つ 

たので、 意次 も 未だ 敢 て專ら にせす、 か つて 居つ たの である。 此松； 牛武 元と い 


一 ふ 人が、 老中の 頭に なって 居った 時に、 或 人が 其 領地の 田地が 良く 無い ので もっと 

一 良い 領地に 轉 する やうに 計らって 貰ったら 宜 からう とい ふ 事を勸 めた 處が、 武 元は 

八 色 を 正う して 之 を 斥けて いふ ことに は、 館 林の 地 は 昔 五代 將軍 綱吉 公が 封せられ て 

：: 居った 處で、 幕府の 藩屛 となる 處 である。 吾 祖の淸 武が其 後を嗣 いで 此 に 封 ぜられ 

： た。 自分の 世に なつてから、 再び 外に 封 を 移された けれども、 併ながら 又 暫くに し 

て 此に歸 つて 來 たので ある。 これ は 誠に 故の ある ことで ある。 假令將 軍の 仰せが 有 

( つても、 自分は轉封は^-を斷はりしたぃと思ふ、 况て 土地が 痩せて 居る からと いふ 

ので 外に 變 へ て 貰 ふとい ふやうな 事は斷 じて 自分 は 望まな い 事で あると 答 へ たので- 

其 人 は 耻ぢて 返いた とい ふ 話が ある。 さう 云 ふ 風の 人であった ので、 意次 は 最之を 

憚って、 武 元の 存生 中には 未だ 敢て政 を 専らに するとい ふやうな 事が 無かった。 所 

武元卒 後 一 が 安永 八 年に なって 武 元が 死んだ。 是 からして 意次 はまた 忌禪 する 者が 無く、 時の 

ば i ，沼 一 老中 筆頭に 松 平 輝 高が 控 へて 居った けれども、 是等は 唯 其 位に 備 はるの みで 實權は 

第一 意次の 《樓  九 


田 沼 時代  >  1 〇 

. 田 沼に 歸 する やうに なった ので ある。 

；  ふ？  ゥ  ゥ 

田 沼の IS 田 沼の 威勢の 盛んであった 事 を 記して 居る 物 は颇る 多い。 こ、 に は、 その 二三の 例 

勢  を 摩 ゆて 見やう。 安永；+問の15^-でぁるが、 せ-次の 下 嵐數 が IS 荷 堀に 出來 た。 普請が 

庭 池の 鰹 \ 出來 上って 一 钾^^て後、 池 を兒て 誠に 立派に 出來 た、 此 内に 鯉 又は 鮒の 類 を 入れた 

0  一  ら而 白ろ からう と 赏 つた。 ：！：^^後登城して歸って來て見たところが、 誰が 何處 から 持 

\ 來た のか、 鮒 だの 鰓が 何時の 閒 にか 其、 處に 43 入って 居った。 田 沼の 威勢に 依って 推 

\ 薦 せられた 若 は、 矢張り 虎の 威 を假る 狐で、 の 勢 ひ 亦 盛んであった。 時の 將軍 

狩 野榮川 \ 家 治 は畫が 好きであった ので、 m 沼 は 狩 野 川院典 信と いふ 者 を 薦めた。 其 後 又 そ 

S 父子の \ の 子の 養川院 惟信 も將 軍に 召 抱 へられて、 父子 相 列んで 府に 事へ、 爲 めに 其 生存 

\ 中 は 榮川院 及び 養 川 院の邀 と 云へば、 非 $e に ffl 揚の 高い 物であった。 ところが 是が 

： 死んで から は、 ま W 人と いふ 老は 一 般に 死後 は 相 楊の 上がる ものであるのに、 此ー 一人 


に 限って は、 相場が 下った とい ふ。 それ は 田 沼に 推薦 せられて 居った 人で あるが 故 

に、 其 光りに 依って、 生存 中 は畫が 高かった の だとい ふ 事で ある。 

平生 田 沼の 家へ 御機嫌 伺に 行く 者 は 大層な 者であった。 甲子 夜話 を 書いた 松 沛靜山 

が 二十歳 頃、 田 沼の 家へ 御機嫌 伺に 行った ことがある。 其 時の 事 を 記して あるのに" 

松 浦 は 田 沼の 屋敷に 出て、 大勝 手の 方に 這 入って 行った。 其處の 部屋 は 大方 三十 餘 

疊も 敷け る處 であった。 大抵の 老中 方の 座敷と いふ もの は、 一列に 拉んで 障子な ど 

mLl して 坐って 居る のが 通例で あるが、 田 沼の 坐 敷 は、 兩 側に 居 泣んで、 それでも 

尙人 數が餘 るので、 後に また 其 間に 幾 筋 か 列んで、 尙 それでも 人が 餘 つて、 又 其 下 

の橫に 居拉ん で、 尙其餘 る 坐 敷の 外側に 幾人 も 列ぶ とい ふ 風で ある。 其 外側に 居る 

人 は、 主人が 出て 來ても 顔が 見えない 位で ある。 その 人の 多い 事が 是 でも 思 遣られ 

る、。 扨、 主人が 出て 來て、 客に 逢 ふ 時に も、 外で は 主人 は餘程 客と 離れて 坐って 挨 

機す るので あるが、 田 沼 は 多人數 溢れて 居る ので、 漸々 と 主人の 坐から 二三 尺 も 明 
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メへ けて 坐る やうな 有樣 で、 主客 互に 顏を 接せん ばかりで ある。 繁昌と は 言 ひ 乍ら、 又 

一 無禮 とも 言 ふ 可き 有樣 であった。 何れも 刀 は 坐 敷の 次の 問に 脫 いで 13 くので ある。 

^ が、 坐 敷の 次に 幾 十 振と も 知れす、 刀が 列んで、 宛 も； S 波 を 描け るが 如くであった。 

一  \ 又 或 時には 田 沼の 公 川 人の 三浦庄 二と いふ 者に 川 を 頼んで、 取次 を以 つて 主人の 面 

威勢 一 會 日に 三 浦に 逢たい とい ふ 事 を 申した 處が、 唯今 御 0 に懇り ませう： 併ながら 表の 

方へ 出ます ると、 御 客の 方から 取卷 かれる から、 なかく 急に 謁見 叶 ひ 難い。 何卒 

\ 潜 かに 別席へ 御 這 入り 下さいと いふので、 松 f§ は 別^に 案内 せられて 逢うた 事が あ 

一 る。 陪臣の 身で あり 乍ら。 堂々 たる 大名 を 扱 ふこと 此の 如きの 有樣 であるの は、 誠 

一 に 世に 稀なる 事で ある。 この 松沛の 通った 處は、 大勝 手の 方ば かりであって、 其 外、 

\ 中 勝手、 親類 勝手、 表 坐 敷 等、 それぐ 皆 格に 侬 つて 逢 ふ 所の 席が 違 ふので、 定め 

て その 透 も 之と 同じ やうな ぉ樣 であらう と 忍へば、 その 時分の m 沼の 權 勢と いふの 

一 は、 誠に 思 半ばに 過ぎる 事で ある。 「然れ ども 不義の 富貴、 誠に 浮 S の 如くな りき」 


一 と は、 松诚靜 山が 漏した る處の 嘆息で ある。 

ネ  ，》  * 

ホ  ホ 

田 沼への ffl 沼の 盛んな 時分に は 賢愚と 無く 朝夕 御 追 從の爲 に、 B 沼の 家に 出る 《 が 多くて 

B1 ) 日勤す る 者が 多く 出て 來た。 又 其 中に 朝夕 勤めて 出る 者 も ある。 或は R に 三度 行つ 

： 一 て、 安否 を 諛ひ問 ふ 者 もあった とい ふ 事で ある。 田 沼の 威勢 最 盛んなる 時に 方って 

諸 大名の ノ は、 大老 井伊 直 幸の 如き も、 其 他 位 を 得る が爲に は、 田 沼に 數 千金の 賄賂 を 贈って、 

贈贿 \ 之 を 得た とい ふ 話 も ある。 忍の 松 平 正 允が 安永 九 年に、 板 倉 勝淸の 跡を嗣 いで 老中 

一 にならん と 欲して、 田 沼に 數百 金の 贿赂を 贈って、 潜 かに 其 承諾 を 得た。 然るに 不 

一 幸に して 正 允 間も無く 病 を 獲て 死んだ。 其 子の 正敏 とい ふ 者 は、 當時 五十 三 歳で あ 

\ つた。 もう 大分 年を取って 居る ので、 自分 も 好い加減に 相應の 役になる こと を考へ 

\ ん ければ、 遂に 一生 自分の 先祖の 跡を嗣 いで、 幕政に 與 かる こと は出來 ぬからと い 

一 ふので、 厚く 意次に 賄 ひして、 奏者 番 になった。 是 より 先き、 館 林 侯 松平武 元の 子 
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ン の武寬 とい ふ 人が、 封 を 態いで 一 年經 たぬ 內に 奏者 番 になった。 世間の 評判で は是 

： は 先代の 武 元が、 老中と して 三十 ケ年も 勤めて 居った、 その 功勞に 依って 此の 如く 

i 速 かに 榮 職に 就く ことが 出來 たの だと 笑って居った。 然るに 今 又 忍の 松 平 正 敏が封 

を 襲いで 僅かに 數 ヶ月に して、 此 位地に 昇った の を 閒 いたので、 人々 は、 之れ 唯 其 

I： 父の 勞 のみに あらざる を 知った ので ある。 此正敏 の 隣に 田 沼の 別邸が あって、 田 沼 

\ は 自分の 屋敷が 狹 いので どうかして 之を擴 けたいと 思って 居った。 正 敏は其 心 を 察 

して 居った。 其 中に その 家に 火事が 起って、 松 平の 別 都が 燒 けた。 正 敏は惜 氣も無 

一 く 其 星 敷地 を 田 沼に 贈りたい と 思った。 併ながら 國 家の 制度と して 私に 星 敷 を 贈る 

こと は出來 ぬので、 その 土地 を 幕府へ 返上した。 將軍は 栗して 之 を 田 沼に 賜 はった 0 

一 田 沼 は 一 金 とても 出さす して 其 邸を擄 ける 事が 出来、 大に松 平 正 敏を德 とした 。間 も 

無く 正敏は 位が 進んで、 _^、後遂に大阪城の留^7となったとぃふ。 此の 如く 大名 達 

\ が自分の官位1^進の希§5^を持って居る*は何かに付けて皆田沼への，5賂を以て、 0 


\ 分の 願望 を 達した とい ふ。 近頃 电. 料 編 募掛で 出版した 伊達 家の 文書 を 見る のに、 田 

\ 沼 時代に 伊達 重 村と いふ 人が、 矢張り 昇進 §sfTU て、 意次へ 色々 と 手 を 廻 はし 

. ；ー て 居る 有樣 が、 文書の 間に 散見して 居る ので ある。 

進物に 意 田 沼へ 諸家から 贈る 處の 品物 は 皆樣々 の 意匠 を 凝して、 心を盡 して 贈った もので あ 

匠 1* 凝す 

る。 或 時に. は 中秋の 晚に、 島臺 など を 贈る。 之に も 負けす 劣らす 趣考を 凝した 内に- 

\  きす 

或 家の 進物 は、 小さな 靑：^ の 籃に潑 満たる 大 fi 七 八つに、 少しの 野菜 を あしらって 

一 それに 靑 柚子 一 っ附 けて、 其 柚， 子に 後藤の 彫刻に 係る 获 薄の 模樣の ある 柄の 小刀で 

ノ 以て、 その 柚子 を 貫いて あった。 後藤の 彫った 處の 小刀 は、 天下の 逸品であって、 

Z 其 價は數 十 金に 當る ものであった。 又 或 家の は、 大きな 竹 籃に鮪 二 尾 入れて あった- 

一 曰 R は 其 頃餘程 類の 少ぃ 物で、 頗る 興味 を 添へ たこと であった。 又 或 時に 田 沼が 暑氣 

一 |^ず臥て居った處へ、御機嫌伺に來た使が田沼の家來に、此頃は何を玩び玉ふかと尋 

第一 意次の 《 機  一 五 


物 人生の 勘 

形き * 定 
のす: 賄泰 

進 京 行 


田 沼 時代  一 六 

ねた 處が、 近頃 は 岩石 菖の盆 を 枕 透に S いて 觀られ ると 答へ たので、 それより 二三 

日の 間に、 諸家から 各種のお 石菖を 大小と なく 持 込んで、 大きな 坐 敷 二つば かり は I 

隙間 も 無く 列べ 立て、 取扱に も 倦んだ とい ふ。 

田 沼ば かりで 無く、 その 下僚の 勘定 奉行の 松 本 伊 S 守、 赤 井越 前な ど、 云 ふ 輩 も 盛 

んに iu? 贿を取 込ん たもので ある。 或虚 から 京人形 一 箱と して 贈って 來 たの を 開いて 

見る と 内から 生きた 京人形が 出て 來た。 それが 立派な 着物 を 被て、 其 箱の 表書に 京 

人形と 記して あった。 伊豆守の 如き は、 a は 廊下から 左右の 小さな 部 星 幾 間と 無く 

皆 隔てな く 往來の 出來る やうに 蚊帳 を 吊り、 その 各室に 妾 を 臥さし めて、 夜中 何れ 

の 室に 至ろ も、 同じ 蚊帳の 內 になる やうに 設けて あった。 其 子息に 疳 症で 雨の 音 を 

嫌 ふ 者が あった、 さう すると S 根の 上に 棚 を 造って、 天幕 を 張って、 雨の 音 を 防い 

だとい ふ 事が ある。 

古今 Ki 代 草 装甞に 次の やうな 甞が 載せて ある。 


まいな ゐ 鳥の 圖 


まひなる つぶれの 圖 


第 一 意次の 專榴 


此鳥 <N 花 山に 巣 を 喰 ふ、 名 をまい なゐ 鳥と いふ、 常 

に 金銀 を 喰 ふ 事お ひた、 し、 惠少き 時 はけん もん ほ 

ろ、 にして、 寄つ かす、 

但し 此鳥 駕籠 は腰黑 なり 

此蟲常 は 丸 之 内に 

は ひ 廻る、 皆人錢 

だせ、 金た せま ひ 

なる つぶれと い 

ふ、 

1 七 
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一 此の 如 ゃ有樣 であった ので、 田 沼が 將軍 から 不興の 沙汰 を 蒙り、 免職の 處分 をせられ 

一 て、 星 敷 を引拂 ふとに なった 時に、 俄かな 事で あるので、 數 多き 家具な ど を 持 運ぶ の 

一 に 一 方なら ぬ騷 動であった。 家财を^efに載せて夜に這入ってから蠣殻町の下星敷に 

00  \ 運んだ ところが、 其 中の 宰領の 一 人が、 是は 極く 小身から fs 沼に 取 立てられ、 才 

の 持 逃げ 一 幹 もあって 自然 氣に 入って 大に 信任 せられた 者で あつたが、 今 山の 如き 財寶を 車に 

\ 積んで 持って行く 道で 、熱-思 週ら すに、 此の 如き 一：^ 大 なる 財産 は、 皆 一 時の 權 威に 依 

つて 諸方から 賠賂 として 奥った 物で ある。 今此 地に 至る とい ふ も 自業自得 である ( 

併ながら 我 は 固より 譜代の 人で は 無く、 初から 田 沼の 權 威に 依って、 之に 附 いて 居 

つたならば 何 かの 餘德も 有る だら うと 思 ひ、 舉 公して 居った の だから、 今更ら 主人 

が沒 落して、 それと 共に 自分 も 零落れ て 了 ふの も 本意で 無い とい ふので、 其 家財 を 

奪って、 途中から 逃 ゆて 行った。 田 沼 も騷 動の 際で あるので、 それ を 搜 索す る 便 も 

無く、 其 儘に なって 了った とい ふ 話が ある。 


田 沼の 沒 落した る 時に 米、 金銀の 高 を 書いた、 其 時分の 噂 書が ある。 

覺 


田 沼の 財」 

産の 噂書" 


東 米 

一 米 拾 貳萬俵 

畿內米 

1 同 貳拾五 萬 俵 

奧ぁ严 

一 同^01四拾貳萬傻 

南海 道 拾 五ケ 國米 

I 同 五 百 八 拾 五萬傻 

一 同 来-拾 萬 三千 俵 
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江 戶に在 之 

大阪島 之 內に有 

奥州 小名 湊に有 

遠 州 相 良に 有 

長 畸に有 


1九" 


書 
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ダ八百 六 拾 1^ 萬 八千悛 伹三斗 四 升 五合 入 

水油 贰百八 拾 萬 樽 

金 七 億 八 拾 萬 樽 

町 屋敷 1^ 百 七 拾ケ所 

,^之通封印被仰付候 

ィに楚 

拾 贰离依 

1^ 拾 五 萬 依 

拾 七 萬 五 千 俵 

百 七 亨：； 依  - 


二 〇 

所々 に 有 

相 良江戶 屋敷に 有 


越後 國 

大阪 

長 崎 丸 山に 

於 長 溶に 


意次 將軍 

.5*1 塞す 

とい ふこ I 


1 五 百な. 拾 萬俵餘  遠 州 相 良  、 

1 油 壹億五 拾 萬樽餘  當時有 金 

1 貳百七 拾ケ所  町屋數 . 

右 御 改之上 御 封印 附 

右 之 外米 貳百四 拾 萬 條餘六 拾 « 石貳斗 

ほら を 吹く の もこれ 位に やれば 寧 無邪氣 であるが、 鬼 も角當 時の 人間が 田 沼の 財產 

の 非常に 蓄積して あつたと いふ こを考 へて 居った ことが 分る。 

ふ^-  氺  * 

田 沼が 專權を 以て 將 軍の 聰明 を蔽 うたと いふ ことが、 一 般 によく 言 はれて 居る。 その 

1 例と して 甲子 夜話の 中に 其 甲子 夜話 編纂の 頃の 官醫 栗本瑞 見の 祖父と いふ 者が、 

まのあたり 

曾て 八代將 軍の 時に、 奧醫者 を 勤めて 居って、 將 軍の 樣子を 目前 見閗 した ことがあ 

つたので、 十代 將 軍の 時に も、 其 勤の 間に、 時々 享保 中の 見聞の 檨を S 上け た 事が 

第一 意次の 毐權  お  二！ 
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> ある。 それ を將 軍が 閗 かれて 、犬に 感服せられ、 是 まで 未だ 知らなかった 處の舊 い 事 

\ ども を 聞いた とい ふので 大に 喜ばれた。 この 後 も 折々 出て、 夫 等の 事 を 申 上 ゆる や 

Z うにと いふ 懇ろの 仰せであった。 其 事 を 誰か 知らん が、 田 沼に 告 ゆた。 然るに 田 沼 

\ は、 翌日 其醫 きに 逢うて、 した、 かに 叱り付けて、 以後 诀 して 右 樣な事 を 話して は 

： 相 成らぬ と. 5. 付けた。 尙、 其 後 は卞に 寄せて、 これ を將 軍の 側へ 寄付け ないやう に 

したと いふ 事で、 奧 向の 者 共の C 、志 ある 者 は 切- § して ffi つたと いふ ことで ある。 續 

三 王 外 記に も 之に 似た やうな 話が 記して あろ。 それ は 山村 良旺が 好んで 窨を 請んで、 

一 或 時に 將 軍に 向って 參河後 風土記の 話 をして 此木は 神 卽ち 家康の 創業の 始末 を詳 

_ かに 記した ものである。 殿下 は 之 を 御 is になり ましたで せう かと 尋ねた ところが、 

將軍は 未だ 見ない とい はれた ので、 良旺は 時々 それ を懷に 入れて 行って は、 讀んで 

間 かして 上け た。 その 度 ごとに、 將軍は チャンと 服装 を 改めて、 端坐って 聞いて 居 

； られ た。 圆ら ざり き 此の 如き 良 寄が 有った と はとい ふので、 大に 喜ばれた。 其 事 を 


一 田 沼が 聞き出して、 怪しからん こと だとい ふので、 俄かに 山村 良旺の 出仕 を 停めた 

^ とい ふ。 それから 後、 將 軍に 侍する 者 は、 皆 意次 を 憚 かって、 敢て 世間の 事 抦を將 

軍に 申 上 ゆる こと も 無くなって 了った。 將軍 は其爲 に、 天下 泰平 四海 無事で 如何に 

世の中に 兇 荒が あらう とも、 饑饉が 有らう とも、 一向 御 承知ない。 人民が 如何に 窘 

： ん でも、 將軍 として は平氣 であった とい ふ。 此の 如くに して、 田 沼が 將 軍の 聰明 を 

塞いだ とい ふ 事を傳 へて 居る ので ある。 

右に 對す 然ら に、 是に は、 一 方に 之に 對 する 反證も 有る のであって、 意次 必 すし も將 軍の 聰 

辯 明を蔽 うたと も 言へ ない ので ある。 其 事に 付て は、 德川 寶紀に 旣に辨 じて 居る こと 

家 治の き が 有る。 家 治が、 意次 を 厚く 用 ひたの は、 父の 家 重の 遺言に 依る のであって、 家 重 

用の の 病 篤き に 臨んだ 時に、 家 治に 向って、 主 殿 頭 は 行く く 心 を 添へ て 召使 ふやう に 

家 治の 聰 \  2 云 ふ 遺言が あって、 その 親に 對 する 孝行の 心から、 段々 登用した ので ある。 故に 

明 一 意次 も、 常に 家 治の 英明 を 恐れて 居った。 或 時に 城の 近傍に 大火が あった。 意次 は 

第 一 意次の «權  . , -:.  . . ： 二  H  , 


田 沼 時代  二 四 

\ 出仕す る ことが 遲く なった。 何故に さう 遲く なった かと 尋ねられた 處が、 意次 は 急 

\ に 答へ る辭も 無く、 已むを 得す、 實は 自分の 宅の 近傍に 火が 近づいた ので、 防禦の 

\ 事を吩 付ける ので 暇取った とい ふこと を 申 上け た。 すると、 將 軍の 言葉に、 左れ ま 

\ 我 城 を 大事と する や、 汝が 役宅 を 大^と 思 ふやと 問 返へ された 。意次、 忽ち 語 塞つ 

\ て 了って、 汗 を 拭きく 返 出した。 斯樣な 類が 間々 あつたと いふ 事で ある。 

\ 又 或 時、 柄 川 i おが 闞 束へ 下向 せられた 時に、 是は 今日から 兒れ ば、 幕府の 21- 置 

一 は 餘り宜 く 無い 事で ある けれども、 その 宮樣 が、 殿中に 於て 坐 席の 事で 爭 はれて、 

\ 其禮 法の ことで、 意見の 衝突が あった。 それで 老中 達も大 に持餘 した ことがある。 

\ その 宫樣 か將 軍に 對 顔せられ る 時に、 從來の 格式 を踰 へて、 先き へ 進まれた。 然る 

一 に 二體は 親王な り 大臣 家に は、 將軍は 下段まで 出て 送る とい ふ 例であった ところ か、 

\ 其 日に は將 軍が 送る とい ふこと が 無かった () そこで 老中 等が 怪ん で、 常に は 柳 か， H 

一 事 も 誤られる とい ふ 事 は 無い のに、 今日に 限って 下段に 御 送りが 無 いのは、 若し， 


御 忘れに なった ので は 無い か、 或は 又 何 か 思 召あって の 事 か、 色々 相談 をして、 潜 

かに、 意次 を 以て 其 事を將 軍に 伺った。 然るに 將 軍の 答に、 彼 宫は闢 東の 禮 式に 喑 

いと 見えて、 對顏の 時の 例式 を踰 へて 進まれた からして、 此方 も 態と 送らないで、 

それに 對 する 禮 をした ので あると いふ こと を 言った。 そこで 其 趣 を 老臣 達から 宫樣 

の 方へ 傅へ たと ころが、 宫樣も 成程と 大に 敬服 せられて、 其 後から は、 さう 云 ふ 格 

を 外 づれた 事 はせられ ないやう になった とい ふ。 これに ついては、 今日より 見れば 

將軍を ほめる わけに は ゆかぬ ので 色々 議論の 有る ことで ある けれども、 兎に角、 そ 

の當寺 こ 在って は、 格式と いふ ものが、 チャンと 極めてあった ことで あるから、 そ 

れに對 する 家 治の 處置 は、 幕府の 方に 取って 考 へて 見る と、 機宜に 適した 遣り方 を 

醇 したと 言 はんければ ならぬ と 思 ふ。 兎に角 家 治と いふの は、 世に 傳 へらる、 如き 凡 

あ す \ 麝 の 人で は 無かった ことが 分る。 

一 或 時 又 家 治. が 風呂場に 這 入って 居った。 時に 小納戶 役の 根來內 膳と いふ 著が、 風呂 
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場 へ 用事の 爲に參 つた。 時に 將軍が 内 膳 を 顧みて 尋ねた ことに 、「お前の 隣に は 誰が 

住んで 居る か。」 內膳、 「同^の 平 岡 藤次郎 とい ふ^が 住んで 居ります」 と 申 上 ゆた。 

將軍又 「片隣 は 誰 だ OL 内 膳 「是も 同僚の； 一； 淵絲殿 助と いふ ものが 住んで 居ります」 と 

答へ た。 將軍、 「左樣 か、 それ は 左 も 右 も 朝夕に 能く 仲好く して、 大 》 都合が 好から 

5 」內 膳 「如何にも 僚の 事で ございま すから、 公私 共に 朝夕 顔 を 合せます るに も、 

便利が 宜しう ございます o」 將軍 「成程 それ は 如何にも 羨し いこと である、 已の郯 の 

方 はどう も 一向 和睦して 吳 れんので、 通行 も冇 るか 無き か、 誠に 定かな らん 事で あ 

るから、 行末 心許なく 心配して 居ろ o」 內膳 は怪ん で、 「御 隣り と 仰し やります るの は， 

如何なる 御 方 を 指して 申されます るか、 或は 田 安殿 か、 又は 一 橋 殿 か、 或は 淸水 殿で 

でも 在らせられます るか、 是は 併ながら、 御 近い 御 血筋の 事であります るから、 和 

睦 力無い とい ふこと は、 誠に 心 5£ら れん 事で 御座り ますし と 巾 上け た。 處が冬 軍の 

曰く 「ィャ 、己が 隣り と 言 ふの は、 支那、 朝鮮、 天竺、 和, その 也如柯 なる 憐, か 


噂 言 尾 噂す 意 

毒 張 と ズぉ次 
殺大 い 毒窗 
の鈉 ふ 殺 役 


> あるか、 自分 は 名 さへ 知らん 者が ある」 と 言た ので、 內 膳に 於て は此將 軍の 言葉の 

一一 意味が 分らなかった。 けれども 其 儘 問 返し も出來 ないで 置いた とい ふ。 是等を 見る 

一： と、 家 治 は廣く 世界の 形勢に 着眼して 居った 樣子も 見える ので、 强 ち凡應 でもな く、 

一 相應に 賢明な 將 軍であった と 見える。 それが 意次 を 信任して 用 ひたの は、 意次に 巧 

く i がれて 居った とい ふ譯 では 無くして、 卽ち田 沼が 將 軍の 聰明 を塑 塞して 居った 

家 治 意次 とい ふので 無くして、 寧ろ 家 治が 田 沼の 技倆 を 見て、 十分に 其 手腕 を揷 はしめ る 積 

に その 手  一.，.， cn 

腕 揮 は りで あつたと 見なければ ならぬ。 

^  レ,  ホ  k, 

Z 次に 意次が 其當 時の 名 ある 宰相 を 毒殺した とい ふやうな 暉が傳 はって 居る。 その 噂 

\ さとい ふの は、 意次 は久世 大和、 依田 豐前、 其 他の 諸 役人 を 毒殺した。 其 毒殺の 事 

\ に 奥った 者 は 翳 者の 池 端 雪 黑と云 ふ 者であった。 遂に 天明 五 年に は 尾 張 大納言まで 

〈 も 殺さう と 仕掛けた。 其 當時尾 張 大納言が 病氣で 大層 重くな つた。 意次が 思 ふ樣に 
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は、 尾 州 侯 は 今 三 家 第 一 の g:; 臣 である、 幸 ひ 池 端 键黑は 今 御典藥 にもな つて 居る か 

ら之を 御： 舞と いふ f  〕 とで 尾 州：；^ へ 逍 はし、 ^^ぜ調合して差上けたら^からぅと、 

早速 雪黑を 遣した。 雲黑は 出て 行って、 Eg 州 候の 翳 者が 三十 六 人 列座して 居る 内へ 

出て 自分の 調 劑を差 上け る 事に なった、 その 時に 雪 黑が羞 出した 藥を 受取って 尾 州 

侯の 者 連中. か 次の間に 至って 藥を 吟味した 處が、 どうも 合點の 行かぬ 處が存 ると 

いふので、 色々 評議 をして、 その 藥は 先づ羞 上け ないで、 外のと 取替へ て 檨子を 窺 

はう とい ふ 事に して 四 五 n も 外の^ を^ 上け て sa いた。 さう すると 暫くして からま 

た 雪 黑が來 て 色々 藥を 調合して 居る。 時に 何やら 一 っ變 つた 藥を 入れた やうに 見え 

た。 尾州侯の方の喷ゅ^；？はそれを昆て、 調合が 濟ん でから 調べて 兄た 處が、 其 中に 黑 

光りに 光つ て 居る 物が 這 入 つ て 居る。 そ ， 〕 で 州 仗の gsi? が 今し も歸 らうと して 居 

る雲黑 を、 呼 止めて 申す ことに、 「暫く 御 搾へ 下さい、 どうか 唯今の 御 藥を御 自分で 御 

調味に なって、 さう して 御前へ 差 上け 下さい」 と S. した 所が、 雪 黑が 茶碗の 內を免 


li 殺 A 


て、 撗手を 打って 曰 ふこと に、 「さて 人の 嫉 みとい ふ もの は 恐ろしい もの だ、 自分 

は 元く 此邊に 住って 居って 町醫者 同然の 者であった、 それが 今日 御 典 翳とまで 出 

世した とい ふので、 此樣 な惡戲 をせられ ると は 誠に 恐ろしい 事で ある」 と 首った、 

尾 州 侯の 醫者は 「それ. は先づ どう 云う 譯 であるか」 と 尋ねた。 雲 黑が曰 ふに 「此藥 を 御 

覽 なさい、 此色 のぎら めいて 居る の は 正しく 斑猫が 加 はって 居る に 相違ない。」 醫者 

共 は 一 同 膝 を 立て直して 「怪 からん こと をい ふ、 一 體 貴殿が 先程 後から 入れた 一 味 

の藥は 何物で あるか」 と 言 ひ 乍ら、 雪黑の 持って 居った 藥匣を 取 上 ゆて 詮議し やう 

と 飛 掛かった、 左 はさせ じと 挑 合って、 遂に 斑猫の 包んで あった 小 袋 を 取 出され 

た- 是は何 だと 言って 詰 寄せられ、 雪黑は 溜り 兼て 旣 にかうよ と 見えた 處へ、 尾 州 

家の 岸 田門嘉 とい ふ 者が あって、 十六 歲の 若者で あつたが、 忽ち 雲 黑の货 後に 廻つ 

て、 殿 檨の枕 刀で 以て 水 も 溜らす 裝裟掛 に 打 果して 了った。 座中 大騷ぎ をして 居つ 

た 時に、 家老の 竹 腰 山城、 成瀨隼 人と いふ 者が 罷 出で、 曰 ふ 事に 「先 づく靜 かに 
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せられよ、 天下から 下し 置かれた 御 典藥ひ ある、 取敢 へす 先づ岸 田に 繩を 掛けて 部 

星に 入れて a けよ」 とい ひつけ、 さて^ 者の 連中に 向って、 ー體 どうす る 積り か、 

と 了簡 を 尊ね た處 が、 一 同 申す に は、 「何卒 是は醫 者の 法 を 以て 公儀へ 持 出して、 池 

端の 家は絕 家になる やう 願 ひたい」 と 云 ふ、 竹 腰拉に 成瀨は それで は 事 を 荒 ゆて 面 

倒になる とい ふ處 から、 兩 人の 計 ひで 雪黑の 親類 を 呼ばし めて、 申 渡す 事に、 「雲黑 

のこと に 付て 少し 內談 をしたい 事が ある、 それ は餘の でも 無い が、 今日 雲 IT か當 

御殿へ 參 つて、 毒 • や 、の 調合 をした、 それに 侬 つて 詮議した 處. か 藥 匣の 内から 斑猫が 

1 包 出て 來た のみなら す、 或 重き 役人から 潜に 頼んだ 手紙 も ある、 然る 處當 家中の 岸 

田と いふ 茶坊主と 口論に 及んで 遂に 殺された、 それで 岸 田は總 めて いたが、 此上 

は 月番の 老中に 其 事 を 申出して、 屹度 赛藥の 詮議 を 致す から、 此 段左樣 承知 致す や 

うに」 と 申 渡した。 親類の 者 は 誰あって 之に 答へ る 者が 無い、 時に 成瀨攀 人が 「貴 

殿方に は 雲 黑の跡 式 を 大切に 思 ふか ど うぢ や」、 親類の 者 は、 「口論の 上で 果てた もの 


一 であるならば 是非に 及ばぬ 事で ございま すから 雲黑跡 式の 事 は 尾 州 侯の 御 情 次第の 

ことで 御座います、 何卒 宜しく 御 執 成 を 願 ひたい」 とい ふ、 「さう 云 ふ 事で あるならば 

二 如何にも 跡 式の 事は當 方に 於て 宜しき に 取 計 はう」 とい ふ 事に なって、 雪黑は 未だ 

一件 は秘 死ない 體 にして 駕籠に 乘 せて 屋敷へ 連れて 歸 つた。 さう して 此 毒殺の 一件と いふ も 

Iwwl  \ の は 秘密の 中に 葬られて 了った とい ふ、 是 は實說 夢物語と いふ 書に 出て 居る。 

將 軍世吁 \ 又 續三王 外 記に は將 軍の 世子 家 基が、 安永 八 年に 鷹 狩に 出て、 途で 俄かに 病んだ、 

58f 力 \ 其 時には 池 原 雪 伯と いふ 醫 者が 附 いて 行って 居った が、 途 で病氣 になって 俄かに 歸 

\ つて 來て、 其 翌年に なつてから 死んだ ので それ も 何だか 疑 はしい やうな 風に 書いて 

減 八お tl 一  ある。 此池原 雪 伯と いふの は、 實說 夢物語に いふ 池 端 雲黑と 同人で あらう。 或は 又 

の 死 一 同書に 據 ると、 安中の 板 倉勝淸 なり 又 館 林の 松平武 元の 如き も 田 沼の 計 ひに て 年老 

\  4,^0にも拘らす屢々狩に引張り出されて病を得、 遂に 死んだ とい ふやうな 風に 書い 

) て ある。 意次が 悪辣な 手段で 以て 多くの 當 時の 大臣 を 亡き者に したと いふ 蟬は、 此 
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頃專 ら言觸 された ものと 見える ので あるが、 是 が何處 まて 事實 であるかと いふ 事 は、 

餘程 研究 を 要する 事で あらう と 思 ふ。 

田 沼の 沒落は 天明 六 年の 事で ある けれ 共、 前に も 述べた 如く、 其 端緒 は旣に 天明 四 

. 年に 開けて 居る ので ある。 天明 四 年の 三月 二十四日に、 佐野^^^コ左衞門とぃふ新御番 

組の 者が あって、 是が 私怨 を 以て 田沼 山城 守 意知に 殿中に 於て 斩 付けた つ 同日 九ッ 

時 頃、 窓 知が 同 の 若年 寄 連中と 共に 殿中より 退去 せんとした：^、 新 御番の 善左衞 

門. か枯便 ra に控 へて K つて、 それが 俄かに 走り出で、 山城 守 Js:^ 知に 飛掛 つて、 覺が 

有る だら うと 三度 聲を 掛けて 中 之 問 へ 出る 返に 於て 斬 付け、 一：5 先に 長さ 三寸 許 深さ 

七 分 許の 傷 を 負 はした。 ^^、知は其儘^^梗間の方へ迸出して、 善左衛 門が 之 を 追 詰め 

た。 意知の 倒れた 處を善 左 衞門は 股 だと 思って 突いた 虚が、 それ は 股であって、 三 

寸 五六 分の 傷 を 負 はして、 深さ 骨に 達した。 知 は 是で大 に 弱って、 K 下の 


z へ 逃 込んで 倒れた。 善 左 衞門は 意知 を 見失って、 中 之 間の 方へ 取って返した 處を、 

ノ 大目 付 松 平對馬 守が 走り出で て 背から 抱き 擁 へて、 御 目 付 衆と 大 ft に 呼んだ。 早速 

\ 目 付の 者が 飛 出して 來て、 善左衞 門から 脇差 を 受取り、 卽刻 意知 は 下 部屋から 差遣 

一 はされ た 御 番の醫 者の 藥を もっけて、 それから 駕籠に 乘 つて 返 出 を 致した。 善左衞 

ノ 門 は 揚り屋 へ 入れられた。 意知 は 二十 六日の 曉 になって、 遂に 死んだ。 四月 三日に 

一 なって、 善 左 衞門亂 心と いふ 事に なった。 然しながら その 負 はせ た 手 創に 依って 意 

^ 知が 死んだ とい ふので、 切腹 を 仰 付けられる。 善左衞 門が 取 調べられた 時の 口上書 

の 意知 殺 \ 

害の 理由 Z に、 意知 を 切 害せん と 欲した 所の 理由 も 詳しく 書いて ある。 それに 據 ると、 善 左衞門 

\ は、 三年 程 前に、 善左衞 門の 親族の 龜 五郎と いふ 者の 方へ、 意知が 佐 野 家の 系 圖を見 

_ たいとい ふ 事 を 申した。 龜 五郎から 其 系圖を 貸した 處が、 是は佐 野 家の 眞の 系圖で 

系 圖か借 \ は 無い から 善左衞 門の 方の 系圖を 貸して 吳れ とい ふ 事 を 言て 來た。 善 左 衞門も 大切 

る 一 な 家の 系圖 である けれ 共、 當 分の 內と 思って 貸して 置いた。 其後度々返して？s^^と 
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め いふ 事 を 催促す る けれ 共、 丁 2 挨扱 もない。 ー體 善左衞 門の 領分 は 上 州 甘 樂郡西 岡 

i 村、 {5 井村の 兩 村で、 四百 石の 高 を 持って 居って、 實はニ 千 石 計納る 所で ある。 其 

佐 野大明 一 處に佐 野大明 神と いふ 社が あり、 神主 を附 けて あった 處を、 度々 意知から 差 圆を以 

I 明 神 沼 て、 田 沼の 家来が 領分へ 這 入て 来て、 右の 佐 野 大明神 を MBS 大明 神と 改めて 遂に 之 

七曜の 旗 を^ 領 いたした。 又 自分の 家に 七曜の 旗が 有った 處、 是も 亦、 山城 守から たいと 

いふ 事で、 貸した 處が、 是は W 沼の 定紋で あるから と 云 ふので、 直ちに それ は 取ら 

： れて 了った。 元來田 沼と いふ 家 は、 佐 野 家の 家來 筋で あるので あるが、 此 頃に 至つ 

一 て、 自分の 家 も微祿 して 居る ので、 何 かの 役に ぉ附 きたいと 思って、 召 出されん 事 

\ を mBS の 公 ffl 人へ 賴んで g いた。 然るに 今度 何の 役が あいたから 召 出される であら 

ろ 一 うと 何度と なく 知せ て K 度 に 多くの 八. - を^って、 一昨年から 今年に 掛けて、 總計 

一 金子 六 百 二十 兩と いふ もの を 取 上 けられた。 さう して 幾度 も 役に 有 付ける やうに し 

\ て やる と 言 ひ 乍ら 遂に 召 出されす、 1^ を 以て 金 を 貪り 取られた。 又 昨年の 十二月 木 


\ 下 川筋に. 御成の 時に、 自分が 御供に 罷 出で 鳥 を 射止めて 矢 を 付けた 處が、 意知 は 之 

\ を 見て、 是は善 左 i 門の 矢 付で 無い、 外の 者が 射止めた の だとい ふ 事に せられて 了 

ノ つた。 さう して 遂に 自分の 手柄と いふ もの を 言上に 及ばれなかった ので ある。 此の 

一 如く 段々 と 無念が 重なった ので、 恐れ 乍ら 殿中 をも辨 へす 斬 掛けた のであります。 

\ 尤も 殿中の 儀 は 重々 恐 入る 事 は 存じて 居る 事で ある けれども、 御 番所で 無くして は、 

一 私體の 者が 意知に 近寄る とい ふ 事 は 迚も 出來 ない 事で あるので、 一命 を 抛って、 恐 

\ を も 顧みす 斬 掛け 申した ので ある。 第 一 殿中 を騷 がし、 次に 家筋の 儀 も 有る ことで 

一 あり、 篤と 思慮いた した ことで ある けれ 共、 已むを 得す 斬 掛け 申した ので ある。 曾 

\ て以 て亂心 ではない と いふ 意味 を 申 述べ た。 

j 右の 口上書で 以て 見る と、 善左衞 門が 憤った の は 無理 もない ことで、 その 斬 付けた 

一 の も 事情 酌 置すべき ものであるが、 然しながら、 その 私怨に 出た とい ふ 事 は 明白で 

一 爭 ふこと はでき ぬ。 
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ある 一 部の 社會 では、 f*: 左衞 門の この 舉は 公愤 から 出た 事で、 その 背後に、 顯 著な 

る 地位に 居る 所の 人物が 關 係して 居た やうに 傅 へられた ので ある。 其 頃日 本に 來朝 

して 居た 和 爾の柬 印度 商 會の長 崎 商館 長の チ チン ダの 記す 所に よれば、 當時 m 沼 父 

子は權 勢に 任せて 種々 の 改革 を 企てた。 その 爲 めに 多くの 人の 悒 しみ を 受けた。 然 

るに 父の 方 は 年 も 長け て 居る から、 畔が 来れば、 .E 然に 死す るが、 子息の 方 は、 ま 

だ 年 も 盛りの 頃で あるから、 その 計 ま ^ する 所の 革新 事業 を 仕遂る だけの 餘裕を もつ 

て 居る から、 今の 巾に 之 を IS さねば ならぬ と 人々 は考 へた。 遂に 彼 を 殺す ことが 決 

定 せられて、 佐 野？ ^ 左衞 門が、 之 を 敢行した ので あると いふ。 之はチ チン ゲが當 時 

の ^^を かいた ものであるが、 その 頃に は 善左衞 門の 行爲 はかくの 如く 深い 意味の あ 

る もの 、 やうに 考 へ られて 居た と 見える。 

世に 佐 野 善左衛 門-,? i{ 伯 所に しるして 3^ いた 十七 谅條 とい ふ ものが ある、 之 は 田 沼の 

罪状 を數へ 上け 堂々 と 明細に 田 沼の 惡事 をし るして 公憤 を もらした ものであるが、 


ノ  はどう も擬 作らし い。 若し 眞物 であると するならば、 善左衞 門が 口上の 中に も 多 

少は 之に 關 する 事 をのべ て、 どうせ 死 は 免れぬ 事で あるから、 思 ふ 存分、 氣焰を 吐 

いて 死にそう な もの だと 思 はれる、 それに 類す る傳 へが 一 向 見えぬ 所から 考 へても、 

之 は その 頃に 近い 時に 於て、 擬 作せられ たものと 思 ふ。 その 書きぶ りが、 後 章に 於 

て述 ぶべ き 田 沼 へ の 申 渡 罪狀廿 六箇條 とい ふ擬 作に よく 似て 居る 處 から 見ても、 f 〕 

の 書 は 疑 はしい ものである。 左に その 全文 を 載せよう。 

田 沼の 罪  佐 野 善 左衞門 宿所へ 差 置 候 十七 箇條 之寫 

i 欲^ 擅 一 主 殿 頭身不 背に して、 天下 之執權 職と なる、 安民す べきの 所、 己が 私欲 を 擅に 

I す  して、 御 恩澤を 忘れ、 無道の 行跡、 其 罪 ーぺス 

\  一  依估 最負 を以、 諸士に 立身 を 致させ、 剩諸 役人 を 己が 黨に 入、 就中 水 野 出 羽 守 

fli  „  . 向 筋 之 弟 寬次郞 を、 松 平 源八郞 跡目と 致し、 己が 次男 中務を 以て、 水 野 家 を 奪 

一 ひ 取 候、 其 罪 二、 
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1 十七 日 は； t 祖之御 忌：：！、 然るに 重役 義の 身分と して、 翫童卑 妾 を 集め、 酒せ ぶ 遊 

興 亂娃致 候、 K 罪 三、 

一 歴々 の 御 旗本へ、 種 生 不正 成 上の 己が 家 來之賤 女 を以、 緣談取 結せ 候、 其 罪 四、 

1 蠻國之 流 金 を以、 後藤 庄三郞 へ、 下役 之 者 共へ 狀を爲 致、 六 釗半之 積 を以、 

天下 之へ  1 子 を 岡り 上る、 似 ま は 天下 之 制 林 r 若 又 犯す 者 は 其 罪 磔刑に 成、 權烕 

を以、 己 は 似 金 持ん とェ む、 罪 五、 

1 悴 山城 i 寸を、 勤 功之 家から の^を 差 s、 天下 御 人 も 無之樣 に、 部屋 住より 若年 

寄に 致 候、 罪 六、 

1 奧向を 手 入、 御 小 納戶御 吟味 之 is、 御 役に も 不立者 を、 金子 を 取、 勤 功之 者 之 

子息 を 差 S 申 付、 剩玉澤 殿と. &合、 我儘 を 取 計、 女謁を 盛に なし、 君 を 稳し舉 

る、 其 罪 七、 

1 己が 屋敷 内へ 御 部屋 樣を請 待し、 陰謀 を 企、 藝者 河原者 を 相手に 出し、 亂淫を 


なさん と 謀る、 其 罪 七、 (本の 儘) 

一 加 恩 之 節、 累代 取來る 大名 御 旗本 之 領地、 宜所を 奪取 引替、 我儘の 行跡.、 其 罪 

八、 

1 本家 之 系圖を かり、 己が 家 を 本家 之樣に 致さん ため、 權烕 をい かり 取に 致 候、 

其 罪 九 

一 諸 運上 夥敷取 立、 諸 民 困窮 爲致 候、 其 罪 十、 

1 死罪に 可成 者 を、 己が 依估 を以不 致死 刑、 天下 之 定法 を亂 る、 其 罪 十 一 、 

一 金子 を 取集貯 へ、 利 分 を 取、 町人へ 借 付 候、 重役 義不似 金 出し 方、 其 罪 十二、 

1 己が 諸家 中には、 諸 大名 御 旗本 法度 を 犯し、 追 出され 候 者 吟味 無 之 抱 置、 諸家 

侮らせ 候、 其 罪 十三、 

i 當 正月 御 乘初之 節、 識訪部 文九郞 より、 御代 之 御 吉例、 御乘 初に 被 爲乘候 御 鞍 

を、 御 鞍 共に 拜領 致し、 ； t 祖代々 を不奉 恐、 己が 乘 鞍に 致し、 其 罪 十四、 
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1 己闇眛 無知に して、 古 を 不知と いへ ども、 緣家 土方 家の 先祖 之 名 を、 家に 其 儘 一 

姓名 を 附證、 家来に 不敬 を爲致 候、 其 罪 十五、  ) 

1 衆 道 を以、 己 立身出世 致し、 武功 之 家を謾 る、 其 罪 十六、  一 

1 i: 山城 守 若年 寄 被 仰 付 候 節、 諸人 困^ 之 時節 御高 力 米 五 千 俵、 天下 之 定法に 背 一 

き、 皆 米に て 下野 Ea! 十 右衞門 方へ 請 取 申 候、 其 罪 十七、  一 

右箇條 十八 筒 條ぉ之 候 得 共、 本 寄 之儘寫 s、  一 

右 十七 筒條、 主 殿 頭 一 言 申 開 無 之 所 之 重罪、 幸に S 籠 を 得て、 大役に 任す、 差 置" 

候 は >、 天下 之可爲 騒動、 依之不 得已、 殿中 を不 揮、 不顧 不敬、 可 致 殺害 之處、 一 

數年之 勤 仕 功 を 思 ひ、 且悴 山城 守 を 致 殺害 候 得ば、 自分 親 主 殿 頭 殺害 同 樣に相 成. 一 

候 事故、 m 城 守 殺害 致攸は  >、 只 厳科 を 相 待 而已、 謹言、  一 

天明 四 甲 辰年 三月 廿四 n  新御番 佐 野 善 左 衞門政 言 花押 一 

右の 十七 箇條の 如き ものが 作られた の も、 畢竟 は、 世間が、 善左衞 門に 托して、 そ 一 


^ の 欝憤 を もらした に過ぎないの である。 かくの 如くに して、 善左衞 門の 舉は、 一 般の 

^ 世人に 歡迎 せられた。 それ は 世間の 多くの 者が 爲 さんと 欲せし 處を 善左衞 門が 爲し 

i 人の 歡 メ た 故であった。 田 沼の 政治に 不平で あり、 また 其 頃の 世間の 不景 氣に對 して、 失望 

して 居った 所の 者が、 此舉に 於て 其 欝憤 を霽 したが 如く 思った。 恰 かも 其 頃 騰貴し 

\ て 居った 米の 直 段が 偶然に も 其 頃から 下落した、 とい ふ出來 事に 依って、 佐 野 善 左 

II し大 一 衞門は 「世直し 大 明祌」 と稱 せられた。 善左衞 門が 差して 居った 刀 は、 脇差であって 

二 尺 一 寸 粟田口 忠 綱の 作であった。 然るに 是 からして 後 俄かに、 忠 綱の 相場が 上つ 

ヒ とい ふ。 て 人心の 赴く 所 を 見る に 足る ので ある。 

佐 野 家 知 \ 善左衞 門の 切腹した 後に、 其 知行 所の 百姓 共 を 呼出した。 そこで 其 村の 名主、 五 人 

§§s 姓 組、 平 百姓な どが 出府して 來 た。 其 時に 善左衞 門の 父の 佐 野 專右衞 門と いふ 者が 

一 未だ 存命して 居った ので、 百姓 共が 殘らす 專右衞 門 方へ 罷 出で、、 悔み を 申 上 ゆた- 

\ 時に 其總 代から 金貳 拾兩、 恐れ 乍ら 御 隱居樣 へ 差 上け 申 度い から、 御 披露 を 願 ひま 

第一 意次の « 權  四 一 


田 沼 時代  四 二 

すと 4 出で た。 專右衞 門が 之 を 承 はって、 百姓 共の 志 は 誠に 感 する に餘り あり、 過 

分 至極で あると 首って それ を 受納いた した。 それから 屋敷へ 百姓 共 を 呼出して、 對 

面 をして 禮を申 述べた. - 扨 百姓 共に 申 is ける 事に 「打續 い 一し 不作の 上に、 此度 不慮 

の 儀で 以て 出 W いたして、 色々 物 入 も 有る であらう、 嘸 困窮いた す 事で あらう が、 

是 力ら は 恐らく 御料に 變る f  J とで あらう と 思 はれる。 さうな ると、 今迄と 違って.： fs、 

物 入 も 掛かる ことで、 難？ S の 程 .；^^ し 入る 次第で ある。 先刻の舍子^^拾兩とぃふ物は 

誡に 志默し 難いから、 受納いた したので あるが、 此 金子^ 拾兩は 改めて 此方より 遣 

はす。 百姓が 闲^ いたす 事で あらう から、 分の 寸志と して 恵み 遣 はすから どうか 

受けて 吳る やうに」 と く 懇ろに 申した。 百姓 は 何れも 難 有い 仕 合で あると、 挨^ 

して、 それから 其 金子 を、 百姓 共 は持參 いたして、 轔 じて 善左衞 門の 菩提 所、 淺草 

の德本 寺へ 參 つて、 百姓 總 代から 之 を 寺に 納め、 百ケ 日までの 法事の 料と して 差 出 

したと いふ。 善 左衞 門の 評判の よかった 事 はこれ でも 分る 0 


其 頃に 德本 寺の 善左衞 門の 墓所へ 貴賤が 群集して 參詣 した。 夥しい 參詣 であって 淺 

草 門跡の 寺內の 廣ぃ鴣 所が 群集で 以て 物騒し き有樣 であった。 一 體善 左衞門 は御咎 

を 被って 切腹した 者で あるので、 其 墓所に 參詣 をす る 事 は 遠慮す 可き ものであると 

云 ふので、 德本 寺で も 後難 を 恐れた か、 寺社 奉行に 訴へ 出た。 乃ち、 寺社 奉行から、 

代る.，， /、同心 を 遣 はして、 德本 寺へ 詰めさして、 札 を 立て、 參詣を 止めた。 當寺墓 

所に 緣 なき 者 は 參詣致 間 敷 旨、 寺社 奉行よりの 仰 付で あると いふ 札 を 立て、 置いた 

けれ 共、 參詣人 は 日 * しに 大群 集で、 中には 迚も 墓に は 詣られ ない とい ふので、 表 

の から 拜んで 歸る者 も 多かった。 中には 緣を 求めて、 外の 墓へ 詣 ると 稱し 乍ら、 

善左衞 門の 墓 へ 詣 つ て 來る者 も 多 か つ た。 本堂の 左の 方に 墓地が 有 つたので あるが、 

其 本堂へ 參詣を 致して、 賽錢が 毎日 十四 五 貫 文 程 もあった とい ふ、 誠に 盛んな 事で 

あった。 日 を 經ても 墓所に 緣を 求めて 詣る 者が、 段々 多くな つて 來た、 - 諸 所から 善 

左衞 門の.^ 名 を 貰 ひに 來る 者が 多くて、 中には 百疋 二百 疋の 謝禮を 置いて 行く 者 も 
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有る。 JiJ 本 寺 は 思 はぬ 利益 を？.^ たとい ふ 事で ある。 寺の 門前に 席 を 敷いて 花 線香 を 

一 寶る 所. か 三 ケ所も 出来た。 門に 這 入る と四キ 樽に 水 を 入れて、 手 を 洗 ふ 設備 をして、 

錢を 儲ける 者が あった。 墓に 花 を 立てた 有 樣が宛 かも 林の 如く、 地上の 線香の 煙が 

人 を 襲 ふが 如くであった。 「世 1^ 大 明祌」 とい ふ 條が數 十本 寺に 立てられ 宛 かも 開帳 

\ 場の やうな 有樣 であって、 寺社 奉行から 林 じられ て 後 も、 夜分 潜 かに 參詣 する 者が 

一 あった。 止められた 後 も 門外から？？^ 錢を投 ける 者が 夥しく、 夕立の 樣 であった。 

\ 善 左 衞門は 此の 如く 世人に 歡迎 せられた に反して、 田 沼 意知の 方 は、 又慘な 者で あ 

意.^ のみ バ 

•  ち， めな 有 一 つた。 意知 は 四月 十二 日に 葬績 をした。 寺 は 駒 込の 勝 林 寺であった。 此寺は 今に 駒 

\ 込に^！^して居る。 葬列が 祌田梳 の g 敷 を 出た 時 は、 暮 の六ッ 半であった。 然るに 三 

一 河 町  一 丁 H あたりから、 乞食が 八 九 人 も 出て 来て、 何 か 下されと いふ、 處が 一 文 も 

一 吳れ ない。 ^々乞食が 怒って、 石を投 ける 者が 夥しい。 其 先/ \ と 乞食の 中に 普通 


ノ の 町人な ども 交って、 悪口 を 叩いたり 石を投 ゆたり する 者が、 雨の やうであった。 

\ 辛うじて 勝 林 寺へ 納める 事が 出來 た。 又 二人の 乞食が あって、 一人 は七ッ 星の 紋を 

\ 着けた 酒樽の 古い 菰を 被って、 怪しい 姿 をして 驅け 出て 居る。 一人 は 鍾媳の 姿 をし 

て、 已、 惡魔 逃さない ぞと 言って 追 詰めて、 大刀で 以て 斬殺す 眞似 をして、 ぉ晝到 

\ る處の 町々 を 週り 歩いた。 之 を觀る * は 誠に 痛快な 事と して 喜んだ とい ふ。 其 頃 多 

一 くの 落首が 出來 た。 これ は 色々 の 書物に 見えて 居る が、 中に も、 和 蘭の チ チン、 グが 

彼の 將軍列 傅の 中に 羅馬 綴で 以て 記して ある ものが ある。 記者が 外國 人で ある 丈け 

\ 最、 興趣に 富んで 居る やうに 思 はれる。 左に 其 二三 を錄 して、 下に その 翻譯を 記す。 

\  TCitsingh  ..  Memoirs  et  anecdotes  des  Djogims. 

善 左衛 \  Appendice  Fragmeiis  de  poesie  Jajxsalsp 

h 件の 落  一 Ki  ra  re  ta  wa  (斬られた は 

广 Ba  ka  to  si  yo  ri  to  ばか 年寄と 
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田 沼 時代 

Ki t:ou  ta  la  ya 

Ya  ma  mo  o  si ro  30 

oa  Ava  gou  sin  hall. 


Jg  くと はや 

山 もお 城 も 

さわぐ 新番) 


\a  ma  si 1.0  no 

JSi ro  no  o  ko  so  (Ic 

rdlc  mi  so  nii  ^0 

A に a  (10  SI vo l.i  to 

i. つ 1 to  Ava  you  imr. 


(山城の 

城のお 小袖 

血に そみ て 

赤 年寄と 

人 はいふなる) 


A  Boll  Ina-  SI  no 

3ln 15  no  メ va  tan  m 


(東路 の 

さ の 、 液り に 


Ml  SOU  ma  SI te 

Ta  15  ma  no  la  re  te 

O  tsou  rou  va  ma  si 1.0 


水まして 

田 沼の きれて 

落る 山城) 


ヒ" a  tsi oil  ye  t;e 

cu  me  ga  sa  kou  ra  to 

Sa  kou  fan  na き 

Ta  re  ta  ki  tsou  ke  te 

San 110  ni la  ra  se  ta* 


(鉢植 て 

梅が 櫻と 

さく 花 を 

たれた きつけて 

佐 野に きらせた) 


」<1 ra  re  ta  一 va 

.Ba lea  do  si vo 1.1 ^0 
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ばかと しょりと 


田 沼 時代 

&an 11〇 sill sa  yc  mi  moii 

Ko  re  ten  mei 

To  no  ma  Yasasalro 

Foukade  sva  nalsl 

ivita  mi  tat  si 

Ki l.a  rcte ヨ ireraroii 

Iy〇 sanno  sans? 

De  tclicnnva  sallsa 

Yoi lumi  smm lyp 


四 八 

いふべ きに 

佐 野 新 左衞門 

これが 天命 (明) 

(田 沼 山城 

深手 じ やない が 

あいたし みたし (？) 

切られて 逃 けらる 

ィ ョ佐 野. サ ン ザ 

出血 は ザ ン ザ 

善い 氣味じ やにへ 


02  Tva,  tonomo  wo 

Is^lal mou  sia 

Nales-  sau  sa 

Fitori 1 moiis  Komo 

ye  tchi  wa  sansa 

Yci  ksn  siaiii  iye 


Kirareta  sono 
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おら は 田 沼 を 一 

憎む じ や  ； 5 

ない が ザンザ 一 

獨 息子 も  一 

殺された  一 

いよ 佐 野 シン ザ 一 

出血 は ザンザ 一 

よい 氣味じ やに <r! 


田 沼 山城 

切られた その 

殿中 疵は？ 
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田 沼. s 代 

Asaiga  dil.are  il 

Yoi 1 へ uni  siani  lyc. 


五 〇 


淺ぃが 出られまい 

ィ ョサノ シン ザ 

55 血 は、 ザ ン ザ 

ョ ィ氣味 じ やに へ 


囚 yo  (lai  mio 

Moil sio  iii  nik:ou  mo  ou 

Nanatsou  li 

Ima  SI Isu  SI  re  ha 

る mo  no  si  ya ン va  si. 


諸 大名 

むしょうに 衍む 

七 ッ：^ 

今し くじれば 

下の 仕 合せ 


古今 百 代 草^ 書に も當 時の 落首、 流行歌 等 を 載せて 居る が 右の 「チ チ ン ，グ」 の 所 記 

参照して 見る と 面 6 い、 左に その 二三 を錄 する。 


桂馬から 金になる 身の 嬉し かり 高 上りして 歩に とられけ り 

金銀 を だましとりて は 桂と なり 飛 香と も云步 角と もい ふ、. 

劍 先が 田 沼が かた へ 辰のと し 天命 四 年 やよひき みかな 

金と りて 田 沼る 、身のに くさ ゆ へ 命 捨て もさの みおし まん 

同 やりうた 

金 をと るなら いふ 事 聞き やれ ザ ン ザいた ひ 思 ひで 恥 を かき 田 沼が 袖から 血 は ざん 

ざ ョ ィ きみ じ やに へ 

おらが 對馬を ほめる じ やない が、 ザ ンザ佐 野が お 爲を田 沼と て むすこの ひたい は 血 

は ざん ざョ ィ氣味 じ やにへ 
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田 沼 時代 

七 服小藏 


五 二 


天明 死 太刀 年 

城院 殿中 劍難血 五位 下 大山 士 

三ケ血 二十 四 B 


是は遠 州 相 良 乃 城に 近年 住た る 化物、 目 

が 七ッ、 一：^ 先兩 股に ロ三ケ 所、 諸人の 金 

銀 財 を 取 、多くの 人 をな やまし， ひ 

たいに 角 三本、 誠に 親の 因果が 子に むく 

い、 此度御 C お 地に 於て、 打 留ました、 善 

左衞 門の はなしのたね、 サァ御 老中 ゥ 


田 沼 時代  五 四 

また 此 頃に は 後 章に もい ふ 通り、 黄表紙と かまた 靑本、 草双紙と かいふ ものが 大に 

： 流行して、 その 時代 を 諷刺した ものが 多く 出た。 田 沼に 關 する ものに も 「世 直大明 

^餘麵 1 祌」 とか、 「天下 一 面 is 鉢」 「時代 世話 二 梃鈹」 などと いふの が ある、 「時代 世話 i 

铤鼓  皲」 とい ふの は 意知 を平將 門に、 苦 左 衞門を 藤 原秀鄉 にたと へた もので、 その あど 

： けなき 諷刺と 奔放 自在なる 譬喩と は 蜜に 笑 ふ を 禁じ 得ざる ものが ある。 左に その 全 

文と その 圆 一 葉 を 掲載しょう" 

一 P 時代 世話 ニ铤鈹 mss 作 ^^門人 行 I 

天皇 六十 一 代 朱 雀の 帝、 天？^ 年中、 平の 將門 東國に 猛威 を 振 ひ、 人民 是 を^き け 

れば、 此事 一： 小 都へ 閒へ、 藤 原 秀鄉敕 を受、 討 手に^ ふ、 

平 親王 將門 は、 東國に大家體を^^築し、 尾花 殿 梅 本殿な どい ふ を 待へ、 公卿の 替 

玉 を 抱、、 狂 耿師の 樣な名 を 名乘ら せけ る、 A 「東 百官と て 手 習 子の 習 ふは是 なり 

秀啷 ま-ぐっと 案じて、 家 來は皆 後の 山の 中に 忍ばせ 自分 一 人將 門に 對 面する 


「親王 樣は、 はや 業の 名人と 承る、 私 も 早業 は 心得て 居ます から、 早業 比 を 致して、 

私が 負たら、 御 味方に 附 きませ う、 御前が 御資 なすったら、 此家 體を潸 して 歸り 

つ こにし やう じ や 御座り ませぬ か、 

「此奴 善から う、 汝 負た 時、 しぶりつ こ 無し だぞ よ、 

「我等 兩人は 俵の 曲 持、 借の 上塗と 申す、 以後 は 御 見知 下され、 

「此頃 評判の 俵 藤 太と は 貴 樣の事 か、 私 は， 」ん にやく 島の 通 だから、 名 を 南 鏡の 御 

大臣と * す、 以後 は 御 見知 下され、 

俵 「どれ も 皆 變な名 だ、 大文字 屋の帳 Si の 塗 札に あら ふとい ふ 名 だ、 

將門は 秀鄉が 味方に 附 かんとい ふ を 眞と思 ひ、 我 早業 を 見せん すと て、 一 人に て 

七 人前の 魚 鰭 を 打て 見せる、 (六 人の 影法師、 後に て手傳 ふ、 人に は 一向 見へ す、) 

其 時秀鄉 少しも 騒がす、 懷 中より 神明 前の なご やで 買った 早業 八 人前 を 出し、 暫 

時に 八 人前の 鰭を餘 へければ、 將 門より 一 人前 多き 故大 にへ こませる、 

第一 意次の » 榴  五 五 


田 沼 時代  五六 

將 「何とき つい 物 か、 是 では 仕出 里 の 料理番に 行ても よから ふ、 

秀 「私が 料理 は、 御前の 様に 出 pi^ls 丁 は 入り ませぬ、 出 p!^ とい ふ 物 は、 賭博場の 喧 

嘩に振 廻す 物 さ、 大根 はりう く 仕上 を 御ら うじろ、  ， 

將門料 St- に は けたれ ども、 遊 藝に掛 て は 叶 はせ じと、 七變 化の 所作 を 一 度に し 

て 見せる、 

穷 「此 所大 でけ ぬ/、 と w たい、 餘り、 フ ぬ を 言 ひなさん な、 ふられ やうと 思って、 

將門 所作事に て髯 を撫 ければ、 秀鄕 兼て 習 ひし 八人藝 にて 見せつ ける、 

秀 「ちん つん、 チャン- ドン. -、 ヒ イラ リヒ ャゥ、 

将 「成程 器用な 奴 だ、 又 一 人前 员た、 けち 忌々 しい、 

時に 將門 文字の 早 書に は 叶 はせ まじと、 七ッ いろは を 一 度に 書いて 見せる、 

秀鄉夫 も 叶せ じと • 早 引せ つやう にて、 八つの 文字 を 一 度に 引て 見せ、 其 上 やが 

らの鐘 を 一 度に 打って 見せる、 


將 門秀鄉 にしつ けられ、 ぐっと 急 込で、 うぬが でに 化 を 現し、 我 * は 姿 七つ ある 

から、 斯く 早業な り、 汝 はよ もや 此眞似 は出來 まいと、 七つの 姿 現して 見せる、 

「何と 奇妙 か、 「何と 奇妙 か、 「何と 奇妙 か、 「奇妙 かく/、 く、 

「親王の 土用 干 を 見る 檨だ、 親王 命 を あゆまき のじ やねへ か、 

秀鄉是 を 見て 曰く、 我 は 親王に 優りて 姿が 八つ あり、 御前の H に は 見へ まい、 此 

眼鏡で 見 給へ と、 駒 形の 眼鏡屋に て 買し 八 角 眼鏡に て 姿 を 見せる、..、 

將門八 角 眼鏡に て 秀鄕を 見れば、 成程 八つに 見 ゆる 故、 肝 を 潰す、 

秀 「何と どうで 御座ります、 きつい もの か、 斯 した 所 は 好 男で 御座へ しゃう、 

秀鄕、 今 は 約束の 通、 家 體を缺 所し 寶 居と いふ 札 を 張りて、 歸 らんと 罵りければ、 

將門大 性に て、 七 人の 姿 各々 鎗 を引提 ゆ、 秀郷に 突いて か、 る、 秀鄉は 打 物に 

て 叶 ふま じと、 日頃 念す る淺 草の 觀世音 を 念じければ、 不思議 や 雪中に 観世音 現 

れ給 ひ、 千の 矢先 を 揃へ て 射懸給 ふ、 

第 I 意次の « 襪  五 七 


田 沼 時代  五/ 

觀世音 も 鈴 鹿 山 此方、 久しく 矢 を 放ち 給 はぬ 故、 千の 矢 九 百 九十 三 筋 的 を 外れし 

が、 殘 りの 七 筋 は 七 人の 將 門の 米 かみに 當る、 

將門は 大悲の 矢先に 懸 りて、 弱りし 所 を 秀鄉隙 さす 立 寄て、 首 を 刎ければ、 不思 

議ゃ切 口より. g 汐^ 空へ 吹 上 七つの 魂 飛 去る、 ， 

「先棒の 魂 待 やれな、 交際 を 知ね へ か、 

秀， 略よ、 是を 見て、 始めて 花火と いふ 物 を 案じ 出す、 秀郷の 伏勢 是を 見て、 合圖の 

鋒 火と 心得、 ^_?來る、 

「皆 急け ぐ、 あれく 合 圆の鋒 火が 上る、 斯埒が 明ないで はの ろしく、 

秀 f は 難なく 將門を 退治せ しも、 淺草觀 音の 利 生な りと、 狩 野の 古法 眼 元 信に 繋 

馬み 描かせ、 給 を 奉納す る、 又將 門が 靈 をば 神 田 明 神と いふ、 其頃神田に^^な 

く 七曜の M.^. の 光 を 放せし は此將 門の 魂な り、 

首尾よく、 こじ 附て めでたし/、、 


(參 照) 

續 藩翰譜 齊赝錄 繽 談 梅 續三王 外 記 休 不一 錄 麇嫁談 甲子 夜話 S の燒藻 大 

日本 古文書 伊達 家 文書 田野 雜錄 德 川實紀 實說 夢物語 營中^ 傷 記 佐 野 政 言 » 

« 記 佐 野 田 沼 始末 遠 相責錄 蜘蛛の 絲卷 後見 草 チ チン グ編將 軍列傳 古今 百 

代 草叢 書 時代 世話 ニ挺皴 
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田 沼 時代  六 〇 

第二 役人の 不正 

前に 述べ たの は mBs.si2- 次 其 人 へ の照贿 井に その 收賄 であるが、 賄赂は 一 般に此 時代 

の 風潮と して 盛んに 行 はれて 居った ので ある。 寳暦九 年に 幕府 は， 令 を 出して 役人 等 

が 音信 贈迨を く 林 じた。 その 趣 は 總て儉 約の 木 は 貴賤 共に 其 祿の一 ：1 を 計り 費 を 節 

し 不虞の 費用に 備 SQ く 可き であるに 其 心 をせ すして、 却って 家計の 爲に利 慾に 耽る 

こと は た 曲事で ある、 人馬 共に： H 、分に 應 すべき ものであって 禹事 を簡暑 にして 奢 

侈を禁する事を忘れなければ各左のみ^^乏に及びまじきものでぁる。 今後 家老 御 側 

御用 人、 若年 寄 等 音信^ 物 を く 停止すべし とい ふので ある.^ 次で 明 和 二 年に も 

亦 令 を 出して 請托を 禁じた。 それ は 訴訟のお つた 折に、 近習の 者より 奉行の 夫々 の 者 

へ 窃かに 嘆願に 及ぶ 事が 有る の は、 せ： しく 無い 事 は 申す 迄 も 無い 事で あるが、 若し 

も 左樣な 事が おる か、 或は 老中 若年 寄 を 初め 以下 役人 共の 家来が、 奉行に 向って 何 


か 請求め る 事が 有ったならば、 構 はす 其 趣 を 老中 又は 其 役の 長官に 告ぐ 可し とい ふ 

事 を 令した。 安永 六 年に、 又、 大奥に 近侍して 居る 人々 が、 訴訟す る 者に 賴 まれて- 

|ハ 事 を窃に 奉行の 許に 申して やる 事 は 有る まじき 事で ある。 老中 初め 役人の 家來共 

が、 願 ひ 2 ふ ものが あって、 それ を 奉行に 賴んで やる ことが 有ったならば、 一切 奉 

行から 其 事 を 申 上ぐ 可し とい ふ 事 を 令した ので ある。 是等は 法令 上の 取締で ある。 

明 和 五 年に 幕府から 諸 大名に 老中 を 招待す る ことの 觸を 出した。 幕府に 於て 御 祝儀 

の 事、 又 家督の 祝な どあった 時に 老中 を 招待 するとい ふ 事が 從來 あつたのに、 それ 

が 近頃 大分 長く 罷め になって 居る 向 も 有る。 是 は大體 五ケ 年 位、 餘り 年の 立たない 內 

に、 老中の 招待 をした 方が 宜しい とい ふ 事 を觸れ たので ある。 是は 世間に 田 沼 意次 

の 意見から 出し、 諸 大名に 向って 老中 饗應の 强請を やった の だとい ふ 事で、 田 沼 を 

非難す る 人 も ある。 けれ 共此 時には 未だ 田 沼 は 老中に なって 居らぬ ので あるから- 

田 沼に 對 して 其 非難 をす る 事 は當ら ぬので ある。 併ながら、 田 沼が 老中に なって か 
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らは、 隨分 招待と いふ 事が^ つたら しいので あって、 北 〈没落の 後、 天明 七 年 改めて 

諸 大名 等が 妄に 老中 を聘 ぶこと を 禁じた 令が 出て 居る。 さう 云 ふ 弊が 隨分多 かつ 

た 事で あらう と 思 ふ。 役人の 不正と いふ 事に 付て は、 田 沼 没落の 後、 梳崎九 八郎と 

いふ 者が、 松 平定 信に 差 上け た 上 寄が ある。 其 中に 町奉行の 與カ 同心 共が 町方に 對 

して 權威を 揷 つて、 公事 訴訟の 場合 又は 惡 しき 事 をした の を隱す 可き 爲に、 賄賂 を 

贈る とい ふと、 遠慮なく 之 を 取る。 加 之、 甚 しきに 至って は、 自ら 進んで 之 を耍 求す 

る 者が あり、 分限不相應の^5^:^をする者がぁるとぃふ}5^-を害ぃて居る。 松 平定 信の 

書いた^ 前？ 15!$ にも 斯う 云 ふ 事が 甞 いて ある. - 

近年 時計 世に 流行して、 諸侯 方 居間に 二三 十、 少 くして 十ば かり も ありと いふ、 

いかなる 心に て 翫び給 ふ； て や、 丼、 心 は 知らす、 おも ふに、 只 何の 心 あるに は あら 

す、 時の 流行と いふに 雷同して、 多き をむ さほる の 心なら むか、 此 器の 用 は、 時 

を 計る 物 なれば、 一つ にても 足りぬべし 、週 速の 見合せ のた めぞ とならば、 二つ 


まで は 可なる べし、 二三 十 乃至 四 五十に 至て は、 何の 用^る 事 を 知らす、 工人 は 

產 業の 折 を 得たり と 思 ひ、 形 をい ろくに かへ て 作り出す を、 是 もめ づ らし、 か 

れも面 e しと、 限りなく 求めら る、 故に、 終に 三 四十に も 及ぶ なるべし、 又 時，^ 

0  00  0  00  00000000  0000000  OOOOOOOCOOOO 

く 役人な ど は、 諸侯の 方 を はじめ、 手 入と やらん に、 何 を かなと 賄賂 を爭ひ 贈る 

00000  o〇〇〇oo  000000000000  0000000000 

時節 なれば、 其 人の 好む 品、 又は 時には やる 物と いへば、 我お とらじと 贈る ほど 

00000000000000000 

に、 終に 其數 あまたになる にも 有べ し、 武 用の 器な どならば、 何 ほど も餘計 あり 

たきもの なり、 させる 用な き 品に、 金銀の 費 多き は 奢侈の ひとつ なるべし。 

ホ氺  氺 

此の 如く 役人が 賄賂 を收 める とい ふ 事 は 一 般の 風潮に なって 居ったら しいので ある A 

幕府の みならす、 京都の 方に 於ても、 之と 同樣の 事が あつたの である。 是で 見る 

と 賄賂 公行と いふ こと は、 一 般に 時代の 風であった ので 必す しも 田 沼の 惡 政に のみ 

侬 ると いふ 譯 でも 無から うと 思.^。 其 京都の 方面に もあった とい ふ 事 は、 禁裡の 
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賄 方が 窃に 出入の 商人と 結 托して、 ^賂 を收 めて 居った。 さう して 其 御贿の 帳面に 

附 かけ をして £?1き^»： 〈外い ろく 文 # を^ して、 長 梳15 へ 申達し， =K 御拂 銀の 内 を 

不正に 收 めて 居った とい ふ 事で ある。 1 件の 顚末 について いへば、 後桃圓 天皇の 

頃 御所の 賄 方 役人に.；： iss^l 江 守、 m 村 肥 後 守、 飯 室 左 衞門少 志、 津田能 登 守、 西 池 主 

鈴と いふ 者が あって 此 等が 相 謀って 私曲 を 働て 居る とい ふ 事が 泄れ たので、 安永 二 

年の 十月に K せ 位 を 停められて 獄に 下された。 其、 S5、 慕 麻に 於て は近來 御所 向の 役 

人に 不埒の 事 を 働いて おる とい ふ 事が 略 STt に 道 入って 居た けれ 共、 御 51 所枘を 勤め 

て 居る ので、 其 儘 許して sa いた 虚. か、 御所 向の は^ ia- から は 干渉が 來な いとい ふ 

ので、 尙不 55r の 致 方、 次第に 4? 長して 來た。 然しながら 左樣な 不埒な 者を釓 明す る 

役 は、 闢 東の 幕府の 受 持の 事で あるから • 愈く 檢 をす る ことにな つたので ある。 そ 

， 〕 で 此者共 は W 奉行から 呼出して 吟味 を 受け、 或は 其 職 を 免じて 牢屋に 入れ 夫々 

=K (家の 家宅捜索 を 致し、 段々 調べて 行く と 連 aC か .5 まく 多くな つて 來た。 この間に、 


天皇、 女 院に於 かせられて は 長く 召使って 居った 者で あるから 誠に 憐れで あるから 

とい ふ 思 召で、 何卒 生命 は 肋け て やりたい と 色々 と 其 思 召 を 幕府の 方に 泄 され、 女 

院は 殊に その 當時は 櫻 町 天皇の 御 年 囘に當 つて 居る から、 特に 憐愁を 加へ る やうに 

とい ふ 仰せ を も 下された。 併ながら 幕府に 於て は此 度の 儀 は 朝廷 を 御 崇敬の 意味 か 

ら 出た ことで、 朝廷の 御爲を 存じて 吟味 を 致した 次第で ある、 假令御 憐懲の 御沙汰 

を 仰せ 下されても 其 思 召 は 相 立つ まじき かと 存ぜ られ る、 如何にも 御尤な 次第で は 

御座り まする けれ 共 此儀は 御沙汰 無い 事に 御 願いた したいと 御 返事 を 申 上け て、 斷 

然 たる 處分 をす る 事と した。 さう して 居る 內に處 刑 前に 牢屋で 死した 者 も 大分 あつ 

た、 翌 安永 三年 八月 二十 六日に は 更に 禁中、 仙 洞、 女院、 女御 等に 奉仕して 居る 官人 

の 私曲 ある もの 四十 餘人を 捕へ、 之 を 牢屋に 打 込んで 其 官位 を 停め、 翌 二十 七日に 

なつ、 て、 其 連累 者 總計百 二十 四 人と いふ 者 を 罪し、 重き 者 は 首 を 斬り、 以下 流刑 或 

は 追放 等 それぐ その 差 をつ けて 處罸 したので ある。 尙、 之に 關 係して 居った 商、 

第二 役人の 不正  六 五 


田 沼 時代  六 六 

の 八 百 餘人を 追放した ので ある。 

(參照) 

德川 K 紀 0S 植崎九 八 郎上害 樂翁 公适^  11 八槐- せ。 K 種 公 記 定 

$0 寺社 舉行 SSSi 


第三 士 風の 廢頹 

f£l ョ \ 旗下の 士の 風儀が 廢頹 して 墮 落して 居った こと は 誠に 思 半ばに 過ぎる ものが ある。 

： 旗下と 云へば 慕府 直轄の 軍人で ある。 其 軍人が 武士に も 有る まじき 振舞 を 以て 處罸 

せられた 者が 非常に 多い。 其處罸 せられた 書類な ど を 見る と、 丸る で 今日の 新 ffl の 

111 面 記事 三面記事 を讀む やうな 心 持が する。 玆に其 三面記事 を 少し 列べ て 見たい と S ふ。 

明 和 元年 八月、 書院 番の 木造 七左衞 門、 京 極 伊 兵衞、 西の 丸 小姓 宮城 仁 十郞、 小姓 組 

の 杉 原 七十 郎等が 相伴うて 墨 田 川に 水練 を 稽古 するとい ふので、 朝 船を乘 出して、 

泥醉 溺死 \ 其 處へ藝 者 を 呼 入れて 酒 を飮ん で夜遲 くまで 凉んで 居った。 其 中に 杉 原 七十^ 醉拂 

つて 溺死 をした の を 外の 三人 は 少しも 知らないで 其 儘 過ごして 居った。 後 二な つて 

マ 其亊は 分った けれ 共 致し方 もな く 其 ま、 隱 して 居った。 さう して 番頭から 尋ねられ 

へ た 時に も、 詐を 申立て 評定 所に 呼 出され 調べられた 時に も 好い加減な 事 を 申して 居 
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た。 處 がつ ひに 事 露顯し 十月 七日に 至って 各.. その. H 籍を沒 せられた。 其 時に 落首が 

出来た。 

船に 醉ぃ 酒が すぎ 原 七十 郞 

七 百 石 を 川へ 進物 

何事もなく すむ 時 はけい こ 船 

けいこ 

おほれろ 時 は藝妓 ぶね 力な 

\  i  呂城仁 十 郞の事 を  . 

一  川風に ふき 折られし や 富 城 野の 

一  す、 き はお ほれて 浮きつ 沈みつ 

\  木造 七左衞 門の 事な 

\  木造り てた しなむ べきに 人まで を  - 

さそ ふ 遊びの 面つ くりけ り 


に奔ぜ し 博 
隱 しらて 突 
るて れ构窃 

寺出禁 


ホ  か  ❖ 

次に 明 和 三年 九月 二十 九日 小 普請 組の 外 村 大吉が 斬罪に 處 せられた。 それ は 大吉の 

父 金十郞 とい ふ 者が、 是 はもう 故人に なって 居た ので あるが、 大吉の 年 を 違へ て屆 

けて 居った の を、 家を嗣 いでから も 改めない。 それが 一 つ。 それから 大吉の 妹が 家 

を 出で、 出奔して 了った の を、 後見 をして 居った 小 普請 組の 比 企 善十郞 とい ふ 者が、 

それ を屆 けないで 居った。 其 後 大吉が 年取って から 妹の 行衞が 知れた けれ 共、 其 儘 

に棄 て、 置いた 事が 一 つ。 それから 去年 弟の 盆 之 返と いふ 者が 出奔した の を 届けな 

いで m 一いた 事が 一 つ。 それから 己の 家に 於て 常々 馎樊 をして、 剩へ小 普請の 權田熊 

太郞 とい ふ 者と 爭 うて、 其 後 熊太郞 が； ^傷せられ たの を 其 儘に して 置いた。 また 常 

に 住所 不定の 怪しい 者 を 集めて 博 突 を 致して 居った。 又 本 所 立 川の 店屋に 積んで あ 

つ、 た 材木 薪 等 を 盗んだ によって、 奉行所へ 呼 出された 時に 逃 出して、 摘 へられて、 

座敷牢へ 入られて 居った のが、 また 脫 出して、 頭 を 剃って 坊主に なって、 常 陸の 或 寺 

第三 士 a の廢額  六. 九 
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に 隠れて 居った の を 捕 へられた。 重々 不屆 であると いので 首 斬られた。 妹 は 捕 へら 

れて 一 族の 家に 預けられた。 此妹は 大吉が まだ 小さかった 時に、 其 家の 下男と 密通 

して 出奔して、 藝者 となって、 今 は 百姓の 妻と なって 居った ので あるが、 今度 大吉 

が 逃け た 時に、 それを賠まったとぃふので^=?ハ罪を受けたのでぁる。此大吉と共に屢* 

博 突 を 打った 西の 丸 右筆 守 星 求^、 小 普請の 比 企 善 十郞、 同小 普請 荻 原 五左衞 門の 

子久 五郎、 同 川 井 三次 郎等 皆 遠 流に 處 せられた。 

レ、  -  し 小  ^> 

次 は 明 和 四 年の 七月 二十 一 日に 小 普請の 遠 藤 甚四郞 とい ふ 者が 遠 流に 處 せられた、 

是は 遊女 を 買 取って 妾に して 居った。 後 また 他の 妾 を Sd いた 處が、 前の 妾から 金 を 

借り 乍ら 遂に 自分の 心に 叶 はぬ というて 押 籠め し 置いた、 其 妾が 逃 出して 行って 訴 

へた。 そこで 《 四 郎の惡 事 露 はれて 此の 如く 罪せられた。 一族 彌 一郎 も 其 事に 坐し 

て 遠 流に 處 せられ、 新 番酒井 半 右 衞門も 閉門 仰 付けられ、 大工 頭 福 田 久左衞 門も士 


藉を沒 せられ、 甚 五郎の 母 は 一 族に 預けられ、 妾 等 は 皆 それぐ 咎を 受けた。 

翌年 明 和 五 年の 七月 二十 二日 小 普請 組 荒 川 八 三郞が 追放 せられた。 是 は新吉 原の 遊 

女 町が 嬈 けた 跡 を 見に 行く とい ふので、 友達と 一 緖に 出掛けて 行った。 さう して 先 

手 組の 下役 人の 泥坊 巡視の 態に 僞っ て 往來の 者 を 咎めたり した。 淺 草の 田 W へ 出て 

來て、 其處の 番小屋に 立 寄って 今度 本物の 先手 組の 者に 見咎められた 時に、 言 通れ 

やうと して 色々 僞を 言った のが 露 はれた ので ある。 是は 近頃 も 能く 新 ffl に 在る 儒 巡 

查の 類で あるが、 それ を 堂々 たる 旗下の 軍人が やった ので ある。 

ホ  ホ  ❖ 

明 和 五 年の 十月 五日、 大番の 下枝采 女が 遠 流せられ た。 是は增 田 太 市と いふ 者の 家 

で、 常に 賤 しい 者 共 を 集めて 博 突 もやって 居る。 養父の 忠兵 衞が戒 むる のに 聽 かな 

いで、 或は 芝居の 眞似 をしたり、 又 三味線 を 引く 者の 姿に 扮 して 凉み 船に 遊びに 行 

第三 士 ft の廢頓  七 一 
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つたり、 或は 御祭の 時に 練 物の 翻 子と 交 はって、 又 途中で i ゃ晦 をして 人に 創 を 付け 

られ 乍ら、 病 氣と懦 つて 家に つて 居り 乍ら、 尙、 度々 窃かに 町へ 遊びに 出た こと 

が 知れた ので ある。 之に連3^して小§:=請の松^善四郞と云ふ^;ぉも追放せられたので 

ある ゥ 

氺  *  ホ 

明 和 七 年の 十月 二十 n の 夜、 元の E.W 勤番 をして E つた 佐々 木 市 五郎と いふ 者が、 

同僚の 河野德 五郎と 一 緒に s を飮ん で、 酒が 無くなつ たとい ふので、 近所の 酒屋へ 

下男 をして 取りに 行った。 嵐が 夜が 週くな つたので、 酒屋が 戶を 閉めて 居って、 ど 

う も 幾ら 起しても 起きない と 云って 歸っ て來 たの を兑 て、 德 五郎と 市 五郎の 二人 は 

それ ぢゃ已 が 行って 起して やる とい ふので、 二人で 出掛けて 行った。 矢 S に 酒屋の 

戶を 叩いた ので、 ft から 々な 雜言を 叶いた^ があった。 何者 だ 失敬な 奴た とい ふ 

ので、 その 奴 を此處 へ^き 出せと 怒鳴り付けた。 そこで 酒屋の * 頭が 出て 色々 御 誇 


にに 遊女 
閬 乘び郞 
入 じ 酒屋 
す 寺 興に 


； をした けれ 共宥 さない。 それ ぢゃ此 處へ酒 看 を 出せと 言った の. で、 番頭の 中に 又 M 

細聽 \ を 罵った 者が あつたの を 怒って、 德 五郎が 刀を拔 いて、 其 番頭に 斬 付けた。 番頭の 

付 t らる \ 方 も 之に 負けないで、 其處に 在り 合った 棒で 以て 刀 を 叩き 落して 了った ので 德 五部 

\ は其處 から 逃け て歸 つた。 武士が 酒屋の 番頭に 負され て 了った ので ある。 其 所爲は 

メ 武士た る 者の 所業に あらす とい ふので、 遠 流に 處 せられる 事に なつ ヒ。 然るに 安永 

-; 元年 二月の 大火で 牢屋が 燒 けた 時 一 時 放ち 出された 處、 まもなく 立ち 歸 つたので、 


1 等を宥 され 中 追放に 處 せられた。 


安永 元年の 八月 十一 日 小 普請の 宇 野 市 十郞、 小姓 組 山 崎 兵 庫の 養子 左 門の 二人 追放 

に處 せられた。 是は刀 を 着けないで 兩圈撟 あたりの 女郎屋へ 遊びに 行った。 さう し 

ズ 酒興に 乘 じて 道具 を 打 毀 はし * 果て. は 垣を乘 越へ て 大德院 とい ふ 寺の 門へ 押入つ 

て 狼藉 をした 事が 露 はれ そこで 牢屋に 入られて 居った 處が、 この 春の 火事に 牢屋に 
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一 火が 附 いたので 放ち 出された 處が 直ぐに 立 返った ので、 其、 罪 一 等 を 減ぜられて 追 故 

一 に處 せられた ので ある。 

\ 同年 同月 二十 三日 また 小 並 H 請の 岡部德 五郎が 大 番頭 松 平 六左衞 門の 養子 荒 之 助と い 

一 ふ 者と 共に 追放 せられた。 此 二人 は 身分 不 ffl 鹿に 侍 一人、 中 問 一 人 を 召 連れて、 四 

_ 人で 以て 驄井戶 天神 境内の 茶室へ 行って、 酒 を飮ん だ。 旅 下の 身分で あり 乍ら、 左 

一 檨な處 に 於て^ 資屋の 酒を飮 み、 殊にお 隣の 坐 敷に 居った 住所 不明の 坊主と 一 席に 

\ なって、 互に 酒の 振舞 をして、 泥醉に 及び、 一同で 其、 茶 M を 出て、 又 同所の 門前の 

)  ふんな 

\ 茶 星に 這 入って、 酒 を 出せと 言った 處が、 餘り 拂 つたので、 酒 は 相 憎 皆無に なり 

酒展 ん』 暴 一 ましたと S. した 處、 茶屋で あり 乍ら 酒が 無い とい ふ 事 は 無い と、 坊主と 一 緖 になつ 

一 て大に 罵り、 怒鳴り付けて 居る ので、 表に 非 *E に 人 群り がした。 其處を 出て、 途中 

一 で 小唄 を耿ひ 乍ら 誠に 法外な 體 をして 居る ので、 酒 狂人 だとい ふので、 大勢 後ろ か 


らに逃 纏 群 
る てれ は 衆 
傷 割れに 
け 竹て 附 


\ ら附 いて 來た。 何故 附ぃ て來 るかと 叱り つけて、 荒 之 助と 德 五郎が 刀 を拔ぃ て 斬 

： 猶 はした。 何處 からか 知らぬ が 石を投 ゆた 者が 有って、 大勢 後ろから 附纒 つて ヮ ー 

く 言って 來 るので、 拔 刀を收 めて 逃 ゆた。 暫く 行って から 長 岡 町に 來 ると 二十 人 

i ばかりの 人間に 出喻 はした。 其 中に 釗竹を 持って 居る 者が 五六 人で 二人へ 掛 って來 

病 上の 者 \ て 眉間に 創 をつ けた。 偶 * 1 人 其處に 通り 合せた 病 上りの 者が あった。 それ を 右の 割 

^殺す 

で 傷け た 者と 思 ひ 誤って 。それへ 斬 付けて、 數ケ 所の 重傷 を 負 はして 遂に それ を 殺 

して 了った。 其 趣を秘 して 置いて、 狼藉 をした に 依って 已むを 得す 討棄 てた とい ふ 

事を屆 出で た。 段々 調べた 處が僞 を 申して 居った とい ふ 事が 分った ので" 重々 不屆 

の 至りで あると いふので、 遠島 仰 付けら る 可き 處 であった ので あるが、 牢屋が 燒け 

\ た 時に 放ち 遣 はされ た處 が、 間も無く 立 返った ので 中 追放 を 仰 付けられた。 

！  *  ネホ 

パ  *  氺  ホ 

力 安永 二 年 四月 七日 小 普請の 花房 五 郞右衞 門が 遠 流に 處 せられた。 是は 去年 病氣 で、 
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御 番組 を ぜら ねた、 所が 病氣が 治って から も 届け出ないで、 窃に 遊び歩いて、 女 

郞屋の 女 を 誘 ひ 出して、 ，0 分の 家に 匿して §a いた。 遊女 星の 亭主 は 之を訴 へた。 是 

に 於て 蘇せられ た。 父の 作 十 郞は士 藉を沒 せられ、 子 も 亦 追放に 處 せられた。 

.J 小  ，3f  * 

四 年 九月 二十 七日 小 普 g| の沾飼 五郎太夫が 遠 に處 せられた。 是は 家が 貧乏で 下男 

1 人 下女 一 人の外召使ふ^？も無かった.^ 然るに 其 年の 三月 W 來 2r 遊女 星に 遊んで、 

寶女 イシと いふ 女 を K つたつ 其、 イシが 断 落 をして 逃け て來 て、 どうも 女の 奉公 は 

難儀で あるから とい ふので、 それ をお 分の 家に 窃に MS して S51 いた。 自由 廢業を 引受け 

た譯 である。 然る 處、 その甌_^6の身を=^^儘差^ぃては爲にならぬと云ふので、 庄左 

衞 門と いふ 者の 忠告に 依って、 岩 田 長十郎 とい ふ 者の 處に 預けて 匿いた。 此 庄左衞 

門と い ふ^は、 元と 不屈な 事が あって 罪 を 得て 江戶拂 になって 居った 者で あるが、 

窃に 江 戶に歸 つたの を、 五郎太夫が K まって g いた。 其 庄左衞 門と いふ 者と 長十郞 


とが 金の 取引の 事で ip! 嘩 をした 處が、 其 時に ip: 嘩の 仲へ 這 入って、 ゴタ くして 居 

る內、 達に 庄左衞 門 を 斬殺した。 是に 至って 其 等の 事 露 はれて 罪せられた。 

氺氺  ホ 

ホ  ホ  ,¥ 

五 年の 七月 小 普 Sf 榊 原 吉十郞 の 弟 鐵次郞 とい ふ 者 は、 一 杯 機嫌で 不忍 池の 畔へ 行つ 

て、 酒屋に 這 入って、 曄 をして、 池の 蓮 花 を 切って 居った 人足の 小屋の 中へ 這 人 

つて 暴れた ので、 人足 共が 大勢 寄り 集って 打殺して 了って、 其處の 下水の 中に 投込 

んで 置いた。 是は 如何にも 不面目な 次第で あるので 兄の 榊 原 吉十郞 は 親類 共と 相談 

をして、 自分の 家來 分と いふ 事に して、 其處 から 引取った。 その 事が 露 はれて 吉十 

郞は 閉門 仰 付けられた。 

ネ  ，) 个  ホ 

,) ヤ  %  ホ 

八 年 八月 四日 小 普請 組の 須摩良 川、 大橋傳 七郞、 伊藤 勘 助 三人が 遠 流に 處 せられた。 

是は須 摩 良 川が 身 持 不行跡で、 折々 遊女 買に 出掛けて、 町人 等と 其 頃 流行って 居つ 
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ためく り 加留多 を 以て 博 突 をした。 それから W 人の 土 肥 藤 三郞の 藤四郎 とい ふ 者 

に勸 めて、 一緒に 遊びに 連れて行って やる とい ふので、 親の 金を盜 出さして、 其 金 

を竊に 匿して 秘 して 居った ことが 露 はれた ので ある。 


博 突の 暄 

# の 連累 

出奔す 


天明元年ニ月十七日に本庄巳之助とぃふ^^か遠流に處せられた。 是は 家が 貧乏で あ 

ると 云 ふので 分限に 相 應な事 をせ す、 僅か 下女下男 一 人 宛で、 侍 を 召使 はない。 さう 

して 諸處に 於て めくり 加留多 を やって 居た。 二月の 二十四日の 夜、 朋 载共馎 突の 上 

にて 口論に 及んで ついた 者 もあった。 K 時に 自分 は 其 i» -嘩に は與ら なかった けれ 

共、 連累に ならん 事 を 恐れて、 帶刀 もせす、 脇差ば かりで 出奔して 尋ねられても 見 

露され ざらん やうに、 自分で 頭 を^って、 方 々逃け 隱れて 居った。 その 始末 は 旗下 

の 身分と してお る まじき 行跡、 不屆の 者で あると いふので 遠 流 を 仕付けられた。 


女郎と 心 \ 

中  J 


天明 五 年に は 寄 合の 藤 枝 外 記と いふ 者は屢 "女郎屋に 通うて、 つ ひに 其 遊女と 心中 

を遂 けた。 十月 二十 九日 その 家の 領邑 四千 石 を沒收 せられ 其 母 妻 等 を 一 族に 預けら 

jO こ 0 

此の 如き 例 を 廣く求 むれば 未だ 澤山 ある 事で あらう と 思 ふが、 これ 位で もって 見て 

も、 旗下の 士の墮 落の 情況 は大體 察する 事が できよう。  ^ 


5 


御番 入の 一 

振舞 贄金ー 

1 千圓 一 


此頃 旗下の 者が 役に 附 いた 時には 御番 入と いふ ことがある。 卽ち其 職に 任ぜられる 

と 同役の 者に 振舞 を するとい ふ 事が 例に なって 居った。 其 振舞の 費用と いふ ものが 

中 々大層な 物であった らしい。 森 山 孝 盛が 書いて 居る 所に 依る と、 其 頃の 同役 振舞 

の 慣習と いふ もの は 誠に 筆紙に 堪 へざる 程の もので あつたと いふ。 

初て 森 山が 役に 就いた 時の、 同役 振舞の 入費が 四十 八兩耍 つたと いふ。 四十 八兩と 

いふと。 之 を 換算して 見る と、 其 頃 金銀の 相場 一 兩が 凡そ 銀 五十 七 匁に 常る。 そし 
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て、 米の 直 段が 一 石が 五十 匁 乃至 六十 匁に あたって 居る、 さう すると ザッと 一 兩. 一 

石と 見て 宜しい。 さう すると 四十 八兩 であるから 假に 一 石が 二十 圓と 見れば 九 百 六 

十圓 とい ふ ものである。 同役の 振舞が 彼是 千圓 近い 金を使 ふとい ふの は 今日から 考 

へ て 見ても 驚く 可き 奢侈と！； 二！ 1 はんければ ならぬ。 それにつ いて 森 山 孝 盛の 言って 居 

る ことに 昔の 奢侈と いふ もので 風雅に 流れ 又は 風流の 物數 寄な どに 費すならば まだ 

しも 心 許される こと も 有る ベ けれど、 左はなくて 唯 t 飮 食の 善悪、 酒 鬼 看 魚の 大小 

に 心 をまして、 それに 企 を 費す ばかりで ある。 森 山 孝 盛が 初て 寄 合の 同役 二三 人 を 

招んで 料理 を 出した。 朝から 晚 までの 饗應 である。 ^子ば かりで も 鈴 木 越後と いふ 

有名な 菓子屋に； へて、 其拂が 二十 兩 掛かった。 凡て 菜 子で も 看で も K 役場く の 

取 付けの 極まった のがあって、 ^^？星は何虚ので無くちゃぃかぬ、 料理 は 何とい ふ 仕 

出屋で やる、 それから 薬 子 Ei! は 鈴 木 越後に あつら へる とい ふ 風で、 それで 無ければ 

同役の 者 は 殘らす 食 はぬ、 酒も數^^嵐河岸の：大野の山印で無ければ飮めぬとぃふこ 


とに なって 居った。 

その 森 山の 同役 をして 居った 永 井 求 馬と いふ 者が、 初て 職に 就いた 時に、 同役 を 振 

舞った 事が ある。 例の 通り 料理 も 出、 菓子 も 出て、 其 日 は 首尾 能く 濟ん た。 處が其 

後あった 時に、 或 同役が 言 出した のに、 此間永 井が 出した 菓子 は、 どうも 鈴 木 越後 

ので は 無い らしい とい ふと、 一 人が 左れば で 御座る、 我等 も 同樣鈴 木で 無い と 思つ 

て 居った。 さう すると 又 一 人が さう に 違 ひない、 あれ は必す 外の 菓子 星から 取った 

の だら う、 というて 皆 1 同に それに 同意した、 若し さう であるならば 其 儘に 置く こ 

と は出來 ぬと いふので、 其 趣 を 尋ねる 可し とい ふ 事に なって、 永 井 を 坐 敷の 中に 取 

圍ん で、 同役 二三 人 列座の 上 詰 間に 及んだ，、 處が 段々 閒 いて 見る と， 其 永 井 求 馬の 

振舞 をす るのに、 師匠 番 にな つ て 居った 船 田 兵左衞 門と い ふ のが 吝 ン 坊で、 是が鈴 木 

越ぺ せの 菓子 も宜 いけれ 共 直が 高い から 勿體 ない とい ふので、 金澤丹 後と いふ 處へ跳 

へた ことが 分った。 扨 こそ 鈴 木 越後で は 無かった、 どうも あの 羊 毚は 味が 粗い と 思 
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つた。 越後の 羊 妻 は 味が 細かい、 どうも 途 ふと 思った と 口々 に 言って、 事が 段々 六 

つかしく なった。 とう， 、船 田と 永 井二 人 を 公け の 役人で あるのに、 新う 云 ふやう 

な 詰らぬ 私事の、 而も 食物の 事で、 手 を 突いて 謝罪ら せた。 

ネ  *  ，り个  ： 

み  .X.  ホ 

古參 役人が 新參 をい. ちめ ろの は、 た > この 御馳走ば かりではなかった。 御番 入り を 

すると、 相 番の處 へ 挨搜に 出なければ ならない。 それが 一 々その 私宅へ 出かける の 

である。 森 山 孝 盛の 記す 所に よると、 孝 盛 は、 相番が 五十人あった。 その 五十人の 

宅へ 一 々往 つて 面^す るのに、 短日の 比な どに は、 とても 短い 問 に は、 ま はりきれ 

ぬ。 それでも 是非 一 度 は 宅で 面會 せねば ならぬ とい ふ捉 である。 孝 盛の 近所で 兼て 

からよ く 知って 居る 人で あつたが 伊丹 彌兵衞 とい ふ 人の 處へ、 十五 度 行った けれど 

も、 つ ひに あへ なかった。 その外、 十七 度い つた、 二十 度い つた けれども、 あへ な 

かたと いふ 人 もあった とい ふ。 


M0 一  淼山孝 盛の いふ 所では 古參 役人が 新 參に對 して、 同情と いふ もの は 殆どなかった。 

の 弊風 支配 組の ものに、 聊かの 事に も 幾度 も 足 を 運ばせて、 月日 を 費して 事 を 扱った とい 

ふ、 孝 盛の 如き は、 その 經驗 によって、 組 内の ものの 小 給の ものが 出す 書類に は、 あ 

^ まりむ づ かしく いはないで、 一 々に 印 を 押して 出す やうに した けれども、 中にはむ 

一 つかしく いふ もの もあって， 十傻ゃ 二三 十 俵の 祿を 貰って 命 をつな いで 居る やから 

が、 一片の 書類に も、 思 ふやう に 書け ないで、 人に 精んで、 漸く 書いて 貰って 出す 

の をい や これ は 文例に 違って 居る、 いや これ は 書體が 分らない、 なんどと いってつ 

\ きかへ す 同役の あるの を 見る 毎に、 まことにに が/、 しく 思うた。 それ^から、 孝 

一 盛 は、 自分の 組の ものに は、 事の 分らぬ ものに は、 かやう，/,.. の 次第で、 此 書付 は 

レ けない、 しかし 足下の 宅 は 遠方で も あるし、 認め 直す こと も 容易で あるまい から 

こちらで 書 直して やらう 印判 は持參 して 居る かとい つて、 持って 來て 居る もの は、 

それ を 押させて 書付 は 此方で 作って やった とい ふ。 繁文 縟禮の 官僚主義の はけし か 

第三 士- 風の 廢頼  \H 


幕府の 49 

參 役人 戒 

飭の令 


田 沼 時代 

つた f  〕 とか 思 ひ やられる。 


八 四 


かう 云 ふ 風であった ので、 明 和 四 年 四月 二十 六日 を 以て、 幕府 は 一 般に令 を 出して、 

その 古參 役人の 弊風 を 戒めた。 是は 古參の 者が 新 職に 傳へ敎 ふる 事が、 如何にも 煩 

璜 であって、 左まで 無い 事まで、 六づ かしく i$ へ、 或は 費 W を 1.^ ふやう にしたり、 

然ら すん ば 事の 行屆 かない やうに 計 ふとい ふ 事が M える。 それ は 誠に 然る 可らざる 

ことで ある。 とい ふ 趣意であった。 


水上 美 

守の 振舞 

一件 


玆に 常時の 旗下の 士 a の 廢頹の 激しかった 事 を 示す 所の 一 つの 面白い 《 例が 有る。 

これ は 天明 七 年の 正月 十五 日に、 水上 美 濃 守と いふ 番頭が 出仕した 處が、 その 部屋 

に 於て 小 堀.^ 內 守の 一一 m ふこと に、 明 後 十七 日 同役 大久保 大和 守の 下屋敷で、 藝者寄 

合 を 致したい から 貴殿 亭主 を 致す やうに とい ふ。 度々 さう 云 ふ 事が あるので、 水上 


f 舞の 强 美 濃 {寸少 々困る、 殊に 家が 餘り有 福で 無い ので、 誠に 迷惑で ある けれ 共、 自分の 先 

き 

役の 方から 言 はれる ので 仕方なく、 承知の 旨を挨 1^ して 返 出した。 すると 其 晩に 直 

，ぐ 水上の 處へ 何とも 言 はぬ のに、 神 田 佐 柄 木 町の 桃 川 山 藤と いふ 仕出 料理 家から、 小 

ん 堀樣 からの 御 差 圖で獻 立 を 持って 來 たから、 御納戶 役の 人に 逢 ひたいと いふ。 そこ 

で 其納戶 役の 者が 應對 して 最早 夜も遲 くな つた 事で あるから 明朝 來 いと 言って 獻立 

一 を 留めて 置いた。 さう すると 翌十 六日の 朝 五つ 時に 水上の 處へ桃 川の 手代が 來て、 

, 返事 を 伺 ひに 參 つた。 愈. -翌 十七 日に 宴會を 開く とい ふので、 獻 立の 通り 十分 念 を 

一 入れて 致す やうに 申 付けた。 最も 自分の 家で は手狹 であるので、 大久保 大和 守の 下 

一 屋敷に 於て、 寄 合の 積り であるから、 屋敷の 處 付が 知れ 次第 申 遣 はすと いふ ことで、 

手附 金ニ兩 渡して 歸 してやった。 そこで 大久 保の 處へ 下屋敷 を拜 借したい とい ふ 事 

を f. してやった 處が、 大久 保に 於て は、 明日 は 故障が 有る とい ふので 斷 はった。 よ 

つ て 小 堀の 處 へ 如何いた した もので あらう かと 問 合 はした 處が、 何れ 後程 挨拶 を 致 

第三 士 風の 廢鎮  八 五 


田 沼 時代  八 六 

〉 すと いふ 事であった。 まもなく 登城 をして、 城 中に 於て 同僚の 能勢筑 前に 逢うた。 

一 さぅして能勢に向って、^^^は逮丄ゃ主役をされた經驗もぁることでぁるから、周旋 

\ 相賴 みたい、 が 若し 出來 るなら ば 此度は 何とか 延引いた したいと 願 ふた 處が、 其處 

\ へ小堀から能勢へ手紙を^^！-越して、 藝 ユカ 寄 合の 儀 は大久 保の 下 厘 敷で 斷り をした さ 

一 うで あるから、 明日 は 延期いた すべき もので あらう か、 水上が 登城したならば 篤と 

ノ 相談を致すゃぅにと云ふ；^^まsって來た。 そこで、 是幸 ひと 水上 はさう 云 ふ 事で あ 

一 るなら ば、 此節 私の 懐中の 都合も^ だ究 しく 無い から， 成る 可く は 延期 を 願って、 

三月の 末にで もな つたら 催したい とい ふ 事 を 中した 處が、 能 勢と 今 一 人 同僚の 內藤 

安藝 守と いふの が、 たって 明日 水上の 宅に 於て 催す やうに とい ふので、 それなら 

\ ば 仕方が無 いから、 明日 宅に 於て 致し ませう とい ふ 事に 極まった。 そこで 桃 川へ 愈.. 

\ 十七 日に やる からと. & してやった。 その n になって 桃 川から 勝手の 働 者 七 八 人 も 連 

\ れて參 つて 居る とい ふと、 其 處へ藝 者 五 人、 宰領 乘物 S 人 g 说籠 で、 驚 Sk とも 都合 十 


Iwg 藝 一 九 人出て 來て、 今日 能 勢 樣の御 家來の 御差圖 でございますと いふ 事で 來た。 それで 

\ 駕籠の 者 も 下宿 を 申 付けて それに も 食物 を與へ 、 それから 駕籠 代 一 挺に 七 百 文 宛い 

た > きたい、 藝者も 時刻が 四 ッを過 きたならば 一 人に 付て 坐 敷 料と して 一 分 ニ朱づ 

つ 申 受けたい とい ふ。 それ も 宜しい、 何れも 費用 は 構 はぬ から 充分 御 客 を 大切に 扱 

ふやう にと 申 付けた。 豫定の 御 客 は 小 掘、 大久 保、 酒 井加賀 守、 能 勢、 三 枝 土 佐 守、 

小 笠原播 磨、 內藤 安藝 守と いふ 七 人、 亭主 を 人れ て 八 人の 連中になる、 然るに、 其 

一 晚に靑山邊に火事が^？って、 それで 三番 町の 水上の 屋敷 も 風 筋が 餘り 宜しく 無い の 

： で、 初 は 道具 も 片付けて 家 內の者 は 立 返く 支度 をし やう かと も 思うて 居った 虚が、 

少し 火事が 鎭 まった ので 見合 はして 居った。 其 內に御 客が 一 人來、 二人 來 して 居る 

一 とい ふと、 小 堀から 使が あって、 今日は 出火で も あり 風 筋 も 宜しから ぬ やうで ある 

- から 御 延期な され ませう か、 外の 方々 に は 未だ 御 見えに 相 成りますまい かと M 合せ 

ン に來 た。 そこで 返事に 先刻から 皆樣 御出でになって 御 待ち 申して 居ります から 何卒 
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早く 御出で 下さる やうと いふ 挨援 をいた した 處が 六つ 半 頃に なった が 未だ 小 堀が 來 

ない。 追々 迎を 出して 居る とい ふと、 程なく 小 堀 は 火事 羽織 を 被て やって来て、 皆 

で 酒宴 を 始めた。 時に 大久保 は 餅 棄子 を 重箱に 入れて 持って 來て 居った。 其 菓子 を 

三 枝が 挾んで 亭主の 水上へ 出した、 時に 水上 は 酒 を 喫べ て 居った ので、 後程 頂き ま 

すから と 言った 處が、 それが、 大久 保の 癥に さはった。 その わけ は 其頃淺 草の 馬 道に 

住んで 居って 生花の 指南 をして 居った 潮 田 1=^ とい ふ 者が 栗 SK 頭に 毒藥を 入れて 贈つ 

たとい ふ 事が あって 是が 評判に なって 居った。 そこで 大久保 は 今 水上が 後程 顶 きま 

すと 言った の を 間いて、 栗 镘頭は 持って来な ぃぞ、 酒の 中で も 是非 喰べ ろと 言った 

W で、 亭主 は それ を已 むな く 喰べ た。 それから 大久保 は 段々 怒り 出して 其 菓子 を 摘 

み 出して 藝 者へ 投付ける やら 色々 惡ロ雜 首 をした。 能 勢 も 三 枝 もこれ を 機と して、 

色々 と 罵詈 をして 小 堀、 內藤も 之に 加 はって， 遂に 大久 保、 能 勢、 三 枝、 內藤、 四 

人 は、 そこの 膳部 だの 家の 道具な ど を 追々 打 毀 はす。 それから 其 時 御馳^の 爲に繪 


ま 暴 狼藉 ) 師を 招んで 置いた 處が、 其繪 師が將 軍から 拜領の 綺具皿 を 飾って 居た の を 取 出して 

i 打 毀 はす。 水 鉢 だの 猎 口の 類 を 雪 隱へ投 込む。 また その 日、 靑 山の 火事の 風 筋の 宜 

く 無い ので 萬 一 の爲に 具足な ど を 床 脇に 出して 置いた の を、 取 出さう とする 樣 子が 

一 見えた ので、 水上 は それ は 御朱印 を 入れて 居ります からと言って 斷 はり をした ので 

, 一 御朱印 なんか は 要らぬと 言って それ は 其 儘に した。 それから 床 間に 置いて あった 小 

^ 鳥 を 庭へ 逃がして やったり 庭に 在った 水仙の 鉢 を 打 毀 はしたり、 其 他 猪口、 盃等を 

皆投 出して 打 毀 はし、 先代が 拜領 して 居った 手爐を 火の 儘 庭へ 投け 飛石で 悉く 打 

i 毀 はした。 大久保 は 一 體此處 の 酒 は 醤油が 這 入って 居る、 斯んな 辛い 酒 を 飮んだ 事 

一 は 無い と 言って 自分の 家へ 酒 を 取りに やる、 玻璨の 洋盃が 一 つ 跡形が なくなったり 

した。 大久保 は 遂に 飯 椀の 中へ 大便 をす る、 三 枝 は 茶碗の 中に 小便 をす る、 そして 

其 大便 を 三 枝、 小 笠 原 等が 箸に 挟んで 其處 らに投 出す やら 亭主の 脇差へ 吸物の 味 喉 

一 汁が かかる やら、 酒で あらう が、 骶 であら うが 汁で あらう が、 構 はす 其 處ら中 蒔 散 
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らし、 火鉢の 火 を 取 出して を す やら、 能 勢と 三 枝 は 膳 椀の 上 を 構 はす、 縱撗に 

踏 散らす、 床の 問の 軸物 を 外つ して 揉 散らす。 かやうな 大騷 をして 大久保 は 九ッ半 

頃に 歸 つた。 小 堀と 能 勢と 三 枝は是 から 吉 へ 行かう と 一；. お出して、 水上の 用人 を 呼 

出して 驚 籠 を 七 挺 申 付けて 亭主に も來 いと！；； a つた けれ 共、 明日 は 他へ 對 客に 出る か 

らと 富って 斷 はった。 さう すると 能 勢と 三 枝 は 色々 惡ロ雜 言 を 言って、 遂に 吉 原へ 

行く こと は！ fzij; 儘，^ めに なって 了った。 

此の 如く 實に首 語 斷な亂 暴 を 働いて、 料理 歷の 手代の 如き は， 殆ど 膽を 消した と 

いふ。 そこで 天明 七 年の 二月 二十 四 □、  府に 於て 左の 虚分首 渡が あった。 小 堀 河 

內守、 大久保 大和 守 は K 職 を 免ぜられて 差 控を仰 付けられ、 酒 井、 水上、 內藤， 能 勢 • 

三 枝、 小 笠原是 丈け は 唯 差 控を仰 付けられた" 此時小 堀 は 三千 石、 大久保 は 六 千 石、 

酒 井 は 七 千 石、 能 勢 は 四千 八 百 石、 三 枝 は 七 千 五百石、 小 笠 原 は 四千 五百石、 内 藤 

は 五 千 七 百 石、 水上 は 三千 石で、 皆 旗下の^々 たる * であった。 それが 此の 如き 有 


メ 檨 であった ので ある。 水上が 此の 如く 酷い 亂暴 をせられ たの は、 故 ある ことで あつ 

： て 前に も 申した 通り 此頃 古參 役人の 弊風が 激しかった ので、 新參は 皆古參 について 

j 先例 を 問合せる のに、 多く 賄賂 を 以てする とい ふ 風であった。 然るに、 水上 は 未だ 

憎まろ 新 役であった ので、 一向 其 弊風に 染みて 居なかった。 天明 七 年將軍 家治藉 じて 家齊 

： が 職を繼 いだ。 例に 依って 諸 國へ巡 檢使を 遣 はすに 付て、 何 組から どう 云 ふ 人 を 選 

び 出す とい ふ 交渉が あった。 其 相談の 時に、 誰は斯 くくの 音信 物 を 持って 來た、 

： 誰 は 何の 贈物 を 持って 來 たから 彼に してやら うぢ や 無い かとい ふやうな 相談 を、 人 

： 前 も 揮ら すして 居った の を 水上が m いて 居って、 此度は 御 S 大切な 事で ある、 私の 

一 組合に 於て は贿賂 など 持って 來た者 は その 選に 入れない と 激論 をした。 一同の 者 は 

\ 大に 憤って 然らば 貴殿に は 一 存で 以て 其 人 を 選 まれる が宜 からう と 言って、 其 席 は 

\ 濟ん だけれ 共、 同僚 は 之 を 含んで、 新 役で あり 乍ら 生意氣 にも 古參に 向って あの や 

Z うな 申 分 はけし からぬ 奴で ある。 强 かな 目に 遭 はして やらう と 內々. & 合せて、 遂に 
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藝者寄 合に 托して、 亂暴を 働いた ので ある。 それとも 知らす 水上 は 真面目な 酒宴の 

やうに 思って やった 處が、 此の 如く 狼藉され たので ある。 一説に 大久 保が 俄 椀の 中 

に 放出した とい ふ 大便 は、 一 & は 犬の 纖を 柯處 からか 持って 參 つて、 さう 觀せ たの だ 

ともい ふ。 いやはや 彝持 もなら ぬ 話で ある。 

(* 照) 

明 和 0 安永 總！ S 海 後見 草 宽 政重修 家譜 g の S? 藻 眩の.^ た卷 天明 雜 

記 甲子 夜！ JS  ，3^ 德川 W 紀 一話一 言 森 山 孝^ Bsi 


第 四 風俗の 淫靡 

此 時代に 於て、 風俗 は 一 般 に^いと か意氣 とか また 粹 とかい はれながら 一 方から 見 

だらしな れば だら しが 無い 優柔な 風が 流行った ので ある。 羽織な ど は 丈が 至って 長く、 袂ょ 

、 ts 《口 

g 丈の 羽 りニ寸 或は 三寸 明きな ど、 言って 對丈 位な の を 羽織って 小袖 を 羽 折った やうに 見え 

一 るの を 着て 居った。 短い 羽織 は 名主の 着る よう だとい つて 笑 はれた もので、 丈の 低 

一 い 人 はか ひどりの やうで あつたと いふ。 紐な ども 頗る 長く、 寧ろ 見た 處 では 羽織の 

紐が 帶 よりも 下に 垂れて 紐をダ めた やうに は 見えなかった。 其 羽織の 地 は 七 子、 或 

は 琥^、 少し g 末な 分 は 縮緬で 作って あった。 小袖 は 襟 幅 を廣く 仕立て、、 襟 を 裏 

S して 着て 居った。 帶の幅 は 七八寸 位あった。 今日から 見れば さう 廣く 見えぬ ので 

紋听  あ、 るが、 前の 時代から 見る と 矢張り 廣 くな つたので ある。 紋所 も 崩し 紋で 色々 工夫 

して 物數 寄な 物 を 付けた Q 其 頃の 俳諧に 
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身代の くづし 始は紋 どころ 

とい ふ 句が 有った とい ふ。 

个  ，x- 

,〕 个  んゃ 

女の 髮の 如き も 鯨で 作った 髮張を 入れて 居った。 チヨ ッと考 へる と 是は昔 平家 時代 

に 鳥 羽 天皇が 非常に 容儀 を 飾られて、 服^が 總て線 を 入れて 張 詰めて あつたと いふ 

のに 能く 似て 居る やうに 思 ふ。 總じ てお 頃に * & いた 物に 「女の 風俗 は； 大地 開けて よ 

り 今程 美麗なる 事 は 無し、 天窓の さし 物 は 辨慶を 欺き、 丈長 水 W は地藏 祭の 盛 物よ 

り はす さましく、 髮の風 は 雀、 錦祥 女、 のべから し、 十八 ST はら 鬚、 二 《 變、 二 

重鬂、 §g 籠髮 さまく の號 あり」 その &d 形式 はだんぐ 長くな り、 その 端が 高く は 

ね 上る やうに なった。 そこで 下から 之 を 支へ る ものが 必耍 になって、 鯨の 鯖で 作つ 

た鸾刺 を ffl ひて ゐた。 左に その 圆を 示さう。 (一) は寶曆 頃、 (二) (三) は 安永 頃 (四) は 

鬆刺 である。  - 
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(三)  (三) . 


樂翁 公の 書いた 返閑雜 記に も、 今の 世 は a 俗が 華やかで 無くして 淸ら かな 物 を み 

曙 絞りと 云って 紫 または 紅で 以て ネノ/ 、と 絞り 上け た 縮緬な どが 持嚇 された、 ま 

た 女の 帶 など は 綺羅め いて 錦絲 などした の は 嫌 はれて、 si しゃら と 云って 縮緬の 絲 


で 織 出した 物が 流行った ので ある。 錦絲も 多く 有る けれ 共、 華やかで 無い、 淸らか 

物 を 好 だんと ある。 

ホ  氺  氺 

女の 髮 結と いふ 者が この頃から 流行った。 一 體女 でも 元と は 髪 を 自分で 結った もの 

であった のが、 此 頃から 髮 結と いふ 者が 一 つの 職業に なった。 それ は大阪 から 山 下 

金 作と いふ 役者の 女形が 下って 來て、 深 川に 住んで 居った。 此 者の 鬉を 作る 處の者 

が、 仲 町の 藝 者と 通じて 居った。 其藝 者の 髪 を、 其 男が 金 作の 鬉と 同じ やうに 結つ 

て やった。 それ を藝 者の 朋輩が 羨んで、 御禮を やって 髪 を 結 はしめ た。 後に 其御髮 

を 一 度 二百 文と 定めて 段々 髪 を 結 はす 者が 多くな り、 遂に 役者の 鬉付を 止めて 了つ 

て、 藝 者の 髪 を 結ぶ 事 を 職業と した。 その 者の 弟子に 甚吉 とい ふ 者が あって、 それ 

が」 度 百 文づ、 で、 藝 者の 家の 仲居な どの 髪 を 結って 居った。 それが 渾名に なって 

それから 百さん，^ と 呼んで 居って、 本當の 名に なって 了った。 その 百さん とい ふ 
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-、 男の 舉動 音聲は 丸で 天然の 女の やうで あつたと いふ。 これが 女の 髪 結と いふ 所謂 惡 

一 風の 起った 起源で ある。 一 この 女髮 結と いふ 者 は 其 後樂翁 公の 宽 政の 改革で 禁ぜられ 

ふ た。 

、へ  ❖  *  * 

； 次に 女藝 者と いふ^の 盛んにな つたの も此頃 である。 hd 戶の 端々 の 遊 所 は 申す に 及 

•  -  ばす、 普通の 處 でも 藝 者の 二人 三人 無い 町 は 無かった とい ふ。 それが 吉原 だの 品 川 

一 の寶 女の 妨 けになる とい ふので、 女から 訴 へて 15 輪 邊の藝 者 十二 三人 召 怖られた 

一 事が ある、 是も 公の 寬政 改革の 時に 林 せられた。 

Z 藝 者の 流行す るに 連れて、 下町で 锦日 何方と も 差別な く、 少し 眉目が い 娘 は 皆藝者 

\ に 仕立てた。 夫 等 は 皆 三味線 を 少しば かり 覺ぇ たのみで、 琴な ど 彈く者 は 極めて 稀 

\ で、 唯淫 の」 从 とする のみな りと、 淼山孝 盛 は 慨嘆して 居る。 武家な どで 少し 酒宴 

バ など やる 時 は町藝 者と 云って 酌 をす る 女 を 聘ぶ事 は、 何れの 家に もあった 事で ある- 


一 併ながら 其町藝 者と いふ 者 も、 矢張り まだ 時代が 時代 丈け に、 一般の 風俗 は i 举 美に 

流れた と は 言 ひ 乍ら、 尙、 質素の 點 があった。 髻を結 ふのに、 紅 絹の 切 を吉野 紙に 

包んで 用 ひて 居った。 それから 少し 時代が 後れる と田舍 娘で も 髻を結 ふのに 縮緬 を 

用 ひる やうに なった。 天明 年間に は、 町方の 女 ども は、 櫛卷 とい ふ髮が はやり、 髮 

： をつ かねて 櫛に つらぬき、 根元 を 文通の 反古で 卷ぃ たもの だとい ふ。 

；  氺  ネ  氺  • 

)  氺ホ氺 

線の 一 三味線と いふ 物 を 廣く用 ひる やうに なった のも此 頃からで ある。 是が 女性ば かりで 

一 疲く 男子が 多く 用 ひた やうで ある。 歷々 の 子供 も、 您領 より 初めて 次男 三男まで も 

\ 三味線 を 引かぬ 者 は 無かった。 野 も 山も每 日朝より 晚 まで 音の 絕 ゆる 間 は 無く、 芝 

一 居の まね をして、 下 かたに なって、 かぶき 芝居の 鳴 物 柏 子 をう つ。 また 素人 狂言 を 

„ 到、 る處で 催し、 歷々 の 旗本が、 河原者の 眞似 をし、 女形に なったり 立 役 かたき 役な 

~ どに なって 騷 いで 居った。 樂翁公 も燈前 漫筆の 事に その 中 をし るして 居る。 
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ノ 淨 るり 三味 せんの 如き、 賤 しくし かも 淫哇 とい ふて、 人の 心を蕩 し、 和に 流れ、 

高？？ £ \ 無 禮失義 に陷る もの を、 .；3» の 方に も 慰みと し 給 ふ も ありと いふ。 是を閉 て、 な 

も 三.^ 線 \ 

弄 ふ  ぐ さみに し 給 ふだに あるに、 後に みづ から、 其藝を！^：ひ、 はて は 芝居 物眞 似な ど 

： いふい やしき もの、 業 をな し 給 ふ も ありと ffl こ ゆ。 貴き 御身に て、 勿體 なくな ゆ 

か はしき 風俗な り。 三味 せんと 云 もの、 百年 以前に は、 」」2 人妓 女、 さて は 乞食の 

もて あそびと 閉 しが、 今 は 貴人 も ひそかに 手に 取 袷 ふ樣に 成し は、 淺 ましき 事 也。 

淨るりとぃふものも、^!:1は文句もふしも、今の樣にはなかりしとぞ。 今 は 人前に て 

語るべき 物に もな く、 閒 べき 物に も あらす。 殊に 親戚の 間にて は、 閲に堪 がた き 

淫亂の 事 を 作り出し、 それ を iS て、 互に 恥ら ふ 色 もな く、 興じ もて あそぶ は、 い 

かなる 心； て や。 是をも 忍ぶべく ば、 終に 禽獸の 交りに もい たるべし。 三味 淨 るり 

は、 淫 亂の綠 となり、 不義の 基と なる、 恐るべし 遠 ざくべし。 


次は賫 女で ある。 天明 七 年に 樂翁 公の 改革が 始まった 時に、 麴町 十三 町 目に 居った 

下駄屋 甚兵衞 とい ふ 者から 差 出した 上書が ある。 其 上書 中に も、 賫 女が 盛んにな 

るので、 其爲に 其 近所に 居る 所の 娘 は 愚か 女房 下女 共が 其賫女 等の 一 種 華美なる 

風 義を眞 似して 遂に 次第に 困竊 になる 者が 多い とい ふ 事 を 言って 居る。 其 文に 曰く、 

ooo〇〇oo〇〇oo〇〇〇o〇  000000000000 

一 江戶 寺社 門前 地 井 御家人 拜 領地に 而、 I 買 女 差 置 候義多 御座 候に 付、 折々 御 吟味 

に而、 けん どと 申 儀に て、 寶女被 召 捕、 新吉 原へ 被 遣、 地面 を 御 取 上け に 相 成 

候 儀、 難 有 御 政道と 奉存 候、 然は請 貴人 右 地面 上納に 相 成候而 は、 賫女を 差 S 候 

事、 表 向に 出 候 體に相 成 候 故、 所々 に 寶女星 多く 出來 候に 付、 町々 の 手代と も 

迄 も、 親方へ 損 毛掛り 候義、 數々 町人 も、 自然と 奢り 强相成 候 故、 家業 怠り 候 

o〇oo〇〇〇〇o〇oo〇〇  00000000000 

檨に成 行 申 候而、 近所に 右體之 賫女屋 御座 候而 は、 衣裳 も 花 美なる を 見習 ひ、 

00000000000  00000000  〇o〇〇〇〇oooo〇 

. 輕 きもの、 女房 娘まで も、 衣裳 はでに 成 候て、 町人 か寶女 風と 相 成 候 故、 次第 

に 困窮 仕り 候に 付、 自然と 賫買之 利潤に も、 無理なる 事 出 來仕候 樣奉存 候、 尤 
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賫女 も、 新吉原 斗に 而不行 屆候は >、 今 ケ所も 片端に て、 寶女屋 御免被 

成 候て、 町 內に賫 女 屋無之 樣に相 成 候 は  >、 町人 Z 身す きも {且 相 成 可 申、 宿所 

00000000  0000000000000  0000000000  0 

二三 丁 も 出 候 得 は、 早 寶女屋 御座 候 様に 相 成 候 故、 子と も 行儀 風 義も惡 敷、 唯 

(マ こ 

奢而已 長し 候樣に 御座！ ^間、 寺社 門前 之 上 地面 初 御 上納 地 にても、 賫女屋 差 

匿 候義、 急 度 御法度に ffl 成、 £»i 町 限 町人へ 右 御 吟味 被 仰 付 候 は >、 賫，^ 差 置 

候 者 も 有 間 敷と 奉存 候、 名主 行司 杯へ、 資女 星より 扣應 之禮物 等差 出 候て、 差 

sa 候 様との 世間 之^も 御座 候閒、 ケ樣之 儀 嚴敷相 止 候 樣被仰 付 候て、 寶女は 

右 御究之 場所 斗に 相 成 候 樣に被 仰 付 候 は >、 人々 家業 忘りな く、 相 成 可 申、 

00000000000  COOOOOOOOOOOOOOOOO 

町家 之 妻妾 下女に 至 まて、 行 之 亂も赍 女 厘 多く 御座 候 故と 奉^ 候、 先年の こ 

とく、 賫女少 き 時 ie 之 形 ffl 成：^ は >、 自然と 男女 婦妹之 行 俊 も 正 敷、 夫々 家業 

第一に 相 成 可 申 候、 もの、 亂は 女色に 御座 候 得 は、 ケ樣に 女色 盛に 相 成 候 も、 

0000000000000000000  00000000 

前に 巾 上 候 通、 陰氣 盛に て Si 氣袞 陰陽 和合 片 落に 相 成 候 故、 天地 之 氣候も 不順 


一 に 相き き 檨奉存 候、 ケ 檨之義 も、 此度御 救 之 御 序に、 御改被 下候樣 に、 町 御 奉 

一 行 樣へ被 仰談候 は、、 町人 親方 分 之 もの は、 廣 大難 有事と、 右此度 町人 共 御 救 

,  之 御 慈悲 被 成 下、 難 有く 奉存 候、 右 御 救 之 儀、 御 役 勤 被 進 候に 付、 御 慈悲に あ 

まへ、 愚意 之 存付奉 申 上 候、 乍 恐 一通 御 m 被 成 下 候 は、、 重々 難 有奉存 候、 誠 

に 御 耳 を 穢し候 段、 恐 入 奉存候 得と も、 近年 困窮 彌增に 相 成 候 故、 存候 義箱訴 

にも 仕度 奉存 候處、 幸 此度之 御 慈悲に すかり 申 候て、 ケ樣之 儀 も 奉 申 上 候 得 は. 

一 愚 成 私 か、 人の 爲 にもよ からん と存付 候、 迷 ひし 念 も はれ かしと、 愚痴 之 至、 

S 恐 少も不 顧、 書附申 候、 

™  氺  ホ  ネ 

<《  ホホ氺 

中洲の 茶 一 その 頃 賫女屋 のあった 處 では、 日本 橋の 中洲の 茶屋が、 餘程 盛んであった らしい。 

B の殷娠 一 此 中洲と いふの は 丁度 安永の 頃に 埋立てた 土地であって、 大 橋から 南の 方の 河岸 凡 

- 1 二 町餘、 川の 中二 町餘埋 立め た 土地で ある。 其 逢に 賫 女が？^ 山 張って 居り 岸に は 水 
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一 茶屋が 立 列んで 軒 を 連ねて 居た。 その 中に も、 大 橋の 方の 岸に 臨んだ 所に 四季 庵と 

いふ 大厦 高臺の 料理 茶 a があって、 S の顷 は、 at に 臨んだ 茶兒 世の 軒に 提灯 を かけ 

\ 渡した のが、 水面に 映 じた さま は 遠 H に は 龍の 郤 のこ、 に 浮み 出た かと 思 はれた。 

其 近傍に は 夜 だの 兒世 物辻贅 などが 千 俊 照して、 多くの 料理 茶 g が 列んで 居つ 

\ て其賑 ひとい ふ もの は實に 天明 ハキ 間の 一 壯觀 であって 笨 にも 言葉に も盡し 難いと 言 

一 はれて 居る。 

隱赍女 \ 其 時分に 隱し賫 女 は 所々 にあったら しいので、 囘向院 前、 牛 込 赤 城の 社内、 芝 神明の 

\ 社内、 本鄉の 大根 畑、 丸山片 町、 •  深 川の 住 町、 芝の m 町、 本 所の 龜澤 w、 其 外 所 

\ 所あった。 是等は 皆寬政 改革 の^に 拂 はれて 了って、 僅かに 根津 門前と 深 川 八幡の 

\ 門前、 音羽觀 音の 門前、 谷 中感應 寺の 門前、 一 ッ：： IS 辨天 門前 等は殘 され. て 居た。 蜘 

0^  _ 蛛 の絲卷 に、 各地 赍女 のあった 虚の名 を^ 詳しく 記して 寳 女の 各種 類、 其 名稱、 直 

0  \ 段な ど 詳しく 書いて ある。 常時の 風俗の 淫 のお 樣を 察する に 足る を 以て、 こ、 に 


ゝ ^^^^^^"^入〜、 ^^^^み,^^  ^v^X^^V^^/^^ ノ 


之 を 抄出し ようひ 

力く  費，^ 

天明 中 盛んな りし は、 土 妓の賫 色 

根津 二 朱 

谷 中 いろは 茶屋 二 朱 

音 羽 二 朱 

赤 坂 二 朱 

氷 川 二 朱 

市ケ谷 八幡 社 內ニ朱 

麴町 天神 だげ ま 

大久 保し くく 谷 切み ぜ 

下 谷 柳の 稻荷 四 六と 切み せ 
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^ 三 島 門前 ひとぶ： S リニ 朱 切 二百 

\. 淺草 朝鮮 長家 5 みべ」 

\ 同所 大根 畑 みぜ 

同所 堂 前 切み ぜ 

赤 羽根 二 朱 

芝祌明 社内 二 朱-」. つげ まもお" 

高 輪 二 朱 

\ 中 町 切み ぜ 

一 花ぶ さ 町 ゲげま 二 朱 

H 酉 三 <S  二 朱 

淺草馬 $3  二 朱 十 匁 

000  S 岸& 3 埋立地 二 朱 後年る 1 ぞ會所 


〇 


八 町 ほり 代地 、力げ ま 出合 茶 厘 切 二百 泊 リニ 朱 

上野 下佛棚 

同所 三枚 橋 東側 

けころ 切 二百 泊 リニ 朱 

此 けころ とい ふ 名義 は、 此比淺 草 兩國橋 町 石町邊 にて、 ころび 藝 者と 唱へ、 百疋 

づ、 にて、 ころびねの 枕席した る もの ありし ゆ ゑ、 此名 あり。 けころ の 名 は、 獄 

轉、 はしの 義 なり。 此 けころ 切 二百、 泊り は 客より 酒 食 を まかな ひ、 夜 四つより、 

二 朱な り。 一 軒に 二三 人 づ、、 晝 夜見世 を 張り、 衣服 は 縮 縮 を 禁じ、 前 だれに て 

必半疊 の 上に 庫すな り。 (按 する に 水 茶 や 茶 汲 女の 姿な りつらん)、 此賫 色、 大方 佛 

店より 軒を拉 ベて 四 五十 軒 許り ありつらん。 是 おのれが 目 睫 をい ふ。 けころ の 姿 

^にも、 圍扇 にも 寶り出 だした る を、 余 一 柄を藏 す、 今 は 珍奇な り、 さて 寶色 

藪 下  . 
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麻布 市 兵衞町 切み ぜ 

絞ケ橋 切み ぜ 

兩國囘 向 院前銀 猫 二 朱 

同所 辨 天金 猫 一 分 

同所お たび ♦ 

同所 松 井 W  二 朱 

入江 町 四， パ 

深 川 仲 町 一 切 二百 

大椅 十 匁 二 朱 

格 下 一切 二 朱 

裏 やぐら 同 

すそつ き 同 


三十 三 間 堂 四 六 

直 助 長屋 同 

入船 町 同 

網打揚 同 

古石場 一 切 二 朱 

新石揚 同 

新地 同 

大橋 びくに 切 二百 下 は 百 S リニ 朱、 以上 三十 三ケ 所、 此外 船まん 頭と て、 深 川 士ロ永 

町に 軒 を つらねた る もの、 夜に 入れば、 船に 一人 づ、 のりて、 所々 川岸、 あるひ 

ょ高賴 船： 色 をうる、 百い 吓な 曰疋 t 物， ヌと號 して、 色.^ 寶也 1、 §?、 

4iAit^  9^ る 五十 も f る、 善惡 にて 價 上下 ぁリ、 地顏 ^0 

右 追々 絕 えて、 今 依然た る もの は、 北 廓 はさら なり、 品 川、 新 宿、 "li. 夜鸞 のみ、 

次に 賫 女の 一 つの 種類と して 比丘尼と いふ 者が あった。 是は 古くから 有った ことで 
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賫女稅 


天下の 君 

資 女の a 

上 ^取る， 


田 沼 時代  二 〇 

ある けれ 共、 此 頃に は 益.- 盛んになった やうで ある。 ー體 比丘尼と いふの は 字の 通 

り 元と は 尼の 風 をして 居った 者で あるが、 それが 終 ひに は 着物 を 飾り、 齒を 磨いて 

頭 を 刹ら す、 小 w を耿ひ 乍ら 色 を寶る やうに なった。 護 S 寺 前、 愛宕 下、 四 谷の 新 

宿、 板 橋、 千 住 あたりに 其 比丘尼の { 伯が 有った。 

此の 如く 澤 山あった 寶女屋 から 田？ S 時代の 府は税 を 取 立てた ので ある。 今日から 

考 へれば 當 前の SJ^ であるが、 其 顷 には餘 程に 不思議な ものと 思 はれた ので ある。 其 

税の取 立てる 場所に は 自身^ を S いて、 tt; 慮に 御上 納會 所と いふ 札 を 立てた。 其 時 

分に 天下の 君が^ 女の 運上 を 取 玉 ふと 一 K つて 森 府の惡 口 を 言った とい ふ。 今日から 

見れば 藝者 なり 女郎から 税を 取る の は？ H 通の 事に なって 居る。 時勢の 轉變も 亦甚し 

と 云 はざる を ぬ。 


松 平定 信の 改革の 時に なって 小 普請 組の 桢^ 九八郞 から 差 出した 虚の 改革の 意見書 


す 女公賣 

るの S 女 

所 尻 わ 、'稅 

以持寶 は 


の 中に も 此事を 言って 居る。 幕府が 遊女 屋 から 税を取 るの は、 卽ち 公儀に 於て 寶女 

の 尻 持 を せらる , 所以で あると 痛論して 居る。 其 文に 曰く、 

人倫 不正 は、 近年 御定の 外の 隱賫 女、 年々 ふへ 候に 付、 輕き 者、 少も 容貌 宜娘を 

： 持！^ へば、 當 座の 坌に、 目 くれ、 相應の 人に も 可成 女子 も、 捨果 者と 4^、 はて ま 

惡疾に 身 を 亡し 候 事、 是叉 不幸の 甚敷 にて 御座 候。 若き 男 も、 賫 t 御 府內に 充満 

すれば、 人情う ごき やすく、 是が爲 に、 君 父の 命に さか ひ、 身 を不得 立、 己も惡 

一： 疾に 沈み はてぬ る 事 多く、 無 是非 次第に 御座 候、 是、 迚も 上古 は 不知、 先 は 古今な 

\  くて 不成 物と 承 候 は、 御定の はしぐ、 遊女の 外 は 不殘、 御 停止 被 遊 度義に 御座 

sis 候。 只今 迄 は， 動 (き； き b きき" 成 候 得ば、 其間 はき £义§ き""、 SIS 

^  ^f.  f  iit£s,^sss、  ills や si^ES. ま や i 

\  口 申 者 も 有 之、 聞 も殘念 至極 之義 に奉存 候。 中に も 物堅き 親 も 有 之 候 得 共、 當時 

八  ' - r こら r.E、  ,o  ^  ^  0  0  ^  0  0  000000000000000  ooooo 

" 上 立 候 程、 女 奉公人 召 抱 候に は、 三味線 小歌 踊 杯 心 懸け 不申 候て は、 召 抱不. &i 
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の樣に 成、 世上 大方 娘 さへ 持 候 得ば、 小耿 三味線 杯の るい 爲習、 人中 を 見せ、 

行儀 を覺 させ 候と て、 却てば さら 者と 成 候 類、 多く 相 見え 申 候。 又い まだ 奉公 

に 出 不申候 内、 手 みぢかに、 藝^ に 仕 立、 遊興 を 商せ、 夫 も 手 重く 思 ふ 者 は、 名 は 

藝 者と 呼べ ど、 ろくく 三味線 も不 習、 .is は賫 女同樣 の義、 夫 も 面倒に 存候 は、 

地獄と やら 名 付、 隱寶 女の また 隱赍 女と も 申 可 事に 候。 是も 近頃 は 法度 致 候 事に 

成 度 候。 唯今 迄、 御手 入御 穿鑿 ft 之 候 s£ 共、 仕 廻 は 運上 上納に 落 入 候 得ば、 却て 

〇ooo〇  〇〇o〇〇oooo〇  oooooooo*  '  >  I  ►  ]  - , 

御手 人 を 待、 表立 商？ 致 候 方よ しと、 御 公？^ を^ 込 候 事 不屈と 乍 申、 御 規定 之 

様に 覺來 候？ i は、 是等は 右 上納 早速 御.^: 被 遊、 不殘御 S 被 遊 度 儀に 奉存 候。 只今. 

迄隱資 女御 議は、 町奉行 組 之 内お 柿、 ®: 女 牢舍、 亭主 は 手錠に て、 寶女は4^ロ原 

00000  0000  0000000000  ^  0  q  0  2,  0  0  0 わ 0 」タ，9  9、 

へ 被 下 候處、 被徘候 is、 多く は 立 逃 又は 卜： 納 年賦 切 SST 之 節 は 前々 より 知れ 候 事故 

ooo〇oo〇oo〇ooooooo〇〇  . 

兼て 替玉 とて 能 女 を 隠し 惡敷女 を^ 出 候 由" (下 審) 


男女 混浴 一 また 此頃は 湯屋が 男女 混浴であった。 是も樂 翁 公の 時に なって、 寬政 三年から 禁ぜ 

られ たこと である。 右の 植崎九 八郞の 上書 叉 は 甲子 夜話な どに 依って 見る と 隨分激 

しか つた やうで ある。 喑中 または 夜に な つて は隨分 風俗 壞亂の 情 况が有 つ たらし い。 

次に 春 畫を寶 買す る こと、 又は 張子の 陰 具 を陳べ 寶っ て 居る 者 も 有 つたと いふ こと 

^ が、 植畸九 八郞の 上書に 見えて 居る。 

女郎 奢侈 \ 女郎の 如き も隨 分贅澤 なまね をしたら しい。 安永 七 年 五月 廿 二日に 牧野 大隅 守役 宅 

一 で 吟味 を 受けた もの、 名前 をし るして あるのに、 左の やうな ものが ある。 

江 戶町壹 丁目 扇屋 宇右衛門 抱 

狸々 緋金絲 にて 紋 ちらし 愁も よふ 七つ ふとん  * 1^ てる 

同町  同人 抱 

淺黃繙 子裏緋 ちりめん そめ 出し 龍 田 川 もよ ふ 夜具 七つ ふとん はな 扇 

同町  玉屋 彌八抱 
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紺地 錦 夜具 五つと ふん 


\ 地 古金らん 錦 夜具 か 、み ふとん 

一 赤地 古金らん 錦 夜具 七 つ ふとん 


京町查 丁目 

同 二 丁目 


徘 縮緬 錦 もよ ふ 夜具 五つ ふとん 

かくの 如き は、 他の 時代に 餘り 多く 見られぬ 事で あら、 

あつた。 

世に あ ふ は道樂 者に おごり もの 

ころび 藝 者に 山師 運上 


1 1 四 

し ら 玉 

ま さ 

丁字 屋庄藏 抱 

0  0 

四 ッ目屋 庄助抱 

小夜 衣 

大 菱屋久 右衛門 抱 

みつ 花 

i 卜斷 つ， IHmi: 


轉び藝 者と いふ 者 は、 古く、 旣に田 沼 時代から あった ものと 見える。 

世に 合 はぬ 武藝擧 問御番 衆の 

た > 慇齄に 律義なる 人 

. (參 照) 

賤の^た 卷 天明 雑記 寶暦 現來集 退 閑雜記 近世 女 風俗 考 蜘蛛の 絲卷 下駄屋 

甚兵衛 書 上 燈前 漫筆 植崎 九八郞 上書 甲子 夜話 嬉 遊笑覽 江戶繁 n 曰 記 後見 草 

續談海 
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六 


第五 天 變地妖 


明 和 七 年 

八 年の 拳 

魃 


« 星 

仙 洞 御所 

工事 場の 

重 


天 變地妖 の ひきつ 、> いて 起った 事 は赏に 不思議な ほどで ある。 其、 重 もな もの を 言へ 

ば、 明 和 七 年から 八 年に かけて、 諸國大 早であった、 七 年の 七月に は 京都で は 野々 

宫定晴 卿の 日記 を 見る と、 旱魃が 六十 餘 曰つ》 いて、 井戶の 水が 悉く 酒れ て 了った 

とい ふ。 それ は 野々 宮の 屋敷の 井戶の 事で あるが 何 處も皆 水が 無くなって、 その 中 

で 僅かに 一 つ 丈け 五寸 ばかり 水が 殘 つた。 か 、 る 間に 彗&が 現 はれた。 ， ) れが、 非 

常の 恐 惶を來 した。 さぅすると^4、頃造營のェ事を起されて居った仙洞御所に於て怪 

しい 風が 吹いた。 お 透に 在った 木の端 くれな どが 空に 飛 交うて、 芥の 空中に 舞揚っ 

た S! 子 を 見る と 丸る で 御所が 燒け たやう に 見えた。 其虛 空に 數 人の 憎 形 をした 者が 

飛行した。 恐らく 是は 天狗の 所爲 であらう。 實に 此の 如く 怪しい ことが 引續 いて 來 

ヒ のま 世が もう 末にな つたので ある。 天 變地妖 が頻に 至って 日々 各. - 枕を萵 くして 


居る こと は出來 ぬ、 とい ふ 事が 書いて ある。  . 

これ は 京都の 事で あるが、 東國に 於ても 小 田 原な どで は、 水が 絕 えたので 一 日に 人 

1 人に 水 一升、 馬 一 匹に 水 三 升と 定められ たとい ふこと である。 

旱魃が 明 和 七 年 八 年と 續 いて 明 和の 九 年に なった。 明 和 九 年 は 有名な 惡ぃ 年で あつ 

たので、 明 和 九 は卽ち 迷惑な 年 だとい はれた。 其 年の 二月 二十 九日から 三十日に 掛 

けて、 江 戶には 有名な 大火が 起った。 此 火事 は江戶 初って 以來の 二度目の 大火 事で、 

第一 は 明 唇 大火 事で 殆、 江戶の 全市 を燒拂 つたと いふ 大火 事で ある。 今度 も、 それ 

に 劣らぬ 大火であった。 其 日 正午 頃 江 戶目黑 行人 坂大圓 寺から 火が 起った。 その 火 

元は 其處の 坊主に 眞秀 とい ふ 惡黨が 居って、 是が 寺に 火 を 放け た。 それが 初 は 太し. 

た 火事で は 無かった やうであった 處が、 段々 と 燃え 出して、 白金から 麻布 一 圓に 燃え 

擄り三 田から 狸穴餓 倉に 及びて 靈南 坂へ 出た。 一方 は 芝へ 出て 西久 保から 櫻 田、 霞 
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一 闢、 虎門、 日 比 答の 門、 lig 場 先 門、 櫻 田 門から、 常 盤 橋 神 田 橋の 方へ 燃え 擴 つて、 

i 其 間に 在る 所の 諸 大名の 藩邸 は 悉く 灰燼と なった。 更に また 日本 橋の 方へ 燃え 出で 

™ 通り 三 町 0 四 W 目から 西 河岸の 方へ 出て、 北 は 本 町 石 町、 神 田の 町々 拉に 武家 方 一 

\ 圓を燒 いて 小川 町へ 出て、 駿河 a から 昌平 橋 筋 遠 橋、 外 神 田へ 出て、 聖堂から 湯 島 

〉 天神、 其近邊 一 圓 を燒拂 つて、 遂に 上野 仁王門から 出て 山 下の 寺 を 悉くな めつ くし、 

™ 車阪 から 下ハ 4： 成 小路 御徒町、 入 谷の 方へ 出て、 金 杉から 箕輪、 小 塚 原、 吉原 千住大 

一 橋に 至った。 淺 草の 方で は 下 谷の 廣 寺 前から、 阿倍 川 W 烏 越、 本願 寺の 堂 を雜め 

一 て、 淺草 寺から 馬 道、 田 町、 新 烏 越、 梳揚 まで 行った。 是で 濟ん. たかと 思って 居る と、 

\ 其 日 暮六ッ 時、 本 鄉の丸 山 田 町から 又 火が 出て、 森 川、 追分、 駒 込、 白山 傾城 ケ建 

\ の 入口， に 及び、 千駄 木、 根津 谷屮、 根 岸に 至った。 處が S 日に なって 又 北風に 變 

： り 常 盤 橋の 外の 火が^ へ 拔 けて 大傳^ 町 から 馬 喰 町、 濱町、 11^ 町、 葺屋 町、 小 網 

一 町、 大阪 町、 浪花 町、 m 所 町、 住吉 町、 ^勢 町、 駿河 町、 室町、 日本 橋、 中 橋、 京 


薄 . »  1^  :it  4  Sil ^  ,t お A IT  m  s) 


§\ 橋 あたりまで 擄 つた。 其の 未 ノ则に 大雨が 降って 風も靜 まった ので 纔 かに？ i 火す る 

™ 事が 出來 た。 此 火事 は 長さが 六 里、 幅が 二 里、 大小 名の 藩邸、 寺院、 町家、 等 夥し 

\  く燒 けた。 類 燒の數 は 寺社が 百 七十 八、 萬 石 以上の 屋敷が 百 二十 七 軒、 中 屋敷 八 kn 

_ 七十 八、 萬 石 以下 御 目 見 以上の 者が 八 千 七 百 五軒、 それから 怪我人の 數が目 黑の大 

J 圓 寺から 芝の 切通まで 百 九十 一人、 西久 保から 虎門までの 間に 三千 二百 八 人、 神 田 

™ 橋 日本 橋の 間が 二 千 四百 人、 筋 違 門から 下 谷、 淺草、 明 神 下 上野まで が 八 百 人、 新 

一 吉 原の 內に 八十 六 人、 丸の 內は 幾人 あつたか 分らない。 燒 けた 町 數が六 百 二十 八 町 

怪我人の 數が 都合 六 千 百 六十 一 人、 燒 死んだ 者の 數は詳 かなる を 知らぬ とい ふ。 後 

に目黑 の大圓 寺の 內に 五百羅漢の 石像 を 造って 燒 死ん た 者の 供養 をした。 其 石像 は 

今に 目黑 の大圓 寺に 殘 つて 居る。 

^  氺  ネ  ❖ 

メ  ,  ,x-  氺  ホ 

方の 争 \ 

^ 江戶 では 大火が あった 處が 地方に 於いて 又旱 魅で 以て 非常に 苦んだ。 米澤の 城主で 
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ノ 有名な 上 杉 ii 山の 如き は 親しく 封 内の 愛宕山に 上って 雨 を 祈ったり、 其 前後に 屢々 

封 內の祌 社に 祈禱を 命じて、 雨 を 祈った。 

洪水  其 秋 頃に なって 江戶 から 東海道 九州、 奧羽諸 國は大 a 雨で 洪水が 出た。 殊に 江戶な 

どに 於て 甚だしかった。 それ は 八月 二日の 事で あつたが、 海から 潮 を 吹 上 ゆて 本 所、 

深 川 は 水に 浸され 永代 撟は 風の S に 吹 折られて 了った。 其 時には 春の 行人 阪の 大火 

のあった 後の 事であって、 最早 家が 新しく 出來 たばかりであった のが 風の 爲に吹 倒 

された 物が 頗る 多かった。 例の 野々 宮定晴 卿の 日記 中に 其 事 を 記して、 大に 慨嘆し 

て 居る。 定晴卿 は 一 體 非常な 條慨 家であって、 特に 幕府に 對 して は 激しい 反感 を 有 

して 居った 人で あるから であるが、 斯う 云 ふ 事 を 言って 居る。 

近年 武家 i£t ら收歛 を 以て 先と なし、 衆 下 苛 法に 苦しむ。 今年 頻りに 凶災 あり、 HT 

天災 は 小 暴 厲を懲 す歟、 然り而 して 益 不道を 行 ふ。 萬 人愤怨 す。 是れ 偏に 小人 國柄を 執る 

ん 圃 柄 1^ 一一 

執ろ 故 也 \ の 故 也。 


大風 雨 _ へ と 言って 居る。 此大 風雨の あった 後 十五 日經 つて 十七 日に もまた 江戶に 大風 雨が 有 

^ つた。 闢東 筋で 家が 四千 餘軒吹 倒された。 

\  ネ. 氺 

ホホ  ホ 

改元 \ かくの 如く 餘り 年が 好く 無い とい ふので 十 一 月 十六 日に なって 朝廷に 於て 改元 せら 

： れた。 卽ち明 和 九 年 を 改めて 安永 元年と せられた。 當時 斯う 云 ふ 落首が できた。 

一  めいわ 九 も 昨日 を 限り 今日より は 

壽命 ひさしき 安永のと し 

一： 明 和 九 年が 安永 元年と 改まったに 際して、 斯う 云 ふ 風に 緣起を 祝った けれ 共、 一方 

, に は 之と 反對な 落首 も あ つ た 

一 年號は 安く 永し と變 はれ ども 

j  諸式 高直 いまにめ いわ 九 

ム 如何にも 其 迷惑の 年 は尙續 いたので ある、 
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,x-  ホ  ホ 

*  ホ  * 

翌 安永 二 年に なって 三月 頃から 激しい 疫病が 流行った、 是は何 病で あつたか、 江戶 

中に 於て 三月から 五月までの 間に 凡そ 十九 萬 人の Is 死が あった。 是は 上流 社 會には 

あまり 無くて 特に 中以上の 者に 多かった とい ふ 事で ある。 然るに 遂に 上流 社會 にも 

及んで、 六月 十八 日に は 尾 張の 德川 宗睦の 子の 治 休が 疫病に 感染して 卒去に なった。 

時に 落首が あった" 

御屋敷へ 町から うつる 疫.； S は 

はしめ 中間 を わり (尾 張) 中將 

其 翌年 又 疫病が 流行って 仙 裹領の 如き は氣仙 一 郡で 死者 二 千 百 〇 七 人に 及び、 病 者 

1 萬 三千 四百 七十 三人あった とい ふ。 此年も 亦、 大風 雨 洪水で 京都 大阪 は最 激し か 

つた。  - 


大島櫻 島 


其 後三年ば かり は先づ 無事であった。 然るに、 安永 七 年に なって、 又 京都に 洪水が 

あり、 それから 日向に も 洪水が あった。 其 年. の暮 から 八 年に 掛けて は 伊 S の大 島が 

噴火した。 さう して 八 年の 十月に なって、 今度 は 櫻 島に 大 噴火が あって、 死者 ifc 

六 千、 牛馬 二 千に 及んだ。 


淺間 山の 

噴火 


安永 は 九 年まで 續 いて、 十 年に 天明 元年と 改められた。 天明 三年の 頃から 淺閒 山の 

大 噴火が 起った、 其 時の 樣子を 書いた 物 は澤山 あるが、 こ、 に 其 一斑 を 言へば、 天 

明 三年 七月 四日の 頃から 淺 間の 近傍 震動 夥しく、 其邊 りの 人民 は 迚も 此 家に 居る こ 

と は出來 ぬ、 或は 林を循 とし、 薦薦 など を 屋根へ 掛け 叉 地が さける かも 知れぬ とい 

ふ 事で 竹林 を 切りす かして こ、 に 居 を 移し、 中に 父母 妻子 を 上州武 州の 方へ 立 返 か 

したの も ある。 翌日の 夜九ッ 刻から 晝夜 となく 天地 震動して 小さな 家 はヒシ /.^ と. 

仆れ、 怪我人 も 多く 出 來た。 老若男女 は 足に 任せて 二三 里 も 逃 ゆて 行った けれ 共、 
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此の 如き こと は 二三 十 里 四方 皆 同じ やうな 調子で あろので、 鼉早是 では 天地 も 崩る 

るかと 泣き叫んで 居る。 何方に ゆく とも 助かり ゃラ はない と 嘆き 悲む聲 村々 に 響き 

渡って 誠に 目 も 當られ ぬ有樣 であった。 か、 る處 に、 川の 近傍の 村々 では、 六日の 

朝に なって、 俄かに 洪水 押 寄せ 來り、 iS5 地の 民家 は 崩れた 儘 押 流された。 此時 小さ 

い 砂 石の 降る こと 夥しく、 淺 Si の 方 を 見れば 满山黑 雪 黑烟、 其 間に 青く 赤い ほそき 

大 が 立 登って、 震動 益 强く、 遂に 人々 はどうなる 事 かと 呆れ 栗て 居った 處に、 何 

だか 知れぬ ものが 淺 間の 方から ドウと いふ 音 をな して 流れて 來 たと 思へば、 今度 は 

水で は 無くて 湯が 流れて 來た。 あつやく と 半死半生 になって、 小高い 處へ逃 ゆる 

の も あり、 木の 上へ、 匐 ひ 上って 生命 を 助かった もの も ある。 逃け 遲れた 者 は 其 湯 

に 足 を 捲 かれ 乍ら 匍葡 になって 逃け たの も ある。 老人 小 供 は 多く 此 湯に 燒 かれて 死 

んビ。 大 K 大石も 炎に やけ、 大木 は 根から 拔 けて 二 ッ三ッ に 折れて 空中から 降下る- 

四方 一 面に 厘 暗で. あった けれ 共、 大石 大木の 燒 落る 時 は 宛 かも 白 a の 如くであった 


とい ふ。 家々 に 飼って あった 牛馬 は曳 出す こと も出來 なくて 捨てた 儘 放して 居った 

故に、 其 牛馬が 死物 狂に なって、 當るを 幸いと 蹴散らして 其爲に 死す る 者も少 くな 

かった。 處が又 深山幽谷から 熊、 猪、 狼 等が 出て 來て 之が 爲 にかみ 付かれて 死す る 

者數を 知らぬ。 其 他 三 四日の 間は晝 夜と 無く 同じ 事で、 誠に 末代に も 有る まじき 大 

變で 目も當 てられぬ 有樣 であった。 

此 噴火の 爲に縱 二十 五 里、 撗七八 里の 間 は 殆ど 一 物 も 無く 燒 失せた。 また 川の 砂地 

が埋 つた 爲に泥 を 押 寄せて 損害 を 受けた 場所が 長さ 三十 五六 里、 村數百 二十 三、 流 

れ 死ん た 人が 千 四百 十一 人、 死 馬が 六 百 五十二 匹あった。 (或は、 流された 家 數は千 

七 百 八十 三 軒、 人 は 三千 七十 八 人 死んだ ともい ふ。) 

その 頃 次の やうな 落 書が できた。 
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本 贫淺問 山 出頭 泪如來 

泥の 御 丈 丈 六 

井に 

失 村の 赤如來 

十 方の 變神 

人 _ ぬ 手足 地々 の 蔓陀羅 

震 働 雷 天の^ 像 

砂 降の 名號 

皆無の 火 依 


評議 菩薩の 作 

方々 大 is^ 勢 湯の 時寫 

半死半生 乞食 第 

愁偽 « の作 

火 石 和尙作 

仰天 大佾 正の 筆 

變の 評， ちゃ 一 流散亂 作. 


K 田と ふた 二度 剃 Si の 毛 i^J,  ,s5g3st 

遠 藤む ちゃ の關札 4 一外 as 等 

天明 三 卯年 七月 中 於 常 山 令 灰 火 者 也 

月 日 信 州 吾妻 山  燒 黃 院 


砂 毛 歌 

天明 三 卯年 七月 六日 頃より、 信 州淺間 山燒候 由、 六日 暮時 比より、 八日 迄、 震 

動、 井 灰 降ル毛 降ル、 

砂 や 降神 代 も M ぬ 田 沼 川、 米 くれないに 水 野 も ふと は、 

淺 間し ゃ富士 より 高き 米 相場 火の 降る 江戸に 砂の 降と は、 


天 明の 飢 \ 斯様な 大變 があった 處が、 其 前年から 六 七 年頃に 掛けて 有名な 天明の 飢饉が 起った n 

中に も 天明 三年と いふの が最 激しかった。 殊に は 東北 地方が 最も 激しかった ので あ 

る。 津輕邊 では 弘 前が 最 激しく、 郡內の 死亡が 八 萬 千 七 百 二人に 及んだ。 下野 黑羽 

藩士の 鈴木武 助と いふ 人の 書いた 農 の 中に 此 年の 飢饉の 狀况 をし るした 一 節が あ 

る。 其 文に、 

卯 (天明 三年) のき , んも此 近國闢 東のう ち は、 まだ 大き 、 ん とはい ふに いたらす。 
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 奧州 等の 他國 にて は、 う ゑ 死にせ しが 多く ありけ り。 わけて 大き、 んの所 

にて は、 食物の 類と て は、 一色 もなかり ければ、 牛 や SI の 肉 はいふに 及ばす、 犬 

猎ま でも 喰ひ盡 しけれ ども、 つ ひに 命 をた もち？ 5 すして、 う ゑ 死にけ り。 其甚所 

にて は、 家數の 二三 十 も ありし 村々、 或は 寵の四 五十 も ありし 里々 にて 人 皆 死に 

|{ 狐し、 ひとりと して 命 をた もちし はなき もめり けり。 其のな き 跡 を 弔 ふ 者な けれ 

ば、 命の 終りし 日 も 知れす。 死骸 は埋 ざれば 鳥け だもの、 ® 食と なれり。 庭 も 門 

もく さむら も 荒て * 一村  一 Bf; すべて 亡 所と なりし も あり。 

この 飢條の 時に 一 ：1 山彥九 郞が奧 州に 住って、 山路へ か、 つた 處、 道 を 失うて、 と あ 

る 人家 を 見つけて、 尋ねて 入って 見れば、 中には 白骨 累々 たりし 樣は目 も 當られ す _ 

大に 驚いて 物凄く おほえ、 や、 フ くに 路を 求めて 人里に 馳 ついた とい ふ 話 も、 また 

右の 書に しるして ある。 

はけし ぃ處 では 食 ふ 物が 無い ので、 春になる と 草木から 食物 を 採る 爲に、 山野に 出 


て 草 を 摘んだり、 或は 藤の 葉 其 他の 草葉 を 採って 以て 食物に 充て、 又 草木の 根 を 食 

ひ 或は 松 皮 餅、 藁 餅な ど 食った。 中には 又 食 ふ 可き ことの 出来る限り は盒 つて 了つ 

て 食物 は 一 切 無くなった。. 終に は 前の 死んだ 者の 屍 を 切 取って、 其 肉 を 食った 者 も 

ある。 或は 子供の 首を切って、 其 頭の 皮 を剝ぎ 去って、 それ を 火の 上で 炎り 燒 いて、 

頭蓋骨の 破目に 匙を羞 入れて、 中の 腦擬 を拔き 出して、 之に 草葉な ど を 入れて 食つ 

たとい ふ。 陸 奥の 方で 或 人が 何とかい ふ 橋 を 通った 處が、 其 下に 飢 ゑて 死んだ 者の 屍 

骸 がー つあった。 それ を 切って 股の 肉 を銘々 の 籠の 中に 入れて 持って行った 者が あ 

つた。 それ を 何に する かと M いた 處が 之に 草葉 を 混ぜて 犬の 肉 だと 欺いて 賫 るの だ 

と 答へ たとい ふ 事が ある。 實に思 ひやる だに 酸鼻の 極で ある。 江 戶府內 に 於ても 地 

方から 來る 食料が 段々 滯 つて、 食物が 乏しくな つたので ある。 

飢饉に 伴うて 疫病が 流行った。 幕府で は 出來る 丈け の 事 を やった、 此 疫病の 流行 を 
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防ぐ が爲に は、 藥の方 を W 觸れ にして 知らした。 是は 幼稚な 方で は ある けれ 共、 當 

時に 在って 最善の 方法と 考 へられて 居った ことで ある。 それ は享保 十八 年の 飢饉の 

時に 慕 府の醫 者 望月 三英、 丹 羽 正 伯が 作った 救 瘀方を 更に^ く 示した ので ある。 其 

文 は 左の通り である。 

町觸 

時疫 流行 候 is、 此 § 木 を 用て、 ii: 烦 をの がるべし、 

1 時疫に は、 大 つぶなる 黑 大豆 を、 よくいり て、 ^合、 かんぞう 覺匁、 水に てせ 

んじ 出し、 時々 岙で よし、 右^ 渥に 出る、 

一時 疫に は、 茗荷の 根と 葉 をつ きく だき， 汁 をと り 多く 吞て よし、 右 時 疫備急 方 

に 出る、  , 

一時 疫に は、 牛！： li; をつ きく だき、 汁 をし ほり、 茶碗 半分つ 、、 二度 飮て、 其 上 桑 

の 築 を 一握 ほど、 火に て 能 あぶり、 きいろに なりたる 時、 茶碗に 水 四不肌 入、 二 


盃 にせん じて、 一度 飮て、 汗をかきて よし、 若 桑の 葉な くば、 枝に てよ し、 右 

孫 眞人食 忌に 出る、 

一時 疫 にて、 ねつ 殊之 外つ よく、 きちがいの ごとく さわぎ くるしむ に は、 色蕉の 

根 をつ きく だき、 汁 をし ほりて、 飮て よし、 右 時 疫備急 方に 出る、 

一 切の 食物の 毒に あたり、 又い ろくの 草木き のこ 魚鳥獸 など、 i 艮 煩に 用て、 

其 死 をの がるべし、 

一 一 切の 食物の 毒に あたり、 くるしむ に は、 いりた る 鞭 をな め、 又はぬ るき 湯 等 

にかき たて 飮て よし、 

但 草木の 葉 を 陰て、 • 毒 にあたり たるに は、 いよくよ し、 右 農政 全書に 出る 

一 一 切の 食物の 毒に 當て、 むね くるしく、 腹 張 痛に は、 苔參を 水に て 能 せんじ、 

飮食を 吐出して よし、 右 同斷、 

一 一切の 食物に あたり くるしむ に、 大麥の 粉 を こふば しくい りて、 さ ゆにて 度々 
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飮て よし、 右 本草 綱目に 出る、 

一 一切の 食物に あてられて、 0 鼻より 血 出で、 も だへ くるしむ に は、 ねぎ をき さ 

みて 壹合、 水に てよ くせん じ、 ひやしお きて、 幾度 も飮 べし、 血 出 やむ まで、 

川て よし、 右衞生 易簡に 出る、 

一 一 切の 盒 物の 蒸に あたり、 烦に 火つ ぶなる 黑大豆 を 水に て せんじ、 幾度 も 用て 

よし、 魚に あたりた るに はいよ^^よ し、 

1 1 切の 食物の 審 にあたり、 烦に赤 小 S のく ろ燒を 粉に して、 はまぐり がいに 一 

つ 程 づ、、 水に て ffl ゆべ し、 獸の *s にあたり たるに は、 彌 よし、 右 千舍： 方に 出 

る、 

ー菌を 喰、 あてられ たる、 忍 冬の 莖紫 とも、 生に て かみ、 汁 をのみ てよ し、 右 夷 

堅志に 出る、 

右の 薬方、 凶年 之 節、 邊土之 者、 雜食之 毒に あたり、 又 凶年 之 後、 必 疫病 流行 


, , ： 事 あり、 其爲に 簡便 方 を 撰むべき 旨 依 被 仰 付、 諸 書 之 内より、 致 吟味 出 也、 

享保 十八 辛 5 年 十二月  望月 三英 

^  丹 羽芷伯 

一 右 は享保 十八 辛 fi 年、 飢饉の 後、 時疫致 流行 候處、 奉行所え 板 行 被 仰 付、 御料 所 

>  村々 え 被 下 候寫、 

右 は當時 諸國、 村々 疫病 流行 致し、 又は 輕 きもの、 其 雜盒之 毒に 當り、 相 煩 難儀 

\ 致し 候 趣、 相閒 候處、 前書 享保 十八 a 年、 村々 え 被 下 置 候 御藥法 書付 之 儀、 久敷 

_ 事故、 村々 にて 遺失 致し 候 儀 も 有 之 候に 付、 此度爲 御 救、 右 之寫、 村々 え 領主 地 

頭より、 相 觸候樣 可 被 致 候、 

{  五月 

来 債 騰貴 斯、 の 如く、 天災が 續 いたが 爲に 米價が 非常に 騰貴した。 田 沼 意知が 佐 野 善 左衞門 

一 に 殺された の も 丁度 其 頃で ある。 此 後も尙 天明 六 年 六月の 十二 日から ヅ ッと績 いて 
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十六 十七と 洪水が あった。 是は江 戶開府 以来の 大水と 稱 せられる。 又 凶歳が 段々 續 

いた 爲に 天明 七 年に なって、 諸國に 暴民が 蜂起した。 江戶に 於ても 有名な 打 毀し と 

いふ 事が 起った ので ある。 せ： ハ 次第 は 更に 項 を 改めて 說 明し やうと 思 ふ。 

(参照) 

定 晴鄉^ 後見 艸 明 和 日^ 武江年 古今 百 代 草叢 寄 上 杉 年譜 泰平 年表 嬪 

談海 會津家 世 K 紀 ^史 愚抄 伊 逢 治 家 錄 續皇 年代 8* 記 高 松 藩 記 縯高鍋 藩 

實錄 津輕舊 記 0^ 安永 撰 耍類集 


第 六 百姓 町人の 騷動 

さなき だに 財政 困難 を訴 へた 處へ、 天災 地變 相つ ぎ、 幕府 は究 迫の 餘、 種々 の 新案 

施設 を 試みる。 その 事に ついては 後に 別に 章 を 設けて 述る 通りで あるが、 その 色々 

の 試みの 爲 めに 直接 間接に 員擔を 重く せられた の は 百姓 町人で ある。 水火 饑 籠に 苦 

めら れた皮 等 はこの 抑壓に 遇うて はつひに 勃發 せざるを得ないの である。 かくの 如 

くにして 百姓 町人の 騒動 は 所在に 起り て、 つ ひに この 時代の 一 特徵を 作る に 至った。 

先 づ明和 元年の 十二月の 末から 二 年の 正月に 百 一り、 上 州から 武藏邊 に 掛けて 農民の 

蜂起した 大事 件が あった。 是は明 和 二 年の 四月に、 日光 東照宮の 法會を 催す に 付て 親 

H.m だの 公卿 衆の 日光への 參 向の 爲に 道中の 人馬 不足す るに 依って、 近國 から 助鄕 

と 云って 人馬の 繼處 くへ 人馬 を 差 出して 其 用 を 勤める のが 定り になって 居る。 そ 
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_ れが 平生は 大抵 入 目が 百 石に 付 四十 五 匁 位な 課役に なって 居った 處， 今度 は 三月 か 

？ ら 八月 迄に 百 石に 付て 人足が 六 人馬が 三 匹、 それが 一 般に 掛かる ことにな つた。 若し 

馬拂 底の 村 は 一 匹に 付て 五 兩づ、 出さし める とい ふこと であった。 然るに、 近； 1^ は 

- 諸 郡 百姓 甚た 困窮して 年々 の 上納に も 難^して 居る 所へ 旣に當 年 春 も 朝鮮人が 來朝 

一 したる に侬 つて、 K 時に 臨時に 高 百 石に 付て 三兩 一 分 二 朱の 割に 仰 付けられ、 それ 

も 是非な く  Is ました 處 であった に拘ら す、 今度 また さう 云 ふ 事が あらう とい ふので、 

蜂起の 因 百姓 共 は大に 苦んだ ので ある。 そこで 勘定 奉行 小 野 日向 守から この 事 を 命令して 評 

定 所の 留役倉 橋與四 郞成瀨 彥太郞 とい ふ 者が 其 場所く の檢 分に 出掛けて 行って 人 

馬徵發 をした ので ある。 然るに 農民 は此 重い 課役に 大に 苦しみつ ひに 上 州、 下野、 

秩父、 熊ハ， tf^ の 百姓が 騒動に 及んだ。 さう して 與四郞 等の 處へ 大勢 押 掛けて 行った。 

一 與四郞 等 は先づ 忍の 城へ 逃け 込んで 行った。 是に 於て 百姓 等 は、 直ちに 江戶 表へ 出 

\ て、 其 事 を訴へ ると いふので、 七 八 }sS 人の 者が、 群を成して 各、 嫌 一 铤に藁 一 束 件 


z 1 本づ、 持って 出掛けて いった 。その 藁 を 持った の は 何の 爲 かと 云へば、 川 を 越える 

： 時に 若し 江戸の 方からの 命令で 以て、 船 を 止められる とか 橋 を 止められる とい ふこ 

とがあった 時には、 川の 中へ 藁 を投け 込んで、 さう して 川 を淺瀨 にして 渡す、 竹 は^ 

維 雜^^  ノ に 組んで 渡る 積り であった。 そこで 其 農民の 大群 は、 先づ 途中に 於て、 深 谷 宿に 押 寄 

毀す  せて、 本陣の 武 井新 右 衞 門と いふ 者が、 其 課役の 議に與 かった とい ふので、 S (居 宅 

を 打破った。 それ を 忍の 城から 押へ に 出て 來て、 衝突が 起り 手 員が 凡百 餘人、 卽死 

五 人出 來た。 其 事が 段々 江戶へ 注進が あつたので、 御 目 付の 曲 淵 正 次郞、 松平庄 九郞、 

御先 手 古 郡 孫大夫 遠山 源 次 兵衞、 奥山 甲斐 守、 井出 介 次 郎等に 命じて、 其 組の 同心 

を 率る て鎭 撫の爲 めに 遣 はされ た。 若し 百姓 共が 江戶 近く 來 たなら ば、 空砲 を 打つ 

一 て 之 を 防ぐ やうに とい ふ 事に して、 見附く の 門へ は、 御徒 目 付な ど を 配して 控へ 

静條 Ig  メ しめてお いた。 處が愈 々騒動が 大きくな つて、 靜 まり 兼ねる ので、 遂に 其 頃の 名 郡 

の鎭撫 Z 代、 として 譽 のあった 伊奈 半 左衞門 忠宥に 命じて 之 を鎭撫 せしめた 0 忠宥は 直ちに 出 
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向いて、 百姓 共に 向って、 願の 通り 開 15 ける から 何れも 引取る ベ しとい ふ 事 を 申 渡. 

した。 百姓 共 は 難 有 く^じて、 皆々 村々 へ i 能り 返る ことにな つて、 事が 納まった の 

であった。 然るに、 百姓 等は此 度の 傅 Hil の 事 は、 道筋の 問屋 役人 共が 己れ 等、 海道 

筋 宿々 の a 擔を 輕减 せん 爲 めに 遠く 五 m 七 里 十 里 も 隔てた 村々 まで も 歩 役 を かける 

やうに 願 出た が爲 めで あると いふので、 酷く 問屋 を 憎んで 居った。 そこで 此 序でに 

押 寄せて、 意趣返し をして やらう とい ふこと になり、 數 萬の 大勢が、 閏 十二月の 晦 

日に 一隊 は 熊 谷に 押よ せて 問屋に 亂 人し、 注 をき り 壁 を 落して 家 を 押しつ ぶし、 諸 

道具 を 取 出し うちくだき それより 金 谷 村 上野 村を骧 うた。 また 一 隊は登 W  (川 越よ 

り 三 里) の 名主 半藏の 家に 押よ せて 之 を 打浪 した" S 一月の 元日 は靜 かに 年始 を 勤 

め、 二 曰に は 根 岸 村 (川 越より 三 里) の 松^と いふ 翳 者の 居 宅 を 潰し、 入 間 川の 宿に 

入り、 綿 貫 半兵衞 とい ふ 酒屋の 表 長屋から 居 宅 土 藏殘ら す打濱 し、 其 上、 質 物な ど 

取 出して 井戶の 中に 埋め、 俵物 等 殘らす 打 毀り それから 酒 倉に 入って 藏 つて 置いた 


酒の 道具 を殘 らす摧 いた。 酒 は 皆 外へ 出して、 恰も 大河の 如く 流れ、 怪我人な ども 

少々 あつ た。. 其 宵に は 押垂村 (川 越の 北 三 里) の 酒屋 へ 押 込んで 造り 置いた 酒 六尺 桶 

四 本 を 飲み、 其 勢 は 更に 進んで 金 岩 村 勘 助の 家 を 潰した。 それから 同村の 名主 次郞 

三郞の 宅へ も 同斷の 事に 及び、 更に 一通 程 西の方に 進んで 高 倉 村 勘左衞 門の 宅 を も 

同じく 打 毀り 藤 谷 村 熊 坂 傳藏の 宅 へ も 押 寄せ た。 傳藏は 罷り 出て 之 を 抑 へ やうと 

した けれども、 散々 に 打擲に 遭うて、 生 柿に なり、 其 上 居 宅 を 打 毀ら れた。 又 他の 

1 群 は 川 越より 一 里程 西の 鯨 井村 名主 織右衞 門の 處へ押 寄せ、 殘らす 打 潰し、 それ 

より 天 村の 名主 甚之丞 方に 押 寄せて、 同上の 儀に 及んだ。 又 一 里程 北の 組 厘 村の 鳥 

見 彥四郞 方へ 押 寄せ、 それより 平 塚 村の 名主 彌您次 方に 押 寄せ、 川 越より 十 町ば かり 

北の 小 田 島 村の 名主 六 左 衞門方 へ 曉 方に 押 寄せた。 此 群が 今度 は 川 越の 江戶 町の 問 

屋九 左衞門 方へ 押 寄せようと いふ 風聞が あつたので、 川 越の 城 中から 士卒 を 率ゐて 

之 を 固めて、 翌 三日の 早天に 石 田 村に 打って出 でて トウく 內百 人ば かり 生 拂 つた * 
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處が是 等 は 大抵 川 越 領內の 名主で あつたので 委細 訊問の 上 之 を 返した。 これによ つ 

て翌 四日の 夜まで は、 川 越の 町 は 稍、 靜謐に 過した。 然るに 川 越の 二 里程 北東 狐塚 村 

でば、 甚左衞 門と いふ 者の 宅へ 凡 二 萬 人ば かり 押 寄せた。 甚左衞 門 方に 於ても 豫て此 

事 あるべし と、 近 村から 加勢 を 頼んで、 二 千 人 を 以て 家 を 守って、 皆 忤槍を 以て 控 

へて 居った。 寄 手 は先づ 名主の 宅へ 押 寄せ 散々 に 打？ S して、 それより 甚左衞 門 方へ 

押 寄せた 處、 甚左衞 門は豫 て^ 備 をして、 長 星の 屋根へ 灰 だの 石 だの 木 だの を揚 ゆて 

置いて、 徒 黨の押 寄せる の を 待って 居った。 寄 手 は數ケ 所の 土 藏を打 毀って、 長 星 

に 掛かった 處が、 豫て川 意の 灰、 石、 木 を 打 落した ので、 寄 手 は 大きに 苦み、 遂に 

破れて 引返き、 凡、 三十 人の 卽死^ を殘 して 引 あゆた。 それから 尙、 城下へ 押 寄せ 

ると いふ 評判が あつたので、 城內に 於ても * 戒を 怠る こと 無く、 御用の 外 一 切 出入 

口 を 止めて、 固く戒めて 居った。 それで 翌 六日 は少々 靜 まった やうであった けれ 共 

三 四 里 四方の 間 は 太鼓、 法螺貝で 時々 鯨波 を 接け、 その 騷 がし 態い は、 殆ど 名狀す 


！ ベから ざる ものが あった。 其內に 追々 に 百姓 共 も 散って、 騷が靜 まった ので ある。 

\ 實に是 事件 は 島 原 以來の 大騷動 だとい ふ當 時の 評判であった。 


佐 渡の 亂 \ 次に 明 和 五 年の 八月、 佐 渡の 村人が 亂を 起した。 此事は 佐 渡に 關 する 書物、 又 越後 

の 大名 諸家の 記錄、 慕府の 日記 等に も 何等の 所見が 無い ことであって、 僅かに 京都 

の 公家 衆の 日記に 見えて 居る のみで ある。 卽ち 野々 宫定晴 卿の 日記に 見えて 居る こ 

とで ある。 佐 渡の 農民が、 t 可 政に 苦んで、 遂に 徒黨を 組んで、 其 島 週り の 旗本 細 井 

百 助 及 佐 渡 奉行 青山 七 郞左衞 門 を 焚 殺し、 夏 目 藤 四 郞は囚 になった C 徒 黨の總 勢 六 

萬 餘と稱 した。 其 事が 越後の 方から して 幕府の 方へ 通信に 及んだ ので、 江戶 から 諸 

大名へ 加勢 を 仰 付けて、 新發 田の 溝 口 信 濃 守、 高 田の 榊 原 式部 大輔、 長 岡 城主 牧野 

駿河 守、 村 松の 堀 丹 後 守、 村 上の 內藤紀 伊 守 等が 命 を 承け て、 討伐の 兵 を 向けた。 

定晴卿 記に 見えて 居る こと は、 唯 それ 丈け の 事で、 委曲 は 未だ 明かで 無い ので ある 
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が、 先づ それで 鐵撫 した ものと 見える。 是が 他の 各方 面の 記錄に 見えぬ の は、 頗る 

怪しむ 可き ことで ある けれ 共、 定暗 卿の 記す 所 は、 其 名前な ども 極く 確かで あ-つて、 

未だ 之 を 疑 ふ 可き 丈け の 理由がない。 藉府 方の 物に 此 事の 傅 はらぬ の は 偶.^ 其 材料 

が缺 けて 居る、 〕 と-たら うと 思 ふ。 

く  レト  * 

....  ... ： •》  ホ 

次には明和六年正月九日に^^府が令を出して、 上方 筋に 於て 百姓が 强訴 するとて 黨 

を 結んで 村 を騷 がすと いふ 閉 えが あるが、 先づ 鎮める やうに 計らって 匿いて、 若し 

猶鎭 まらぬ 時 は、 近傍の公料私領に|^.-て、 兵 を 出して 之 を 柿へ、 代官 又は 領主に 

送 レ，. ヽ 伹し弓 銃 は 川うる なと 命じた ことがある。 かやうな 强訴 があった ものと 見え 

るが、 其 地方 其 他 委細の 事 は 分らぬ。 ついで 同年 二月 二十 一 日に は、 百姓の 强訴？ i 壓 

の 命 を 下した。 その 趣 は、 近95遠^の^8民等が願事を含んで諸處に會合して、 檄文 

, を ぶて 他の 付 々を も 誘うて、 村 役人 を 初め 其 他 恨み ある 家な ど を 打 毀つ 者が ある。 


一 その 事 を 質さる 、 に 及んで 願事 を 申出る ものが ある。 此の 如き は畢寛 領主 地頭が 公 

^噺 鎮壓 を 憚って、 只管 事を穩 便に 濟 さんと 欲する より、 下民が 益，^ 放縱に 《 り 行いて、 不法 

の 令  \ 

の 事 を 起す ので ある。 抑.^ 民を憫 むは 左る 事ながら、 此の 如く、 徒黨を 企て 、 、村里 

Z を騷 がす 者を穩 かに 扱へば、 所在 之に 倣って、 盆.^ 附け 上る ので ある。 今より は 公 

Z 頷の 民が 騷動を 起したならば、 其 近傍の 領主より 人數を 出して、 私領 ならば 其 領主 

： は& すに 及ばす、 近傍から も カを戮 せて 十分 に 手； S く 之 を 討伐す ベ し、 とい ふ 事 

：: を 命じた。 ついで また、 七 年の 二月に も 同樣の 意味 を 以て、 萬 石 以上の 諸 大名に 此 

： 事 を 論した。 同年の 四月 十六 日に は、 村々 に 高札 を 立て、 徒 黨の企 ある を 知った な 

徒黨 注進 ^ らば 速 かに 告訴す る やうに 翁した。 其 主意 は、 總て民 多く 打 集 ひ、 僻事 を 謀る を 徒 

に關 する \ 

令  黨と稱 へ、 黨を 結んで 强 ひて 訴事 をす る を强訴 とい ふ。 相 謀って 村里 を 出て 奔るを 

一 逃散と いふ。 是皆 先々 より 禁ぜられ たる 處 である。 若し 之 を 犯す 者が あったらば、 

一 逨 かに 各，^ 其屬 する 役所に 訴 へ出づ べし。 其の 褒賞と して は、 徒 黨を訴 ふる 者 は 金 
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百 枚を與 ふ。 强訴と 逃散 も、 之に 准す る。 また 其 情に 依って は、 刀 及 苗字 を 許す こと 

も ある。 假令又 一 たび 徒 裁に 與す とも、 張 本の 者の 姓名 を訴へ 出づれ ば、 其 罪 を 許 

して 褒賞 を與ふ 可し。 又 村々 騷 動に 及ぶ 時に 其黨に 入らす して、 事 を 鎭め全 村の 者 

をして 一 人も與 せしめざる 者 は、 一 袋 銀を與 へて 苗字 帶刀を 許す ベ しとい ふ 事 を 定め 

た。 翌年の 五月 二十日 を 以て、 W び 徒 黨に關 する 令を頒 つて、 黨を 結んで、 領主に 

强訴 する 者 は 柿へ て 其 張本人 は 遠島に 處 する 等 以下 それぐ 其 刑 を 定めた。 斯う 云 

ふ 風に、 展.^ 令 を 出して 徒黨を 戒めた の を 以て 見ても 徒， M 強訴が 頻繁であった 事が 

知られる ので ある。 

安永 二 年 十 一 月 十八 日に は 飛驛の 慕領に 於て 農民が 黨を なして 代官 大原彥 四 郞の處 

へ 强訴に 及んだ。 是は代 iG 所に 於て 近年 新規の 運上 を 掛けて、 百姓が 難儀に 及んで 

居る 上に、 尙又檢 地 を するとい ふ 沙汰が あった。 それで 大野 吉城ニ 郡の 者が 徒黨し 


： て 强訴に 及んだ。 それ は元祿 年中に 一 度檢 地が あってより、 今 は 八十 四 年 其 儘に な 

メ つて 來て 居る。 それ を、 又々 檢 地せられ る こと は、 難儀 至極の 事で、 百姓が 立 行か 

、ふ、と.^^乙 一 ぬと いふ 事 を、 江戶へ 出て、 訴に 及んだ 處が、 一 向埒が 明かぬ ので、 老中 松 平 右京 

鴛籠訴 の 大 夫へ 駕籠 訴に 及び、 その 訴訟に 及んで 百姓 共 七十 人餘を 人牢仰 付けられた。 そこ 

百姓 入牢 

で 其 趣が 國の 方へ 聞え て、 農民 共 は、 日々 代官の 私舍に 出て、 どうか 江戶に 於て 入 

入 碎^? g  i 牢 せられた 百姓 を 《 して 頂きたい と 願った けれ 共、 容易に 其 願が 聽容 れられ ぬので、 

さ A.'JV ^こ ^ 

と 1* 乞-? 段々 考へ 出して、 是はー つ 高山の 町 を 難儀 を させたならば、 それに 依って 自 から 願 

の 趣旨が 聽容れ られる だら うとい ふ 事に なり 其 要路々 々へ 集って * 番所 を 立て , 、 

代官 所へ 納める 米 を 初め、 高山の 町へ 出す 米穀 を 押へ て、 炭薪鹽 まで も 止めた。 恰 

\ も 寒天の 時分で、 町の 困窮 言 ふば かりなかった。 そこで 代官の 方から 差圖 して 之 を 

咎めた。 願の 筋が あらば、 自分の 村に 歸 つて、 願 出ろ と 首った けれども、 なかく 

力 聽容れ ない のみなら す、 其 願の 濟 まぬ 內は、 收納 米の 一 粒 も 入れぬ とい ふ 意味で、 
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- 諳處に 商 札 を 立てた。 然るに 盆田邵 は、 eg 初から 其 願に 同意 しないの みならす、 却 

1 営の 徒 一 つて 年貢 をば 納め やうと した 處を、 道で < ^ひ 取り、 つ ひに 宮 村に 集って、 黨を 作つ 

\ て 、毎日 願に 出る 。代 所では 總代 丈け を 出さして、 それが 門の 內へ這 入る とい ふと、 

ノ 忽ち 入牢せ しむる ので、 それに i.^ りて、 百姓 は 門外へ 代 {に 手代 役人 を 呼出して は 顧 

ノ をのべ る。 その 中に i«l 村に $ ^つた 徒 《M は 勢浙く 盛に なり、 つ ひに 十月 二十日に 及ん 

\ で、 大野 吉 城の 徒^ 三 四 一尚 人 i:E へ 攻め 掛っ て强訴 に 及んだ。 彥四郞 門外へ 出て、 

\ 願の 筋が あるなら ば、 中 出せと！； つた 處が、 豫 ての 願 筋 を聽屈 けられぬ 内 は、 上納 

一 を 仕らぬ とい ふ。 已むを得す：M^、收納の事は、 冬 中 は 延ばして やる と 申 付けた ので、 

稍 引き取った けれども、 尙 二十 二日に は、 五六 千 人の 者が 攻 寄せて 行った。 そこで 

\ 此有樣 では 到底 代 宜 の 無勢で は 之に 對 する £ は出來 ぬと いふので、 美 濃の 郡 上の 靑 

山家の 方へ 加勢 を 願った。 靑 山家に 於て は 君 侯が 參 府中で あるので 速 かに 家老 等の 

\  議を 凝らした。 時に、 多くの もの は 先 づ早打 を 以て 江 戶へ伺 ひ を 立てようと いふ 


の を、 末席に 控 へて ゐた 一 家老が、 此 火急の 場合に その やうな、 のんきな 事 をい つて 

居れぬ、 後日 若し 咎が あらば 拙者が 引受ける とい ふので、 急に 番頭に 命じ 一 番 二番 

S 競 m  \ 三番と 出兵せ しめ 十八 里の 山道 を 越して 一 息に 馳 付けた。 都合 千 三百 四十 人の 士卒 

»jz 名 ：隆 メ 

^0H^  ： か 出張す る こと、 なった、 先 發隊は 二十 九日に 高山に 着いた。 晦日に 第二の 除が 出 

\ 發 して、 十 一 月 二日に 高山に 着いた。 同日 第三の 隊 が出發 した。 靑 山家から は江戶 

\ に 注進に 及んで、 萬 一 の 場合に 飛道具 を 使用 致して 差 支な しゃ 否やと いふ ことの 伺 

一 に 及んだ。 當 時の 幕府の 繁文縛 禮が此 一 事で 以て 察する ことが 出來 る。 代官から は 

\ 靑 山の 除に 向って 一 宫 村に 居る 徒黨 を討拂 はんこと を 乞 ふた。 然るに、 靑山氏 は 後 

一 難 を 恐れて、 妄りに 飛道具 を 使用したら 後に 叱られる 事 も あらう とい ふ 心から 躊躇 

一 して 居って 尙、 江戶 表への 注進の 指令 を 待って 居った。 是に 於て 代官 大原氏 は 更に 

大 垣の 戶田 氏、 苗木の 遠山 氏へ 援兵 を 乞 ふた。 十 一 月 十六 日に 幕府から は、 事情 視 

一 察の 爲め江 掘、 布施、 甲斐 庄等を 派遣し、 また 濃 州 岩 村の 松 平 能 登 守、 富 山の 前 田 
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出 雪 守 等に 出兵の 命 を 下した。 同日 大 垣の 戶田 氏から は 老中へ 伺 を 出して 出兵す ベ 

き や 否や を 問うた 0 其 日に なつ て 靑山氏 へ 老中から 指令が 届き 、代官 彥四郞 の 差圖に 

依って 行動す ベ しとい ふこと を 命じて 來た。 靑 山家の 人々 に 代 から 交渉が 有つ 

た 時に 代 宫 の 手代 共の 言に、 若し 今 直に 攻 をし ないで は 立遲れ になる かも 知れぬ 

から、 已むを 得す 大垣 苗木の 方へ 出兵 を. G. 遣 はすより 外ない と 言って 喑に靑 山 氏の 

一 躊躇して 居る の を 臆して 居る と 言 はんば かりの 口 振 をした ので、 之 を 造 恨に 思うて 

； 居った" それで 靑 山の 方 は 老中の 指令 ある や 否や 苗木 大 垣の 兵の 未だ 着せぬ 以前に 

靑山 勢の 於て 一 刻 も 早く 一 宮村 を攻维 して 必死の 働 を 示す ベ しとて、 十 一 月 十四日の 夜半 を 

一揆 攻擊 以て 出發 して 十五 日 一 宫村を 攻めた。 徒黨 忽ち 敗績 して 百 二十 四 人 を 怖へ て、 大原 

に 渡し .鐵 砲 又は 脇差、 連 判 狀等 を分棉 した。 それで 徒黨は 大方 鎭壓 せられて 了った ( 

一 十七 日に なって 苗木の 兵が 到着し、 十九 日に 岩 村の 兵が し、 十二月 二日に 大 垣の 

兵が 着いた。 富 山 前 田家の：. は 途中まで 来たが 事靜 まった ので 引返した。 其 後、 尙 


高原 鄉に 徒黨が 一 隊 籠って 居った が、 岩 村 苗木の 兵 を 以て 之 を 伐ち、 百姓 を 詮索して 

—揆 の處 一 七十 三人 を 柿へ た。 それから 又 古川と いふ 處に 於て 八十 九 人 を 铺 へた。 乃ち 首 ま| 者 

四 人 を 磔刑に して、 十二 人 を 獄門に 曝し、 一人 は 討 首、 十三 人 は 遠 流に 處 せられ、 

以下 それぐ に 其 刑に 處 せられた。 是で此 一 揆が 治まり 十二月 十日 頃から 諸 大名の 

兵が 漸次 引揚 ゆて 歸 つた。 德川 氏の 代始 つて 以来、 鐵砲を 以て 土民 を 殺した とい ふ 

事 は 此時を 以て 始 とすると いふ 事で ある。 


信 州の 百 


安永 六 年 二月 三日に 信 州 高 井水 內のニ 郡に 於て、 百姓の 騷動 があった。 是も 課役 を 

納める 期 月 を 延期 せられん こと を 乞うて 許されなかった ので、 代官の 家へ 押 寄せて 

騷動 をした ので ある。 勘定 方 を 遣 はして、 其 事 を 治めし め、 首謀者 二人 を 獄門に か 

け、 以下 六 人 を 遠 流に 處し、 其 外 は 追放 せられた 者が 多かった。 そこで 安永 六 年 九 

月 を 以て 令 を 申ね て 今後 强訴 する 者は嚴 刑に 處 すべき 旨 を 論した。 
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上 州絹絲 ノ 次に は 天明 元年 上 州に 於け る 絹絲改 役所に 付ての 騒動で ある。 此事は 後 章に 於て 述 

啦鞭 所の \ ベる つもりで あるから 弦に 略す る。 

信 州 百姓 \ 天明 三年 九月の 末から 十月 初に 掛けて、 信 州に 於て、 また 百姓の 强訴 があった。 是 

の强訴 

は 其 頃、 淺 間山喷 火が 起って、 信州から上野兩國の田畠が来，^-荒廢したので* 農民 

： 等の 飢？ S な 叫ぶ T 祐 多く、 四： A 百 人から、 千 餘人黨 を 組んで、 各々 其 領主の 城門に 集 

一 つて、 娠救を 乞うた。 然るに 其 請が 容られ ない。 上野 安中の 農民が 殊に 激しかった。 

_ そこで 嘆き 訴 ふる 事 三度に 及んだ けれ 共、 領主から 渉々 しい 返答 も 無かった ので、 農 

\ 民 等 は 憤って、 城內へ 押入ら うとした。 已むを 得す、 言 ひ讜 して 漸々 に：；； 取らし め 

\ た。 之に 紛れて、 近國の兇ぉ共が多数^*って、 ^を 組んで、 無辜の 民の 家に 亂暴に 

\ 及んで、 金銀 米穀 衣服 器具の 類 を 掠め、 九月から 十月に 及んで、 殊に 激しく、 信 州 


の 小 諸邊を 劫掠して、 將 さに 進んで 上田 城へ 入ら、 スと した。 城主 松 平左衞 門佐忠 濟 

兵 を 以て 之を逐 ひ、 數十人 を 生 柿った。 殘 りの 者 は 四方に 逃け 散 じ、 之に 侬 つて 一 

授が漸 々靜 まった。 

是に 於て 幕府 は 同年 十 一 月の 四日 を 以て、 又、 令を發 し、 徒黨を 組んで、 良民の 家 

に 放火し 又は 其 居 宅 を 打 毀らん などと 紙に 書いて、 壁に 張、 良民 を 劫かす 者が 近頃 

屢々 ある やうで ある。 總て 此の 如き 者が あったならば、 其 村々 は 更なり 近 村の キ？ 共 

其 地に 至り、 徒 黨の頭 を 捕ぶべし、 若し 捕へ 得難き 時には、 其 居所と 姓名と を 聞 釓し 

て、 公領 私 領を問 はす、 其 地の 代官 或は 最も 近い 土地の 代 ion に訴 へる 可し、 と 云 ふ 

令 を 出した。 

^  ^  レ 〔- 

斯， 樣な 風に 諸國に 於て 屡く 百姓の 騷 動が 起った ので あつたが、 遂に 天明 七 年 五月に 

有名な 打 毀し を 以て 騷 動の 大圑圓 を 結んだ ので ある。 此 天明の 打 毀し とい ふ 一 件 は 
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田 沼沒落 以後の 事に 係る ので ある けれ 共、 此 時代の 相 を Eg も鮮 かに 示した もので あ 

るので、 玆に 併せて 述ぶ るので ある。 

大坂 市中 \ 天明の 打 こわしの 騒動 は、 ま づ大阪 から 始まった。 七 年 五月 十日から 十二 日に 及ん 

わし \ で、 大阪の 市中に 於て、 町人 数十 人が 蜂起して 米問屋 二百 餘軒を 打 毀 はした、 尙又 

富豪の 家に も閬 入して 亂暴を 働いた。 中に も 尾長 谷 M とい ふの が 最も 酷く W 毀 はさ 

近畿 東海 一 れ た。 これと flH 時：： e、 京、 奈良、 伏兒、 IT 山 田、 甲府、 験 河、 廣島其 他中國 九州の 

中國 TV 外 ノ 

I 國の騷 一 國 に..： 斯樣な 騒動が あった さう である。. か、 その 中 S も 激しかった の は 江 戶の騷 動 

江戸のう \ であった。 天明 三 四 年の 頃から 年々 の 凶作で 米 憤が 非常に 騰貴した、 その 爲に 人民 

貴 が大に 苦んで 居った。 七 年の 春に 及んで は 江戶の 御藏^の 張 紙が 三 斗 五 升 入が 百 使 

) に 付て 百 八十 兩、 夏の 張 紙 か 三 斗 K 升 入 百 依に 付て 二百 ニ兩 とい ふ 相場であった。 

ン 其 頃の 普通の 米 相場 は 天明 前後に 一 石に 付て 五十 欠か 六十 匁の 問であった。 二百 二 

{  S と 、f ふの ま、 之 を 銀に 換算す ると 天明の 七 年の 相5^ で 一 兩が 五十 七 匁で あるから 


一 十 一 貫 五 百 十四 匁になる 0 卽ち 一 俵が 凡そ 百 十五 匁餘 になる、 一 石が 凡そ 三百 三十 

一 匁ば かりに 當 るので 普通の 五倍 乃至 六 倍 以上に 當 つて 居る。 さう 云 ふ相揚 であった 

ので 町民 共 は 一 同大に 困窮に 及んだ。 然るに 町々 の * 屋等は 諸人の 苦み を も 顧みす、 

\ 各く 米 を 買 ひ 占めた。 慕府 では、 その 買占めた 家 を 取調べて 封印 をつ けて 勝手に 賫 

一 る こと を 許さす、 伊勢 町に 於て 五日の 間 庄屋 名主の 切符 を 以て 賫渡 すべ しとい ふこ 

\ とに した， 幕府が 人民 保護の つもりで 出した この 令 は 却って 益.^ 寶 買の 道 を 塞け て _ 

\ 人民 を 苦め た。 飢死 せんより は、 その 米屋 等 を やっつけろ とい ふので、 つ ひに、 暴 

\ 民の 蜂起 を 見る に 至った。 騷動は 五月 十八 日に 始 つた。 其 日、 本 所 扇 橋 邊深川 六 間 

一 堀 邊で玄 米屋 舂米星 を 夥しく 打 こわした。 一日 を 隔て、、 二十日に 至り、 赤 坂遗か 

暴民 蜂起 \ ら、 山の手、 四 谷、 靑山邊 の. M 米屋 春 米屋 を 殘らす 打 こわし、 翌ニ 十一 日に は、 芝 

金 杉 逢から、 本 芝、 高 輪邊の 米屋 を殘ら すた、 きつぶ し， 次に 新橋 邊 から 京 橋邊南 

一 傳馬 町の 米屋 は. & すに 及ばす、 乾物屋まで 打 こわし、 更に 進んで、 日本 橋に 及んだ- 
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一 本船 町の 白子 屋仁 兵衞 とい ふ 玄米 星の 二階に は、 r あとで 見たら ば 大八車が ニ輛 もち 

一 こんで あつたと いふ。 夜に 入って は、 小 網 町、 小舟 町から 縑 倉！： 岸に 及び、 一 方に は、 

, 大傳馬 町、 油 町、 馬 喰 W 邊 から 御藏 前の 藏. 殘らす 打 こわし、 また 神 田 明 神から 湯 

島 本郷邊 にも 及んだ。 二十 二 日 までに 打 こわされ たとい ふ處 は、 あらまし、 左の 通 

りであった。 

ポ 1 ぺれ \ 日本 橋、 中 2-、 东 sr 新 張 w、  ss、  i. 本 所、 深 川、 本 石 町、 白銀 町、 

\  ft- 町、 元大坂 町、 難 波 町、 和 泉 w、 高 砂 町、 乘物 w、 長 it: 川 町、 橘 町、 富澤 町、 

\ 兩函 K 邊、 ^山 町、 小 傅 IH? 町、 大門 通、 椅本 町、 柳 lg、 淺草馬^3、 山の 祸、 山 谷、 

\ 坂 本、 突 輪、 千 住、 駒 込、 mis、 小石 川、 牛 込、 大久 保、 市ケ 谷、 翻 町、 麻布、 

一 白銀、 三 田 通、 芝 築地、 鐵 砲^、 八 町 堀、 新 川 新 堀、 茅場 町、 

\ すべて 町 の 所で、 玄米 星、 卷米 M は、 一 軒 も 殘らす 破壊 せられた。 一 話 一 言に は 

その 米屋の 名前 がくはし くしる して ある。 今度の 災を れ たの は、 た  > 元 KEH 町ば 


一 かりだと いふ。 これ は、 士 屋敷が 中に 交りて 居る 上に 、屋敷々々 から 手 週し をして、 

\ 人 を 配置して、 警戒して ゐ たからで ある。 千 住の 伊勢 星 長兵衞 とい ふ 家が あった. か、 

一 前年 大水の 時、 日本 堤の 上に 米 を 出し 臼 をなら ベて、 つかせ、 多くの 人 を 救うた 事 

\ が あるので、 暴民 等 は、 此家は 前年 人 を 救うた 家 だから こわす の はよ せよ とい ふ 事 

一 で、 災を 免れた とい ふ。 罄 民の 數は 凡そ 二十 四 組で 總計五 千 人ば かりで 鳶の 者と い 

一 ふ 風の ものはなくて、 皆 奉公人 或は 浪人 等の 普通の なりの ものであった。 その 人數 

一 の 中に、 十七 八と も 見 ゆる 美少年が 一 人 居って、 飛鳥の 如く、 かけめぐり、 之が 先 

一 に 立って 指揮 をしながら、 金剛 力士の 如き 大力で、 大八車 を 以て 戶を つき 破り、 或 

一 は土藏 造の 金網 を 片手に 引 破った 樣子 は、 目 ざまし いもので あつたと いふ。 騷 動が 

しづ まつてから、 この 少年 は何處 へいった か、 何國の 誰と いふ 事 を 知る ものが なか 

暴 神の 出 つたと いふので、 或は 暴 神の 顯 はれまし たの だら うなん かとい ふ 人 もあった。 その 

昆  ^ 

バ 打 潰し 方 は、 米 、大豆な ど は 途中へ 打 散して 山の やうに 積 出しても 少しも 盜 取らす、 
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幕府 

效 ， 
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家財 道具 は 障子 屛風等 も ひき 出して、 やぶりち らし、 小袖 帳面 等 もやぶ りすて、 火 

の 元に は 念 を 入れて ゐた。 酒屋 だと か、 又は、 子屋 など は、 酒と か 菓子と か を 振 

舞って、 無難に 通った の も ある。 酒 食 は 貪った が、 盜は 決してし なかった。 若し 道 

路に 散った もの を 取って 逃ろ 者が あったらば 打 毀し 連 は 之 を 取 返して、 打擲して、 

取つ. たもの は、 引 破り、 捨て、39く；？^-は、 町 火 f£ の捉 によく 似てゐ たとい ふ。 一い；！ 府 

に 於て は、 町奉行、 作 事 ま 行、 勘定 舉行、 寺社 舉行等 を 召 築して、 老中 等と 評議に 

及び、 俄かに 出兵に 诀し 先手 方 を 出張せ しめて 六 組に 分って 巡視し、 ついで また 十 

組に 增し、 若し 手に 餘る 場合に は、 切捨 にすべし と 命じた。 見附々々 では、 棒 突 六 

人に 小頭 を 添へ て、 夜 は 一 ：！ 灯^で 張番 した。 戒厳令が 布 かれた 有樣 であった。 世間 

では 「是 式の 儀に、 天下 之 御 門番 tS 張に て^^ 被 致 候に は 及&間 敷」 とい ふ 批評が あ 

つた。 かやう にして やう/、 a_ ^動 は 治まった ので ある。 二十四日に 至り： 幕府 は廉 

憤 を 以て 米、 雜穀 を賫り 出して、？ rirsft み 給し、 また 金 二 萬兩、 米 六 萬 俵 を 出して 


話ぶ り も 

大 なる 騷 

動 1 


賑 救した。 この 騷動 は實に 「江戶 開 發以來 未曾有の 變事 地妖」 であった。 「却て 書付 咄 

しにいた し 候 は 大忿成 ものに 御座 候處、 此 度の 儀 は 此方に 而 さへ 咄に 承り 候より 見 

候 者の 方 大に驚 入、 中々 三ケ 一 も 認取兼 候、 誠に 亂世 同様に 御座 候」 とい はれた。 

(参照) 

久保定 明 見聞 錄 見聞 續集 柬武 百姓 一件 集 書 川 @議 動 記 定晴癎 記 明和錄 飛 

高隨 筆記 廻狀留 前 田 家譜 戶田 家譜 青山 家譜 北 窓艰談 寬政 重修諸 家譜 後 

見艸 甲子 夜話 安永 錄 天明 錄 泰平 年表 聞の まに. 退 閑雜記 文恭 院赏紀 

天明 記 天明 七 丁 未年 江戸 飢饉 騷動之 事 一 話 一言 森 山 孝 盛 日記 蜘蛛の 糸卷 智 

理 安久 多 憲敎類 典 寳曆 現來集 
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田 沼 時代  一 五八 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新 鑄 

天災 地 妖が打 -紀 いた 爲に 困った の は、 人民ば かりで はない。 府 こそ 非常な 財政 困 

難に 陷 つた。 尤も 田 沼 時代に 於ても 早くから 隨分喧 ましい 儉約 令が 出して あった。 

寶磨 十三 年に は 諸 役所の 费川を 節減す ベ き 命令 を 勘定 奉行が 出して 居る。 明 和 八 年 

に は、 其 前年に 旱魃が あつたが 爲に、 今後 .r;- 年間 儉 約すべき 事 を 令 じ、 また 大名 K 他 

への 贷 借金 を 止め、 一般に 經费を 減すべき 事 を 命じた。 此 時の 儉約 令と いふ もの 

は隨分立入った細かぃものでぁって、蘼府に於て、御臺所から料^1^ゲ-諸役人に賜ふの 

に は、 今後 五ケ 年の 問 は、 老中 若年 寄へ は湯滇 を 賜 はる。 御 側 衆、 奧 向の 面々、 評 

定 衆へ は 香 物 共に 一 汁 1 菜と 限る 等、 其 他 一 々料理の 儉 約の 細かい 極が 出 來た。 卽 

ち 左の通りで あろ。 

去宁 ：、. 夏 中、 御料 所 早， 42 之國々 多、 御 收納ー ：！？^ 別 相减、 御 勝手 向 御 入 川 不足に 相 成 


一 候に 付、 元拂御 納戶、 御作 事 方、 小 普請 方、 御贿 方、 御 材木 方、 御 細工 所、 其 外 

遠國御 役所 等 迄、 定式 臨時 共 御 入用、 當邦 年より 五ケ 年 之 間、 格別 之 御 儉約被 仰 

出 候 程 さ義に 付、 猶又左 之 通 被 仰 出 候、 

一 諸國 借金、 所 司 代 井大坂 御城 代 は 勿論、 遠國 奉行 諸 小役人 等、 御 役 被 仰 付 候 節 

一 は、 是迄御 定之通 拜借可 被 仰 付 候、 其 外 萬 石 以上 以下 共、 不依 何事、 拜借相 願 

一 候 共、 當^ 年より 五ケ 年 之 間 は、 容易に 御沙汰に 被 及 間 敷 候、 尤去々 年 は、 諳 

國 一 銃旱 損に 付、 銘々 儉 約を專 一 被 致 事、 

. 伹、 公家 衆 門跡 方、 其 外 寺社 等、 江戶遠 國に不 限、 拜借之 儀 は 勿論、 堂 社 御 

}  寄附 等 も、 五ケ 年間 は 御沙汰 不被及 箸に 候 事、 

Sli 理  一 御臺所 料理 被 下 候義、 當 卯年より 五ケ 年 之 間 は、 老中 若年 寄 は、 御 湯潢被 下、 

一 御 側 衆 奧向之 面々 評定 所へ は.. 香 物 共に 一 汁 二 菜 之 積り、 夜食 は 是迄之 通、 ！ の 

《 ， 間 二の 間 御 臺所被 下 候 面々 へ も、 是又 朝夕 夜盒 共に 御 湯 漬被下 候 間、 其 通 可 被 相 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新 鑄  一 五 九 


田 沼 時代  二ハ 〇 

心得 候、 ロハ 三の 間之魏 も、 香 之 物 共 一 汁 二 菜 之 積、 四の 間 御臺所 は、 是迄之 通 被 下 

〇〇ooo〇〇ooo〇o 

候、 尤席 共に 御酒 は 不被下 候^、 

伹御 煤取并 歳暮 年始、 其 外 規式之 ts は、 是迄之 通 御 料理 被 下 候 事、 

1 諸 向 共 惣て御 人 S に 相 成：^ 儀 は、 右 御 儉約被 仰 出 候 年限 之 間 は、 別て 心 附御人 

用 高相减 候樣、 相 心 5^ 可 被 取 計 候 $、 

一 御用に 付 諸 向 相 川 候^ 壘 紙^、 御納戶 より 受取 は 勿論、 御 入 ffl に 相 立 候 分、 江 

戶遠 S 不限差 出 候 * 付 等、 ^紙 相 用 候ても 不苦 候、 笨墨之 儀 は 御 右筆 等 之 外 は、 

1 對物之 筆 大形 上 峯等诀 て 相 ffl 申 間数 候 事、 

伹遠國 奉行 等、 諸 伺 害 i 書 紙に 限 候に 不及、 其 所 相 應之紙 相 ffl 可 被 申 候 事、 

一 御城 中 之 口、 其 外 部屋 等、 御，： 之處、 切 候 共、 五ケ 年 之 間 は、 取 繕 等 無之笞 

に 候 事， 

右 之 外 1^ て 御 入用 筋之義 に、 可成た け 相 成 候 樣に可 被 相 心得 候、 


これにつ いで 次の やうな 落 書が 出た。 

差 上申 請狀の 事、 

f  ，し. 2  0  -  >  ^oooooooooo  00 

1 止け ちと 申 女 生 國貧州 か つ へ 郡く はす 村に て、 隨分 始末 成る 者に 御座 候 間、 

我等 御請に 罷立、 五ケ 年 御儉約 中、 御 奉公に 差 上 候處、 寳正 也、 御給 金 之 儀 は、 

一 ケ年五 匁 銀 一 枚に 相定、 爲御 取替、 四文錢 五.^ 办御渡 被 下、 懢に 受取 巾 候、 

一 御 公儀 檨 御法度 之 汁 菜 之^^ f^^^.^  、女に 不似八 ^大 くら ゐ仕 候歟、 又は 燒 みそ 

にても、 度々 なめ 候 は、、 如何 樣に ひたる いめ 被 仰 付 候 共、 違背 仕 間敷唉 事、 

一 宗旨 之 儀 は、 代々 錢宗 にて、 御 益 W 困究寺 旦那に 紛無 御座 候、 此女萬  一 K^:^ 

はば、 我等 方より 返 料 差 上 可 申 候、 爲 後日 仍如 件。 

。  押 込 御門 外 

命禾. ^月  請 人 山下屋 平兵衞 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新 鑄  一 六 ！ 


田 沼 時代  ニハニ 

西 欲 はん 町 

人 主 川 井 や 次 郎_ 

田 沼 右近 樣御內 

.11; 小 左右 衞門殿 

000  0  0  0000 

開帳 武士 ハ 始末 郡 迷惑 山 空腹 寺 

本尊 ^妙# 跏ぉ 上人 御作、 

出 羽國川 井山 田 沼 明 刹 地 内 

邦 月 十 一 日より、 五ケ 年 之 間、 神主 村 松 右近 方 令 勘 略 者 也、 

0  0  0  0  » 

靈寶 は ひたる い 

1 御臺所 役人 は、 ハぴ食 大師 之 御影、 烧味^ 僧正の R 巧 

1 普請 方 は寢て も苦勞 佛 


1 諸 願 はやん た 稻荷大 明 神 

一 日向 國た、 なめの 御 守 本尊、 奉行 上人の 眞作、 

1 御臺 金の たまる こくう 藏 ほさつ、 天下 V" 代。 ま&, おの？^、 

右 寺 神の 外、 色々 困究佛 さん 金 IhS; き 通用 

此方より 諸物備 一 切 遣し 不申 宾、 


當時鉢 木  ， 

いて 其 時の かんりゃく は、 壹萬兩 にて 有し 世の、 その 印に は、 料理 引ケ て、 酒す 

つ へり、 席に 湯漬 こうの 物、 やきみ そ 合て 二の 間 二 菜な り、 場所さん くにくす 

れて も、 修復 あら I ヒ 41 7 

, , 半 歌仙 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新鑲  、 ニニ 二 


田 沼 時代 

お湯 潰 を 空て 笑 ふや 時鳥、 衣更 して 出ぬ 拜借、 

筆墨 は 安 ひ 所に しく はなし、 古い M:s を 幾年 も 敷け、 

拿) 立の 軒 は 崩て 月 かもる、 秋の 哀を しらぬ 顔つき、 

新 豆の 燒 みそ は 又 ふんな 物、 五 年の 内 は 親 椀て すむ， 

登城 に は贰 本道 具て 人 を 留め、 股 を 抱 て^く 返 出、 

花より は 小金の 花 を 打し あん、 蕨 を つんて かてに しなさい 

おいと しゃ 皆 年 比て 目 か 霞、 はっかし くな くお ち は 文え 

商に よ 皆な ®- とふと ころ 手、 泪 のい とも ふれる 御 笑 あ、 


蟬丸  ， 

是ゃ此 酒 も 料理 も へらされて へ る も へらぬ も 御湯濱 の は。 


四 


此度は 汁 も 吸す して 表上燒 みそ 二食め しの まに く 

業 平 朝臣 

千 早 ふ る 神代 ミ>» す 表 上 菜 くれないに 金た める と は 

右近 

忘らる 、 役 は 思 はす 觸 出し 人の 命の 惜しくな いか^ 

周 防 

春の 夜の 欲 斗なる つき 合に 甲斐な く 立ん 名 こそお しけれ 

源 順 ♦ 

水の 出 羽に 出す 書付 を 詠 むれば 今 こそ 欲の 最中な りけ り 

三 夕 

見渡せ は 酒 も 肴 もなかり けり 裏店め きし 秋の 夕暮 

さみし さはみ そ も か はり もなかり けり 横も嬈 すに 秋の 夕暮 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新 鑄 
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田 沼 時代 

心なき 鼠も哀 知られけ り， 


山 ハカ 


3 の もな き 秋の 夕暮 


右近と 懇て 

田 沼と 懸て 

0 〇 

川 井と 懸て 

〇 〇 ；、 

牧野と おおて 

町與カ 同心と 懇て 

諸 大名と 懸て 

00000000 

旗本 御家人と 懸て 

翳師 衆と 懸て 

〇 0 〇 0 〇 0  0 

出家 沙門と 懸て 

0  0  0  0  0  0  0 

金特れ 町人と 百 

0  0  0  0  0  0 

姓權 高と 想て 


1 濯 やとと く  意ハ 

そす りと とく  V 二 

ま , 母と とく  .^v. , 

氣 せうな 持と とく  ^ハ 

下手 あんまと とく  ず 5" 

つむじ 風と とく 

御所 文庫の 內張 ととく 意 一 

, 五 辛と とく  に 


しほりて ほし 上る 

ひとり かき ま はす 

めつ；： につめる 

下の 痛に かま はぬ 

むせう にっかみたがる 

ィ.^ す 

かりた 力る 

0000  0  0  > 

めくり もす る はき やまる 

皆 まにあい しゃ 

あれ もこれ も くさいやつば かり 


Si のまね する 烏と とく 怠ハ 身の程 を レらぬ 


運 土 請負. < と懸て お ほかみ ととく  意ハ 

名主 大屋と 懸て ひき かへ ると とく  意ハ 

藏 前者 神 田 者と 懸て 犬が りと とく  意ハ 

曲 淵と かけて  うしほの 中の * 水と、 く 意ハ 


人の 骨 を かじる 

罷 出て ひち を はる 

t } , もき やん かし f ) もき やん 

よく 道筋 を わける 


御 臺所は 一 の 谷な りかん こ 鳥 夏の 湯 漬に舌 を やき 味曹、 

まな 板 は 重た ま 、 に 千 上て 井戶の 水まで 溜て けんやく、 

喧^ もなくて 月と は 曲 もな しあ ほうな つらて 月 を 待 虫、 

裏 枯の禪 寺め きし 肴 部屋に むかしの ふ み を 出して 木 枕、 

陸 X の 衆 道 やくる ひ を 取 持て 雜水 吸て 暮す椀 方、 

表 上 とんだ やくわん と 成に けり 時鳥な く 小 間 遣な く、 

四 五 年 は疊の 上の こも かふり 呑に もむ ねの 痛む 御酒 部屋、 

第 七 財政 究 迫と 貨幣の 新 鑄 


六 七 


田 沼 時代  一 .1 ハス 

とこ そで は 川 井 やちら と與次 郞兵衞 もう そろばんで 法華經 の聲、 

默の間 は 一 汁ニ棻 月と 花 何もつ いへ と 騎射の 破魔弓、 

きめうて うらい ちょい/、、 

皆さん 間 給へ、 四 五 年 こっちへ、 日本の 金め か、 右近が か、 れば、 周 防 かほの め 

く、 田 沼 か 流と て、 川 井の 樋から、 水 野へ 落 込、 板 < お 升ても、 阿部ない 事 だに、 

世間 か 詰れ は、 眞餘き せる か、 銀になる やら、 棧留 はかま は、 丹 後に 成 やす、 

、、、、  、、、、、、  〇〇〇〇o〇〇〇oo 

娘+共 は、 藝 * に 成 やら、 鍋 金 て も 四 文の 通用、 本 町 通りに ちら ほら 明 店 

赤綺か 世に出て、 めくりに 成 やら、 四贯の 相場 か、 五 貫に 成 やら、 六 位の 武家 衆 

か、 侍 從に成 やら、 三 汁 五 菜 か、 SI 濱に成 やら、 町人 百姓 かこ ぢ きに 成 やら、 年 

季野老 か 長歌 初て、 曲り 形に も 覺へ仕 廻て、 なんても あたま は 本 多の 事 だに、 着 

物の 袖口ち や、 細い か 時 花、 なんの かのとて、 是 では 茶釜 か、 やくわん と 化けて 


〕 元 0 無 

) 結 0  ¥1 
) も 0 は 

) つ 0 有 

) い 0 ま 

> え。 い 

> だ 0  、 

' 、 此 

> 坊 0 す 
主 0 へ 

' に Q 大 

な 0 切 
れ 0  、 
と 0 闲 

0)0 心 
、 し 

御 0 な 

觸。 さ 

か 0 い 

廻 0  * 
ろ 0 あ 
ふ 0 け、 

、 < 

今 0 の 
か 0 は 
ら 0 て 
衣 0 に 
の 0 は 
仕 0  、 
度 0 油 0 
を 0 も0 
し 0 つ 0 
な 0 い。 


さい、 おか S£I、 、。ねお；. ム，^ お，？，。 

如 味 諸人 困究丸 

1 第一、 困究 する 事 妙 也、 

一 けんやくに 用て よし、 

1 人の 油 をと るに よし、 

1 義理 を かくに よし、 

1 事 を かくに よし、 

一 はじ を かくに よし、 

右 用 檨每日 二 n 一度つ 、さ ゆにても ちゆ、 

第 七 財政 究 M と 貨幣の 新 鑄  ニハ t 
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物の 高 むら 無た 字つ くし 

ハレ ュソケ ナツ ミク クケニ アキ チ ヤッケ フユ シラカ rl 二 マ^ ハヤ キミ ソ 

川ゥ マヤ ョグ タケ チイ 二 ミツ マサ^ カミハ トリ コム シ乇 ハコ ンキゥ 

訓  M  ミみ  F 

ナミ ハフ セ ヨロ ッゥン 上 ョハ クマ^ ハケ ハヤ ク ン 11 , ^し \ダ チヤ * カマョ 


融 

荒 恐し のけん やく や、 そ も 迷惑のお 中に、 唯 一 色の 燒 みその、 なり も 形 も 小さき 

は、 如 可成 謂 成らん 、シーア 「夫 は旱 魅に、 入 目の 末 多 けれ は、 其爲に へらさる、、 縱 


は 汁の 有、 湯の-至極 蒲き が 如くな り、 地 「此 度の せち 始に は、 シーア rtrs^^f^ 

地 「黑飛 色の 燒 味噌の シーア 「かけた 炭に もた と へ たり 、シーア 「また^ き， ゆ は 、地つ お. § 

銀とう たか ふ、 「うんつ く 面々 は、 シテ 「是を 菜と も 戴く、 地 「一 厘 も 下されす 、シーア 「萬 

民 も 困窮、 地 「取 は 次第 强く なり、 シテ 「奧は 五ケ 年樂に 伏す 、「聞"、？， る. yi^^ きき、 

シーア 「武士 も 泣 地 「上 へ も閒 えす 、シーア 「われ はは や、 地 「よく 取 M しのき 方の 守み とな 

り、 布 衣と なる、 此兩 人に さそ はれて 見 檨見眞 似 を やり 給 ふ、 よそ ほひ あら は、 から 

しの 面 かけや、 あほうら しお も 影 や、 


御 書 致拜見 候、 旱損 之砌、 彌御 五ケ 年檨御 揃御儉 約に 被 成、 御暮、 珍重 奉存 候、 然 

者 兼而御 約束 串 上 候 御手 造 之 御 湯 潰 可 被 下 候 由、 御 志 之 段、 あたしけ なく 奉存 候、 

後刻 算次 萬々 減し 可 申 上 候、 以上、 

月日  卒 兵 衞 
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次郞. 兵衞樣 

此度 格^ 御 儉約被 仰 出 候 上 者、 世上 一 統に、 儉 約を赛 に 可 致 俄に 付、 猶又御 旗本 

想て きゃんの 面々、 W 來左之 通 可 被 相 心得 候、 

1 布 衣 以上 之 面々、 が.^ き、 § 來 一統に 六 印 可 被 gw、 若無據 g 筋に も 抱り 

候 突 合 等 之 節 は、 其 段 頭 支配へ ffl 届け 候 上、 ？ぱ分 女郎 可 被 相 求 候、 且 紙花 之 儀、 

追而 金子 差 造 候 事、 堅 無 W に 候 事、 

但引 はり 候 is は、 當時之 致 ffl5r 錢下 直に 付、 錢 K 上、 登 貫貳百 文相 拂可申 

候、 十贰 文つ もり 之 俄 は、 算入 再應 吟味 之 上、 請 取 s、 船頭に 任せ 不致、 自 

分 賄可然 事、 

1 か 御 番方諸 小 役 は、 格別 之譯 合お 之 節 は、 根 津音羽 等え も 相 越、 平日 は 

獄轉 し、 又は 藏可被 相 用 候 事、 


伹奠鐘 錢之內 取 違い 候 振 合に て、 文 綫四五 文 迄 は、 取 ませ 通用 不苦 候、 聶下 

かり 喰 迸、 ふったく り 之 筋、 器量 次第 たるべく 候、 橫根斷 三十日 相 立 申 候 事、 

1 右往 來船駕 共、 堅く 無用に 致し、 はつち 尻 はしょり たるべく 事、 

伹 足に 毛 有 之 輩 は、 はつち も 可 有 用捨 事、 

1 衣服 之 儀 は、 向後 糞 見え 相.^ め 以來、 星 入 引け 物 三つ 物、 第 一 縑倉 がし 等 # に 

相 用、 八 反 懸け 之義 は、 太 織 島に てまぎ らし、 縮緬 は 早染草 を以、 手前に て 幾 

度 も 色 上 ゆ 可 相 用、 且又 魚 葉牡丹、 鎧 蝶、 靄の 丸 等 之 紋所 は、 染代 にも か、 はり 

候に 付、 蛇の目 釘 貫 之 類、 替紋に 可 致 候、 糯 胖 は 壹2< 十四 文 之 晒木綿 可然 候、 

若 心得 違、 天 鵝黑轜 子等 之 半襟 被 用 候 輩 有 之 候 は  >、 見懸 次第、 御徒 目 付 姓名 

を 承り、 若 被 咎候事 如何 候、 

, 伹、 夏 足袋 之 儀、 近來 裏の ぬけ 候 を 被 相 用 候 輩、 ま、 相 見へ 候、 右 之 分 は 下 

冷 快 候 哉に 付、 向後 足袋 可爲 無用 候 事、 
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ー襌之 儀、 緬縮を 用 候 面々 有 之 候、 不涛之 至 候、 向後 秩父縞 之 外、 不相 用、 當番 

厶  <1<1A< ー厶厶  <1厶<1厶  <1 

拉 他出 之 節 は 相 用、 在 宿 之 節む ふん たるべく 候 

但 痳病 之 節 は、 一 統に 木綿 可 被 相 用事、 

一 髮は本 多 銀ぎ せる 之 類、 決て 無用 候、 銀に て 不叶節 は、 吸口 色 替り候 得 は、 相 

濟 儀に 候 間、 吸口 斗 張り 繼 にて、 可 被 用 候、 且本多 天窓 之 儀 は 、損し 早く、 油 元 

結 費に 候、 以來 ざっと 水髮、 又は 引 詰 はけ 長 等 之 積り、 十日に 一 度つ 、 可 被 結 

置 候、 最 がた 拉亂 びん うんざり ひんに て 出勤 不苦 事、 

一 多 着 粉 人 更紗 は 相 止め、 一 銃に 油紙 可 相 用 候、 右 桡前之 譯有之 候 節 は、 下 直 成 

金 巾に 書 更紗 可 被 相 用 候，  . 

伹多葉 粉之義 も、 國府用 來候輩 は、 以來は 痰に 當り 候な ど、 號し >  舘の寸 切 

り 相 ffl、 平日 は 可成た け 拾 匁 八 文 可 被 用 之 事、 

右 之 通 相、 い 得、 以來 諸事 高慢に、 決して 相愼、 諸 入用 不相 懸候檨 に、 日夜 無 懈台气 


安寶女 相 調、 上納 地 格別に 繁昌 致し 候樣 に、 可 被 相 心得 候、 最腎虚 又 瘡毒等 相 煩 

候 は >、 一 粒 金 丹 大服延 藥等之 物の 人 候 療治 は不 仕、 捨置、 l^il き f^:^、  £^ 

ss^. き ま M 華 お、 Bp  £ お 

-  ,^0.9^000000  000000 

儀 之 御 かすり 有之樣 に、 糈々 可心懸 候、 

一 右 之 趣 可 被 相觸候 

^  氺ネネ 

g 幣の新 かくの 如く 財政が 困難で あつたが 爲に 、貨幣 を 新 鑄して、 一 時を彌 縫し やうと した。 

五 匁 銀 j 明 和 二 年に は、 五 匁 銀と いふの を 作 出した 。此五 匁 銀と いふの を 初め 作 出した 時に 

は、 銀の 重さ を 以て 目方 丈け の 直 段の 相場に 通用して 居った が、 それが 明 和 四 年 か 

らして、 其實 際の 價値 如何に 拘ら す、 輕ぃ 重い に 構 ひなく、 金 一 兩に 付て は 六十 效、 

慎. 2^ む そ 4^ から 金 一分に 付て は 五 匁 銀 三 個、 一 兩に 十二 個と いふ ことに 定めて 了った 0 其 

作った 數が總 計 千 八 百 六 貫 四百 匁に 及んだ。 是は 安永 元年の 暮 頃まで 作って、 其 頃 か 
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ら 止めて、 何時と なく 通用が 止んだ。  一 

ホホ  ホ  ❖  ^ 

次に 明 和 五 年に は、 四 文 錢の眞 鏺錢を 作 出した。 其總 額が 一億 五 千 七 百 四十 二 萬 五一 

千 三百 六十 枚に 及んだ。 是も 金の 質が 餘り 良く 無い ので、 錢價が 下落して 人民 之 を 一 

厭うた。 之に 付て 激しい 落首が 出來 た。  i 

四 文 錢落書  一 

ちかき 頃 1^^:!^ とい ふ あく 鳥 出る、 もとは 田の 沼より 出る、 龜井戶 逢より 多く 生 一 

す、 町中 飛び あるき、 12^ぉぉき^^1^-ハ^^ト^、毛黃にして、ぅしろに靑海波ぇ 

お ふ、 なく こ. Qsi^ くと いふ、 又 一名 をケ 一とり ともい ふ、 めん 鳥 は 羽 色し ろ： 

く 光りて、 こへ つくく いふ、 瀨戶 物の かけ をお ほくす いて、 くろふ 物に あた. 5^ 

f ま、 く 1  二け てみ ぢん となる、 大 あく 鳥な り  一 

四 文錢色 はう こんで よけれ ども、 かはい や 後 はなみの 一文 


0  0  »  A  pa 


\  大物の 浦う ち 返し 詠れば 新 中 納言浪 にた > ふ 

わい， -天王 

\  , 天王樣 はふ やす かおす き、 ふやせ ゃ小錢 、相場 を あけて、 世間の 人に 利 はない く 

とな かせて おる て、 靑海 波のお かしき 錢を是 見よ、 作 田に あれみ よ、 牧野 兩手を 

あゆて、 わいわいと なきやれ、  ， 

\  氺  ネ ，  氺 

み  氺  *  .2 个 

纏赠 難 一 安永 元年に 南 ¥ 朱 判と いふ 物 を 作 出した。 是は銀 二 朱 八 個 を 以て 金. 一 雨に 充てる 0 

ノ 然るに 是も其 質が 悪くて 此ニ朱 判百兩 と金 百兩と を兩替 する のに、 二 朱の 方から し 

一 i て 替賃を 二十 四 五 匁 出さな くち やならぬ とい ふやうな 相場で ある。 さう 云 ふ 事の 無 

：: いやう に、 金と 同じ やうに 通用す る やうに とい ふ 法令 を屢々 出した けれ 共、 是は法 

ト j 、粒 令 P 以て 貨幣 相場と いふ もの を 立てても • 實 際に 行 はれる もの ぢゃ 無い。 銀貨の 相 

影^ 隱す バ 揚が 下落して、 其 結果 物價が 騰貴した。 そして 此ニ 朱の みが 市場に 出て、 小判 小粒 
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鐵錢  などと いふ もの は 跡を隱 して 皆收貯 せらる、 やうに なった。 安永 三年に は 又 鐵の錢 

を 鑄た こと も ある。 是は 暫くに して 止められた。 


下駄.^ 甚 

兵衛 上書，， 


讜色 高直 一 

は 二 朱 判 1 

の爲め 一 


當 時の 新 鑄 貨幣が、 如何に 人民に 嫌 はれ たかは 左記の 下駄屋 甚兵衞 の 上書 (天明 七 

年 六月) を 見ても、 その 狀況が 思 ひ やられる。 

乍恐以 書付 奉 申 上 候、 

麴町 十三 丁目 

下駄屋 甚兵衞 

一 近年 諸國 一 統 困窮 仕 候に 付、 東國筋 西國筋 百姓 町人に 至 迄、 御 救 之 御 慈悲 御座 

候 儀、 難 有 御座 候に 付、 乍 g 、： 愚意 存 付記 之、 奉 申 上 候、 

0000000  ooooo'ooo  00,0 でね <p:ooo  oo 

一 廿年來 諸 色 高直に 相 成 候 儀 は、 貳朱銀 出 候て より、 西 國方金 相場 段々 下 直に 

相 成 候、 大坂 表に て、 其已前 4^ 壹兩に 付、 六 拾^より 七 拾 二三 匁 迄 高下 御座 候處 


唯今に て は 五 拾 匁 五 拾 五六，^ に 相 成 候 故 先年より は 金 之 位 惡敷相 成 申 候、 凡 金 

銀 は 陰陽に かたと り 候 ものと やらん 承 候、 右 之 直 違に て、 陽 衰へ陰 盛に 相 成 候 

叙 i にて、 陽 之 日影 衰、 陰 盛に 相 成 候 故、 兎角 雨天に て、 水難 多 御座 候、 何れ 

陰陽 和合 不仕 候而て は、 五穀 成就 不仕 道理 歟と 奉存 候、 陽 之 金 之位恶 敷 相 成 候 

^s、  先年 之 通に、 贰朱銀 四 文錢通 

用 相 止 候 は、、 金銀 之 位に 和合 仕、 近々 之 內諸色 下 直 相 成、 三十 年 以前 之 ごと 

く、 國土 繁昌 仕 時節に さ歸申 かと 奉存候 事、 、 

o〇 つ o<l〇  000000000  000000000-00  ： 1 - I  i 

一 四 文錢之 裏に、 靑海波 之 形 御座 候 も、 皆 其 大水に て 御座 候 得ば、 浪と成 水の 鉢 

をう ごかし 候 故、 自然と 雨 を 催 候 樣に相 成 可 申 道理と 奉存 候、 最 四文錢 は、 川 

合 越 前守檨 より 始り候 故、 其 功之 殘候樣 に 思 召 候て、 浪の形 を 付 候と やらん 者 

- も 御座 候、 天下 之 御 寳と相 成 候錢、 ケ檨之 形 出來候 も、 自然と 陰氣を 動し 候樣 

、、、、、  〇〇o〇oo〇oo〇o〇〇oo,  〇o〇.o-o,pk  I  メ  ，，i  -, 

に 相 成 申 候、 叉 1^ 朱 銀 之 極印に 七つ 星 を 御 付 候 も 田沼樣 定紋と やらん 申 候 5^ 共 
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是も 天下 之 御竇、 ケ檨之 極印 出來 も、 星 は 陰に て 夜 顯れ候 もの か、 晝 盛に 通用 

、、、、、、、  ooopp.oo  000000000 〇oo 

する 物に 顯候 は、 如何にて 候、 « 人前 之 紋所 は、 其 人 限 之 事に 候 得ば、 天下 通 

脚む &には 如何 あらんと 申 人 も 御座 候、 夫 故 か 六 七 年以來 日照に て 干 損 も 無 之、 

雨 降 候て 水邊 五穀 成就 不仕 候、 其大 洪水 水難 之國々 多 御座 候、 とかく 陰陽 和合 

に而、 五穀 成就 之 順 氣に相 成 候 は、、 自ら 地より 生る もの、 穀物 野菜に 至まで、 

澤 山に 相 成 可 申 奉存候 事、 

一 御大 名樣 方、 廿ケ年 以前 迄 は江戶 表の 御 家中へ、 御叨米 方、 皆々 隨 元より 米 積 

下り、 御用 辨 せられ 候處、 近年 二 朱 銀 通用 被 仰 付候而 より、 金 之 位 惡敷候 故、 

大坂 にて 米 御 拂被成 候て、 江戶 にて 御 買 入 被 成 候 得ば、 金 百兩に 付て 武拾匁 程 之 

德用 御座 候に 付、 皆々 大阪 にて 御 拂被成 候、 江戶 にて 御 買 入に 相 成 候 故、 自然 

江 戶来不 一 と 江戶米 不足に 相 成 候樣に 奉存候 事、  一 

M  \ 一  大坂表 其 外西國 筋より、 江戶 表へ 米 積 下り 度 奉 存候得 共、 金 之 直 違に て、 相場 


引合 不申候 故、 積 下 候石數 減じ 候樣 に奉存 候、 此節貳 朱 銀 通用 相 止 候 は  >、 金 

之 位 直り 候に 付、 西國 筋より 積 下 候 米穀 始、 諸色澤 山に 下り 候樣に 相 成 可 申と 

奉存候 事、 

一 近年 五穀 は不及 申、 諸 色 地より 生る 物、 豐 作と 申 事 は 稀に 御座 候 故、 諸 色 高直 

に 相 成 候 も、 一 通り 最に候 得 共、 全 體錢之 相場 下 直に 相 成 候 故、 世上 一 統 困窮 

仕 候 樣奉存 候 事、 

1 近年 天 之 順 氣惡敷 候 故、 穀物 實 のり 不宜 候に 付、 百姓 も 困窮、 夫に 連 大名 樣 

方へ 受納 も 相 減 候に 付、 自然と 御難 S 被爲 成候樣 に奉存 候、 上々 樣 方御儉 約に 

て、 卜き お 卜 候 S 社 佛閣に 而祈禱 料 も 御 生め 候 故 神佛之 加護 も 薄く 御座 

i レ：^  、夫に 連 候而、 天下 之 順 氣も惡 敷 相 成候徵 と奉存 候、 上々 樣御儉 約 成 候 も • 

, 鬼 角 陽氣衰 瞎 氣 盛に 相 成 候 故、 御 家 來ぇも 下 もの は 半 知 杯と 申 事 御座 候 得 共、 

奧向相 勤 候 女中え 半 知と 申 事 は 相 閒不申 候、 此御儉 約に、 女中 方 之 はで 成 衣 
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裳 杯と、 御 振替 被 成 候 も、 五穀 成就 之 御祈禱 も、 前々 之 通 動 させられ 候 樣に相 

<< "么厶  <;<:<:<、<1厶厶<:厶厶<へ<1厶厶<<" 

成 候 は、、 佛神之 御 守 も 宜敷相 成 可 申 哉と 奉存 候、 か樣に .5. 上 候 得ば、 社人坊 

主に ひいきの 檨に相 聞 候 得 共 坊主に も 社 人に も、 私 親類 は 無 御座 候へ は、 ひい 

き は 無 之 有 樣に申 上 候、 左 候 は  >、 自然と 豐 作に 相 成 可 申 哉と 奉存 候、 旣に今 

年麥作 十分 之 出 來に承 候處、 三月 中旬 頃 之 雨天に て、 大に 不作に 相 成 候、 初 之 

積より、 半分 之 出 來は相 成 候よ し、 天 之 順 氣に連 候 事故、 日照に は 雨 乞、 長 

雨に は 日和 之 御祈禱 杯、 昔 は 上々 樣 にて、 重て 御 取 斗 御座 候 由、 此節 百姓 之 食 

に當候 事、 江戶 表へ 多く 出 候 故、 大勢 之 命つな き 申 候、 若 今年 秋作 惡敷候 得ば、 

大難 義は不 及 申 事と 奉存 候、 此節 田畑 之樣 子に て は、 十分に 餘 り候豐 作と、 百 

姓 衆 之 物語 も 承 候 得ば、 難 有事に 奉存 候、 併此 後天 之 順 氣若惡 敷 相 成 候 得ば、 

折角 作り 上 候 田畑 不作に 相 成 候 哉と、 犬に 案ん じ暮し 候、 百姓 は 不及申 江戶町 

人 迄 も 其而已 申暮候 故、 願く ば、 上々 樣 にて 五穀 成き 之 御 祈 禱被仰 候樣、 相 成 


鬼 角 天 之 順氣、 人力に て は 行屆不 ゆ、 神 佛之御 力 を 借 

り 可 申 事、 第 一 之 儀と 奉存 候、 か 樣に申 上 候 も、 恐れ 有事ながら、 此節 生之不 

自由に 付 色々 愚痴 之 迷 ひ を も 奉 申 上 候 事、 

一 關東 筋、 文字 金、 ひた 錢 通用 多 時分に S 文に 調た る もの は、 唯今に て は 贰百文 

にて 相 調 候 檨に相 成 故、 御大 名檨 かた 寺社 方樣御 勝手 向、 御 入用 之 違、 十六 年 

以前 之 御 帳面と 御 引合 被 成 候 得ば、 御手 當之違 相 知れ 可 申と 奉存 候、 右 金銀 直 

違 之 儀 は、 京大 阪 引合 之 問屋 中え、 御尋被 遊、 廿年 以來之 帳面 之樣 子、 御 吟味 

御座 候 は  >  明白に 相 知れ 可 申 事、 

、 南繚と 四文錢 は、 四 貫 登兩之 割合にて、 定直 段に 令 通用 御座 候 はや、 世上 一 統 

に悦可 申と 奉存候 事、 
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一 兩替之 儀 も、 先年 は，， 金 « 兩に 付、 廿文位 之 直 開に て 兩替仕 候處、 四 文 錢出來 

候て より 以來 は、 段々 直 違 御座 候て、 只今に て は、 壹兩に 付 百 文 以上 之 直 違に 

〇〇〇oooooo〇o  〇〇〇〇〇〇  〇〇o〇oo 

て 兩替仕 候 故、 不存 寄、 兩に付 七 拾 五六 文 餘之損 も 御座 候 得ば、 御 武家 樣 百姓 

町人に 至 迄、 及 難儀 申 候、 其樣子 は、 五 文 拾 文 乃至 百 文貳百 文と 小錢を 集、 金 

子 兩替仕 候 節 は、 壹兩に 付 七 拾 五六 文 之 損 毛に 相 成 候、 兩 にて 僅 之 檨に候 得と 

も、 日々 通用 何 萬 雨と 申 金子に て 割 候て は、 廣大之 違に 相 成 候、 右 諸國之 困窮 

か檨之 儀、 其 根元と 成 候樣に 奉存候 事、 

それぐ、 この 五 匁 銀な り 二 朱 判な り は その 地金 は 皆外國 から 輸入した ものである 0 

輸入の 事に ついては、 更に 後 章に 於て 詳 かに 述べ やうが、 元 來は田 沼の 巧妙なる 貿 

易 政策から 出た 事で あるに 拘 はらす、 それによ つて 新 鑄した 貨幣の 質が よくな かつ 

たが 爲 めに、 つ ひに 失敗に 終った の は、 まことに 惜しむべき 事で ある。 

(参照) 


憲法 編年錄 明和錄 大成 令 後 集 見聞 繽集 大日 本 貨幣 史 

草 茅危言 天明 大政 錄 下駄屋 甚兵衛 上書 通航 一 覽 
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第 八 開發 座 運上 

上に 述べた る 如く、 財政の 窮迫 を 救ふ爲 めに、 貨幣の 新 鑄 を 行 ふと 共に、 一 方に 於 

て、 田 沼 は 財政 經濟 に讀極 主義 を 採って 大 に經營 につと めた。 卽ち 土地の 開墾、 鑛 

山 採掘、 各種の 座卽 政府の 專 事業、 問屋、 卽 民間 專寶、 及び 種々 の 運上 卽營 業税 

の 收納を 盛んに 起した ので ある。 

まづ、 下總の 印旛 沼 及 手賀沼 開墾の 事業、 此 事業 は 夙く は 八代將 軍の 莩保九 年の 頃 

から 計畫 せられた ものであって、 同年の 八月 十九 日に 下 總千葉 郡： ギ戶 村の 源 右衞門 

等が 相 謀って、 印旛 沼 を 開墾して 新田 を 起さん 事 を 幕府に 上申した。 其 時 幕府から 役 

人 を やって 實 地を撿 分せ しめた 事が ある。 其 計畫が 段々 熱して 來 て- 安永の 九 年に 

なって、 印旛 郡の 總深新 名主 平左衞 門、 島 田 村の 名主 次 郞兵衞 が 連署して、 印旛 

沼 開墾の 目論見 書 を慕府 へ 進 達した。 それ はかね て 幕府が 平戶 村から 檢見 川の 海面 


一 まで を 掘 開いて、 さう して 印旛 沼の 水 を 海に 放し、 新田 を 起し、 併せて 運輸の 便 を 

一 開かう とい ふ 事 を計畫 して、 其 目論見 を 平 左衞門 等に 命じて 調べさし たのが 此 時に 

開墾 項 S なって 進 達せられ たので ある。 さう して 其 費用の 資本 は大 坂の 豪商 天 王 寺屋藤 八郞、 

とそ の艰 ~ 

ス  江戶淺 草の 長 谷川 新 五郎と いふ 者 をして 出資せ しめ、 成功の 後 は 地元の 人民が 新 

開 地の 二分 を 取って 八 分 は 金主の 方に 渡して さう して 工費 を 償却し やうと いふ 考で 

あった。 大體の 見 積 高 は 二通りに なって 居って、 三 萬兩で やらう とい ふ計畫 、ガー つ 

一 と、 六 萬兩で やらう とい ふ計畫 と、 兩方 出した ので ある。 一 年 置いて 天明 二 年に なつ 

て 幕府 は 勘定 方の 役人 を 遣 はして 手賀沼 印旛 沼、 開墾の 爲め實 地の 檢分 をせ しめた。 

\ 其 頃の 勘定 奉行 松 本 伊豆守 秀持 それから 赤 井越 前 守 忠晶の 二人 は 主として 此 開墾の 

\ 計畫に 興った と 見える。 それから 段々 計畫が 進んで 行って、 天明の 五 年に は 更に 又 

勘定 方が 出張して 手賀 沼印幡 沼の 工事の 監督に 及んだ。 さう して 段々 其 工事 を實施 

一 する 事に なった。 六 年の 二月に も、 亦、 勘定 方 を 派出して 工事 を督勵 した。 然るに 

第 八 開發座 運上  一八 七 


害 ェの天 
事大 明 
被 大水 六 
ろ 撗に年 


田 S 時代  一八 八 

〉 六月から 七月に 亘 つて、 武藏、 下總、 上野、 下野の 諸 國に大 に 雨 降って、 諸方の 邱 

一 など 崩れる もの 數ケ 所、 利根 川に は 水が 湿って、 堤防 を 越える こと 十數 尺、 それが 

數十ケ 所 切れて 下 總の關 宿が 最も 激しい 水害 を 被った、 此 時が 前に も 言った 通り、 

江戶に 於ても 甚だしい 水害 を 受けた ので、 新大 橋、 永代 橋な ども 流れ、 男女の 溺死 

する 荐算 なしと いふ 有樣 であった 。此 時に 印旛 沼の 工事 は、 旣 に平戶 から 檢見 川まで 

蓮 河が 開いて あって、 其 土 を 以て 堤防 を 築き 其 流 口に は堰を 作って 居た のであった 

が 利根 川の 洪水の 爲に、 土手が すっかり 毀 はれて 了って、 一 面の 海に なり、 折角の ェ 

\ 事が 滅茶苦茶 になって 了った。 斯 かる 處に田 沼が 職を罷 めら れて、 享保 以來の 大計 

計畫 中止 書： が玆に 止って 了った。 此印條 沼の 開墾が 出來 上れば、 當時は 勿論 後世に 及 ほす 利 

盆 も餘程 大きな ものであった らうと 思 はれる。 この 後天 保 頃に も 又、 明治に なって 

から も、 隨分之 を計畫 する 人が あって、 織田完 之の 如き は、 非常な 熱心で 此 事業の 經 

營を 企て 印旛 沼經緯 記と いふ 書 を 作って 此 事業の 沿革 を 書いた 事 も あるが、 田 沼の 


當 時に 在って は、 是は 非常に 悪く言 はれた 事柄で、 其 田 沼の 沒 落した 時罪狀 二十 六 

ケ 條を數 へた 落 書の 中に この 事が 數 へられて ある。 

次に 印旛 沼手賀 沼に 比べ て は 小さく は あるが、 安永 元年に 幕府が 藥研堀 を 築き 立て 

た 事が ある。 同年に は 又 中洲 を も 埋め立てた。 是は其 年から 四ケ 年程掛 つて 町屋も 

追々 出來 た。 前に 述べた 通り 其處の 料理 茶屋に は、 怪し ゆな 女 を 置いた 處が 多く 出 

來た。 是が 河岸 三 町餘の 間に 坪 數で九 千 六 百 七十 七 坪あって、 其處に 茶屋が 九十 111 

軒出來 た。 湯屋 は 三 軒あって、 勿論 是は 混浴の ものであった。 是は寬 政 元年 松 平定 

信の 改革の 時に 潰されて 了って 元の通り 堀 を 浚へ て 川に したが 天明 八 年まで 凡 十四 

年の 間餘程 繁華な W を 作って 居った ので ある。 

氺  氺  * 

次， に 諸國に 命じて 鑛山を 調べて、 採鑛 を獎勵 した。 是は田 沼の 未だ 餘り 勢力 を 得な 

い 時から やって 居った 事で ある。 寶麿 十三 年の 三月 二十 二日に 幕府 は 令 を 出して、 
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1 鋼鑛の 在る 山で、 今まで 銅 を 採らない 處、 又は 舍て 採った 處 でも 今廢絕 して 

居る 處は、 其 地の 代 宵 又は 領主に 於て 點檢 を遂 ゆて >  今後 は 愈 銅の 出る やうに 沙汰 

すべし とい ふ 令 を 出した。 ニ年經 つて 明 和 三年の 六月 三日 を 以て、 幕府 は大 阪に鲖 

座と いふ もの を 置いて、 玆に 鋼の 專寶を やらした。 此 座に 於て 國々 から 出る 所の 銅 

は 悉く 其 座に 集めて 寶 らしめ る ことにした。 總て銅 を 扱 ふ 問屋、 銅の 鑄屋、 仲買 等 

銅 を 扱 ふ 者 は 皆 其 座の 指揮に 侬る ことにした。 又、 諸國に 於て 昔から 銅の 出る 山 は 

尙 多く 銅 を 掘 出す こと を 計り、 又 新なる 銅 を 見出した もの は、 試みに 掘って、 假令 

出る 處が少 くと も、 之 を 外へ は寶ら すして * 皆大 坂に 送らな くち やならぬ。 其 鋼 は 

總て 座に 納めて 速 かに 其價を 授ける。 地方から 送って 來た物 は、 其 便宜に 從 つて 船 

の 着いた 時に、 其 座に 告 ゆて 船から 出す。 又 銅 を 輸送す る 途中、 及 其 他津々 浦々 或 

は 海上に 於て 銅を寶 買す る 事 は 相 成らぬ。 窃に 銅を貯 へ 又は 質と する 事も禁 する。 

若し 禁を 犯す 者 あれば 其 鋼 は 悉く 沒收 する。 從來貯 へて 在る 處の 物、 若く は 質に 取 


一 つて ある 物が あれば 其萵を 書いて 速 かに 座に 送る ベ し。 國々 より 出た 銅の 高 は豫め 

一 其 定額 を 計って 前年の 冬 中に 座 申に 告 すべし。 其 銅の 相場 は 其 時に 應 じて 鋼 座に 張 

出 をす るに 依って、 其 相場に 依って、 銅 を 買 ふ 者 は 買 ふなり、 又 仲買から 買 取る や 

うにして、 其價を 相場より 高く する こと はならぬ とい ふ 令 を 出した。 

鑛山檢 分 翌明和 四 年 五月 二十 二日に は諸國 公領 私領 寺社 領の 地續の 地に 於て、 へお 銀 銅 鐵鈕等 

の 鑛山を 開く こと を 企てる 者が あったならば、 代官 地頭の 書付 を 以て 銀山 奉行に 屆 

出る 可し。 從來 開いた 鑛山も 皆 其 銀山 奉行の 方に 於て 調べ をす る。 此度 銀山 奉行が 

各地 を 巡視す る ことにな つたから、 京 坂 其 他の 土地に 於ても、 便宜に 從 つて 申出 づ 

可し とい ふ 令 を 出した。 

銀座と 銀  一 31 年に は 又 潰 銀と 雖も 銀座より 外に 於て 寶買 する こと を 禁じた。 調度の 諸道 具に 用 

寶  ひる 銀と 雖も、 是は 座より 外に 買 取る こと は出來 ぬ。 然るに 近頃 窃に 銀を賫 買して- 

一 女の 櫛笄 等に ffl ひる 者が 多く 有る さう である。 それ は 曲事で あるから、 堅く 之を禁 
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するとい ふ 令 を 出した。 尋 いで 同上の 令 を 安永 四 年 及 天明 五 年に 於て 申ね た。 是は 

尙窃に 此禁を 犯す 者が 多かった と 見え、 銀の 專寶 とい ふこと が 充分に 行 はれな かつ 

た爲 めで ある。 斯檨な 風に 銀な り 銅な り總て 幕府の 專寶 にして、 一方に 於て は諸國 

に 出來る 丈け 鑛 山の 採掘 を獎勵 した。 

安永 四 年に 京都の 鞍馬に も 銅鑛を 試掘し やうと した 事が 有る。 先づ 奉行所から、 其 

事に ついて 御所の 方に 於て 差 支 は 御座りますまい かとい ふ 事 を 聞 合に 來て、 それ を 

廣撟 公から 闢 白の 方へ 上申し、 尙又輪 王 寺 門跡、 靑蓮院 門跡の 方に も 差 支の 有無 を 

問 はせ た 事が ある。 是は 御所な り 門跡の 領地に 關 係の 有った 爲だ らうと 思 ふ。 

其 頃、 吉 野の 金峯山 にも 銅 を 採る こと を 試みた 事が ある。 醍翻 三竇院 は、 其 管轄の 

關 係から、 試掘の 事に ついて 費用の か、 るが 爲 めか、 犬に 迷惑 を 感じ、 終に、 赤 井 

及び 田 沼へ 運動して、 間もなく 停止 せられる こと、 なった。 

安永 九 年から 又鐵座 及、 翼 鑼座を 置いて 金銀 銅ば かりで 無く、 鐡眞鏹 .^M^ も專寶 にし 


\ た。 鐵は 大阪の 銀座で 之 を 取扱 ひ、 真鍮 は、 江戶京 共に 銀座で 之を极 ふこと になつ 

一 た。 是も 前の 鋼 山と 同じく、 一 私に 寶買 する 事 は 相 成らぬ。 總て 掘り出した 所の 

鐵眞鍮 は、 其 座に 持 出さねば ならぬ。 それ は 問屋が あって、 其 問屋に は 一 定 の手數 

料 を 渡す とい ふ 事に 極めた ので ある。 天明 四 年 九月に 此鐵 座の 制度に 多少 變更は あ 

一 つた けれ 共、 大體に 於て 其專寶 なる 事 は變る ことが 無かった。 

パ  *  *  氺 

度量衡の 次 は 度量衡の 制度で ある。 衡は 古くから 守 隨及神 谷の 兩 家が 宰 つて 居った が、 其專 

寶 制度が、 尙此 時代に 於て 勵 行せられ た。 安永 四 年の 二月から 東 三十 三 画に 令 を 出 

衡  して * 隨彥 五郎が 番頭 を諸國 に巡囘 せしめて、 諸 H に 於て 用 ひる 所の 衡を 調べる と 

いふ 事に なった。 其 番頭が 巡囘 する に 方って、 諸 M に 於 も 其 衡を隱 して 觀 せぬ 者が 

有る、 とい ふ 事が 屢く閒 える が、 今後 は诀 して 隱す こと 無く、 必す 出して 調べ を 受け 

なくち やならぬ。 若し 私に 衡を 作って 鬻ぐ 者が あったならば、 嚴 罸に處 するとい ふ 
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事 を 令した。 安永 六 年の 八月に は それと 同様の 令 を 西 三十 三國の 方に 出した、 是は 

一： 神 谷 善 四郞の 管轄に 屬す るので、 其 神 谷から 人 を 出して、 調べに 出たら ば、 規則に 

一 從 つて 總 ての 檢查を 受ける 可し とい ふ 事に 定めた。 

へ 斗 量に ついては 安永 五 年の 三月に 東 三十 三 國に令 を 出して、 樽屋 藤左衞 門の 判の 無 

、物 をば 使 ふこと はならぬ。 其 檢査ぁ 一 々受けるべき こと を 命じた。 ついで 安永 七 

年 八月 十二 日に は 西 三十 三國に 令して 福 井 作左衞 門の 印 を 受けて、 判の 無い 物 は 用 

ひる こと はならぬ とい ふ觸を 出した。 此東 三十 三國西 三十 三國 とい ふの は、 東は柬 

海道 十五 箇國東 山道 八 箇國、 北陸 道 七 箇國、 山陰の 中で 丹 波、 丹 後、 伹馬三 國を云 

ふので、 西 三十 三國 とい ふ. の は 五畿內 山陰 道の 內 因幡、 伯耆、 出 雲、 石 見、 隠岐の 

五箇 國 それから 山陽 道 八 箇國、 南海 道 六 箇國、 西 海道 九箇國 合せて 三十 三 箇國、 其 

上 豐岐對 馬 を 加 へ て 都合 三十 五箇 國 になる。 


朱 座  次に 米 座、 是は 八代將 軍の 享保 十九 年 以前より 始まった の を、 其 頃に 更に 制度 を厲 

一 行した 事が ある。 田 沼 時代に なって 寳唇九 年に 更に 厲行を 命じて、 近年 濫に 私に 製 

造して 賫鬻く 者が あると 閒 える、 若し それが 露 はれたならば 厳重に 罰す 可し とい ふ 

： 事 を 令した。 安永 六 年 七月に も、 亦 其 制が 弛んで 居る に 依って、 固く 前 令 を 守る 可 

き 事 を 命じた。 尋 いで 又 天明 二 年 十 一 月に も 更に 其 令 を 申ね て、 支那から 舶來 する 

j 品 は 長 崎から 朱 座に 送って、 琉 球の 產は薩 摩國 から 是も 同じく 座に 送る ことに 定め 

一 た。 此後 朱を賫 らんと 欲する 者 は、 一 切 座より 買 受けて 賫 るより 外 私に 賫買 はなら 

一 ぬと いふ 事に した。 

人参 座 ノ 次に 人參 座に ついては、 寳暦 十三 年に 醫 者の 田 村 玄 雄が 召 出されて、 三十 人 扶持 を 

一 賜 はって 官醫の 格 に准じて、 小 普請 組に 入れられて、 朝鮮人 參の事 を宰ら しめられ 

へ た。 此玄雄 は 本草 擧に長 じ、 ひろく 諸國を 跋渉して、 藥劑 を廣く 求めて 著述 も少か 
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ら ぬと いふ 事で、 今度 召 出された ので ある。 同年 七月 二十 九日に は 玄雄は 命 を 承け 

て、 上野 下野 奥州 等に 巡囘 をして、 野生の 人參を 求め 探した。 同年 八月 十九 日に は 

廣東人 參の賫 買 を 禁じた。 明 和 元年 閏 十二月から、 人 參座卽 ち 人 參專寶 局 を 置いて、 

幕府の 發寶を 司る 事に した。 是は 八代將 軍の 時に、 貧民が 人 參を求 難い 事を憐 まれ 

て 朝鮮から 種子 を 取って、 下野 國に植 ゑ 試みた 事が ある。 近頃に なって、 其 結果が 

好くて、 出 來榮が 朝鮮の 產 にも 劣らなかった。 乃ち 陸奧國 にも 植ゑ しめた 處、 近頃 

追々 それが 蕃殖した ので、 今度 神 田の 紺屋 町に、 人 參發寳 の 座 を 作って、 望み 乞 ふ 

者に 定價を 以て 寶 ると いふ 事に して、 闢 東 八州 は 更なり 他の 國 まで も廣く 流通せ し 

むる。 支那 廣東 人參 とい ふ 物 は、 古くから 日本に 這 入って 居る けれ 共 是は餘 り 良く 

無い からして、 今後 是の發 寶を禁 するとい ふ 事に した。 この 禁令 を 出す 前に 長 崎に 

於て 廣東 人參 三萬兩 を燒棄 てた とい ふ。 明 和 四 年に は 人參に 上中下の 品 を 分って、 

それに 印 を 付けて、 品種の 別 を 定め、 上 中の 品に は 印を附 け、 下の 物に は 印 を附け 


； す、 國々 商人 二十 八 人 を 定めて、 此發寶 を 許された。 之に 依って 貧困なる 病 者 を 救 

^ ふ 事 を 得た が、 一 方に は、 此人參 の發寶 をす る 所の 商人の 手代 共が、 國々 に 行って 

： 御上の 威光 を假 りて、 强 ひて 寶附 ける ことにな つたので、 明 和 八 年に は 其 手代 共が 

： 罰せられた 事が ある。  . 

》  氺ホ  ，；个 

^.  ホ  ホ 

龍腦座 次 は龍腦 座、 是は明 和 五 年の 六月に 長 崎に 之 を 置いて 新たに 龍腦を 製せ しむる に 依 

つて、 之 を 舶來の 品と 35 じく 使用せ しむる 事と し、 其 座の 印を附 けて、 廣く 販賫せ 

： しめた。 天明 二 年に 至って この 龍腦 座は廢 せられ、 舶來の 龍腦を 商人が 入札 拂 にし 

て、 其 賫買は 總て明 和 五 年 以前と 同じく 自由に せられた。 是 恐らく 支那の 龍 腦と同 

じ 物が 製造が 出来なかった 爲 かも 知れぬ。 

\  ホ  氺  ホ 

\  氺  ホホ 

明 礬畲所 一 次 は 明礬會 所、 是は寳 暦 八 年に 江戶、 京、 大阪、 四ケ 所に おいて、 私寶を 禁じ、. 
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, 一 切會 所を經 なければ 明 礬の賫 買 は出來 ぬと いふ 事に 定めた。 明 和 四 年の 閡 九月 に 

\ なって、 其禁を 犯す 者が 多い ので、 更に 其 令 を 申ね た。 天明 二 年 八月に は從 來の發 

一 賫 所の 外に、 新たに 薩 摩產、 及 支那 產 のみ を 引受ける 所の 會所を 江戶、 京、 大阪、 

辦 に 立てさした。 自今 は 其總會 所の 外 は 私に 寶買 する こと はならぬ。 若し 其 產 地よ- 

り 私に 買 出した 者が あったならば 嚴 罰に 處 すと いふ 事 を 令した。 

\  ホ  、氺  ネ 

石 1^ 會所 次 は 石灰 會所、 是は寳 暦 十二 年 十月に 令 を 出して、 石灰 業者 九 人 を 定めて、 武 州の 

： 多 摩 郡 上 成 木 村、 北 小會木 村、 同國 高麗 郡 上 直 竹 村の 者に 之 を 命じ、 それから 蓮 上 

を 取った。 從來は 江戶に 石灰 業者 を 定めて あつたの を、 今後 一 切江戶 中に 於て は 何 

方から 石灰 を 持 廻らう とも 引受ける 事 はならぬ。 若し 引受けた 者が あったならば 嚴. 

I 罰に 處 するとい ふこと になった。 


硫黄 問 雇 一 硫黄 問屋、 是は 天明 六 年 八月に 令して、 硫黄 問屋 は總て 満賀の 番所に 於て 撿め を受 

一 けて、 然る 後に 賫 買せ しむる とい ふ 事に 定めた。 其 問屋の 數七 軒と 定められた。 江 

一 戶 伊勢 町の 忠兵 衞、 通 三 丁目の 三左衞 門、 馬 喻町ニ 丁目の 七郞 兵衞、 小 綱 町 一 丁目 

^ 六右衞 門、 本 銀 町 二 丁目 宇 兵衞、 潢山町  一 丁目 ナカと いふ 者の 後見 喜 兵衞、 それに 

正木 町 善 太郞、 此七 軒の 問屋より 外、 硫黃寶 買 は 相 成らぬ とい ふ 事に 定めた。 

ネ  ^.  ホ 

:i 問屋 油 問屋、 贅曆九 年の 八月に 令 を 出して、 油 專寶の 事を厲 行せ しめた。 それ は 前の 八 

代將 軍の 時、 寬保 三年に 燈 油の 直 段が 縢 貴して 町人 大に 苦んだ。 そこで 諸國に 命じ 

て 油 種 を 多く 作らして 大 坂へ 蓮び 出して 相 楊の 安くなる こと を圖 つた。 然るに 近年 

一 また 大 坂に 蓮び 出す 油の 直 段が 餘程騰 つて 來た。 是は其 年々 の豐 凶に も 依る ことで 

： ^らう けれども、 近頃 は 段々 油の 相場が 高くな つて 來 たこと も事實 である。 そこで 

> 攝津、 兵 庫、 西宮、 紀州、 中國、 四國、 西國に 出來る 所の 油 は總て 直ちに 大 坂に 送 
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一 つて、 菜種 も 成る丈け 多く 作って 大 坂に 積み出して 賫 出すべし。 棉の實 も 近年 は 水 

- 油が 出來る ものであるから 此後棉 の 實を扱 ふ 問屋 を 定めた からして、 國々 から 其 問 

屋に 運送すべし。 殊に 大 坂に 送る 可き 菜種 及 棉の實 は 其 途中に 於て 外に 寶 捌き、 或 

； は隱す こと 有る 可ら す。 大 坂の 問屋に も 利 を 貪る ことな ど爲 すま じき 旨 命すべく、 

總て其 費用 は 札に 記して 問屋に 掛て 置き、 一般に 示して 何分の 費 も 無い. やうに 致 

一 したから 諸國 總て此 令に 從ふ 可し とい ふ 事 を 令した。 此禁を 犯す 者が 多少 あつたと 

見えて、 明 和 三年 三月に また 令 を 出して、 近頃 一 國 限りに 於て、 油の 寳買 をす る 者 

ありと M える。 今後 は 一 切大 坂の 油 問屋に 送る ベ し。 假令 私の 地に 於ても 決して 油 

の 材料 を 持って 來て 自分の 營業 とする こと ある 可ら すと 定めた。 是等は 一 利 一 害で 

： 隨分偏 鄙の 小さな 村な どに 於て、 折角 自分の 村で 造られる 所の 油 を、 態と 遠方の 大 

袖 S 寶の 坂に 持 出して、 それから 自分の 村に 持って 來て、 »! ら ねばなら ぬと いふ 不便が あつ 

不便 一 て 苦んだ 事で あらう。  - 


潤 奪 
飭賫 
令 

の 


翌四 年の 三月 二十 一 日に は、 關 東に 於て 得る 處の棉 の實を 江戸の 小 網 町と 神奈 川と 

に 問屋 を 定めた に 依って、 總て其 處に納 む 可し、 其 買 取った 棉の實 は相模 M 足 柄 郡 

早 川 村に 於て 油に 製して 江戸の 方へ 寶 出す により、 閼 東の 棉の實 は、 大 坂に 運び出 

す 外 は、 小 網 町 及祌奈 川の 問屋へ 賫る 可し とい ふ 事に 定められた。 此油 專賫は 大分 

弊が 出て 來 たと 見え、 稍 其 法令の 潤飭 をして 明 和 七 年 八月に は、 大 坂の 外、 攝河泉 

の國々 に 水油 を 造る こと を 許して 居る。 また 攝津國 菟原八 部 武庫の 三 郡に 於て 水車 

を 以て 油 を 造る もの は 綿 實は大 坂 を 除いて、 外の 地より 買 入れ、 菜種 は その 郡 中に 

於て 買 入れて 製造す ベ しとい ふ 事 を 命じた。 また 攝河 泉に 於て 人力 を 以て 油 を 造る 

もの は大 坂の 外 は、 いろくの 國々 から 買 上ぐ 可し。 また 大 坂の 油 商 は假令 問屋で 

無くと も諸國 から 油 種 を 買 ひ 又 畿內の 中で 買 ふと も 心に 任す 可し、 すべ て攝河 泉の 

外で は、 自分の 自家用の 爲に油 を 製す る こと は 許される けれ 共產 業と する こと は禁 

せられる こと、 した。 
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安永 四 年の 六月に は關 東の 各 國棉の 實の買 問屋の 外に 仲買 を 置いて、 江戶に 十名國 

々に 四十 名と 定めた。 是 も專寶 制度の 缺點を 補った もので あらう。 仲買の 口 錢は代 

金 十兩に 付て 一 分、 賫 先の ロ錢も 之に 準す ると 定められた。 此專寶 制度 は 弊害が 有 

つたと 見えて、 尙 私に 油を寶 買す る 者が 多かった らしい。 安永 五 年に は 更に 令 を 出 

して 之 を 禁じた。 然るに 尙 手製と 稱 して、 實は廣 く 他より 買 受けて 寶 出す ものが あ 

る、 其 爲に大 坂の 問屋に 於て 扱 ふ 高が 減じて 來る、 其 結果 は、 相場が 騰貴 を 致す。 - 

今後 この 業に 違 ふ 者が 有ったならば、 嚴 罰に 處 するとい ふ 事 を 令した。 此油 種の 問 犀 

なり 仲買の 數が 少数に 限られて 居った とい ふ 事 は 非常に 不便な 事であった らうと 思 

はれる。 そこで 天明 四 年に は 燈油商 中 橋の 树屋 善太郞 小舟 町の 丸 屋三郞 兵衞の 二人 

が 幕府に 願 を 出して、 問屋 及 仲買 を 二百 人まで 許される ことにな つた。 

ネ， X-  ネ 

ホ  ホ  * 

蓮 上 上納 は、 各種の 業に ついて 嚴 重に 命ぜられた。 酒、 醬油、 酢 等の 營 業の 者に も 


z 冥加金 を 課せられた。 水車の 營業、 油 絞 も 亦 同じく 上納せ しめられた" 又 商業の 株 

§ 業の 株 \ 式と いふ もの を 定めて、 江戸に 十 組の 組合 を 置き、 大 坂に は 二十 四 組 を 置いた。 各 

冥加金 \ 組から 毎年 百 兩づ、 の 冥加金 を 出さし めた。 質屋に も 組合 を 置いて 冥加金 を 納めし 

一 めた。 是は 八代將 軍の 時から あった 事で、 享保八 年の 組合 は 二百 五十 三で 戶數 にし 

て 二 千 七 百 三十 ー戶 あった。 明 和 七 年に なって、 二 千戶を 限って、 一 戶に 付て 銀 二 

i 匁 五分の 冥加金 を 納めし めた。 天明 二 年に 定 飛脚 問 星を大 坂に 置いて、 其 株式 を 許 

J したが、 是には 冥加金 を 毎年 五十 兩を 出さし めた。 菱垣樽 廻船 は、 安永 二 年に 株式 

を 定めて、 是 にも 冥加金 を 命じた。 天明 五 年に は閼 東の 川々 から 江戶の 方へ 運漕し 

て來る 所の 船 は 總て燒 印 を 押して 調べる 事に して、 是 から 凝 を 取らう とした 處が、 

\ 之に 反對 する ものが あって、 百姓な ど は、 自分 達の 使 ふ 船 は、 年々 田地から 税を納 

一 め マ 居る ものであるから、 別に 船に 對 して 稀 を 納める 理由が 無い とい ふので、 黨を 

, 結んで 騷動を 起さう とい ふ 勢であった ので 遂に 此事は 行 はれす に 止んだ。 
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天明 元年 

媚絲改 役 

所の 騷動ー 


滅 物鍋絲 


天明 元年に 武藏 上野の 縞絲、 棉 等の 賫 買の 爲に 四十 七ケ 所の 市場に 役所 を 置く 事に 

して 其 役所の 數 を十ケ 所と 定めた。 其 役所に 於て は、 絹絲、 棉 等の 寶 買の 高 を 帳 

面に 記して、 其 相鴣を 極め、 鍋 は 一 匹で 銀 二分 五 里、 絲は 百匁で 銀 五分 づ、 買手 

から 出させる ことと し、 これによ つて、 其寶 買に 無嗜に 相場の 高下 も 無く 買手の 難 

漉す る こと も 無い ようにし やうと いふ 事に なり、 其 年の 七月 二十日. に實 行す る こと 

に 定めた。 是は卽 ち 一 種の 織 物税で あり 絹絲税 である。 然るに 是が 園ら す も 大きな 

騷動を 起した。 その 故 は 何時も 八月 五日と いふ 日 は 初 市が 立つ 時で あるから、 江戶 

の 吳服屋 は、 越後 屋を 初と して、 皆 上 州の 方へ 參 つて 絹 を 買 求める が 例が ある、 然 

るに 右の やうな 令が 出た から 其 手代 共が 打 寄って 相談す る やう は、 今度 は 絹 一 匹に 

二分 五 厘づ、 改料を 取られる ことにな つた。 その 税は 買手から 出さな くち やならぬ。 

して 見る と 越後 屋 丈け でも、 彼是 千 五百兩 ばかりの 物 を 取られる ことになる。 そん 


五十 三- 

射， の徒黨 


三千 餘人 

ゆ 暴動 强 


な 高い 税を 出して、 急いで 買 はないでも、 今 は 絹 もま だ 大分 持 合せが 有る ことで あ 

るから、 先づ初 市に 出る こと を 止める とい ふこと になった。 すると 夷 屋、 白木屋、 

大丸等 を 初と して 大きな 吳服服 は 皆 越後 屋の 例に 倣って 一 人 も 仕入れない。 是に於 

て 折角 作って 置いた 絹 は 捌けない とい ふこと になって、 上 州の 五十 三ケ 村の 者 は、 

是 では 困る とい ふ 事で 徒黨を 組んだ。 中に 五十 歳 以上の 者 六 人ば かり 相 謀って 曰 ふ 

のに、 我々 共 は 最早 人間の 定命 五十 歳 を 越して 了った、 此上 はもう 明日が 生命 も 分. 

らぬ。 此 取引の 事に 付て、 我々 命 を 捨て、 爭ふ 事に しゃ うぢ や 無い か。 此 通り 初 市 

に 一人 も 買 出しに 來な いとい ふ 事になる と、 我々 の 仕事が 廢 つて 了 ふから、 此儘拋 

つて 置く と飢死 をせ ねばならぬ。 坐して 飢死 せんより は 寧ろ 生命 を 捨て 、 もどう か 

村の 爲に盡 さ うぢ や 無い かと、 つ ひに 村人 を 煽動して 三千 餘人を 集めて、 其 絹改所 

建， 殺 を 願 出で た發頭 人の 宅 を 打 潰して、 其 家内 中の 者を逐 散し、 其 家 を 無 まに 打 毀 

はし 土藏の 中へ 木 枝 藁な ど を 積み込んで 火 を 放って 燒 崩し、 其 處らに 在る 財 寶は幾 
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ら あっても 皆 打 毀 はし、 或は 濠の 中に 投 込んだ。 更に 進んで 高 崎の 城へ 押 寄せた。 

其 時 高 崎 城 は 老中の 上座 松 平 輝 高の 城であった。 徒 黨の人 數は其 城に 押 込んで どう 

か 御 憐愍 をと 願 出で た。 然るに 家中の 士 共が 大きに 周 孝て、、 弓鐵 砲な ど を 大手に 

備 へて 置いて、 之を發 つた 爲 めに、 百姓の 中二 三人 創 を 受けた 者が あった。 すると 頭 

分の 六 人の 者が 城に 向 つて 曰 ふこと に は、 我々 共 御領 分の 百姓 は 御 願の 爲に 罷り 上 

つた ものであります、 御覽の 通り 此人數 も數千 人の 中に 一 人と して 刀 一 本も帶 びた 

者 は 無い、 其 上 御領 地の 百姓で ある、 それに 飛道具 を 以て 向 はれる とい ふ は、 御 粗忽 

の やうに 存じます。 早々 御 引取り 下さる やうに 願 ひたい、 若し 御 承引が 無くば、 一 

命 を 投棄て、 も 押掛り ませう と、 口々 に 言った ので、 城で も是 はどう も 飛道具 を 使 

つたの は餘り 粗忽で あつたと いふ 事で 內 から 引取った、 然 らば 總 代と して 頭分 六 人 

丈け 城に 這 入れと いふ ことにな つて、 六 人 丈け 城に 這 入った。 遂に 江戶へ 廻され た • 

すると 他の 百姓 共 も、 六 人の 者が 江戶へ S されて 我々 は 一 人と して 生きて 居られる 


もので 無い と 言って、 色々 譫 しても どうしても 聽 かぬ。 ■ 然 かし 若し 關東御 郡 代の 伊 

奈檨の 方に、 六 人 を 御 引取になる ならば、 我々 共に 於ても 承知いた しませう とい， V 

そこで 早逨 伊奈の 方へ 廻 はされ た。 伊奈 は 當時郡 代と して 非常に 人望 を 負うて 居つ 

たので ある。 それから 段々 詮議の 結果、 遂に 此 絹糸 檢の 役所と いふ もの は廢 せられ 

る ことにな り、 此騷 は濟ん だので ある。 其後此 農民 徒黨の 群の 中に、 本物の 泥坊が 

這 人り 込んで、 夫 等が 徒黨に 交って 其邊の 良民の 家 を 暴した ので、 役人 を 派して 其 

泥坊 を 召 捕し めた。 是は 運上に 關 する 事柄の 中で は 最も 大きな 騷 ぎであった、 

小  ホ  ホ 

田 沼が 執政の 最後に 於て やった 經濟 上の 積極 政策で 見ん 事 失敗した ことがある。 そ 

れは 天明 六 年 六月に 觸れ 出した 處の 貸金 會 所の 法であった。 その 法 は 諸 園の 公領 私 

領の 百姓から は 百 石に つき 銀 二十 五 匁、 寺社、 山伏から は 一 ケ所 にっき 金 十五 兩、 

以下 等差 をつ けて 出金す る、 酊人は 間口 一 間につ いて 地主から 銀 三 匁 宛 を 五ケ 年の 
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間に 出さし めて、 其 金 を 融通の 爲に Is 大名に 七 朱の 利 を 以て 貸付け る。 抵當 には大 

坂 表 通 ffl の 米 切手 井領 內相應 の 村 高を證 文に 書 入れる、 とい ふ 法で 表 向から いふと 

出 4- 者に も、 又 借 手の 方に も 誠に 都合が 好い 法の やうであった。 是は 積り 零細な 資 

金 を吸收 して 之 を運轉 しゃう とい ふ 策から 出た もの だら うと 思 ふ。 幕府 は 大名に tt! 

付ける 所の この 資金 を 間に 立って 居って 扱 ひ、 さう して 融通 をつ けて 財政 を 助ける 

1 端に 資する 積り であった 事 かと 思 はれる。 其 時に 出した 法令と いふの は 左の通り 

である 0 

近年 金銀 融通 不宜、 諸家 差 支 有 之 趣 相閒候 間、 此度 金銀 融通 之た め、 左 之 通 出金 

被 仰 付 候、 

諸國 

,  寺社 山伏 

宮 門跡 方、 尼 御所 は 相 除き、 其餘之 分、 本 寺 本山 并 重立 候 社家に 而、 取調、 其 末 


々之 趣に 隨ひ、 上 之 分 « ケ所 にて 金 拾 五雨と 定、 其 以下 者 相 應之出 金高、 本 寺 本 

^ 山 井 重立 候 社家に て 相 極め、 末寺 觸下 支配 等 被 下 申 渡 候、 

-諸國 

御領 

私領 

百姓 

持 高 百 石に 付、 銀 贰拾五 匁充、 

但於大 坂 表、 此度 御用 金 差 出 候 者 は 相 除き 候 積り、 

- 右同斷 

\  , 町人 

\ 間口 « 間に 付、 地主より 銀 三 匁充、 

一  伹於大 坂 表、 此度 御用 金 差 出 候 者 は、 相 除き 候 積り、 
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右 者、 當 年より 來る虎 迄、 五ケ 年間、 年々 前書 之 通、 出金 銀 被 仰 付、 從 公儀 も、 

被 差 加、 一 同大 坂 表於會 所、 利 足 七 朱 之 積り を以、 諸家え 御 貸附に 致し、 返濟引 

^  D3DOOOOOO  000000000000000  0 〇 0  Q  0. 

當之儀 者、 .^lli 通用 之 米 切手、 幷 領分 之 內相應 之 村 高證文 .51 書 入、 萬 一 相滯候 

\  D  3  0000  00000000  00000  0*  0.0^9:9booo£oo 

彼 地 定法 之 通 取 計、 切手 米爲相 渡、 村 高 者 最寄御 代官え 預り、 

(き §b§fli^^ 一、 勿論 右 出金 之 分、 御用 相濟 次第、 出金 銀 致し 候 者 共え 御臾 

一 被 下、 利 足 者 七 朱 之內、 會所諸 入用 之 分 引 之、 其 餘之利 足 右 元金 銀 御 M 被 下 候 節、 

是亦 出金 致し 候 者 共え、 可 被 下 候閒、 心得 違 無 之、 前書 之 通、 出金 銀 納方之 儀、 

二十 日の 諸國 寺社 山伏 者、 銘々 之 出金 銀 高、 本 寺 本山に 而取極 申 渡 候 上、 日数 廿日 之內、 

纏 金 百姓 町人 者、 前書 申 渡 候 趣 相 達 次第、 是又 日数 廿日 之內、 出金 銀 致し、 來 未年よ 

り は、 年々 に 正月 中 之 積り 相 心得、 出金 銀 之 分、 御料 者 其 所 之 奉行、 御 代官 井 御 

三 井 組 上 預り 所、 私領は 領主 地頭え 差 出、 夫より 江 戶最寄 は、 江 戶駿河 町爲替 御用達 三 井 

む  一 i 并 同所 上田 組ニケ 所之內 え、 早々 相納、 大坂最 寄 は、 彼 地に て、 三 井 組 は高鼷 


撟三町 目、 上田 組 は 上 中ノ島 町、 右二 ケ所 之內ぇ 可相納 候、 

右 之 通、 萬 石 以上 以下 共、 領分 知行 在方 町方え 不洩樣 可 申 渡 旨、 可 被 相 達 候、 

六月  水 野 出 羽 守 殿御 渡 

右 之 通、 相觸候 間、 可 被 得 其 意 候 

此度被 仰 出 候諸圈 寺社 山伏 井 &姓 町人 共、 出金 銀 差 出 候 日數之 儀、 承知 之 日より 

廿日 限り 候 積り 有 之 候處、 日 數少々 に候而 者、 差 支 候 所 も 可 有 之 候, 1 付、 承知 之 日 

より、 五十 日 を 限り 差 出 候 積り、 可 申 渡 旨、 水 野 出 羽 守 殿 被 仰 渡 候 事、 

七月  松 本伊豆守 

是 時に 當 つて 諸國 百姓 町人 を 始め、 多くの もの は、 前年 凶歉 の疲勞 尚 休ます、 租税 

滞納の もの も 少なからぬのに、 か. -る 命が 出た ので、 皆 不平の 色に 満ちて ゐた。 

この 前年の 事で あるが 田 沼 は、 大坂酊 奉行の 佐 野 備後守 政 親に 命じて、 大阪の 豪商 

から 數萬金 を 出さし めて、 其 金 を 諸 大名に 貸付： b て、 其 利子の 內、 七 分の 一 を 幕府 
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に 納めし めようと 企てた。 然るに 是は行 はれなかった。 と 云 ふの は 一 蒙 商 達の 考 では、 

假令幕 命と 雖も、 諸 大名が 之 を 返さなかったならば、 自分 達 は 元金 を も 失って 了 ふ。 

それよりも 寧ろ 始 から 幾分 か を 幕府に 納めて 置く 方が 增 しだと いふ 事で、 遂に 其 事， 

が 行 はれなかった。 そこで 天明 六 年に なって、 融通 金と 稱 して 右の 資金 會 所の 事 を 

圖 つたので ある。 然るに 間も無く 田 沼は沒 落して、 此事は 遂に 行 はれす に 終った。 


以上 田 沼の 積極的 經濟 政策 を 助けた の は、 勘定 奉行の 河 井越 前 守久敬 (明 和 八 年 二 

月廿 八日 御 勘定 吟味 役より 轉任、 安永 四 年 十月 廿 五日 死) 赤 井越 前 守忠晶 (天明 二 年 

十 一 月廿 四日 京都 町奉行より 幢任、 同 六 年 十 一 月 十五 日 免) 松 本 伊豆守 秀持 (安永 八 

年 四月 十五 日 御 勘定 吟味 役より 轉任、 天明 六 年 十 一 月 十五 日！^) 等で ある。 五.^ 銀 南 

鏡の 二 朱 判 四文錢 等の 事 は 河 井越 前 守の 建議に 係る ことで ある。 右の 如く 問屋 を定 

めたり 仲賈を 定めたり、 夫 等から 蓮 上 を 取った に 依って 物 價が大 に 騰貴した。 この 


屋も利 書 兵 下 
のの 3^ 衛駄 
みは 得 の屋 


g 價の騰 一 事に 就て は 松 平定 信の 書いた 物價 論と いふ ものが ある、 其 一 節に 

\ 夫れ 運上と いへ る は、 何故 ぞと いふに、 物價を 平準に する 術な り。 故に 古しへ よ 

llhrl <  、、*、、、、  、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

I 幄雜冒 一 り、 運上と いへ る は、 何にも ありて、 問屋 中 買 等 も 近世 はじめた るに は あらす。 

今にも 問屋 中 買な きしろ 物 は、 取締 不宜、 高低 一 致に 至りが たし。 能く 其 術 を 知 

00  oo〇〇〇〇oooo〇  〇〇〇oo〇ooo〇oooo 

りて、 在 來の蓮 上 冥加 を とれば、 生産の 物 もお のづ から 安くな り、 狼戾驕 貴の 患 

〇〇o〇o〇〇o〇  〇oo〇o〇  o〇〇〇〇o  〇〇〇ooo〇〇 

もな し。 然るに 民 を あみして、 利 を 貪る もの、 冥加 を 出して、 我 得分に せんとい 

ふ 者 多くな り來 るに よりて、 自然と 好 利の 風み ちわたり、 人々 利 をた くまし うし 

て、 遂に 諸 物 も 貴くな りぬ。 

と ある。 問屋な り 仲買の 制度と いふ もの は、 制度 それ 自身 は宜 かった に 相違ない け 

れ共， 其 弊が 出て 來て、 人民が 犬に 苦んだ ので ある。 彼 下駄屋 甚兵衞 の 上書の 中に 

も 亦、 其 事 を 論じて 居る、 其 文に 曰く、 

1 諸 國寶買 不自由に 相 成 候而已 ならす、 交易 片 落に いたし 候而、 其 利 を 得る もの 
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は、 問屋 株 之 類 斗に て、 末々 商人 は、 何事に よらす、 利潤 薄く 相 成 候に 付、 百 

姓 之 困窮 も、 元來此 一 筒 所より 始り候 事と 奉存 候、 其樣子 は、 百姓 は 買 取 候 も 

の は、 下 直に 相 成 候 もの も 無 數相成 候 故、 以前 一 箇村 にて、 米 百 石 作り 取 候 村 

方、 唯今に て は 五六 拾 石なら では 取ぬ 樣 に 相 成 候 故、 年貢 上納に 而相減 候 得 は _ 

乍 恐 上々 檨 にも、 御 不勝手に 被爲成 候檨に 成 行 可 申と 奉存候 趣、 百姓 衆より 之 

物語 も 度々 承 候。 乍 序 百姓 之 事 迄 も 取 交 奉 申 上 候。 个樣に 百姓 町人 之寶 かひ 喻 

違 御座 候而 者、 水と 魚との 樣 になくて はならぬ 百姓 町人 之 間柄、 敵 之檨に 利に 

爭ひ候 故、 第一 百姓 之 難儀に 相 成 候。 百姓 困窮 仕 候 得ば、 作物 不足 仕 候に 付、 

自然と 町人え 買 取 候 もの も 高直に 相 成 候 故、 町人 も 困窮 仕 候 樣に相 成 申 候。 百 

姓 町人 は 旁なら ぬ 家業に て、 互に 助 合 候 ものが、 个樣に 成 行と 申 もの も、 問 星 

^s^^^^^^. 利潤 を 得 候 もの、 片 落に 相 成 候 故と 奉存 候。 个檨之 儀 も 

000000000000  OOOOOOOOOOC 

御 吟味 被 下 候 は》、 四十 年 以前 之 方に 准候樣 に、 寶買之 風儀に 相 改候は >  諸 


國 一 統 繁昌 可 仕と 奉存候 事。 

0000  0OOOOOO  0000000000  0000000  0000 

一 米屋 仲間、 何屋 仲間と 申 儀、 夫々 上納 を 以相定 候 故、 直 段 高下 も 其 者 共 心 次第 

にて、 自由に 取 計 候 樣に相 成 侯 故、 直 段 下 直に 買 入 候 もの も、 格別 高直に 寶拂 

候 儀、 旣に此 度 之 直 段に て 御 推量 被 遊 可 被 下 候。 舊冬買 入 候 米 は、 雨に 七 斗よ 

00000  0  0000000000  0000000  000000000 

り 高直 は 無 之、 今年 三月 末 入船 之 米 も、 問屋え 買 取 候 者、 兩に 五斗より 高き 米、 

OOOOOOOOO0O  oo〇ooooo〇oooo〇o〇〇〇ooooo 

問屋 向に 有 之 閒敷承 候處、 然に此 節 fi 斗 七 八升貳 斗と 申なら し 直 段に 相 成 候 事、 

いづれ 手段 可 有 之 儀と 奉存 候。 此節大 坂に て、 正米壹 石に 付 百 威 拾 目 か 百 三 拾 

目 位まで 仕 候 由、 江戶壹 石に 付 三百 目餘に 御座 候 得ば、 千 石に て は 凡 三千 兩餘 

之 相場 違に 相 成 候 故。 上方より 澤 山に 米 下し 候て、 利德 御座 候 道理 なれ 共、 差 

00000000000000000 

下し 不申候 儀、 いづれ 問屋 向に 子細 可 有 御座と 奉存 候、 此段御 吟味 御座 候て、 

、鬼 角寳買 仲間 銀 高下 自由に 不相成 候 檨に被 仰 付 候 は >、 一 銃 難 有 可奉存 儀に 御 

座 候 事。 
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一 佐 野 善左衞 門の 十七 箇條の 中に も 亦 其 事 を 言って 居る。 植崎九 八郞の 上書の 中に も 

^ 運上 を 殘らす 御 差 止 下されたならば、 天下 一 同 祝 着 仕り 難 有く 心服 仕 候、 と 言って 

一 居る。 又 同じ 上書の 中に、 田 沼 主 殿 頭 は 運上の 事ば かりに 心 を 入れて 居る ので、 そ 

ハ れで 如何程 儉 約を勸 めても 入用が 足り なくなって 來る。 卽ち有 ゆる 運上 を 殘らす 差 

S 止められて、 御用 金の 足らぬ 處 は、. 耕作の 本業 さへ 立てたならば、 其 本が 定まって 

一 來 るから、 蓮 上 は 差 止めても 國用は 有り 餘る やうになる であらう と 思 ふと 言 ふて 居 

\ る。 是は 稍.^ 空疎な 議論に 流れる やうに も 見える けれ 共、 兎に角 當時 人間が 此 運上 

\ に 依って 苦んで 居った とい ふ 事 は、 是 等の 議論の 中に も 明かに 見えて 居る ので ある。 

j その 頃 大擧の 文 また 酸の 文に 擬 して 田 沼の 政策 を 批評して 居る 戯文が 出來 た。 其 中 

i に 運上の 事 を 面白く 批評して 居る 文句が ある。 

田 沼 政策 一  擬大擧  明 和 五子 年 

I 評の 擬 一 私 亭主 曰、 勘 略 功 者 一 而、 鬼 角 入德門 也、 於 今 諸人 取德、 世 帶可持 者、 獨此金 損 


寄而、 厘毛 是積 勝手 心、 仍之詰 則 其不遣 近、 

此道チ 五 歳學テ 而後、 大得 明德、 下 

愛 可 喰物不 喰、 破家 下作 金大 也， 

勘 略 之 道、 米穀 麁末 有、 金 大事 有、 新錢止 有、 

欲 其 道 本 其萄立 者、 格別 之 勘 發、 美 貪 不喰、 湯漬爲 喰、 五節句 三日 外、 酒魚不 喰、 年 

每. 一 ハ萬之 光延、 日 之 光之 行 道、 詻 入用 別 金 不用" 此 金以" 然唯 行唯歸 事 計 追加 增得 * 

止 事 知 而后有 己 待、 玉々 有 庚申、 線香 計 成則德 近、 

古 損 德欲細 明 者、 先 調 其 屋誧、 欲 調 其屋誧 者、 先 詰 其 身、 欲 詰 其 身 者、 先 止 其 誌 

事、 欲 止 其 誌 事 者、 先 其 遺物 不遣、 遣 物不遣 事、 有 羽 向 一 、 

於 詻人札 差 所、 其 W 詰 事 9-、 我家 居 時、 寂 上 之 極 奢、、 轉 

役 可爲考 t、 金 花 不取時 不動、 金 花 取 時 正 絡 段蒙轉 役、 

金 尊而后 金箱 多 有、 金箱 多 有而后 利納、 利 納而后 金 集、 金 集 而后錢 大切 也、 歳始 

以歲暮 至 迄、 一 是皆 身詰以 本、 其 本 寐利集 非、 其 安 借 所 之 利 早、 其 早 事彌是 有、 

*  00000000  OOOO00  OOOO000  00000 

天 隱町之 運上 取 時、 實女ノ 親方 成、 叉 湯屋 M 上 取 時 * 繊 ぼ W い， お 

i> 盗賊、 其祿 年々 天寶 成、 寳集時 土民 及釩、 及 時 徒 黨久發 事 難 計 
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右 金 之 一 禮、 近年 金主 之 好、 而 筆者 有 之、 其 事 多少 者、 則 双方 之 高 證文記 之、 近 

來能算 勘 有、 今 亭主 之 好 所、 仍而 更禮金 不考、 違： 道 成 事 如 左、 


擬 神職  志 木 野犬 炭 

運上 再々、 田 沼の 藏に、 金と》 まり ましくて、 金 集に あつめ 給 ふ、 日 上りに 米 

上り、 錢 下りに 物 高く、 半 拂に拂 給 ふ、 下の 難儀が 構な く、 上の 御盆 成 事の よし 

を、 さもしく も、 八 百番の 山師 等が、 ユミ 成 願 を M 召と、 恐れみ く 申す 無常 禮 

法 家 上 家賃、 

(参照) 

印幡沼 經緯記 寳曆 現來集 德 川實紀 武江 年表 新 編 江戶志 寶曆錄 明和錄 大 

成 令 後 集 « 胤公 記 續三王 外 記 田 沼 主 殿 頭 江 被 仰 渡 趣 一一 一 寳院 文書 安永 撰耍類 

集 主. 武 日記 安永 錄 天明 錄 寶曆錄 本丸 廻狀留 町 年寄 手扣 近來 諸家 政祕錄 


大日 本 租税 志 日本 商業史 &子 夜話 雑 載 觸留 樂翁公 遺書 下駄屋 甚兵衛 書 上 

甲子 夜話 續編 植崎 九八郞 上書 古今 百 代 草叢 書 
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第 九 田 沼の 沒落 

上に 述べ た 財政 經濟 上の 諸政 策 は 松 平定 信の 出づ るに 及んで、 悉く 根柢から 改めら 

れて 了った。 定信は 天明 五 年の 十二月 一 日に 溜 間 詰と なった。 其 頃 は 未だ 田 沼の 勢 

力が 續 いて 居った 頃であった ので あるが、 此定 信が 溜 間 詰と なつてから、 田 沼の 勢力 

が 段々 下り坂に 向った と 認めら る 可き 形跡が 有る。 溜閒 詰と いふの は 老中と 政務 を 

議 する こと も あり、 又將 軍の 顧問に 備 はって 直ちに 意見 を 上申す る こと も出來 るの 

である。 此定 信が 溜 間 詰と なった の は、 田 安の 寳蓮院 の 願 に 依る とい ふ 事で ある • 

寳蓮院 とい ふの は 田 安 宗武の 室であって、 卽ち定 信の 嫡 母に 當る。 定 信が 溜 間 詰と 

なった から 田 沼が 段々 に 勢力 を 失った ので は 無から うかと 思 ふ。 天明 五 年の 十二月 

\  二十 七日に なって、 卽ち定 信が 溜 間 詰と なつてから 一 箇月 經 たぬ 內に、 伏 見 奉行の 

の 免黜 \ 小 堀 政 方と いふ のが 罷 めら れた、 此 ！ 件の 如き は 所謂 一 葉 落ちて 天下の 秋 を 知る と 


一 云 ふべき もので は 無から うか。 田 沼の 勢力 は此小 堀の 罷られ たので 察する 事が 出來 

文殊 屋九 ると 思 ふ。 此小堀 政 方の 罷られ たの は 有名な 文殊 屋九 助の 一 件から 出て 來た ことで 

助 一件 \ ある。 初、 此政 方が 伏 見 奉行に なった 時には、 頗る 善政 を 行うて、 舊來の 弊習 を 破 

壞 して、 久しく 結んで 解けなかった 訴訟な ども、 小 堀が 任命せられ てから、 直ちに 其 

是非 を 判別して、 大に 民心 を 安んじた ものである。 そこで 名 奉行が 任命せられ たと 

一 いふので、 人民 大に 喜んで 居った。 處が 段々 檻褸を 出して、 遂に は 極端から 極端に 

^ 走って、 大に伏 見の 人間 を 苦め た。 初、 政 方が 大阪 の城番 であった 時に 藝妓 み-籠し 

： て、 頗る 遊蕩に 耽った。 或 時 は曉に 達して 家に 歸 ると いふ ことが 露れ て、 大に面 

一一 目 を 失 はう とい ふ 時に、 家臣 之 を 憂へ て、 窃に 同僚に 賄賂 をして、 其 過を蔽 はんと 

在中 庵の 圖 つた。 小 堀 家に は 古くから 一 つの 茶壺 を 持って 居った。 それ は 在中 庵と 名け、 足 

茶 一 利義 政が 明から 得た とい ふ 物で、 馑 家の 重 寳 となって 居った。 背に 腹 は 換られ ぬと 

一 いふので、 窃に之 を 千兩の 質に 入れて、 之 を 賄賂の 資 とした。 是で 以て 漸々 政 方の 
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遊蕩の 事 を醒す ことが 出來 た。 その 後伏見 奉行に なつてから、 或 時 京都の 所 司代久 

世 出 雲 守と いふのに 逢うて 話の 序でに、 其 有名な 在中 庵 茶壺の 話が 出た。 出 雲 守が 

どうか 之 を 一 覽 いたした いとい ふ。 是は 有名な 天下の 重寶 であるで、 觀 せない とい 

ふ譯 にもい かす、 政 方大に 困った。 歸 つて 之 を家來 共に 相談した 處が、 近臣が 皆 ど 

うしたら 宜 いか 途方に 暮れた 時に、 政 方の 妾に 半井芳 子と いふ 者が あった。 此芳子 

とい ふの は 元と 江 戶の醫 者で 半 井 立 仙と いふ 者の 娘であって * 頗る ネ色 あり、 和歌 

俳諧 を 善くした けれ 共生 來浮氣 で 幼 さい 時から 外に 出て 歩いて 兩 親等 も 之 を 子と し 

見なかった。 政 方 は 偶 芳子を 途上に 見て 其 美 色を悅 び、 召して 侍 妾と した。 此芳子 

が 今の 話 を 聞いて、 なに そんなに 困る こと は 無い、 宜しく 人 を大阪 にやって 之 を 買 

良すべし。 僅か 千兩 位の 金なら ば、 之 を 町內の 豪家から 御用 金で 取 上 ゆれば 宜ぃ、 

之 を 返す のに は 又 其 時に なつてから 法 も あらう から そんなに 心配す るに 及ばぬ とい 

ふ。 政 方 も大に 喜んで、 卽日伏 見の { 蒙 商 二十 餘人を 召して、 旨 を 傅へ て、 忽ちに し 


て 千金 を辨 する 事が 出来た c さう して 遠に 鑑褸を 出さないで、 所 司 代の 久世出 雪 守 

に傳 家の 重竇 たる 茶壺 を觀 せる 事が 出來 た。 是か ら芳子 は < ま.^ 政 方 の 御氣に 入に な 

つて、 權 勢が 日々 に 盛んになった。 そこで 段々 奢 を 極めて、 其 結果 遂に 重税 を 伏 見 

の 人民に 課して、 彼 文殊 屋九 助の 訴訟と なる ので ある。 九 助 は 其 訴が容 れられ ない 

處 から、 遂に 江戶 まで 上って 訴へ 出る とい ふ 事に なった。 さう して 長年の 間、 江戶 

に 逗留して、 訴訟の 爲に 奔走して 居った けれ 共、 取納 れられ なかった が、 遂に 天明 

五 年の 十二月 二十 七日に なって 政 方の 伏 見 奉行 は 免ぜられ、 さう して 文殊 屋九 助の 

訴 が聽容 れられ たので ある。 是 によって 見る と此 前年 卽ち 天明 四 年に 田 沼 山城 守 意 

知の 難あって から、 段々 に 田 沼の 失政が 露 はれて、 遂に 定 信が 溜 間 詰と なり、 漸く 

將 軍の 信任 を 得て、 田 沼の 權 力が 下り坂に 向 ふやう になった の だら うと 思 ふ。 此小 

堀 政 方と いふの は、 元と ffl 沼の 爲に登 魔せられ た 者であって、 一 說には 田 沼の 妾と 

小 堀の 妾と が 姉妹で ある 處 から 其 情誼に 依って 小 堀の 惡事も 久しく 糾明せられ ない 
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で 濟んで 居った の だとい ふ。 

*  ホ  * 

定信は 溜 間 詰 とな つて か ら後或 時 密に將 軍に 上 つ た 意見書が あ る 、 是 は 長文の 意見 

書であって、 中に 權 門の 賠賂收 受を禁 する 事、 質素 儉 約の 事、 寳女屋 の 事、 御家人 

等の 風俗 矯正の 事、 或は 極く 細い 事で 新地 築地の 事、 又 火 除 地の 事 等に ついて 詳細 

なる 意見 を 記した ものである、 是は 年月日 は 無い もので は ある けれ 共、 恐らく 天明 

六 年の 末から 七 年の 初 頃に でも 出した もの かと 思 はれる。 其 中に 定 信が 嘗て 田 沼 意 

次 を 刺殺さん と 欲して、 竊に 懷劎を 持して 出掛けた 事が 一 兩度 もあった、 然るに 考 

へ 直した 事に、 若し 意次 を 刺殺したならば それに 依って 自分の 名 は 世間に 高くなる 

であらう けれども、 併ながら 其爲に 却って 將 軍に 對 して 不忠に なり、 第 一 將 軍の 不 

明の 名 を 現 はす、 又 老中 衆に 對 して 相濟 まぬ 事で あると 思 直して やめた。 そして、 

自ら 溜 間 詰の 職に 在る を 以て、 老中 衆と 志 を 合せて 將 軍の 聰明 を 啓いて 田 沼 を 斥け 


んと 欲して 自分から 見れば 誠に 敵と も 何とも 申樣の 無い 盜賊 同然の 意次へ も 日々 の A 

やうに 見舞 をして 交って、 田 沼に 屈して 自分の 不如意の 中から も、 金銀 を 運んで、 一 

仇敵に 贿賂 して、 外見から 見れば 如何にも 多 慾なる 定信 であると 笑 はれる の を も 構 一 

はす、 意次の 意を迎 へて 漸くに して 席 を 進んで 日夜 辛苦した 甲斐あって 遂に 田 沼が J 

罷 めら れ たのに 依って 大に 自分が 力 を 得た 次第で あると いふ 事 を 言って 居る、 長文 一 

ながら、 其 全文 を 左に 揭載 しゃう。 

朝鮮人 來朝 は、 已來對 州まで 來貢有 之 樣に有 之 度 事、 此方よりも 御三家の うちか、 一 

又は 老中 寺社 奉行 杯 か、 二三 輩 彼 地に 待う け、 暫く 於 彼 地 御馳走 有 之 可 然と 奉存ー 

候、 事毎に 空しく 日本の 衰を 招き 候の みならす、 盛衰 を 隣國へ あら はし、 寶國の ： 

嘲 をう け 候て、 一 つも 泰平の 盛事と は 不奉存 候 事、 巡視 淸 道の 幟 にても、 彼 地の 一 

所存 相 しれ 申 候 事、 甚此儀 御大 切 之 儀と 奉存候 事、 遠路の 勞を御 慰 被 成 候と 申 儀 一 

に 被 成 候て、 對 州まで、 朝貢 有 之 候 樣に相 成 候 は V、 萬々 恐悅に 奉存候 事、 ： 
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^  a 權 門と 稱し 候て、 金銀 賄赂を 以て、 自らの 榮華を もとめ 候 事、 鳥獸の 行と 奉存 

i、 此儀は 決してく、 相 止め 不申時 は、 御 政道 此 より 崩れ， 陪臣 國政 をと り 候 

權 門の 贿 一 檬に 可罷成 事、 目前に て 候 事、 上より 御 觸も出 候う へ、 內 願ひ內 進物 受 不可 申 條 

飄 わ、 きに 書 候て、 權家廣 間の な ゆし 上へ 張 付 申 度 事、 その 陪臣 公用 人 家老 その外 

役人の 長屋へ も、 一 々張り 置、 出入 醫儒之 家宅へ も 張 置 申 度 事、 そのうへ、 手 入 

不致 もの 候 家 道 躬行 正しき もの を 擧用ひ 申 候 は》、 十に 七 八 は 相 止み 可 申 事、 第 

1 權門奧 向 へ の 音信 は、 猶更甚 不宜候 事、 

一 如 右 權門止 之 候て、 御 政事 向 は 只今より は 甚六 ケ しく 可罷成 候、 其 趣意 は、 權門 

： におの づ から 賞罰 有 之 候、 その 賞罰 正しから す 候へ ども、 みな 感 通いた し 候に 付. 

一 右に て 喜び 乂は 恐れ 候 事 出來申 候、 その上 內心之 情 合 も 通じ 候處、 此道 止み 候て- 

一 心中に 感 通いた し 候 賞罰 も 無 之、 內心之 情 も ふさがり 候 間、 自然とう る ほひな き 

一 ごとく、 こそ/、 とか はき 候 檨に可 相 成 候、 こそく か はき 候と、 人心お のづか 


ら手 こはく 相 成、 器量 丈いた し候氣 分に 可 相 成 候、 此處へ 誠の 御 德義を 以て、 下 

情 を 通じ 候て、 うる ほひつけ、 御 德義の 賞罰 下り 候と、 誠の 事に 相 成 申 候、 右 之 

事 無 之 候に、 權門相 やみ 候 期 甚六 ケ敷 奉存 候、 いづれ も 老中 衆 手 揃 ひに 無 之と 行 

はれ 申 間 敷 候 事、 

風俗 敎化 風俗と 申 候 は." 敎 化之發 見いた し 候 ものに て 御座 候、 人君 之 御身 上 之御樣 子、 執 

. 政の 人に うつり、 夫より 近臣、 夫より 御 譜代と おしう つり、 外檨へ も傳 はり 候と、 

おの づ から その 主人く の 風 を 本と して、 其 家中 も 變じ候 儀に 付、 風俗 之 本 は 御 

一 人檨 より 始り、 執政の 御 人より うつり 候 事に 御座 候 聞、 成た け 着服 等質 素に 有 

之、 大小 類 美麗に 無 之、 下 ゆ 物 等 無用 之 費 無之檨 に、 相 成 候へ かしと 奉 願 候 御 儀 

に 御座 候 事、  ，  . ， 

質素 儉約 衣食住の 三つに 被 心 付， 御せ わ 有 之 候 は >、 此 三つより 萬 事 を 生 出し 可 申 儀、 木 

一 綿の 着服に、 琥 ffl 之 上下 はう つり 不申樣 成 もの- 總 金の 張 付に は、 備後表 之疊に 
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て 無 之て は、 うつり 不申檨 成 ものに 付、 一事より 萬づの 事へ、 うつり 可 申 儀と、 

乍 恐 奉存候 事、 

第一 御 役 家と 申せば、 外よりも、 衣食住と もに 美々 しき 樣に相 成 申 候、 これにて 

は、 中く 風俗 華美の 流れ をと》 め 申 候 事 は、 難 相 成 儀と 奉存候 事、 御 役 家に て 

打 揃 ひ、 右 之 處御心 掛候は >、 不言 之敎 にて、 世上へ 草々 満ち 可 申 事、 目前に て 

御座 候 事。 

逐て は煎寶 茶屋、 又は 玩物之 町人 を、 甚 しきもの 御擇 び、 省き 候 樣に相 成 候 は >_ 

可然 儀と 奉存候 事、 

寶女屋 之 儀、 運上 之 源 ふさがり 候て、 直 道の 嚴制 御座 候 は》、 自然と 相 止 候て、 

風俗 正しく 可罷成 事、 吉 原品 川 等は不 苦、 芝居 等も不 苦、 奉存 候、 又 人情 之 活路 

は 無 之 候と、 害 又々 夫に より 候て 生じ 申 候 事、 

御家人 又は 家中 者に、 當 世の 口 合 ひの 小册を こしら へ、 芝居 者と 名 を ひとつに い 


たし、 最 とも 變 名いた し 候 攀有之 候、 これらき つと 御 叱り 有 之 候 は >、 當時之 風 

俗の 爲と 奉存候 事、 この 義甚の 小事と 人々 存 候へ ども、 甚の 害と 相 見. S. 候、 人々 

見 候て、 害に は 成 ましと 存候 もの 故、 害に 相 成、 風俗の く づれに 罷成申 候 事、 御 

座 候、 

諸 大名 參勤 交代 之遲速 無之樣 に、 御 嚴制有 之 候檨に 仕度 事、 權門 止み 候 は >、 自 

ら 正しく 可罷 成と 奉存 候、 寺社 奉行 留役 何事 も はから ひ 候 樣に罷 成、 甚古樣 を 害 

し 不可 然奉存 候、 其 支配 頭く へ 仰 候て、 末々 輕き 御家人 之 人柄 御 吟味に て、 甚 

あしきと 甚 よきと わかり 候檨 に、 賞罰 御座 候 は >、 一 二 年のう ちに、 風俗 相 直り 

可 申義、 目前に 奉存候 事、 

只々 天下 之 風俗 若く 相 成候樣 に、 御 工夫 可 被 成 候、 風俗に 年が より 候と、 國 脈の 

短く 相 成 候 ものに て 御座 候、 若く 相 成 候 は、 皆御老 職の 御 仕向に て 御座 候 事、 

御 代官 御 勘定 等の 御擇 び、 專ー に 奉存候 事、 民 は 邦 本た る 儀、 よくく 御 辨へ可 
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. 一 被 成 候 事、 本末と. &て、 町人と 百姓との 儀 御考被 成、 本より 末へ 歸り不 申 樣に可 

被 成 候、 、 、 

f 地 築地 \ 新地 築地 大 川筋 は、 古に 立 もどり 候樣に 仕度 事、 

の、 ^ と  ™ 

火 除 地の 竪橫 の大川 は、 御城 御繩 のうちに て 御座 候、 火 除 地 も 御大 切 成 儀に 御座 候 事、 

一 逐て は、 天下 之 出家に 度 牒と申 儀いた し 候て、 猥に 出家 沙門 ふへ 不申、 寺社み だ 

一 りに 不相 成候樣 に、 御 嚴制可 被 成 候、 これに は 萬々 道理 有 之 候 事、 

\ 天下 之 山林 荒 不申樣 に、 御 嚴制可 被 成 候、 無用 之 土木 盛に 不相成 候 檨に成 候 は、、 

\  山林く ろみ 可 申 事、 

一 山川 は國家 盛衰 存亡の. きさす 所に て 御座 候、 萬々 意味 有 之 候 事に て 御座 候、 

新田 は 天下の 御爲に 決して 不相成 候、 天下 之 人民 定り 御座 候へ は、 天下 之 主 地 も 

定り 御座 候、 古田の 荒れ 不申樣 に 致 度 事に 奉存 候、 

\ 無用 は 有用 之 本に て 御座 候、 萬々 道理 有 之 候、 


一 名 を 重く 可 被 成 候、 萬々 道理 有 之 候、 

\ 御 加 增は猥 に 被 成 ましく 候、 老職之 御 方と かく 領知村 かへ 等 有 之 候て、 ヒ田 はと 

一 り 被 成 下田 を 御 上納 候 樣に相 開、 御 不忠 甚奉存 候、 

ft 崎の 事 \ 長畸之 事、 よく/ \ 御考可 被 成 候、 水 野 若 狭 守 は、 相應 御用に 相 立 可 哉、 奉 察 

一： 候、 (水 野 若 狹は長 崎 奉行な りし ことなし 之 はた > の 推薦 かと 思 はる) とにかくに 

一 長畸は 日本の 病の 一 ッノ うちにて 御座 候、 琉 球へ 唐 蠻之舟 着岸いた し 候よ し、 こ 

の 御 工夫 可 有 之 候、 只 工夫の 本 は、 執權の 躬行 正しく、 御 普 代の 衆、 上 之 御手 足 

： 一 之 如く 相 成 候 上 之 事、 かろくし く は、 成 かたく 御座 候、 致し 候ても、 跡^：灵り 

可 申と 奉存候 事、 

™ 御 普 代 等の 大名 は、 も 少し 御上へ 御 近し く、 時々 不意 之 上意 等 有 之 樣に候 は、、 

\ 義 氣彌增 候て、 天下の 御 勢 宜しくと 奉存 候、 萬々 道理 有 之 候、 

や 此上 御大 切之義 は、 御 緣女樣 にて 御座 候、 聖人 は 不知、 賢 君の 上に も、 惑 候 は、 
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女色に て 御座 候、 此 後日 月相 重、 水の 浸潤す る ことくの 義、 御座 候 は、、 邪氣之 

根元 は、 再 感不仕 候と も 宜義は 有 之 間 敷、 其 節に 至り、 雖有 賢者、 いか やうと も 

致 方 有 間 敷 事、 萬々 これに は 道理 有 之 事に て 御座 候、 

御 勝手 向之義 は、 仕方 隨分可 有 \) 候、 不足 患奉存 候、 

時勢 人情、 勢 を はかり 可 申 事、 專 一 に奉^^候、 濕 深き 年 は、 水腫の 手當 いたし、 

蒼 木 等 相 用 ひ、 時 寒 すれ は、 ケ樣、 時 暑 なれ はか やうと、 時に とり、 それにつ き 

て、 工夫いた し 候 は、 醫の 常にて 御座 候、 扨く ろう 多き 人、 其內 うちに も 色欲に 

ふけり， 心勞 いたし 候 か、 又は 獨身 又は 獨居、 その 人々 により * 又 工夫 有 之 候 事 

にて 御座 候、 國 家の 政 も， そのこと く、 右 をよ く 辨へ可 申 事、 專 一 にて 御座 tl^、 

.砜 を あけ 候に、 舂を得 候 は、 時 を 得 候に て 候、 風 を まちつ け 候 は、 勢 を 得 候に て 

候、 みっから 高き 地に 居り、 四方の 梢 をみ おろし 候 場に て、 ！w を あけ 候 は、 位 を 

得し 也、 絲を もち 服 を もち 候 人 も、 なけれ は 不相成 候、 有 之 人 を 得し は 人 を 得し 


度 しん^ 田 

： と剌沼 
と 欲 殺 主 
數ぜさ 殿 


也、 砜の輕 重と、 風の 强弱 によりて、 又は 尾 をつ け 杯いた し 候 は、 政の 術に て 御 

： 座 候、 右 皆 揃 ひ 候う へに は、 W へ 鯨の ひけな とに て、 激 風して 發聲 いたし 候 事な 

\ と、 と、 の ひ 候 は、 政と、 の ひ 候う への 文 華に て 御座 候、 され は、 時勢 位 人 術の 

賄 1 擧人 \ 五 ッを得 候う へ、 文 を もっけ 申 候へ は、 よくく 御 厚考被 成、 贿賂 にて 皋人 候樣 

i  一  成義 にて は、 決して 亂 世の 階に 可能 成 義と恐 入奉存 候、 

一 一 時の 情欲に ひかれて * 忠孝 を 忘れ 候 は、 無 是非 事、 鳥獸 にもと 奉存 候、 私義幼 

\ より、 ほ |. 天下の 御爲 仕、 輔 位の 費 相に 可罷 成と 奉存 心願 仕 候へ とも、 一 體不 

, 一 肯之 器、 短才 小量に 付、 今 以區々 と 仕罷有 候、 別て 近年 紀綱相 ゆるみ、 さまく 

~  000000000  OOOOOOOOOOOOOCOO  000000000 

恐 入 候 事共 有 之 候 付、 誠に 志士 之 死 をき はめ 候 處と存 候て、 中に も 主 殿 頭 心中 不 

oo〇〇〇〇〇o  〇〇o〇oo〇o  o〇oo〇〇〇o〇〇  〇〇o〇ooo 

得 其 意奉存 候に 付、 さし 殺し 可 申と 存、 懷劍 まて こしら へ 申 付、 一 兩度罷 出 候處" 

とくと 考 候に、 私の 名 は 世に 高く 可罷成 候へ とも、 右に て は奉對 天下、 還て 不忠 

と奉存 候、 第一 、 上に 不明 之 名 を あら はし 候檨成 もの、 次に は 御 同役 老中 衆 も、 
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一向に 不相濟 ものに 付、 右 はまつ 相 止、 夫より 田 安の 厚き 仰 をう け、 重臣 承 之 命 

等 も 夢中に うけ 候に 付、 私義溜 詰罷成 候う へ は、 老中 衆の 忠良の 御 志 ある 御 人と 

o〇o  0  0 〇 0 1 1  i  o  &  i<  ^  m^s  ooooo  oooooo  o 

內談仕 候 上、 來年 月に は、 內に • 額 外 I 驗 Si 老 一 致に 相 成、 言上 仕 候 は , 、 卽 

OOOOOOOOCOOOOOOOO  OOOOOOOOOD  、、、、、 、 

席 御 聰明 も 四海へ 光耀可 義と 诀定 仕、 夫より 必死に 存き はめ、 私 所存に は、 誠 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、 

に 敵と も 何とも 存候 盗賊 同前の 主 殿 頭へ も、 日々 の樣に 23- 舞、 兼て 不如意の 中よ 

、 、、、、、、  、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 

り、 金銀 を はこ ひ、 外見に は、 誠に 多 欲の 越 中 守と わら はれ 候 をも不 恥、 やう/、 

席 相 進み、 今一 段の 處、 霜月 迄と 心懸 i 能 在 候、 此 うちの 千 辛 萬 苦 、誠に 可 申 こと も 

無 之 候、 右に 付て は、 御 老中 衆の 無 御 志 御 事、 乍 憚 不忠 至極の 御 方く と、 後に 

は存候 事に て 御座 候、 皆々 身 構 之 成に より、 君 を 不明に いたし、 みっから 一 日の 

安 をむ さほり、 難 有 明君の 御 心 を 次ぎ 御 心 もな きと 申 は、 無 是非 事、 私 式 難 及 身 

分のう へ にても、 如此 いたし 候に、 老中 溜 詰の 人 は、 如 鳥獸と 見下け 申 候へ とも、 

露 色に も不 出、 こし を か、 め、 機嫌 をと り 候て、 只々 すゑ を 可 奉 龕と、 日夜 奉 心 


ろめ 月明 
た r こら 田 七 
リカれ 沼 年 


一 願 候處、 八月 十五 日出 御 無 之義、 誠にく 八才 より 心 掛候事 も、 甚 f し 候處、 

一 八月 廿日よりの わけ 合、 かけ 合、 又々 夢中に 存候義 御座 候て、 これにて、 又々 少 

\ 々奉 得 カ候義 御座 候、 乍 去 老中 衆 の 無 志 事 あきれ 果申 候、 勿論 その 時 は、 難う 

一 被 成、 わき 見と はち かひ 可 *. に 候へ とも、 外より 詠 候て は 氣に入 候 老中 は 一人 も 

\ 無 之 候、 此已後 は 能々 御 心得 被 成、 捨 私て 捨欲、 只々 賢 良の 人 を 用 ひ 可 被 成 候、 

一 奧向 賄賂 內願ひ 等の 事 も、 御 止め、 誠の 忠臣に 御成 可 被 成 候、 此節 御成 不被成 候 

\ て は、 奉對 日光 罰 必らす 來り可 申に て 御座 候. 御 後 簡義被 成 ましき 御 神 文は不 

\ 被 成 候 哉、 よく/、 御 愼み可 被 成 候、 私 義ケ樣 申 上 候義、 毛頭 無僞 事、 奉對 日 

_ 光 候ても、 いさ 、 か奉愧 心底 毛頭 無 之 候、 其 餘心付 萬々 御座 候 へ とも、 逐て可 奉 

一 上 候、 

今の 形勢 \  a ハ 今の 勢 を 申 候 は 、 、 病身なる もの 、 、 邪氣を 久しくう け候檨 4^ ものに て 御座 候、 

はお.^ の 一 

0  . 外見に は 邪 故の 元 氣に候 へ とも、 只 元 氣有之 檨に見 へ 申 候、 積 持の 力の 出 候 類 ひ、 
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一 邪氣 の元氣 にて 御座 候、 然る 處、 その 邪氣 を、 汗 吐瀉に て 急に とり 候處、 ベた ベ 

一 たと よはり 申 候、 數 年の 邪 氣入候 事故、 腹中 は 儘に 相 成、 元 氣乏敷 候、 邪 氣入候 

一 處、 其邪氣 去り 候て は、 元氣と 見へ しも、 みな ほろ ひ 候て、 病の 名つ くへ き樣も 

へ 一 なく、 申さ は 大虛の 病と 申へ き樣 子に 相 成、 脫 陽いた し 候 如くに 候處、 其 補 ひに 

一 人參附 子等 相 用 ひ、 誠の 元氣 をつ け 候へ は、 邪 氣の後 も 本復いた し、 誠の 丈夫な 

一 る 人に も可罷 有候處 にて 御座 候、 

\ 一 媽 一 、. その 人參も 竹節吉 野の 產の 如き ものに て は、 決して 補に は 不相成 候、 よろ 

ノ Z しき 參附有 之 候ても、 S ひ 申 候 事 成 かたく、 不受補 症に 候 は、 奉 恐 入 候、 

^、 只今 迄 は、 賄賂 權 門に 付、 おのっから 心中 感 通の 賞罰 有 之、 そのうへ 罰は少 

一 なく、 只つ かひ 候 もの 心の ま、 に 成 候 間、 賞の み 多く、 その 賞 をう けたき 餘り、 

滿 劑 用 自分/、 の 情欲に ひかれて、 賞より 罰 を 生し 候 もの 故、 おのっから 威勢つ き 候て 

5 ぎ 7 幅 \ 邪氣 みちく 串 候、 此度不 圖瀉劑 にて 邪氣に はかに 消し 候う へ は、 此後 ® 良の 人 


z を 御 ゑら ひ 候て、 元 陽の 氣を御 補 ひ 不被成 候と、 元氣の «IS 御 威光と 見へ しも、 

\ もとは 皆邪氣 にて 候 間、 御 威光の 减に可 相成義 と、 日夜 心痛 奉 恐 入 候、 此度御 補 

ノ ひ 被 成 かね 候 は、、 所謂 不受 補の 症に 可罷成 候、 左 樣相成 候と、 邪氣 去り 候に 付、 

大 虛に罷 成候處 へ、 叉々 少々 の 邪氣も 隙に 乘 しゃすく、 先達て 邪氣を 去り 候濱劑 

の藥毒 又々 可 生、 病根 義 同前に 奉 存候、 此上萬 一 本復に 不至 うち、 少々 にても、 

. 邪 氣相感 し候檨 にて は、 甚以 御大 切 至極 奉 恐 入 候に 付、 日 衣 奉 恐候餘 り、 又々 書 

j 付 申 候義に 御座 候、 

™  冰ネ  《 

ホホ  * 

萬 事 111 家 此頃は 萬 事 三 家の 相談に 依って 事が 極まった らしい。 隨 つて 定 信の 意見 は 非常に 勢 

ff 力 を 持って 居った もの だら うと 思 はれる。 館 林 藩史， 料の 中に 收 むる 所の 某の 書狀の 

一 中に も、 

^ 當時は 萬 事 御三家 檨方御 相談 之 上、 事 極り 候 由 申 候、 一橋 樣は 殊の外なる 御 評判 
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申 候 

と ある、 斯う 云 ふ 風に して 天明 六 年の 八月 頃から、 田 沼の やって 居った 政策 は、 塞 口 

と 無く 惡と 無く 皆 片端から 潰された ので ある。 卽ち、 

天明 六 年 八月 二十四日に は 貸金 會 所の 令を廢 した。 

同日、 吉野 山の 採 鑛の撿 分 を 止めた。 

同日 また 印旛 沼の 開墾 を 止めた。 

同年 十 一 月 十五 日、 赤井豐 前が 勘定 奉行 を罷 めた。 

翌七年 六月に は 定信は 陰の 者で 無くして 表 向の 老中と なった。 

同年 七月 二十 九日に は、 兩替 商の 役 金 を 免じた、 是は兩 替屋の 株と いふ ものが 全. 

體で六 百 四十 三 株あって 一 株に 付て 一 年に 十四 兩づ 、 の 役 < 在 を 差 出す ことに 定め 

てあつた のを廢 したので ある。  r 

同年 十 一 月 二十 六日に は、 人參 座を廢 した。 


同年 十二月 五日に は、 赤井豐 前と 松 本 伊豆と が 逼塞 を 命ぜられた。 二人共に 田 沼 

の經濟 政策の 參謀 として、 最も 力あった 人で ある。 

十二月 九日に は、 市內の 空地に 家 を 建てる こと を 禁じた。 是は田 沼の 時には、 市 

內の 空地に も 諸 處に家 を 建てる こと を 許して、 それから 税を 納めさして、 收入を 

圖 つたこと が ある。 是は 次に 載す る 所の 田 沼の 罪 惡を數 へた 二十 六ケ條 中に も あ 

る 如く、 中橋廣 小路の 元と 火 除 地であった のに、 天明 六 年の 頃 其 處に家 を 建て、 

税を 納めし めて、 收 人を圖 つたと. いふのに 對す るので ある。 

八 年 正月 二十 二日 廣 東の 人參寶 買の 禁を 解いた。 是は 日本 國產人 暴の 保護 政策 を 

止めた ので ある。 

同年の： 九月 二十 九日に は 二 朱 判の 鑄 造 を 止めた。 

、八月 二十 三日に 菜種油の 問屋 を 止めた。 

同年の 十二月に ra 文 錢の鑄 造 を 止めた。 
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寬政 元年に は、 日本 橋の 中洲の 堀 を 掘返して 川に M して 了った。 

寬政ニ 年の 十 一 月 九日に 棉 の寳賫 買の 問屋 仲買 を廢 した。 

此の 如く 田 沼の やって 居った 施設 は、 悉く 廢 せられた ので ある。 之に 依って 大に人 

心 を 新たに して、 所謂 寬 政の 維新 を 開いた ので ある。 是 等の 改革が 果して 其 當を得 

たもので あつたか どうかと いふ 事 は、 尙 研究すべき 餘 地が 有る ことで あらう と 思 は 

れる。 然しながら、 當 時に 在って は 鬼に 角、 此 改革に 依って 人心 を 一新す る 事が 必 

要であった ので、 是も亦 一 の 政策と して は、 已むを 得ぬ ことで あつたので あらう 0. 


田 沼への 


田 沼の 職を罷 めら れ たの は 天明 六 年 八月 廿 七日で あるが、 九月 七日の 夜に 家 治薨じ 

ついで 閻 十月 五日に 至って、 左の 宣告が 下された。 

田 沼 主 殿 頭 

名代 


-  堀帶刀 

先達 而御役 御^被 仰 付 候 得 共、 思 召 有 之、 兩度之 御 加嗜ニ 萬 石 被 召 上、 差 控被仰 

付、 大 坂に 有 之藏 屋敷 被 召 上、 尤只 今迄 の 居 屋敷 家作 共 被 召 上段、 於 牧野 越 中 守 

： 宅、 井伊 掃 部 頭 御 老中 御 列座、 御 同人 被 仰 渡 之、 大目 附岩 本內膳 正立 合 相 渡、 右 

一 居 屋敷 之 儀 も、 明 後 七日 迄に 引 拂可申 段、 被 仰 渡 之、 

御 勘定 

喊财 S 豆  松 本伊豆守 

バ 思 召 有 之に 付、 御 役 御 1^ 二百 五十石 被 召 上、 小 普請 入、 逼塞 被 仰 付 旨、 備後守 宅 

にお ゐて、 若年 寄 衆 御 出 座、 御 同人 被 仰 渡 旨、 祌 保喜內 井上 助 之 進 被 達 之 

天明 七 年 十月 二日に 田 沼 は 閉門 を 命ぜられ、 所領 は 悉く 收 公せられ た。 其 嫡孫 龍 助 

一 に、一 萬 石 を 賜 はりて 相 良の 城 は 召 上 ゆられて 了った。 

龍 助大に 一 龍 助の 賜 はった 一 萬 石 は 越後 及 陸 奥の 地で あつたが 是が 甚だ 良くない 場所で 實收は 
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い •  ち めら 一 僅か 四 五千石に 當 るので あった。 か 、 る 中に 八 年 七月 二十四日に 意次 は 七十 歳を以 

一 て 卒した。 駒 込の 勝 林 寺に 葬り、 法名 を隆 興院耆 山良英 とい ふ。 (この 寺、 今猶 在り。 

： 意次の 墓 は 明治 四十 年 墓地 改定に より 染 井に 改葬した。 意知の 墓 も、 立派な のが あ 

： つたそう であるが、 改葬の 際、 外へ 合 葬して 墓石 はなくな したと いふ。 死後 百數十 

年に もな つて 猶 墓まで つぶされ ると いふ は 如何なる 不運の 人で あらう。) 後 をつ いだ 

： 田 沼 龍 助に は 泣 面に 蜂で、 天明 八 年の 冬に、 川 浚 を 命ぜられて、 其 爲にニ 萬 石の 上 

納を仰 付けられた。 斯う 云 ふやうな 風に して 大に 苛められた。 其沒 落の 樣子は 如何 

意次と 平 にも 平家の 末路に 似て 居る 處が あるつ 意次の 人格の 如き も 何 處か淸 盛に 似た 處が有 

清 逸  る やうに 思 はれる。 

意次の 失敗した 當時 「田 沼 主 殿 頭ね 被 仰 渡 之 趣」 と 云 ふ 題で、 宛 かも 幕府から 意次に 

, 向って 罪 惡を數 へて 言 渡した 宣告 文の 如き ものが 作り出された。 二十 六 ケ條の 田 沼 


の 失政 を數 へた ものであるが、 是は 申す 迄 も 無く 擬文 では ある けれ 共 種々 の點 から 一 

見て 最も 興味の 深い ものである。 左に 其 全文 を揭 ゆる。 

申 渡 之 書付  田 沼 主 殿 頭 

(1)一 、 其方 儀、 積年 御 側近 相 勤、 格別 蒙 御 懇意、 拔群之 御 渥 恩以、 追々 結構 之 身分 一 

に 候 得 者 責而者 寸忠建 御 擧文を 御 勸申上 何卒 御 政事 も 御自身 之 知 召、 已 後者 御 一 

先々 代樣御 同樣之 御成 長に も被爲 在、 上下 一統 御仁 德を 奉感戴 候樣、 いかにも. 一 

心 付、 諸事 御 傳敎可 $ 上處、 無 左 者して、 御 讀書之 儀 は 勿論、 本朝 古來之 義士 一 

勇士 忠臣 諫臣 か 議論 等に も拘り 候義、 御 側 向より 御 咄も不 申 上 候樣、 嚴敷 制禁ー 

申 付、 譬は小 兒同樣 に 御 仕 立 申 上、 御 政事 之砌合 は、 夢にも 御存知 不被 遊、 天 二 

然之 御物 好 斗り にて、 世の中い つ 迄 も 殷富 與而已 被 思 召、 其 物 好之處 ゑ、 阿諛 一 

〇〇〇〇〇〇〇〇  oo〇〇ooooo〇j 

, を以付 入、 追々 巧智を 廻らし、 近年 詮擧進 途之權 家 は、 皆 其方 親族 之 者 斗に 而 j 

其方 之 召 仕 之 妾 を 願望の 媒 となし、 度々 登城 仕らせ、 殊に 數日 逗留、 其 節に 莫.； 
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大之 金帛相 贈り、 內外之 親睦 を 結 置 候 儀、 人口 を も 不顧致 方に 候、 其 上 i: 事 は、 

I. まお g ひ、 g&s, や £.ss:l^、  I 才德有 之 候 は、、 一 

無餘義 事に 候 得 共、 闇愚 之 生 質に 而、 親之權 威を假 候而、 諸家 之 金銀 寶物等 を 一 

貪り 集、 旣佐野 何某 之 爲遂撗 死 候 程之惡 行跡、 恥辱 無此上 事に 候、 其 節 愁傷 恐 一 

惶之 顔色 少も無 之、 公然たる 勤 方、 言語に 絕し， 甚た以 人情に 遠き 樣 子に 候、 一 

尤其已 前より、 年々 權威相 募、 籠に 一 天下 之 御 政務 其 身 一 人に 歸 候に 隨ひ、 您 

而御儉 約と 申 名目 を 立、 御 膳部より 初、 御 召 物 其 外 一 切 之 御用 不殘 減少に 相拘- 

自然と 麁 薄に 相 成 候、 是等は 誠に 以 冥加 至極 恐 敷 儀に 候、 a 儉 約と 申 候 は、 

人 之大德 に而、 至而宜 事に 候 得 共、 上た る 御 一 人、 又は 親身た る 者 之 上に 而、 バ 

兎角 君 親た る 人々 の 行 候 道に 候、 臣子 たる 者より 君 親た る 人 之 行 候 道に て は I 

之 候、 其 上 誡之儉 約と 申 仕方無 之、 吝嗇 之 筋に 候へば、 下 々 より 自然 與 上.^ 

奉 恨 樣に成 行 候、 此 段文窗 故、 儉と吝 と 表裏 候 儀、 不相 分、 嗇之 筋を儉 約と 心 一 


諸事 興行 一 


十^ 所 火 

消 展數の 

サ地廢 


皇 大神宫 

御造替 

怠る 1 


00000000  000000000  OOOOCCOCO 

得 遠、 下 之 痛に 成 候ても、 上 ゑ 御 利 盆 付 候へば、 諸事 無 遠 il, 興行 申 候、 依之姦 

智之者 共、 近年 吝嗇 之 筋より 立身、 諸大 夫に 至り 候 人 も 間々 有 之 候、 是等は 民 

之 油 をし ほり、 上 之 御仁 德を 損し 候 事、 不忠 不篛 可申檨 なき 次第に 候、 吝嗇 之 

筋より は、 御代々 御 傳來之 御 武器 等、 年々 御手 入も不 仕、 見 分 之處、 御上 直ち 

に 候 得 は、 實之 御用に も 不相立 御 品 數多有 之 候、 是等 は其掛 りに 而、 心得 有 之、 

諸 役人 之 不堪 歎息 事、 

(2) 一 、 十 ケ所御 火 消 屋敷 之 儀 は、 火事 之 節 御手 當與は 乍. &、 其實は 御. 深慮 有 之 候 

御大 切 之 御 役 屋敷に 候、 然 處御儉 約と 申 名目 故、 十六 年 以前、 辰 之 年 大火 以後、 

別而御 普請 麁 末に 相 成、 時々 御 修復 無 之、 近來壁 ± 等 も 落 損し 候而、 外より S 

之 樣子見 透 候 所 も 有 之 候 事、 

(3) 一 、 伊勢 天 照大； S 宮之 御社 は 二十 j ケ年 目に は 新に 御造營 有之來 候處、 度々 願 

出 候 而も 取 上不仕 候、 傳 通院 は 御先 祖樣 格別 之 御. ffl 緖有之 候 寺に 而、 近年 破損 
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, に 及 候 故、 度々 願 出 候 得 共、 是亦不 取 上 打 捨置候 儀、 御宮 柄 御寺 柄 故、 賄賠金 

き^ i きき ふか、 聞 届け も 不仕、 追々 大破に 相 成 候、 此外も 右に 准し 候 儀 は、 

種々 有 之 候 得 共、 右二 ケ所は 重 典 共 可 申、 何某 之 御用 差 置 候 而も、 第一 に 御 普請 

無 之 候 而は不 叶 事に 候、 秋 毫も 不, 留., 心頭 1 候へば、 自然と 上 之 御 德輝も 薄く 成 

候 事、 

(4) 一 、其方 御 役 星 敷內之 儀、 同席と 違、 格別 之 美麗 を盡 し、 衣食 井翫 木石に 至 迄 も" 

天下 比類な き 結構に 而、 居間 之 長 押 釘隱等 は、 金銀 無 1^5 に而 作り、 是亦 銀座 之 

t 共-^ り、 賄賂に 而相贈 候 由、 是 等に 准し 候 儀 は、 其 余 一 々皋 に不遑 候、 木 挽 

&屋 5^ に は、 腐 木 作りの 座敷 有 之、 物見 座敷 前 通り 之 堀、 御用 託、 浚 申 付、 濱 

町 屋敷 は 御當代 初より 無 之 花 美 を 極、 三方より 堀、 是又 御用 託、 逸 申 付、 其 上 

當春 類燒之 後間 も 無 之 >  以前より 格別 之 再 造營申 付、 大火 後 御家人 初 一 統夥敷 

及難義 候義、 眼前 能 も 乍存、 其 痛も不 顧、 自分 * 人 之 娱樂を 極 候 儀、 役柄 不相 


臣 妾に 至 一 

迄の 驕奢. 


て 諸 大名 

官位， 4^ 取 

持つ 


妄に 諸侯 

金紋 

す 

峯 岡の 材ぬ 


應之 心得に 而、 其 身 は 勿論、 召 仕 之 妾、 自由自在 之 驕奢、 家來 重立 候 者 共 も、 

榮耀權 勢、 日々 起立、 =s ^理非 法を以 ヘム 法 を 破り 候 事 も、 . 問 々有 之 候、 上 之 御 威 

™  光年々 に衰る 事、 其方 一 人 之權勢 >  日々 盛に 相 成 候、 たと へば 上樣 にも 萬 事 御 

\  儉約而 巳に 而、 S 方 始家來 之 者 共 迄 も 莫大 奢 美麗 を 極 候 事、 如何 相 心得 候 哉、 

产 

一  附り 

、 (5)  一、  ss.p;^isli 之 儀 は、 天聽、 S 奏達も 有 之、 至而 重き 儀に 御座 候處、 金銀 を、 35 

きき 候？ i ^か！^ 取 持、 世話 仕 候義有 之、 溜 之 間 席 之 儀 は、 御 輔佐 役に 而、 時 

に 取 候 而も 重き 御 政事に も 相 加り 候 得 は、 雖爲 家柄、 若年 又は 行跡 不正 之 人 

々、 其 用捨 可 有 之處、 金銀に 而 賄賂に 候 得 は、 其 撰も不 仕候而 差別 無 之 事、 

(6) 一、 家柄 之 ill^ &之 儀、 賠赂 に而取 持、 被是取 繕、 願 之 通り 被 仰 出 候 上に 而、 

、 亦々 被 御 指 止 候 儀、 其方 一 存之取 計に 而、 金銀に 迷 候 致 方顯然 候、 

(7) 一、 峯岡之 儀 は、 良 蔭之淸 流、 岩石 之 地に 而、 御先々 代樣、 御 深慮に 而、 ハル シ 
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ャ馬御 取 寄、 厚く 御世 話 被 遊 候 御牧 場に 而、 年々 繁昌に 候處、 是亦 山師 共より、 

賄賂 金 を以、 御爲 御盆と 申 名目に 泥、 樹木 を 伐り 出し 候 故、 日陰 薄く 淸流も 乾 

候而、 牧馬黟 及 死 失 候、  , 

(8) 一 、 近年 御 ffl 金と 申 名目に 而、 呉服 所より 諸 大名 衆、 2 御 貸付金 有 之、 尤 御金 は吳 

服 金 之 由に 而、 其 利金 を以 月々 御 召 物 之 料 之 代金に 相 成 候 由、 縱令 如何程 御儉 

約に 相 成 候而、 御 爲とは 乍 申、 御 资付之 利金 を以、 御吳服 料 之 代金 相補 候 儀、 

卑劣 之 至り、 言語 道斷之 事、 其 上 右 貸付 之 名目に 而、 諸權門 井家 中 金銀 儲 居候 

者 共よりも 指 加、 畢究上 之 御 威光に て、 元利 無滯取 立、 損金 無之檨 に、 姦商之 

巧に はまり、 上 之 御 德を穢 候 事、 

(9) 一  , 近年 町人 共に 御 貸付金 之 儀に 付、 種々^*1之儀有之、 其 上 預り候 町人 共、 

殊之外 迷惑に およ ひ 候 事、  ， 

(2)一、 金 座 之 儀 は、 御 由 緖有之 候 得 共、 元來 町家 之 儀に 候 得 は、 家業 柄と 申、 平生 


\  帶 刀に は 曾 而及不 申 候處、 是亦. 賄賂へ を以 取扱、 卒 生帶 刀に 而相 勤候檨 に、 相 

成來、 因玆 御家人 愁而 信服 不 tt 候 事、 

H^ra  (U) 一  百 性 町人 帶刀之 儀 は、 重き 御 制度に 而、 古来より 員 茂 大方 相定 候處、 御領 御 

刀 代官より、 爲差儀 も 無 之 候 を、 兎や角 申出 候 得 は、 爲御 褒美、 御 銀 被 下 候而、 

宜可相 濟處、 帶刀 御免被 仰 付 候 は、、 金銀 を W 賄賂より 相 調 候 事、 

御用 ii 町 (？ -) 一 、 御用達 町人 共 之 內、 家業 柄 又は 御 由 緖之有 者 共 も、 年來 知行 井 御 扶持 被 下、 

人 - - 帶刀 

. ^許す  拜領星 敷 等 有 之 者 は、 格別に 候 得 共、 身元 憶 成と 申 斗 を以、 被 仰 付 候、 中奧之 

御用達 之 者 共 之內、 火事場ね 道中 帶刀之 儀、 賄賂 差 出 候 得 は、 取 持 候 而御究 有 

之 候 事、 

御用達 町 一 (お) 一、 ^^^、  着用 之 儀は雖 御家人、 不 容易 候處、 御用達 町人 共 之 内、 是 

默 一  . 亦 贿賂金 差 出 取扱 候 故、 御免被 仰 付、 尤是等 は 一 統之 御用達に 候 得 は、 一 同に 

用.^ 許す  可 被 仰 付處、 一 人 亦は貳 三人に 限り 候 儀、 全く 賄赂 金に 而相調 候 事、 顯然 明白 
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に 候 事、 

(^) 一、 か錢之 儀、 目方 近年 別 而輕く 相 成、 依 之 通用 之 位 年々 相 減 候、 是等は 最初 

姦猾之 者 之 深 巧に 候へ は、 眞實之 明 智無之 故、 諸人の 難儀 世上の 衰微に 相 成 候 

義、 少も 心付不 申、 當然之 賄賂 金に 迷 候 事、 

CS)  一  、i^§ 之 儀、 表に 八片 を以、 小判 一 兩に換 と 申 名目 之 有 之 候 得 共、 全 體姦滑 

之 者 之 巧 故、 性 方 不宜、 唯今に 而は、 愈 怪敷相 成、 中々 八 片に而 小判 壹兩 に換 

候義、 後々 成閒敷 候、 是亦 上より 下 を 御 欺 被 遊 候に 相當 候、 畢竟 賄賂 金 取 候 而_ 

御爲 御盆と 申 筋より 被 行 候 得 は、 後代 衰微 之 階と 相 成、 其 上 近年 通用 之 新鑄錢 

は、 づく 泥土 を 交 候 故、 通用 之 内、 年々 何程 か碎 散り 候 儀 不相知 候、 寬 永通寳 

と 申 大切 之 文字 を さへ、 文 錢同樣 に 通用 被 仰 付 候 儀、 全く 御 威光に 而、 下 を 御 

欺 被 遊 候 儀 無理 至極に 候 得 共、 是亦 賄賂 金より 相 調 候 事、 

03)一 、御 曲 輪 內星數 等、 地面 廣め張 出し 候 普請 有さ、 井 火 除 地 俄に 新星 敷 出來候 も" 


賄 赂金差 出し 候へ は、 近年 願 之 通 被、 仰 付 事、 

S  - . 中橋廣 小路 之 儀 は、 古 來火除 地に 而、 其、 上爲 通用、 先年 御堀 迄 堀割 之 儀 も 

被 仰 付、 御內 吟味 等 も 有 之處、 近年 御用達 町人 共より 贿賂金 差 出 候而願 候へ は、 

追々 拜領被 仰 付 候 事、 

(S) 一、 淺草 御藏 米 火 除 地 格別 之 御用 地に 候へ 共、 近年 は 町人、 2 寶渡被 仰 出 候、 全 

く 其方 賄賂 金に 相 調 候 事、 右 數ケ絛 之 儀 は、 畢竟 金子 貪り 候爲 W 公之 御 制度、 

井 御用 地 すら、 權威 を以賫 物に 仕、 相當 り、 k 罪深 重 之 事に 候、 

(S) 一 、 駿遠參 之 三ケ國 は、 御 普 代 閥閱之 地に 而、 必 交代 相 勤 候 場所に 候處、 御 役 

之 者 は、 在所に 罷 在候而 は、 御 役替之 間に合 不申 候歟、 金銀 を 以取餘 へ、 大方 

在處、 2 罷越不 申、 病 氣と申 上、 滯府 いたし 候 故 * 三ケ國 諸侯 至 而相減 候、 是等 

, は古來 より 大切 之國々 に而 候處、 等閑 之 事に 相 成 候 事、 如何 相 心得 候 哉、 畢竟 

賄賂 金 迷、 此 趣より 諸 觀定混 亂に相 成 候 事、 
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鐵 座の.，^  一  (^ヒ 、 近年 諸 M 產物鐵 之 儀に 付、 大坂 表ね 鐵座被 仰 付 候砌、 賄賂 金 差 出願 候 分 は、 

鐡座之 外に 寶出候 樣に被 相 成 事、 

(？ 01、 九州 邊 より 近年 川 境 爭論有 之、 已に雙 方より 重立 候 役人 出府 有 之 候 程 之 儀 

に 候、 是をも 最初 賄賂 金 取 候而、 片落 偏頗 之 取 計より 事 起 候 事、 

(？ -) 一 、 其方 家 來潮田 典 膳 奴 僕、 先年 神 田 橋 之 御門 番所に て、 夜中， 藉之 節、 以權 

威 無法 之 取 捌に て、 稻葉 何某 家來當 * 之 重役、 不調法に 相 成 候、 侬之 列座 之 諸 

侯 4< た 及 憤怒 候 事、 

^  00000000  000000000  0000000000 

醤師御 目 (85) 一、 近來不 擧麁術 之醫師 共、 賄賂 金 を 差 出 候 得ば、 容易 御 目 見 を 仰 付 候 事、 是 

見の 事  等 は 重々 不屆之 至に 候、 第 一 司 命 職に 候 得ば、 如何 樣 にも 厚く 遂 吟味、 擧術共 

相 勝 候 は、、 御 撰に も 可 然之笞 之處、 其處 心付不 中、 甚だ 不實之 至 候、 就中、 其 

方 之 妾 宿 許 之 儀 は、 醫師 右內緣 を以、 一 門 文 不通 之麁醫 を、 奧醫師 え 出 候 儀、 

世上 一 統及 嘲弄 候 事、 是等は 上 之 御格錄 を、 任 權烕奪 候に 相 當り候 事、 


な 屋け役 物 八 代 映の im 
奪の 江 所 寡 丈 ふの 地增 

ふ家戶 賣島  田;^ 浑 

業 問 設の產  に膏頜 


(お) 一、 其方 御 加增拜 領之采 地、 近隣 又は 遠 境に て、 諸侯 方 之 累年 領し來 り 候膏腹 

之 良 S と 引替 候 故、 從來 困窮 之 諸侯 方 は、 彌以及 難儀 候、 依 之 其方え 遺恨 を 含 

候 儀、 數多有 之 候 事、 

S 1 . 八丈島 產物 義は、 多年 問屋 有 之、 年々 前金 差遣、 所々 にて 數人 渡世 仕來、 

然處、 此度 上より 新規 御 買 上 之 御 役所 相 立 候、 依 之、 是迄之 問屋 共より、 差 出 

置 候 前金、 皆 損亡に 相 成， 家業に 放れ、 困窮に 及險、 其 上 以後 は、 御 役人 之 働 

にて、 定而長 崎に て、 唐 船荷 物 御 買 上同樣 に、 下 直に 可 相 成 事、 如 指 掌中 候、 

江 戶問星 共 之 家業 を 御 奪 被 遊 候に 相當 候、 愁而 人々 之 家業 を 權威を 3 奪 候 は、 

亂世之 基 可 相 成 事、 古來 より 其 證據有 之 候 得 は、 無 是非、 沖 中に て 拔賫等 仕 候 

儀、 顯然に 候、 其 節 は 公法 を以 罪科に 被 仰 付 儀 も 可 有 之 候、 是は 全く 下 之 金銀 

, 御し ほり 被 成 候 筋に て、 聚 歛之臣 あらんより、 寧盜臣 有れと 之聖 言、 不恐愼 よ 

り 之 取 計に 候、 辛 攻は虎 豹よりも 恐ろしと. は、 今 世 之 中 之 事 を 言な らん、 も 之 
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外 金銀 賄賂 請 候而、 彼是 筋 も 無 之、 其 權勢を 以取斗 候に 付、 家來 重役 人 等、 是 

亦 金 敬 私欲に 迷 ひ、 公法 を 破り 候 故、 夫 を 見習、 諸 役人 初輕き 下く 之 役儀 有 之 

者 迄、 金銀 私欲 斗、 第 一 と 相 心得、 依 牯最負 を以、 萬 事 取 斗 ひ 候、 一 人 之 私欲 

より、 天下 之 士情を 失 ひ、 唯今に て は、 武士 之 義理す たり 果候 而、 人々 金銀 を 

聚、 身 不相應 之 驕奢 を 極 候 儀、 能事と 人々 相 心得 居候 樣に 自然と ケ 樣之惡 風俗 

に 押 移 候 儀、 其 根本 は、 其方 一 人 之 大罪 不可 遁候， 事、 

(^) 一 、 原 宗兵衞 企 之 一 件 被 行 候 は >、 誠に 以 天下 亂 謬た る こと 必定 之 事、 右 之 外- 

o〇o〇o  〇〇o〇o〇〇〇o,  :<  ,、  '  ^  :r  r  » 

上州耦 運上、 無人島 蝦夷 印旛 沼 之 儀 は不及 沙汰 候 事 

天明 七 丁 未 十月 申 渡す、 

(ィ 二日) 

落 書の 多く 出た こと は、 また 佐 野 善 左衞門 一件のと きに も 劣らなかった。 その 中、 

三 四 を 左に しるして みやう。 
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\ 水 は 出る 油 はきれ る 其 中に 何とて 米 は 高くなる らん、 方々 よろこべ、 田 沼が 役 は 上 

\ つた はやい、 

第 一 下のお ごり を留 上々 の 欲心 をつ よくし、 

田 沼の 懷中を あた 、 め 諸 役人の 爪 を 長し、 

小判の 相場 をく る はし、 南 繚は片 の 文字 を僞 し、 

萬 民の うらみ をつ よくし 太平の 代 を さわがす、 

此外何 にても かんりゃくに 用 ひて 吉、 

亂 國侍來  散 山 不首尾 之 御作 

、(佛 像の 圖 あり、 略す) 大着山 同 愁院凶 内 仕 損 寺に て此度 百年目 之 帳 

印旛 沼大 尊像 
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蓮 上 大師 用金 佛 

井靈寳 物品々 

綠 起 

抑 當時暌 帳し 奉る 所の 用金 佛は、 昔たい とう 三百 石より 御 出現 まし/ \ たる、 例年 

あた じけ なき 尊に て、 散 山 不首尾の 御作な り、 其む かし 伊 S 守 此み佛 に 金銀 を捧上 

て、 信心 怠りな かりし かば、 忽 奉行 職に 立身し 給 ふ、 夫より 大名 旗本に 至る 迄、 信 

仰せす とい ふ 事な し、 み佛の 威光ます/ \ 殿中に 輝き渡り、 終に 將軍を 極樂へ 救， ひ 

取 給 ふ、 かるが ゆへ に、 此 たび 祌田橋 うち 大着山 南無 三 坊仕損 寺に 於て、 かい a き 

せし むる もの 也、 世上 困窮の 輩 は、 近 ふ 寄て 悦 ばれ ませ ふ、 ひとたび 畿る、 輩 は、 - 

惡事 災難 をまぬ がれ、 劍難盜 難 を 逃る、 事 疑 ひなし、 誠に 强惡 無禮の 尊像な り、 六 

合 入の * 袋 を 御 持 參被成 ませう、 

傾 運 田沼大 里の 御影 は是 より 出ます、 


大方 は 

正月より 左り へく、 

廻り まし ふぞゃ 


小 間 料 銀 三.^ より 

づ、 にて 焚 

出 申 候 

仕 損 寺 役者 


ちょ ほくれ ちょん がれ 

そ もく わつ ちが 在所 は、 遠 州 相 良の 城に て、 七つ 星から けいはくば かりで、 お 

そばへ つん 出て、 御用 をき くやら、 老中に 成る やら、 夫から 閗 ねへ、 大名 役人 役 

替 させ やす、 なんの かのとて、 いろく 名 を 付、 むしゃう に 家中の 物まで、 ふけ 

、ん になり やす、 あんまり わつ ち も 嬉しい まぎれに、 とてもの ついでに、 大老なん 

ぞと、 是 から そろ むほんと でかけて、 出入の あんま を 取 立、 おいし やと こし 
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) らへ、 千 川上 水、 印旛の 新田、 吉 野の 金 掘、 む 性に 上納、 御盆の 御爲 のなん のか 

へ 八 のとて、 さまぐ 名 をつ け、 おごって 見 たれば、 天のに くしみ、 今 こそ あら はれ、 

\ てんて こ 舞 やす、 ャレマ タ くむす こ は 切られて、 孫 はくわる、、 印旛の 水 か 

一 ら、 關 東へ 押出し、 新田 所 は 五 年が 間 は 皆無に 成り やす、 やれやれ、 夫から 取 立 

\ 醫者 めが、 藥 がちが つて、 因果と わつ ちが をち どに なりやす、 御 役 はは なれて、 

\ 女の 老中に、 めったに しかられ、 是迄 いろく だまして とった る 五 萬 七 千、 名ば 

一 がりく， 七十 づら にて、 こんなつ まらぬ 事 こそ 有まい、 ほんに ことし は、 天 時 

一 つきた る、 かなしい こんだ に、 ほういく ノ、、 

田 沼の 後 因に いふ、 田 沼 家 は 龍 助 意 明 天明 八 年 卒して、 子な く、 弟の 意 « 嗣ぎ、 寬政九 年に 

裔  \ 卒し， その また 弟の 意 信が 後 を 承け た。 これが 享和 三年に 卒して、 同姓 能 登 守 意 致 

一 の 四 男 意定を 養うて 嗣 とした。 意定 文化 元年 卒して 子な く、 主 殿 頭 意次の 次子 意 正 

\ を 以て 嗣 とした。 意 正は大 番頭に 任ぜられ、 大 阪ニ條 等の 城番 となり、 文政 二 年に 


一 は 若年 寄と なり、 ついで 舊領相 良に 轉 じて、 家の 名譽を 復興した 人で ある。 天 保 七 

一 年に 隱 居して、 長 干 意 留が嗣 いだ。 意留、 十 一 年に 隱 居して、 長子 意 尊が 後 をつ い 

Z だ。 意 尊 は文久 元年に 若年 寄と なり、 元 治 元年 武田耕 雲齋を 伐ちに いった 事 も ある" 

大名と しての 田 沼 氏 はこの 人が 最後で ある。 明治 元年に、 上 總小久 保 藩に 轉封 せら 

一 れ、 二 年に 版籍 を 奉還し、 ついで 藩 知事に 任ぜられた 事 は 例の 通りで ある。 同年 十 

一 二月、 病 ありて 起つ 能 はす、 請うて 岩 槻藩知 事大 岡 忠貫弟 金彌を 養うて 子と し、 後 

一 を嗣 がしめ た。 名 を 意齊 とい ふ。 その後、 華族 名鑑に は" 子爵 田 沼 望と いふ 人 あり 1 

\ 望 卒して 子 正つ ぐ。 之が 今の 田 沼 子爵 家の 當 主で、 明治 十 a 年生れ である。 

一 (膽 

ノ  天明 H 記 白 川樂翁 一代 略譜 伏 見 義民 傳 京 兆府尹 記事 松 平家 文書 館 林 藩 史料 

一 、 文蔡院 育紀 大日 本 貨幣 史 御 老中 波 書付 留 後見 草 .1 蛛 の絲卷 甲子 夜話 田 沼 

Z  狂 書 憲教類 典 夭 明雜 si 翁 草 田 沼 主 殿 頭へ 被 仰 渡 之 趣 田 沼 家譜 華族 名鑑 
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さきに 八 段に 亘 つての ベた 事項、 一 、 田 沼の 專權、 二、 役人の 不正、 三、 士風廢 弛 

四、 風俗 淫靡、 五、 天災 地妖、 六、 百姓 町人の 騷動、 七、 財政 究 迫と 貨幣 新 鑄、 八、 

開發と 座と 運上、 此 等は總 ベて 此 時代の 喑黑面 を 示す ものである。 併ながら 吾人 は 

此暗黑 の 間に 於て 一 道の 光明の 閃く もの 、 あるの を 認める。 それ は 卽ち此 時代に 於 

ける 新氣 運の 潮流で ある。 その 新氣 蓮と いふ は、 

第一 は 民意の 伸張で ある。 換言すれば 民權發 達と も 言う 可き ものである。 上の 第 六 

條に數 へたる 百姓 町人の 騷 動と いふ もの、 如き も、 一 方から 見れば 民 權の發 達の 一 

階段で ある。 この 現象に よって 察すれば 此 時期に 於て 確かに 時勢の 變轉の 著しき も 

の ある を 見ろ 事が 出來 る。 併ながら 是は 幕府の 方から 言へば 武家の 衰亡の 端 を 啓い 

たもので あって、 卽ち此 田 沼 時代 は 幕府に 取っての 下り坂であった。 彼の 忡內 式部 


竹內 式部 一 が寳 磨の 頃 京都に 於て 公家 衆の 間に 講義 をして 盛んに 朝廷 復 輿の 爲に擧 問 を 獎勵し 

一 て 居った。 時の 關白は 公家 衆が 天皇に It? 部 流の 擧問 を御勸 め. &し、 それから 朝廷に 

於て 今に 騷動を 起す とい ふやうな 風說が 生じて、 心配 をした。 公冢 衆が 黨を 結んで 

謀反. を するとい ふやうな 噂が 立った。 是に 於いて 之の 處分 をした。 それと 同時に 京 

都の 所 司 代の 方に 通知 をして、 式部 を 京都から 追放 せん 事 を 要求した ので ある。 

一 其 時に 式部 は 京都の 町奉行に 喚 出され、 訊問 せられた。 さう して 色々 問答 をした。 

今の 天下 \ 時に 町奉行が 式部に 問うて 曰 ふのに、 「汝は 講義の 時に 今の 天下 は危ぃ 天下で あると 

jl 危き 5 一  考へ ると 言った さう であるが、 左樣 であるか」 。式部 「成程 實に 今の 天下 は危ぃ 天下で 

メ あると 存じます、 然し 此事は 講義 をす る 時に さう は 申さなかった。 併ながら 今日 唯 

今 此決斷 所に 於て 私の 心底 を 御 尋ね あるに 當 つて 僞を 申した といって は 恥 入ります 

： か/ ら 明かに 申します 。二 莨に 今の 世の中 は危ぃ 天下で あると 思 ひます」 。式部が 少しも 

一 臆せす 慕府の 役人の 眼前に 於て 今の 天下 は危ぃ 天下で あると 述べ たので 泰行 は實に 

第 十 新氣？ f ュの 潮流  二 六 一 


不蓋自 自禮天 
失 十—^ _諸 樂下 
突 世 侯 侯征無 
希 出 出 伐 道 
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驚いた、 列んで 居る 連中 皆 色 を 失った 樣 子であった。 式部つ》 けて. いふに は 「何故に 

危 いかと 申し ますれば、 聖人の 言に 天下 道なければ 則ち 禮樂 征伐 諸侯より 出づ 諸侯 

より 出づれ ば、 蓋 十 世に して 失 はざる 稀な りと 御座います。 (III. 衞』 II) 唯今 は 政治 

が關 東から 出て 居る ので あるから して、 それ は 孔子の 仰せら る、 通り、 禮樂 征伐が 

諸侯より 出て 居る ものである 。故に 今の 天下 は危ぃ 天下で あると 申す のであります」 

と斯ラ 言った、 是は 式部の 趣意で は、 表 向に は 唯、 孔子の 言葉 を 基と して それに 依 

つてい ふた 言で ある けれ 共、 其內 心， として は、 當時 幕府の 政治が 段々 弛みが できた。 

まだ 田 沼の 政治で はない が、 八代將 軍の やめた あとで、 種々 彌縫を やって 居る 時で 

時勢の 變 \ ある。 內 式部 は 其 時勢の 變轉を 熟 々感じて 言った もので あらう と 思 はれる。 さて 

I  4z 內 式部 自身が 此の 如く 危き 天下で あると 云 ひ、 又 政權を 朝廷に 囘復 する 爲に は、 

公家 衆が 擧問 をし なければ ならぬ とい ふので、 其 根本 を 養 ふ爲に 公家 衆に 擧問 を勸 

下 上- * 議 

す  めた の は、 是は謂 は》 下が 上を議 する のであって、 矢張り 是も 一 種の 民權發 達と 見 


上ら 人 御 

4> れに觸 
凌す 用 も 


メ なければ ならぬ。 尙ほ 前に 凰.^ 引いた 如く 落首の 多き こと、 是は 特に 此 時代 頃から 

一  著しい ので あるが、 その のんきで、 樂天 的で、 人 を 馬鹿にした さま は、 官憲 も 何も 

權發 達の \  . 

一例  \ 眼中に あった もので はない。 最も 自由に 時勢 を 諷し、 政治 を 嘲り、 不平の 氣を 叶き 

\ 文明 を 批評す る 是も亦 民權發 達の 一 つの 徵と 見る ことが 出來 る。 

一 天明 七 年 六月に 其 時に モウ 老中に なって 居った 松 平定 信が 意見書 を t つて、 上下 一 

_ 致 贈賄 奢侈の 禁 等の 事數條 を陴 した 所の 書が 有る、 其 中に 斯う 云 ふ 事 を 言って 居る、 

^  \ 御觸等 出で 候ても 人々 用ひ不 申、 反て 誹謗 を 生じ 候 樣に罷 成、 總て下 勢、 おの づ 

し ぶ 

ぐ から 上 を 凌ぎ 候 樣に相 見 候 

是も 階級 制度が 喧 ましかった 其 時から 見る と宜く 無い 事で あるが、 一 方から 見る と 

一 民權發 達の 新氣 運に 向って 居った と 見る 事が 出來 る。 

一 此、 時代に は 町人の 勢力が 盛んになって、 それが 武士と 代 はる やうに なって 來 た。 幕 

I わ 勢 一 府の 衰亡の 原因の 始 りは此 時代に 起って 居る ので ある。 町人の 勢力の 段々 發 達した 
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武士の ふ \ 


、面 


札 差の 入 一 

.牢  ^ 
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樣子は 色々 な 事に 現 はれて 居る が、 安永の 頃に 札 差の 高利 を 貪る 者を罸 した ことが 

有る。 札 差と いふ 者 は、 幕府の 士に 取って は 金融の 中心に なって 居った ので、 卽ち 

旗下の 藏聚 受取な り 賫買を 請負うて、 其 經濟の 鍵 を 握って 居った ものである。 そこ 

で 其 俸祿の 米 を 抵當に 入れて 金 を 借る。 それが 段々 利に 利 を 重ねて、 負債に 苦む 者 

が 多かった。 安永 三年の 十二月 十九 日 幕府が 令を發 して 武士の 覆面 頭巾 を 禁じた 事 

が ある。 其 時の 落首に、 

覆面の 頭巾 は 御 目に か 、 れ ども 

御 目に か 、 らぬ 武士の 不 工面 

武士の 勢力が 町人に 抑へ られつ 、ある 檨 子が 見えて 實 に悲慘 なる 滑稽で ある。 安永 

六 年に は 札 差の 中に 高利 を 貪る 者が 取 調べられて 入牢せ しめられた Q 

それにつ いて 落 書が できた。 

お 切 米 はいくら 拾 六兩壹 分、 また 利 は 高い、 あの 米 をう つて、 小 刺 をと らしよ、， 


小判と ふした、 油に も 米に も、 藏 宿の 見せて、 くと いて こちて、 又 一 俵 かりた、 

其 宿 はと ふした、 地頭 どんの 御用 を、 他行して いぬと、 みんな 牢 へいった、 

士曰、 小 普請 金の あら ざれば、 なけ 共不 借、 かせと も不 返、 藏 宿の 其 割合 をし 

らす  . 

札 差 はさう 云 ふ 風に 旗下 を 苛めて は 金が 溜まる。 そこで 贅澤 をす る。 通 を 張る とい 

ふこと になる、 當時 有名なる 十八 大 通の 中に も 大口 曉 雨の 如き は 芝居に 於 T 殊によ 

く 知られて 居る。  、、 

旗下の 困窮の 結果 遂に 寬 政の 改革に 於て 所謂 棄捐の 令が 發 せられた、 これ は 鎌 倉 時 

代に おける 德 政の 令と 同じくて 武士 を 保護す る爲 めの 令で ある。 卽ち六 年 以前の 證 

券 は 總て之 を 切棄て 、六 年 以內の 者 は 利子 を 低く して 年賦 を 以て 返さし むる こと 、 

ムた。 

*  ネホ 
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第二、 因襲 主義の 破壞 封建制度に 附 物の W 襲 主義 は、 此 時代に 破られ： U 者が 少く 

ない。 是は 幕府 其 物に 取って は餘種 重大なる 損失 を與 へた ものである かも 知れぬ。 

然しながら 全體の 時代に 取って、 新しい 氣運を 起した とい ふ 事 は爭ふ 可らざる 事實 

である。 此舊例 格式 を 破った とい ふこと は 彼 田 沼の 罪狀 二十 六 ケ條の 中に も 凡、 五 

ケ條 ばかり 其 事に 付て 述べて ある、 其 一 は 平生 帶 刀に 及ばぬ 所の 銀座の 者に 帶刀を 

許した 事。 第二、 百姓 町人に 帶刀を 許した。 第三に 御用達、 町人の 火事場へ 道中 帶 

刀 を 許した。 第 四に 殿中に 於て 御用達 町人に 慰 斗 目 着 ffl を 許した。 第五、 町醫 者に 

御 目 見 を 許した。 是等を 以て 田 沼の 罪 狀に數 へて 居る。 是は 如： g にも、 格式 を 重ん 

する 制度から 見れば、 一 種の 罪惡 とも 見た かも 知れぬ。 然しながら 一 方に 於て 斯か 

る 舊例を も 破った 田 沼の 見識 は、 認めて やらん ければ ならぬ と 思 ふ。 御 W 達 町人な 

どが 帶刀 をして 居った とい ふ 事 は、 此頃 になって こそ 容易に 許されぬ 事で あったら 

うけれ 共、 天 和 以前に 於て は 何れも 左樣 であった とい ふ 事で ある。 


\ 畫師の 狩 野滎川 は、 田 沼に 取 立てられて、 醫官 並に 列した。 それ は 以前 年始に 時 服 を 

賜 はる 時 は 醫者衆 は 無紋の 服に 白 を 重ねて 賜 はる 例であった。 然るに 田 沼 は 榮川を 

i 最 員の 餘 りに、 總 ての 醫官に 賜 はる 所の 品 を 紋服に しゃう として、 同朋 頭 をして、 

御納戶 頭に 其 事 を 諷せし めた。 そして、 御 納戶頭 をして、 之 を 紋服に 計 はしめ やう 

： とした 處が、 其 時 御 納戶頭 を 勤めて 居った 某が 其 事 を 承知し ない。 此 役所が 始まつ 

一 てから 以來の 古例 を 破る とい ふ 事 は 私に は出來 ませぬ。 强 ひて 左 樣 にせよ とい ふ 事 

一 であり ますれば、 書付 を 以て 御 下知 を 下されたい。 若し 老中から 屹度 下知 せられる 

ことであるなら ば、 上の 御盼 付で あるから 其 時 は 畏まって 其 命 を 奉じ ませう と 言つ 

たので、 沙汰 止みに なった とい ふ 話が ある。 

町 翳の 登 町 醫を大 に 登用した の も 田 沼の 見識の 在る 處 であった らうと 思 ふ。 明 和 二 年の 七月 

三日 町醫の 日向 陶 庵が 著 はす 所の 本草 綱目 考異 を默 じた。 安永 九 年 十 一 月廿 九日に 

一 日向 陶 庵と 三 木 昌甫、 勝 S 養 元、 伊藤 尙貞、 太 田 元 達、 栗原昌 庵、 印牧 玄順、 長 谷 

第 十 新氣 運の 潮流  二 六 七 
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) 川 長 順、 宮地要 立、 小島 昌流、 瀨 尾昌玄 等が 治療が 精き に 依って 拜謁を 賜 はった。 

一 天明 六 年 八月に は將 軍の 病 激しき 時に 町醫の 日向 閬庵 をして 診察せ しめた 事が ある、 

\ 是は 失敗に 終った ので ある けれ 共、 兎に角 格式 を 破って 何時でも 手腕の 有る 者 を 登 

松 本 伊豆 \ 用す ると 云 ふ 處は田 沼の 偉い 處 であらう と 思 ふ。 勘定 奉行の 松 本 伊豆守 秀持 ももと 

う 重 吊  ^ 

\ は 微賤の もので あつたが 之 を 登用す るに 格式 を 踏まないで 拔擢 した。 初 は 勘定 方へ 

一 召 出されて 松 本 十 郞兵衞 とい ふ 名前で 組頭に なって 居った が、 百 俵 五 人 扶持の 宛 行 

一 ひであった。 それが 間も無く 進んで 吟味 役に なって それから 直ぐに 御 勘定 奉行 を 仰 

一 付けられて 三千 石高と なり、 伊豆守 を 受領して、 それから 田 安の 御附、 長 崎 御用 掛 

と を 兼任し、 百 傣の士 が. 暫くの 閒に兩 役 合せて 五千石 を領 する やうに なった。 是は 

一 餘程 財政の 方に は 手腕の 有った 人で あつたと 見えて 田 沼の 財政の 計畫を 助け、 田 沼 

一 の 政策 は 松 本 伊豆の 考 から 出た ものが 多い やうに 思 はれる。 

\ 第三 思想の 自由と 擧問藝 術の 發達 斯う 云 ふ 風に 全體 に新氣 運が 瀕り、 そして 


古例に 因襲 するとい ふこと が少 いので、 全體 として 思想界 擧問界 が餘程 自由にな つ 

たので ある。 それに 依て 各方 面に 於て 盛んに 其 道の 達者が 輩出した ので ある、 まづ 

(ィ) 漢擧 について 見る に、 從來の 擧問は 修身 齊家 治國平 天下の 擧問 として、 實踐躬 

行の 倫理 擧か、 然ら すん ば高尙 幽遠なる 哲擧， i 土って 居る。 それが 此 時代に なって 

段々 純 文擧、 詩文が 發 達して、 さう して 種々 の擧 派が 競 ひ 起る。 折衷 學も あり 考證 

擧も ある。 それぐ 其 門戶を 張って、 論語の 一 書に も 二十 餘 種の 解釋を 出す やうに 

なった。 當時 有名なる もので は 先 づ江戶 に 於て は 

山 本 北 山 (文化 九 年 SJ)  六十 一 歳 

龜田鵬 齋 (寶曆 四 年生 文政 九 年投) 七十 三 歳 

家田大 峯 (延享 二年生 天 保 三年^) 八十 八 歳 

川鷂 鳴 (元 文 五 年生 寬政七 年投) 五十六 歳 

豐 島 豐 洲 (元 文 二年生 文化 十！ 年殁) 七十 八 歳 
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伊籐 藍 田 (享保 十九 年生 文化 六 年 S 七十 六歲 

園 (享保 九 年生 文化 三年 さ 八十 三 歳 


二 七 〇 


外 崎 淡 

京都で は 

龍 草 廬 (正德 四 年生 寬政四 年 Is 七十 九 歳 

江村 北 海 (正德 三年 生 天明 八 年投) 七十 六 歳 

服 部 蘇 門 (享保 九 年生 明 和 六 年投) 四十 六 歳 

大坂 では 

片山北 海 (享保 八 年生 寬政ニ 年 SJ) 六十 八 歳 

長 奇でま 

高 暱 谷 (享保 四 年生 明 和 三年 投) 四十 七 歳 

是 等が 最も 名 ある 者で ある。 龍 单廬は 京都に 幽蘭社 を 構へ、 江村 北海 は 賜 杖 堂 を、 

ポ暘谷 は瓊怖 芙蓉 詩 社 を、 片山 北海 は大阪 混沌 社 を、 服 部 郭南は 芙渠社 を、 安淸河 


) は 市隱社 を、 各く 是 等の 社 を 作って 蘭 菊 其 芳を競 ふとい ふ有樣 であった。 然るに 段 

：: 段是 にも 弊害が 起って 末派の 者 は 行 ひ を 顧みす a 俗 を 敗る 者が 多く、 互に 其 門戶を 

II 異學 張って 他 を輕ん じ、 罵詈 讒謗 を 事と した。 此弊を 矯め やうと したの が定 信の 寬政異 

擧の禁 である。 寬政異 擧の禁 について は、 古來 色々 な 批評の 有る ことで あるが、 是 

は當 時の 狀態 では 其 惡弊を 矯める 爲に 一 時 は 必要な 政策であった もので あらう。 然 

しながら 又 之 を壎め 過ぎて、 遂に 攀 問が 競爭に 依って 進む の を 抑へ て 了った の は 俎 

\ 憾な 次第で ある。 

a 藩學校 \  (口) 諸藩擧 校の 興隆 此 時代に 於て は擧 問が 盛んにな つたが 爲に諸 藩に 於ても 講擧 

の 興隆 \ の氣 運が 大に 興った。 日本 敎育 史料に 依って 調べて 見る のに、 諸 藩の 擧 校が 總計ニ 

へ 百 三十 四 ある 內に 於て、 寳曆 以前の 創立に 係る もの は 三十 四、 田 沼 時代に 於て は 六 

\ 十し である、 寬 政から 文政までの 間に 五十八、 天 保から 慶應 までが 五十、 明治の 初 

一 に 三十 一 である。 
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これによ つて 見れば、 田 沼 時代に 於て できた 擧 校の 數が 最も 多い ので ある。 普通に 

いふ 所では、 松 平定 信の 時に 中央に 於て 善政 を 行 ふと 共に、 地方に 於いても 名君が 

輩出し、 夫 等が 各.^ 舉問 を獎勵 して、 諸 藩の 擧校も 盛んに 出來 たとい ふ 事 を 言 ふの 

であるが、 焉んぞ 知らん、 其 諸 藩の 擧校は 此の 田 沼 時代に 於て 出 來た數 が 最も 多い 

ので ある。 況ゃ又 其 地方の 名君の 中で、 最も 名の 有る 所の 細 川 重 賢 及び 上 杉 治憲卽 

ち 鷹 山 公の 如き は、 何れも 田 沼 時代の 人で 細 川 は 天明 五 年に 卒し、 上 杉 は 天明 五 年 

に隱 居して 居る ので ある。 其 善政と いふの は 實は田 沼 時代に 於て あった 事で ある、 

歴. の 事實を 一 人の 人に 引附 けて 解釋 しゃう とする の は 非常な 危險の 伴 ふ もので あ 

る こと は 之に 依って， い 分る。 薩 摩の 島津重 一 豪卽榮 翁と 云 ふ 人 は 盛んに 新 文明 を吸收 

した 方で 近代に 於ての 薩 藩の 名君で ある こと は 世に 隠れない 事で あるが、 是も矢 張 

り 田 沼 時代の 人であった。 

(ハ) 國擧に 於て は此 時代に 加 茂 眞淵を 出した。 a 淵の 主張した の は、 古言、 古語、 


本 居 宣長ー 


俳諧 

蕪 村 


俳壇に 於 

ける 1 新 

生面 一 


古 調と いふので ある。 其 古いと いふ こと は 卽ち當 時に 在って は 新しい ことであった。 

其 S 義は 虚飾 を 避けて、 自然 を 流露す るに 在る。 上古の 簡素に して 自由な 時代に 復 

歸 しゃう とする に 在る。 是 等が 最も 能く 此 時代の 相 を 現 はした ものと 思 はれる。 

眞 淵の 弟子であった 本 居宣長 も： 大 張り 此 時代の 人で ある、 享和 元年に 七十 二 歳で 死 

ん だので あるから 其 働き盛り は 矢張り 此 時代で あつたので ある。 尙、 富 士谷成 寧、 

谷川 士淸、 楫取 魚彥等 も皆此 時代に 出て 特に 言語の 學にカ を 致した。 

(一 0 俳譜、 此 時代の 俳壇に 於け る E 匠 は 與謝蕪 村で ある。 天明の 俳句 は 元 祿と其 盛 を 

競 ふと 言 はれる。 芭蕉が 死んで から 後、 俳 讃の風 調 は 段々 沈滯 して 月 拉に陷 り、 群 

匠が、 各.^ 其異を 立て、 野卑 陳腐に なった。 蕪 村 其 間に 出で、 洒脫瓢 逸の 資を 以て 

俳壇に 一 新生面 を 開いた。 其俳句は實に^>氣秀拔で仙骨を帶び形も思想も誠に淸新 

の氣に 満ちて 居て、 其 句が 活躍して 見える。 其 形 は客觀 的であって 宛 かも 畫の 如く、 

又、 言葉 は 多く 漢語 を 用 ひて 最も 簡潔であって 調が 引緊. つて 居る。 蕪 村 は 31 時に 又 
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螯を 善くした。 其 晝が又 彼の 俳句と 同じ やうな 趣 を 具へ て 居った とい ふ 事 は尙、 後 

に 述べ る 通りで ある。 

潢井也 有 もまた 同時代の 人で ある。 その 俳文 は 彼 鶉 衣に 依って 現 はれて 居る。 風韻の 

ある 戯文であって、 筆鋒 頗る 自在に、 奇想天外より 落る ものが ある。 其 文 最も 簡に 

して 意が 能く 伸びて 居る。 

此 時代に は 叉 女子の 有名な 俳 家 を 生んだ、 加賀 千代女 は卽 ちそれ である。 千代女 は 

安永 四 年に 七十 四 歳 を 以て 殘 した。 

俳諧に 附屬 して 言うべき もの は 狂歌で ある、 之に は、 前後に 比類ない 太 田 Ei? 山人と 

いふ 者が 出た。 四方 赤 良と いふ 名 を 以て 此 時代の 戯文 を 最も 能く 代表して 居る ので 

ある。 其 奇警なる 觀察 は、 實に 詼譃の 天. N とも 言 ふ 可き もので、 古 往今來 未だ 此人 

に 及ぶ 者 を 見出さぬ ので ある。 朱 樂菅江 また 之と 時 を 同じう して、 共に 「天明 調」 を 

發 揮して 幸 田 露 伴 氏の 所謂 「琪 花瑶跑 一 時に 煥發 する」 の 觀を呈 したので ある。 


川柳 メ 柄 井川 柳 も 亦、 此 時代の 產物 として、 よく その 時勢 を 反映す る ものである、 小川 顯 

道の 塵塚談 にも、 「前 句 附に柳 樽と いふ 双紙 あり、 人の 皋動、 心の よしあし、 尊卑の 

一 人情、 上下の 人心の 有樣、 其 外 世の中の 事情 を ざれ 句に いへ る もの 也。 され ど、 な 

ぞの 類に 似た る 事 ありて、 早逑は 解し がた き 事 多く あり」 と ある。 よく 當 時の 事變 

： 人情 を辨 へねば 解し 難い 事が 多い が、 その 皮肉な 諷刺、 痛快なる 滑稽 を 以て 人心 を 

剣る の 妙は實 にい ふべ からざる ものが ある。 この 川柳 は饗庭 篁 村 氏の 言な 假 りてい 

へ ば、 「下女と 居候 を當の 敵と してより 卑猥に 傾む き、 穿ちと 隱し蹑 に 凝りて は 誠に 

謎の 如く、 また あて 物の ごとくな り、 有の ま 、 過ぎて は、 言葉 をな さぬ 程に 下りた る 

g 沼 時^ 一  は慨 くべき 事に て、 柳 樽 も 初代 川柳 點の頃 は、 居候 を 詠みても， 「物に か、 りが 翁 

格  \ 築の 稽古す る」 杯と 上品な り。 父兄の 勘當 をう けて 他家に よる を掛り 人、 または 物 

\ にか、 りと いひし にて、 肇篥を 吹くな ど 僭 ヒの體 其 人物 を顯 はして、 父兄 も 勘當す 

, ベく、 また これ を 同居 さする 者の 迷惑の 情 も 察せら る。 「柳 樽」 によって 見れば 川柳 
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は 明 和より 安永 天明の 頃に 於て 最も 盛んであった らしい。 

(ホ) 小說、 小說に 於て は 上田 秋 成が 出に 秋 成 は 初 は 八文字 星 本體の 小説に 筆 を 染め、 

其 頃から 旣に 其天ォ を 現 はして 居った が、 後に 方面み- 轉 じて、 雨 月 物語 を 作り、 又、 

春雨 物語 を 著 はした。 秋 成 は 天性 剛愎 狷 介で 世に 容ら れぬ處 から、 常に 白眼 を 以て 

人 を視て 居った 爲か、 その 氣が自 から 作物の 上に 現 はれた。 辛辣なる 諷刺、 熱 嘲 痛 

罵 眞に骨 を 刺す ものが あると 言 はれる。 秋 成と 時代 を 同う して 江 戶には 建 部 緩 足が 

本朝 水 滸傳を 以て 顯 はれて 居る。 

平 賀鳩溪 (源 內) も 亦、 兹に 見落して はならぬ 人で ある。 彼 か其專 門と する 所 は 本草 

擧、 窮理學 に 在った のであって、 之に ついても 隨分發 明す る處 があった ので ある 

が、 不幸に して 世に 遇せられす。 満々 たる 不平 を 以て 煩悶 懊惯已 み 難く、 僅かに 戯 

作 を 以て 其 憤懣 を 漏した ので ある。 其摹 和漢 洋を 兼る を 以て 記す 處も颇 る 多方面で 

ある。 當 時の 世態 を 諷刺して 些細な 俗事 を 隠 目と して、 滑稽 を 描き 乍ら も尙、 其 間 


像 内 源賀平 

I 蔵 所 士 博 槻 大) 


一 に 世 を 謗る 處に氣 滔の揚 るの を 見る ので ある。 大阪の 上田 秋 成と 對 照して 好 一 對の 

\ 者と 言 はれる。  . 

ii 士 i 一  講談 界に 於け る 風流 志 道 軒の 如き も 亦、 一種の 奇才で ある。 志 道 軒 は 江戸の 人で 少 

軒  ノ より、 豪 宕不覊 であり、 十二 歳の 時に 小 憎に なって 暫く 諸 書 を渉獵 し、 又 好んで 史 

； 傳を讀 み， 年壯 なる に 及んで から 慨然と して 曰く、 * 律 は括梏 のみ、 聲色 酒肉贵 我 を 

メ 溺ら すに 足らん や、 將 さに 桎梏 を脫 して 大 快活の 人と ならん と。 卽ち 裝裟經 論を鬻 

, \ いで 以て 酒 肉 を 買 ひ、 數日 にして 盡く。 江湖に 放浪して 飢渴殆 と 死せ るが 如くで あ 

一 つた。 人皆嗤 つて 狂人と した。 或 日淺草 寺に 遊んだ 處が 參詣の 人が 市の 如くで ある。 

そこで 悟 を 開いて 天 を 仰いで 曰く、 我舌尙 在り 窮餓 自ら 取る は 天に 非るな りと。 乃 

ち 松 木の下に 席 を 作って、 机に 凭って 講談 を 始めた。 古今の 英雄 豪傑の 成敗 得失 治 

一 亂 興亡、 盜賊 博徒の 詐術 暴行、 或は 長 言 或は 短說、 上下 縱撗 其狀を まさざる なし。 

一 大 聲叱咜 すれば、 則ち 雷撃 電掣、 a 驚き 石 飛ぶ、 低語 喃 けば 則ち 神 泣き 鬼哭 し、 花 
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啼 蟲淚、 忽 にして 勇夫 傑士、 忽ちに して 婦人 女子、 千 情 萬 態倐忽 にして 變 化す、 馎 

く 經典を 引き 旁ら 雜 書を證 し、 加 ふるに 談譃を 以てす。 閗く者 四方より 集って、 志 

\ 道 軒の 名江戶 中に 遍く なった。 志 道 軒 は 容貌が 醜くて 顏は破 鍋の 如く ロは缺 けた 不服 

\ の 如し。 i ぎであって 身長、 中 人に 及ばす。 講談す る 時に 手に 一 本の 木/棒 を 持って 

\ 其 形 男根に 類して 居る。 講談の 妙所に 到る とい ふと 其 棒 を 以て 机 を 叩いて 節 を附け 

メ る。 觀者 之が 爲に絕 倒した とい ふ。 此の 如き 奇人の 出た の は 矢張り 此 時代の 一 つの 

一 相と 見る 可き ものである。 

黄表紙 \ 黃 表紙と 洒落 本、 これが また この 時代の 產物 である。 黃 表紙 また 靑 本と いひ、 其以 

一 前に は黑 本と いひ、 また 赤本と いふ。 各.^ その 表紙の 色に よっての 名で あるが、 古く 

は元祿 以前から もあった らしい。 初めは 御伽草子 又は その 稍 毛の 生へ た 位の もので 

あつたの が、 段々 發 達して、 ffi 勇譚 武功 譚 となり、 敵 討と なった が、 此 時代に 於て 著 

戀川春 W 一  しく 進歩して、 安永 四 年に 戀川春 町が、 金々 先生 榮華夢 を 出して より 一 變 して、 專ら、 


ノ 人情 世態 を 描く ものと なり、 多く 遊廓の 事情、. 見世物な どの 事 を かいて、 滑稽 洒落 

を 旨と し 時に 皮肉 諷刺 を 交へ てゐ た。 

一： その 一例 は、 前に 佐 野 善 左衞門 一件の 條に のせた 時代 世話 二 挺 鼓に よっても 知ら 

) れる 如く、 時世 を 評した もの も少 くない。 新 群 書類 從第七 書目の 中に 收 めて ある 增 

： 補靑 本年 表に よって 見る に、 此 頃に は 右の 外に も、 悅最貭 蝦夷 押領 とか 文武 二道 萬 

一 石 通の 如く 時の 政治に 對 する 諷刺の 氣焰を 吐いた もの も少 くないら しい。 か " る 小 

一 說の 中に も、 時代の 風潮と して、 民意の 伸びて 居る 樣 子が 見 ゆるが 面白い。 

洒落 本 洒落 本 は、 また 小 本と も蔬篛 本と もい ふ 一 種の 寫實 小說 で、 露骨に 吉原深 川 あたり 

の樣を かいた ものである。 遊里の 狀を 描いて は、 遊女 漂 客の 嬌姿 痴態 衣裳の 說明、 

彼等の 言語 等 細かに 渙 さす 之を寫 し、 人心の 機微 を捉 へ、 洒落なる 對話體 を 用 ひて- 

\ 其 性格 を 紙上に 躍如たら しめ、 所謂 穴 を 穿った ものである。 この 性格 を 現す とい ふ 

\ 點に 於て は、 日本 小說 史上、 洒落 本 を 以て 祖 とすと 稱 せられる。 その 描寫が 遊里 を 
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主と する に拘ら す、 挑發 的の 痕跡な く 特に 厭ら しく 無 いのも 此 本の 長所で ある。 中 

に はまた 諷刺 を 目的と した もの も ある。 卽ち當 時の 風俗 を 主として、 嘲罵の 筆 を 弄 

び、 時 を 喝破 せんとし たもの も ある。 洒落 本の 起原 は、 朝 倉無歸 氏に 從 へば、 早， 

く寳 ii 六 年に 大阪に 「聖 遊廓」 江戶に 「與素 六帖」 が 刊行され た 事 あるに よって、 從來 

\ 普通に 明 和 初年に 出版 せられた 「遊子 方言」 を 以て 其 初と する の は當ら ぬと いふ こと 

一 である。 いづれ にす る も、 この 田 沼 時代に 於て 始 つたと いふ は 間違ない。 

搶畫 一 (へ) 繪畫 繪 貪に 於て は又此 時代の 相に 應 じて 頻に 新奇の 風が 起った。 久しい 間 狩 

野で 無ければ 雪 舟、 雪 舟で 無ければ 土 佐、 此の 三つの 派に 限られて 數 百年 來、 唯、 舊 

套を 襲うて 來た 畫界の 陳腐な のに 一般の 國 民が 厭いて 居る。 それで 斬新なる 畫 風の 

明 淸晝風 要求 は 頗る 切なる.^ のがあった 。此 時に 方って 明 淸の晝 風が 輸入せられ たので ある. - 

。- ノ  八 

一 其 頃 支那の 畫 人- S 來遊 する 者が 頗る 多かった。 享保 十六 年に 淸人沈 南 蘋が來 て 十八 

沈南蘋 \ 年の 九月に 歸國 した。 沈の 畫風 は寫 生の 微に 入って 而も 品格 卑しから す。 是が 邦人 


大文伊 黑 
雅 人孚 川 
堂畫九 


1- 

泶紫石 

玉 \ 

の 


の 間に 大 なる 感化 を 與へ南 蘋の畫 が 頻に稱 せられた。 そこで 熊 斐は南 蘋風を 以て 初 

て 我 邦に 一 派 を 立てた。 それから 寶麝 時代に 來 朝した 淸人宋 紫 岩に 就擧 した 楠 本 幸 

八郞 とい ふ 者が 名 を宋紫 石と 稱し、 大に 江戶に 流行った。 それと 同時に 又 江 戶の黑 

川龜 玉と いふ 者が あった、 是も沈 南 蘋の風 を 以て 江戶に 流行った。 此沈 南藏の 風と 

相 拉んで 伊 宇 九と いふ 者が 來 朝して、 是が 支那の 文人 畫を傳 へた。 有名なる 大稚 堂 

は 之に 私淑して、 さう して 沈 氏の 寫生 叢の 風と 相 拉んで 盛んに 南 書 を 興した 。大雅 堂 

の畫が 世に 激賞せられ たの は 一 般に 世間が 狩 野 土 佐の 陳腐に 厭きて 居った 反動で あ 

ると いふ 亊は. &す迄 も 無い ことで あるが、 それと 同時に 又 畫界の 趨勢が 文人の 思想 

に 合する ものあった が爲 めで ある。 當 時の 畫界に 取って 南 宗畫は 空谷の 楚音 とも 言 

う 可き ものであった。 支那から 這 入って 來た尙 南 北の 畫 論が 近頃 大に 流行して、 

多年 沈衰 して 居った 文雅の 社 會が大 に 之 を贊稱 した。 大雅堂 も 又 全力 を 南 宗晝に 注 

いで さう して 奇異の 作 を 出して、 遂に 南宗畫 開祖の 盛名 を 擅に する やうに なった。 
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是は 實に當 時の 畫界に 取っての 大きな 革命で あつたので ある。 當 時の 社 會の氣 運 は 

何事に も 新奇な もの を 求めて 居る。 そこで 晝題 にも 或は 支那の 或は 日本の 天地 自然 

に 己の 據る所 を 求めた ので ある。 此の 如くして 名家 競 ひ 起って 各.^ 一家 を 成して、 

皆 人の 跡 を 襲 はない、 新機軸 を 出した ので ある。 . 其氣 運に 激 せられて 應舉 など も. 

狩 野 派から 出て、 窵生を 以て 一 旗幟 を樹 つた。 是は 天然の 造化 を 以て 師匠と して、 

ra 條派を 起した。 それから 望月 玉 蟾は雪 舟 元 信の 風から 出で、、 一家の 漢畫を 起し 

た 0 曾我蕭 白 は 其 剛直 狷 介の 資に 依り 奇 僻の 筆 を 以て 一 家 を 成し、 自ら 會我 蛇足の 跡 

を 追 ふ 者と 稱 して 蛇足 軒と 稱 した。 其 山水 人物 を 描く に 悉く 水 墨 を 以てし、 奇 僻の 

肇を 以て 時々 人 を 驚かす。 殊に 人物の 圖に 至って は 形容 活動 筆力 紙 外に 溢る、 趣が. 

ある。 それから 伊藤 若 冲は元 明畫に 光琳 風 を 交へ て 又 一家の 風 を 成し、 寫 生の 微を 

極めて、 草木 羽毛 鱗 介の 如き 彩 を 施し 色 を 描く に は 皆 已れの 創意 を 以てして、 古法 

を 襲 はす。 ^狀 氣韻兩 ながら 備 はり、 躍々 出 でんと する ものが あった。 


與謝燕 村 


玉 蘭 女史 

子の 奇 \ 


與謝蕪 村 は 彼の 俳諧と 同じく 淸 新なる 趣味と 超凡の 手腕 を 以て、 頗る 潇洒瓢 逸なる 

畫を 描いた、 其畫は 頗る 氣 品の 高い もので、 當時 藝苑の W 擘と稱 せられて 居る。 

大雅 堂の 夫人 玉 蘭 女史 は 有名な 町 女で ある。 是も 亦、 當 時の 一 奇才であった。 加賀 

千代 と 拉べ稱 すべき ものである。 女子に 此の 如き 奇ォの 出た の も 亦 この 時代の 一 

異彩で あらう。 

浮世 繪 \ 浮世 繪界も 亦 この 時代に 於て、 めざましき 發 展を遂 ゆた。 大雅 堂、 蕪 村、 蕭白、 若 

\ 冲、 應馨等 は 皆 京都 を 中心として、 起った ので あるが、 之に 對 して、 江戶に 於ても 

亦、 この 時代の 風潮の 刺激 をう け、 革新の 氣 運に 促されて、 江戶 獨 得の 妙趣 を發禪 

しつ 、所謂 浮世 繪 なる ものが 勃興した ので ある。 

浮世 繪が この 時代に 於て 盛に なった とい ふ 事 は、 實に、 時代の 趨勢の 然 らしむ る處 で、 

これ また 平民 勢力 發展の 反映と 見る ベ きもので ある。 元來 浮世 綺は 「町 鰭」 として 輕 

蔑せられ たもので あった。 享保 以前に は、 師宣 とか 淸 信と かいふ 名手が ある は あつ 
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ノ たけれ ども、 まだ 全體 として は 幼稚な ものであった。 それが この 時代に 於て は 長足 

^ の 進歩 を 示し、 明 和 以降 は 大家 彬々 として 踵 を 接し、 實に 空前の 盛況 を呈 したので 

\ ある。 更に 又 天明に 及んで は 「錦， 鰭の 黄金時代」 と稱 せられ、 版晝界 空前に して また 絕- 

\ 後なる 大發 展を遂 ゆた ので ある。 こ、 に假 りに 明 和 安永 を 以て 前期と し、 天明 以降 を 

一 以て 後期と すれば、 前期に 於て は、 鈴 木 春 信、 勝 川 春 章が 最も 著 はれ、 後期に 於て は 

關淸 長、 喜 多 川 歌 麿 を 以て 其 双璧と する。 この 時代に 於て、 浮世 艙の發 達した の は、 

，，刻 \ 一  に、 木版 彫刻の 進歩した による 事で、 享保 頃より やうく 起り かけた 色 指の 術 はこ 

の逸步 

の 時代に 於て 空前の 進歩 を遂： b たので ある。 その 木彫の 摺 刷の 進歩に よって、 美人 

を あら はすに も、 其 眉目 口唇の 微、 毛髪の 細 を もよ く 現し、 複雜 なる 圖樣も 版に 上 

平民 的の \ して、 版 畫の內 容が豐 富に なった。 これによ つて、 所謂 錦晝は ひろく 下曆 階級の 賞 

繪竄 一 

時代思潮 \ 玩 にも 供給 せられる やうに なって、 はからす も、 時代の 思潮の 趨勢 を こ、 にも あら 

ノ はす やうに なった ので ある。 


而し てこの 版畫に 向って、 一 の 新生面 を 開き、 彩色 摺の 非常なる 進歩 を 致して、 所 

謂 東 錦 鰭の 譽を 博せ しめたの は、 實に鈴 木 春 信の 靈 妙なる 手腕に よった ので ある。 

春 信の 美人 を 描く ゃ淸 新なる 手法 を 以て、 姿態の 美化に 努め、 之に 適當 なる 背 色 を 

體 梅して、 表情 動作 を 完全に 描出し、 生 氣は晝 ffi に 溢れる ばかりであった。 磯田 湖 

龍齋、 一筆 齋 文調、 北 尾 重 政、 鳥居 淸満、 淸經等 皆 この 風に 倣 ひ、 何れも 舊 法を棄 

て、 新ら しき 錦 書に 馳 せる やうに なった。 春 章 は、 役者本^^の寫生畫をかぃて、 俳 

優の 個性 表現に 一 新機軸 を 出した。 美人 畫 にも 優秀なる 作品 は少く はない。 

細田滎 之の 畫 はこの 春 章の 影響 を 受けた ものである。 榮之は 將軍家 治に 近侍して 所 

謂 御 側綺師 であった ので、 その 畫は 品位が 高い とい はれる。 描法 流暢に して 細緻、 

よく 高雅に して 淸楚 なる 姿 をう つす。 また この 時代の 一 名手なる を 失 はぬ もので あ 

る ，o 

後期の 黄金時代 は、 浮世 鎗の全 期 を 通じて 傑出した 作家 を 網羅した 時代であって、 
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一 圖 樣の淸 新なる こと、 手法の 總密 なること、 觀 察の 犀利なる ことに 於て 最も 觀 るべ 

蘭 清 長 一 きものが 多い。 關淸長 は 美人 を畫 くに、 その 背景の 應用 最も 巧妙で その 人物との 

喜 多川欧 \ 融和 最もよ く 調 ひ、 殊に 西洋 晝風 を應 用して、 構圖に 於て 勝れた ものが 多い。 歌 麿 

0 に 至って は 美人 晝は 更に 一 段の 進境に 達して、 その美 人を晝 くに、 た > の寫實 でな 

く 筆者の 理想の 中に この美 容を融 化して、 獨特の 姿態 を晝 いたので、 「日本 畫中眞 の 

：: 美人 を 描け る もの 他に なし」 と稱 せられる。 

音樂 (ト) 音樂、 音樂に 於ても 亦此 時代の 特長 を 見る 事が 出來 る、 江戶、 長喷、 常盤津 等の 

？ 發 達が 矢張り 此 時代に あったら しいので 新 意 を 競 ふとい ふ 時代 思想と よく 符合す る 

. ので ある。 近頃 音樂擧 校に 於て 編纂せられ たる 近世 邦樂 年表 を 見る と、 長唄に 於て 

i  も 常 盤津に 於いても、 寳 唇から 明 和 安永と 段々 年を經 るに 隨 つて 盛んになって 行つ 

，盤享 一 

た 有 檨は其 年表の 中に 載せられて ある 事項に よって 歷々 として 見ら る 、 ので ある、 

長 啦 の 如き も此 時代に 於て 編纂せられ たもの が 多い。 富 士田楓 江、 获江露 友此ニ 


趣ャ  おの 發 \ 

』—： \ 


新しき^ 

好む 時代 { 


趣味 は特 


人 共に 長唄の 名人であって、 共に 此 時代の 人で ある、 常 盤津に 於て は闢東 文字 太夫 

が 江戶に 出て 一 派 を 成して 名人の 譽を 擅に した。  、 

(チ) 趣味の 發達 以上 思想の 自由と 學問藝 術の 發 達と について 概略 を 述べた ので あ 

る。 尙 この 外に も、 藺擧 の發達 はこの 時代に 於て 最も 注意 を 要する 事で あるが、 こ 

れは 次に 別に 窣を 設けて 述べる を 以て 便宜と する により、 玆 には赂 する。 さて、 右 

に 列べ た 所の 文化の 各方 面に ついて 考 ふるに、 この 時代 は、 實に 奇才の 多く 出た 時 

であって 何事に も 風が はりの ものが 多い。 すべて 在來の 型を脫 しで、 舊 きもの を 踏 

襲し ない、 何者か 新しき もの を 出さ すん ば 止まぬ とい ふ槪 があって、 一般に 活氣に 

満ちて、 生采が ある、 文人で も晝 家で も 何でもす ベ て 精神に 餘裕の ある ものが 多い、 

究屈 でない、 平凡で ない、 そして 洒落なる 分子に 富んで 居る。 言ひ換 へれば 全體と 

して 趣味の 深いと いふ こと は、 この 時代の ー特 相であった 。而 して、 こ、 に また 注 

意すべき こと は、 その 趣味なる ものが、 特に 江戶に 於て 發 達した ことで ある。 江戶 
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li 江戸に 時代の 文化 をい ふ もの は、 ニー ぼ 目に は、 元祿 時代と いふ、 而も その 元祿 時代の 文化 

發達  は、 多く 上方 地方に 於て 開けた ので、 江戶 は、 元祿の 頃に， 於て は、 まだく 粗野で 

： あって、 上方に 對抗 する だけの ものはなかった らしい。 元祿を 過ぎてから、 上方の 文 

化 はやう/、 に 江戶に 移る やうに なった ので ある。 江戶 文化の 隆盛 は、 實 にこの 田 

江戸前の 沼 時代 を 以て 始まる。 所謂 江戶 趣味 「江戸前」 はこの 時代から 大成せられ たので あ 

大成  る 。川柳と いひ、 狂歌と いひ、 講談と いひ、 常 盤津、 長哄、 すべて これ 等江戶 がその 

特有の 誇りと して 上方に 對し 得る 所の もの は、 多く 皆 この 時代の 產物 である。 浮世 縫 

の 如き は、 その 名から して 江戶艙 とい ひ、 東繪と 呼ばれて、 江戶の 名物と なって 居る。 

黄表紙、 洒落 本の 如き も江戶 における 俗文 擧の發 達 を 示す ものである。 德川 時代の 

俗文 舉は 元祿を 中心として、 大阪に 於て 榮ぇ， ついで 享保を 中心として 京都に その 

覇權が 移って ゐ たので あるが、 この 田 沼 時代に 及んで は、 いよ /、それが 江 戶に移 

つて、 文壇の 華 は 江戶に 於て 開く こと、 なった。 そして、 江戶 趣味が 段々 に發 揮せ 


發る平 
達文 民 


「通」 の發 

達 


化の 


近^史 中 

最も 興味 

ある 時代 


られ て、 上方贅六に は 味へ ぬ 「通」 とい ふ ものが、 此 等の 本に よって 描かれる やうに 

なった。 所謂 十八 大 通と いふ もの も、 卽ち この 趣味の 代表と して 生れ 出た ので ある。 

而し てまた この 江戶の 文化に ついて 看過す ベ からざる こと は、 凡てが 平民に よって 

發展 した ー乂 化で ある ことで ある。 旣に 前に も 述べた 通り 平民の 勢力の 仲 張 はこの 時 

代の 一 般の 相で あるが、 それが 此處に 於て また 著しく 現 はれて 居る の は、 最も 興味 

ある 事で ある。 川柳、 狂歌、 錦繪、 小說、 黄表紙、 洒落 本、 講談、 いづれ か 平民 を 

中心として 發 達せぬ ものが あるか。 要するに、 この 時代 は 江戸 文化の 極 盛時 代と い 

ふべき 文化 文政 時代の 前驅 である。 化 政 時代が 江戶 文化の 満開であるなら ば、 田 沼 

時代 は 其の 將に旋 びんと する 蕾で ある。 かやう に觀 じ來れ ば、 この 時代 は 近世 史上 

に 最も 意味の 深い、 また 興味の 多い 一 期 を 成す ものと いはねば ならぬ。 

, (膽 
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第 十 一 蘭 學の發 達と 開國 思想 并 貿易 政策 

§ き學 \ 新しい もの を 喜ぶ 風潮に よって 擧問 にも 新しい ものが 流行した。 舉 問の 新しい もの 

といへば 當 時に 在って は 卽蘭擧 である。 將軍 吉宗の 時代に 端 を 起した 蘭擧 はかくの 

I 學の發 \ 如くに して 更に 大に發 達して 其 基礎 を 固めた ので ある。 此 時代に 出た 蘭擧者 は^ 野 

良澤、 杉田玄 白、 桂 川甫周 等、 最も 其 有名なる 者で ある。 是 等の 人の 苦心に 成った 

lii 書 . かの 解 體新霄 の 飜譯は 蘭 擧の發 達の 一 つの エポック を 作った ものである。 此解體 新 

\ 書の 出 來た顚 末 は、 其飜 譯に從 事した 一 人なる 杉田玄 白が、 老年の 後當 時を囘 顧し 

て 感慨無量の 餘り 一 書 を 著 はして 蘭學 ffl 業の 始末 を 記し、 S して 藺擧事 始と云 ふた。 

\ 其 書の 中に 詳しく 記されて ある。 是 より 先き 前 野良 澤は 靑木昆 腸の 門人に なって 和 

\ 蘭 語 を 少しく 習って 居た。 併ながら 其 頃の 蘭學は 僅かに 單； 詰の 幾つか を擧 ぶに 止つ 

" て 未だ 醫書 を讀 むまでに は 行かなかった ので ある。 それ も 暫くに して 昆 陽が 死んで 
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一 了った。 良澤は 乃ち 更に 藩主に 乞うて 長 崎に 遊擧 して 二百 語ば かり 和 蘭 語を覺 えて 

\ 來 たけれ 共、 それ は 一 向 まだ 實用 にならぬ ので、 携へ歸 つた 辭書を 開いて、 獨擧し 

一 て 稍，， 、自得す る處 もあった。 其 時に 杉 田 玄白も 蘭擧に 志して 和 蘭 通 譯官西 幸 作 等に 

タ. 'フシ \ ついて 舉んだ 。 ある 時 和 蘭の 外科の 書物 タ ー フル、 アナ トミ ャを 見て 之 を 買 ひたい 

t ナ トミ と 思った けれども 資力がない ので 殘 念ながら 止めた、 時に 藩侯が 之 をき いて 買って 

くれた。 然しながら、 玄白 はま だ それ を讀 むこと が出來 ぬ。 唯 其 揷圖に 依って 推測 

する ばかりであった。 玄 白と 良澤と は蘭學 研究から 常に 親しく 交って 居た。 ある 日 

玄白は 良 澤も亦 同じく タ ー フル、 アナ トミ ャを 持って 居った の を 見て、 大に 驚いて、 

どうかして 之 を讀む やうに した もの だいと いふ 話 をして、 互に 研究した。 或 日江戶 

小 嫁 原の \ の 小 塚 原に 死刑の 囚人の 腑 分け (解剖) の あるの を 機 會に良 澤と玄 白と 今 一 人中 川淳 

8 分 t 庵 を 連れて 見に 行った 處が、 其 臓腑の 實 際が、 タ— フル、 アナ ト ミヤに 書いて ある 所 

の圖 解と 一 寸の 相違 も 無 いのも 見て、 三人 は大に 驚き、 又 喜んで 萬 難を排 して 此書 


き會 a の B 
年 憶發本 
す達醫 
べに 學 


タ，' フ^ 

アナ トミ 

ャ の翻譯 


物の 飜譯 をしたい もの だと 決心して、 翌日から 直に 此 業に 着手した ので ある。 この 

腑 分け を 見た の は 明 和 八 年であって、 この 年 は 日本 醫擧 の發 達の 上に は 記憶すべき 

年で ある。 其 當時腑 分と いふ 事 は、 漢方 醫 者の 手に 依って 行 はれる ものである けれ 

共、 宛 かも 兒戯に 類す る もので 其 刀 を 執る のは稳 多であって、 肝腎の 醫者は 傍から 

こはく 靦 いて、 穏 多が 是が 何の 臓で ある、 彼 は 何の 腑 であると 指示す の を 感心し 

て、 家へ 歸 つて 己 は 身 體の內 臓 を 見て 来たと 言って 人に 誇った とい ふやうな 有樣で 

ある。 そこで 三人 はタ— フ ル、 アナ ト ミヤ の 飜譯の 事 を 決定して、 先 づ良澤 を 推して 

會主 とし、 僅かに 數百 語より 知らぬ 知識 を 以て 大膽 にも 此 書物の 飜譯に 着手した。 

さう して 良澤の 家に 集って、 a 其 書を披 いて 飜譯を 初め やうと した 處が誡 に 早ゃ楷 

も檝も 無い 船が 大海に 乘り 出した やうで、 として 依り 着く 所 も 無く、 唯 呆れて 居 

つ； U ばかりで ある。 それ を 段々 に 勇氣を 鼓して 其 書物の 圖 から 色 々推察して、 言 華 

を考 へ、 其 文句の むつ かしい 處はー 日に 僅に 一行 だけ も 解す る ことができす、 數 0 
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に 渉って 尙解 釋の附 かぬ. El^ もあった けれ 共、 大 なる 困難に 打 勝って 遂に 其 業 を 終つ 

( たので ある。 是が 出來て 書名 を解體 新書と 名 づけて、 之 を 出版した。 それが 安永 三 

一 年の 事で ある。 此 時に 玄白は 其 同志であった 桂川甫 周の 父 法眼 甫 一 二の 手を經 て、 將 

一 i 軍 及 老中に 奉った。 當時は 和 蘭の 文字な ど を 書物の 中に 入れる とい ふ 事 は從來 禁じ 

\ られて 居った ことで あるから、 場合に 依って は其絕 版で も 命ぜられる こと は 無い か 

わ \ 一  とこ わく 奉った ので あつたが、 幸 ひに 慕府に 於ても 此 新著 を 滯 りなく 納めた ので 

i 府に獻 ある。 もと ノ\ 良澤玄 白な どの 懷 いて 居った 絕 版の 虞と いふの も 杞憂に 過ぎな かつ 

田 沼新學 たので ある。 何と なれば 當時田 沼 意次 は、 絕版 どころ か 却って Z を獎勵 する の 意， ガ 

I 勵に意 あつたか とも 思 はれ、 此 書物が 滯 りなく 幕府に 納められ たの も、 意次の 意向が 與っ 

て 力 ある ことで は 無から うかと 推測すべき 理由が あるかち である。 意次 は 和 蘭の 品 

田 滔の洋 物 を 好んで 蘭 船が 來 ると 其 船から ゥ H 1 ルガ ラス (晴雨計) テ ルモメ  —トル (寒暖計) 

物好き ドンド ルガ ラス (震 雷驗 器) ネク トメ ー トル (水 液 輕 重 淸獨驗 器) ドン クルカ ー ムル 


の チ國田 
記 チ思沼 
事ン 想の 


一 (暗室 寫眞 鏡) ト ー フル ランタ ー ル (現妖 鏡)， ゾ ン ガラス (觀日 玉) ル— ブル (呼 遠 筒) 是 

：: 等の 珍奇な 類 を 求めて 常に 之 を 集め 喜んで 居った。 平 賀源內 の 如き も 田 沼の 爲 めに 

種々 の 洋品 を長畸 から 取よ せ 彼に 取 入って 立身しょう としたら しい。 源內は 種々 の 

珍 器 電氣器 飛行船 等 を 作って 大官に 贈った とい ふが、 恐らく 田 沼に 贈った もので あ 

\ らう。 田 沼が 舶來品 を 喜んだ とい ふ 事 は 固より 好奇心に も 依り 又 彼の 一兼 奢に も 依る 

ことで ある けれ 共、 一 方に 於て 又 彼が 開國 思想から 出て 居る もので あったら うかと 

思 はれる。 

開 \ 田 沼が 開國 思想 を 懐い 一し 居た 事 は、 當時 日本に 來て 居った チ チン グの著 はした 物に 

r  \ 見えて g る。 チ チン グの 記す 所に 依る と 幕府に 於て は 外人 を 自由に 國內に 入れても 

聊か 園に 損害が 無い 事 を 知った のみなら す、 それに 依って 優秀なる 科 擧藝術 を擧ぶ 

開港の 議 一 の 機會を 得る こと を 知って、 國內を 外人に 開放し やうと した。 是は 老中 松平津 守の 
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ン 建議に 依る とい ふ。 (松 平津 守と いふ は當時 若年 寄に、 攝津 守忠恒 とい ふ 人が ある.、 

メ 或は 此人を 指す ので あらう。) そこで 其 建議に 依って 千 七 百 六十 九 年 (卽ち 明 和 六 年) 

5 船 建造 \ に 船舶の 建造 を 許して 日本と 外國 との 交通 を 開いて 以て 外人 を 國內に 誘致す ベ しと 

\ いふ 提議 をした。 然るに 間も無く 松 平 津守が 死んで 不幸に して 此 提議 は 行 はれな か 

\ つた。 當時田 沼 山城 守が 一 蒙邁な 精神 を 有して 居って、 非常な ネ識が あり、 父 主 殿 頭 

一 と共に 種々 の 改革 を 企て やうと し 又 開園の 事 をも圖 つたので あるが、 他の 諸 大官の 

一 爲に彈 劾せられ て 遂に 喑殺 せられた。 山城 守の 死んだ に 依って 日本 を 外人に 開放す 

一 るの 望み は 全く 絕ぇ 果てた とい ふ 事で ある。 更に チ チン グの 記載す る 所に よれば、 

其 頃 又 長 崎 奉行の 丹 後 守 (久世 平 九 郞丹後 守廣民 をい ふ。 安永 四 年 十二月 三日 浦賀 

一 奉行より 轉任、 天明 四 年 三月 十二 日 迄 在勤) とい ふ 人はチ チン グに 托して バタ ビヤ 

\ から 船大工 を 連れて 來 て、 日本人に 大小 船舶の 建築 を敎授 せんこと を 求めた。 是は 

ノ 大阪 から 長 崎へ 銅 を 積み出す 船舶が 途中に 於て 破損す る ことが 多い からで ある。 然 


一 れ ども ジ ャ バ に 居る 通常の 船 大工 は 其 技術が 十分で. 無く、 又 短時日の 間に 功 を舉ゅ 

る こと は、 むつ かしい からして、 到底 其 要求に 應 する こ. と は出來 ぬに よって、 チチ 

ン 、グは 丹 後 守に 向って、 Q 分が 國へ歸 る 時に 最も 恰悧 なる 0 本人 を同航 せしめた な 

らば、 つて 之 を 一 簾の 用に 立つ 可き 者に 仕遂 ゆやう とい ふ 事 を 申した。 けれ 共 日 

本に は 人民の 海外 渡航 を 許さぬ 禁令が あるので、 それ を實 行す る ことが 出來 ない の 

で、 遂に 丹 後 守と 約束 をして、 バタ ビヤへ 歸 つた 時に、 船の 雛 形 を 造って 其 說明書 

と共に、 長 崎 奉行に 送らう と 約束して、 其 翌年 實 行した。 以上 はチ チン、. クの 記事で 

ある。 此松 平津守 或は 田 沼 父子の 開 國計畫 とい ふ 事に 付て は、 他に 何等 旁證 になる 

H 藤き. 3 可き 物 は 無い ので ある けれ 共、 田 沼が 彼の ェ藤平 助の 建言 を 採用して、 北海の 方に 

の-建言 一 人 を 遣 はして、 露國 との 密貿易 を 調査すべく、 場合に 依って は、 露國に 向って、 北 

梅 貿易 を 開かし めんとの 計 畫をも 起した 事 等、 併せ 考 へて 見れば、 必す據 る 處が有 

一 るに 相違ない と 思 はれる。 
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ェ藤平 助 は 元と 紀州 藩の 醫者、 ェ藤太 雲の 子で ある。 幼に して 仙臺 藩の 醫者、 t± 

藤 丈 庵と いふ 者の 養子に なった。 平 助 は 翳 術 を 養父に 受け、 經史を 服 部 南 郭に擧 び >ー 

養父の 跡 を 承け て 藩の 醫 者に 列した。 然るに 元と く 醫業は 其 素志で 無い ので 頭. 一 

刹ら す 刀 を 佩びて 少しも 當 時の 士 人と 違った こと は 無かった。 出で、 師友 を 四方に 一 

求め 靑木昆 陽に も 師事し、 又 中 川 順 庵、 野呂玄 丈な どに も 就いて 擧ん だ。 廣く 和漢の 一 

擧に 通じて 餘カを 以て 蘭擧に 及んだ。 曾て 醫擧 修行の 爲に長 崎に 居った ときに 蘭. 

について 修行し、 また 當 時の 世界の 事情 を も 開いて、 遂に 赤 蝦夷 風說考 とい ふ もの.； 

を 著 はした。 その 書物 は 上下 ニ卷 より 成り、 下 卷の方 は 天明 元年に 脫 稿して 居る、 そ 一 

の 後上 卷を脫 稿して 下卷と 合せて 天明 三年 正月に 之に 序文 を附 けた、 其 下 卷は和 蘭^ 

の 書物に 據 つて 露 西亞 から 力 ム チヤ ッカ の 事 を 記し、 其 地方の 地理 又 松 前人の 密か 一 

に 示した 赤狄 人物 圖說を 載せて 露 人の 來り 迫りつ 、ある こと を說 明した。 上 卷の方 i 


JJiJi  \ は 此ェ藤 平 助の 此書を 著 はした 大 趣意の 在る 處 である、 其 趣意 は 露 西亞が 段々 版圖 

r  一  を擴 けて、 大國 となって、 漂流の 日本人 を 撫育して、 日本語まで も 研究して， さう 

§115 して 北海の 方 を 乘り猶 はして 我國の 地勢 を も n§ けて 居る。 此際は 我國に 於ても 之 

を打棄 て、 置くべき もので 無い.^ 仔細に 吟味して 置くべき ことで ある。 先づ 要害 を 

1^95 固める 事 は 第 一 であるが、 次に 拔荷、 卽ち 密貿易 を 禁ぜねば ならぬ。 若し 密貿易 を 

其 儘に して 置いたならば、 段々 それが 巧みに なって、 追々 盛んになる だら う。 故に 

今の 際 は 之 を禁 する より は、 寧ろ 表立って 露國と 交易 を 開く に 如く は 無い。 斯 くし 

SIS ほ たなら ば、 それに 依って、 自 から 先方の 人情 も 能く 知れて、 風土 も 明かになる。 そ 

, れに 付て は 此方の 手段 も ある。 又 蝦夷に 金山が 多く あるから、 之 を 調べ て 果して 金. 

- 銀 銅が あったならば、 之 を 掘り出して、 以て 露國と 交易に 宛て、 も宜 い。 さう して 

|夷地 開 交易の 利潤 を 以て、 先づ 蝦夷 を開發 しても 宜しい。 又 露 西亞と 交易 をして 其 a 段 を 

以て、 長 崎に 於け る 唐、 和 蘭の 貿易と 併せ 見た 時に、 彼等が 不當の 利 を 貪って 居る 
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^ 事 も 明かになる であらう。 右の 貿易の 場所と いふ もの は、 强ち 北海の 地に 於て やる 

に は 限らぬ、 長畸を 初と し、 總て 要害の 宜ぃ 港に 引受けても 宜しい ので ある。 何れ 

にしても、 此 儘に 打棄て 、置いて は、 カム チヤ ッ 力の 者 は、 蝦夷と 一 しょに なって 

蝦夷が 露 西亞の 命令に 從 ふやうな 事になる と、 最早 我國の 支配から 離れて 了 ふ。 其 

_ 時に 至って 悔いても 返らぬ 事で あると いふ 意見で ある。 其 頃露國 との 秘密 貿易 は 可 

密貿易の ( なり 盛んに 行 はれて 居ったら しい。 安永の 六 年に、 露西亞 人が 擇捉 に來 て、 さう して 

ず實 , 臘 虎を拂 へて 居た 處が 島人が 其 中の 二人 を 打殺した。 そこで 松 前 家から 役人 を や 

一 つて、 其 事 を 調べた 處が、 彼等が 曰 ふに は、 我等 は案內 なくして 此處 に來航 したの 

；ー で、 斯樣な 難儀 をした の は、 自分の 方 も 不行屆 であった ので、 致 方が 無い。 然る 上 

は、 希く は 交易の 許し を 得たい ものである。 我々 の 求める 處は 米、 酒、 烟草、 其 他 

肉類で ある。 此方から は 貴方の 希望の 物 を 潇 しませう。 永久に 交易 を 結ぶ 爲に、 此 

パ 度 試みに 來航 したので あります とい ふ。 松 前 家の 役人 は、 それ は 自分 等の 一 存に依 


つて 答 ふる 事 は出來 ぬから、 其 筋の 許可 を 得て、 差圖 次第に 取 計 はう から、 今年 は 

一先 づ歸 つたら 宜 からう とい ふて 返した。 そこで 役人が 松 前の 方へ 歸 つて、 其 始末 

を 報告した、 處 がそれ は、 迚も 許す こと は 出來ぬ 事で あるから とい ふので、 担絕 する 

ことにな つた。 そこで 翌七 年に 又 役人が 國 後の方に 出て 行った。 露 西 亞の船 も 約に 

從 つて 出て 来た。 猖々 緋、 羅紗、 純 子、 更紗の 織物、 砂糖、 瀨戶 物な ど 多く 積んで 

來た。 それで 前に 記した 通り 交易に 付て は 日本に 於て は 長畸ー ケ 所に 限る から、 同 

所へ 行けば 宜 いと 言って 返した とい ふ 事で ある。 然るに これ は 幕府に 對 して、 松 前 

が 體裁を 飾った ことで あるので、 實は €： 々に 於て 密貿易 を やったら しいので ある。 

それ は、 町人の 須原屋 角 兵衞、 飛彈屋 久兵衞 などに 申談 じて 國後 附近で 荷物 を 取り 

捌き、 其 荷物 は 松 前の 方 へ は 入れないで 直ちに 大阪の 方へ 積み 廻して 賫買 して 居つ 

たので ある。 右 は 松 前 家で やって 居ったら しい 事で ある。 尙又 大阪の 商人が 密かに 

千島 其 他の 處に 於て 露西亞 人と 秘密の 交易 をして、 莫大な 利潤 を 得. た 者が あったら 
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しく 見える。 其 利 は 弗 常な もので、 僅か  一 ニ兩の 米と 酒 を 持って 來 て百兩 程の 商 

品と 交換す る 事が 出來 たとい ふ。 この 密貿易に よって 蝦夷の 織物 産物 等 は 北海より 

は 却って 上方に 多く あると いふ。 此拔 荷、 秘密 貿易 を やって 居る とい ふ 事 を ェ藤平 

助が 知った の はジ」 う 云 ふ由來 であるかと いふに、 松 前の 役人 湊源 左衞 門と いふ 者が 

故あって 流浪の 身と なって、 江戶に 寄寓して 居った。 其 時に、 淺草藏 前の 札 差 大口 

屋 などと いふ 者と 互に 意見 を 交換して 居って、 北海の 拔 荷に 關 して、 秘密 を 語って、 

斯う 云 ふ 風に すれば 大 儲けが 出來 ると いふ 事 を 話して 居った。 然るに 玆に 同じく 松 

前 家の 家來 某の 枠に 前田玄 丹と 云 ふ ものが あって、 是 が醫擧 修行の 爲に江 戶に來 て 

居って、 て籐平 助の 家に 寄寓して 居った。 其緣 故から して、 平 助は湊 源左衞 門と 知 

合に なった。 源 左衞門 は、 ェ籐平 助が 一 癖 ある 人物と 見て取つ たか、 遂に 拔荷ー 件 

の 秘密 を 語った。 それ を 平 助が 一 方に 於て、 和 蘭 文の 地理 書と 合せて a たと ころが、 

源左衞 門の 語る 所が、 頗る 和 蘭の 地理 書と 符合す る處が 有る ので、 遂に 北海の 形勢 


者 府密ェ 

にの 力 n 
說當に 平 
く 路幕助 


,11^1 一  を 知悉す る 事が 出來 た。 そこで それ を 記した のが 赤 蝦夷 風說考 となった ので ある。 

の由來 此 書物が 出來 たの は、 彼の 林 子 平の 海 國兵談 などより は、 すっと 古いので、 開園の 

林 子 平と " 

の 比較 一 議論と して は、 最も 早い ものである。 世閒 では 林 子 平の 事が 能く 知られて 居る けれ 

共、 其 以前に 子 平より 更に 卓越なる 意見 を 持って 居った 平 助が 居った とい ふ 事が 普 

く 知られて 居な いのは 造憾 である。 林 子 平 は 其 海 國兵談 を 作った 時に、 その 談 

を 幕府の 當路 者に 示す 丈で おけば 宜しかった のに、 直ぐに 之 を 出版して 世 を 驚した。 

それが 彼の 罪 を 得た 理由の 最も， 重 もなる ものであると いふ 事に、 今 多くの 擧 者の 說 

は 一 致して 居る が、 ェ藤平 助 は 此書を 作った けれ 共、 彼 は 徒らに、 奇說を 以て 世 を 

一 驚かさう とい ふ 事 を 趣意と して 居る もので は 無い。 彼 は 之 を 以て 幕府の 當路者 を 動 

かして 其 注意 を 惹起す 道具に 使った ので ある。 そこで 彼 は 密かに 其 書 を 懐に してせ ii 

一 府の 有力者 を遊說 して、 其 書の 閣老の 手に 達せん ことにつ とめた ので ある。 乃ち 彼 

一 は 勘定 組頭の 古山 宗次 郞の處 へ 參 つて、 此書を 見せて、 さう して 彼の 意見 を說 明し、 
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是は國 益に もなる ことで あるから、 其 意見 を 採用 せられん 事 を 乞うた ので ある。 然 

るに 宗次郞 は、 迚も 自分の 考で それが 出來 そうに も 無い からと いふので 斷 はった。 そ 

れ ならば、 どうか 其 書物の 趣 を、 主 殿 頭へ 申 上 ゆて 吳る やうに と言うて 勸 めた。 勸 

めた けれ 共、 古山 宗次郞 は、 さう 云 ふ 表立つ 可き 筋の ものである ならば、 夫々 手順 

が あ つて、 自分 か ら 勘定 奉行まで 申出 るべき ことで あるが、 それ もなか /、容易な 事 

で 無い。 殊に 段 を 飛越へ て、 主 殿 頭へ 直に 申 上 ゆると いふ 事 は、 自分から 致し 難い 

事で あると いふので 歸 つた。 そこで ェ藤平 助 は 一 時 取 附く島 を 失った。 然るに 玆に 

田 沼の 腹心の 家來 であった 三浦庄 二と いふ 者が あって、 此 書物 を 見て 大に 驚き、 遂 

に 主人 田 沼に 直に 其 事 を&上 ゆた。 それから 平 助 は 黡丄ニ 浦の 屋敷へ 出入して、 密 

談を 凝し、 具 さに 北邊の 急なる 所以 を 述べた。 其 事が 勘定 奉 松 本 伊豆守の 知る 所 

となって、 伊豆守 も 亦 此書を 一 覽 して 大に其 思想の 採る 可き もの あるに 感心して、 

更に 平叻を 招いて- 其 說を聽 き、 又 蝦夷 通で ある 古山 宗次郞 をして 委細 其 事の 意見 


一 を 出さし め、 夫 等を總 括して、 遂に 主 殿 頭まで 之 を 持 出した 。主 殿 頭 は 更に 水 野 出 

\ 羽 守に も 之 を 見せて、 改めて 公然と 持 出す やうに とい ふ 事であった。 伊 S 守 は 乃ち 

一 その やうに 取 計って 幕議に 上る ことにな つた。 かの 林 子 平の 處 罰せられ たの は、 前 

に 申した 通り、 其 手段が 惡 かった 。幕府に 上る 前に 發 表した、 其 遣り方が 面，：：： く 無い 

平定 信." とい ふ處 から、 處罰 せられた とい ふ 事 も あるので あるが、 併ながら 之を處 罰した 當 

\ 時の 幕府の 狹 量であった 事 も、 亦掩 ふこと は出來 ぬと 思 ふ。 之に 反して ェ藤平 助の 

^麵^ g  \ 破天荒なる 意見に 接しても、 直ちに 之 を 慕議に 上して、 其 意見 を g 川し、 さう して 

ぜ ノ 北邊の 事の 調査に 從 事した 所の、 田 沼 主 殿 頭 等の 閣老の 度 * は、 如何にも 寛大で あ 

, 一 ると 言 はんければ ならぬ。 それと いふ も、 畢竟 は、 田 沼が 開 M の 思想 を 持って 居つ 

§§§ 積 た 。卽ち 彼の 積極 主義であって、 一方 は 松 平定 信が 非開國 主義で 消極 主義であった 

i いふ 事に 歸す るので ある。 定信は 外 國に關 係 ある 書物 を 多少 飜譯 せしめて、 さう 

して 之 を 見た ことがある。 現に 其 書物. か 松 豕 にも 殘 つて 居る ので ある。 然しな が 

第 十 I 蘭 學の發 達と 開國 思想 幷 貿易 政策  三 〇 五 


定 ISS の 消 


ェ 藤の 意 

見 Li ぶり 

勘定 方の 

出張 


田 沼 時代  H0 ブ 

ら、 彼の 思想 は 寧ろ 消極 主義で、 引 込 思案であった。 彼 自ら も蠻 書と 云 ふ もの はさ 

して 國 用に 足る もので ない、 唯 好奇の ものの する 事で ある、 自分 は 曾て 蘭 舉と云 ふ 

もの をした 事 は 無い けれ 共、 其 書物 を 和解 さして 其 品 を 作らう と 思って 試した こと 

も ある けれ 共 便利な 事 も あるが、 又 一方に 於て 損 も ある、 利害 損益 半ばす る は 天 

也の 常道 <ひ あると いふ やうな 事 を 言って 居る。 大に 貿易 をして 彼の 長 を 採らう とレ 

ふやうな 考は 無かった やうに 見える ので ある。 兎 まれ 田 沼 主 殿 頭 は、 ェ藤平 助の 意 

見 を 採 ffl した。 而 して 天明 五 年に は、 普請 役 山ロ鐵 五郞、 佐 籐玄六 郎等 五 人が 命 を 

奉じ 一 行 數十名 松 前に 到って 千島から 樺 太の 方へ 掛けて、 棵撿 調査 をして 其 報告書 

なり、 意見書 を 幕府の 方に 提出した。 此 時の 一 件 書類 は總て 蝦夷 地 一 件と 稱 する も 

の 、 中に 收 めら れて 居る。 (予の 見た る 蝦夷 地 一件に 二 本 あり。 内閣 文庫本と 東 京大 

攀 本と である。 本書 は 元 來七册 あるべ き笞の もの を兩本 共に その 中の 五册 だけ を寫 

して ある。 そして その 中の 二 册は各 別で あるので、 兩本を 合せて 完本 を 得る こと、 


の 本い 開 露 

意 伊て 始國 
見 豆のに 貿 
守 松つ 易 


なる。) 其 報告書に 對 して、 松 本 伊 S 守 は 自分の 意見 を 添へ て、 田 沼 主 殿 頭に 上つ ヒ。 

-- その 一 節に 於て 彼の 露國 交易に 對 する 方針 を 現 はして 居る。 それに 據れ ば、 

一 出張員の 報告で は、 露 西亞人 は豫て 交易 を 望む で 居る 事で あるから、 此方から 申出 

せば 本當に 交易 取組が 出來 るに 相違ない と は 申して 居る、 然 ながら、 異國の 產は長 . 

\ 崎 交易の み を 以て も、 國內に 不足 は 無い。 勿論 蝦夷 地に 於て、 新規に 交易 を 取組ん 

\ でも、 長 崎 表に 差 障りに もな り、 其 上 日本から 金銀 銅 を 輪 出しない やうに、 卽ち 

\ 日本の 產物を 以て 交易す る やうに 取 極めても、 それ は 必す嚴 重に 取締る こと も 出 

一 來な いこと であるから、 異國 通商の 儀 は、 先づ其 儘に 頓着せ すに 打 遣って 置いた 

一 方が 宜か らう。 

一 とい ふ 意見で ある、 松 本 伊 fo^i が 何故に 此の 如き 消極の 意見に 傾いた かとい ふ 事 は 未 

一： だ詳 かで 無い。 是は尙 硏究を 要する 問題で あらう と 思 ふ。 或は 幕府が、 其 交易 を 開く 

< とい ふ 事が、 松 前 家の 利益、 又は 從來 上方 邊 から 蝦夷 地に 渡って 商寶 して、 松 前 家 
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に 運上 を 納めて、 蝦夷 貿易 を やって 居った 者の 利害 闢係 などの 上から、 露國 貿易 を 

幕府に 於て 開く 事 を 躊躇した のか も 知れぬ。 此 間に 尙込 入った 事情 も あらう と 思 ふ 

けれども、 之を詳 にす る 丈け の 材料 は 無い。 然しながら 幕府に 於て は、 尙 蝦夷 地の 

幕府 は尙 貿易 調査の 事 は 怠らなかった。 右の 翌年 天明 六 年に 江戶の 商人 苦屋 久兵衞 とい ふ 者 

1^. ^繼 \ をして、 東 蝦夷 地 (擇捉 あたり) の 交易 を 引受けし めた。 さう して 久兵衞 は 三 隻の船 

久兵 一 を 出して、 天明 六 年 三月に 出帆し 蝦夷の 方に 遣した ので ある。 また 蝦夷 地へ 出張し 

船 派遣 て 居った 佐籐玄 六郞の 如き も尙 その 取調 をば その 意見と して、 若し 幕府に 於て 愈 蝦 

垂 g 職 夷 地 を 開く とい ふ 積り であるならば、 諸國 から 蝦夷 貿易の 爲め來 て 居る 商人 共 も、 

ノ 裏の \ 何とか 處 分せ ねばなる まいと 思 ふと 言 ひ、 其 商人の 名簿 を 書き出して 居る。 . 

右の 如く 一方に 於て 露國 交易の 議が 起って 居る と 同時に、 蝦夷の 土地 開 發の議 が 起 

難 開. 一 つて 居った ので ある。 是は田 沼 罪狀の 二十 六 箇絛の 最後の 條 件の 中に も 言 ひ 及 ほし 

i て ある ものであるが、 其 計畫は 蝦夷 地 一 件の 中に 松 本 伊豆守から 田 沼 主 殿 頭に 上つ 


た 書面の 中に 見えて 居る。 卽ち 左の通り。 


本 蝦夷 地 周 邊七百 里程 之內 

此 反別 千 百 六 拾 六 萬 四千 町歩 

右 十分 一 百 拾 六 萬 六 千 四百 W 歩 新田 畑 開 發可相 成 積 

此高凡 積 五 百 A 十三 萬 一 一 千 石  伹 Is き If 

但諸 K 古田 之 石 盛 は 田畑 平均 凡 壹反壹 石 之 積に も 相 當り可 申 哉 右 半減 之 積 

り を 以如斯 

外 九分 通 は 山川 湖溏 磯邊 等 開 發不相 成 積り に て 除 之 

現今 北海道の 面積 は 凡 六 千 方里で あるから、 この 算用 は實 際より は 千 五 百方 里卽 

二百 三十 餘萬町 ほど 見積りが 多くな つて 居. たが、 然し 天明 時代に まだ 測量 は 愚か、 
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た >  一 通の 踏査 も行屆 いて 居なかった 時の 算用と して は 割合によ くで きたと いばね 

ばなら ぬのみ ならす、 その 開發 すべき 面積 を 右の 一 割と 見積り 尙 その 收穫を 普通の 

半分と 積った は、 よほど 愼 重な 仕方と いはねば ならぬ 。さて 之 を開發 する について は 

廣大 なる 土地で あるに よって、 とても 蝦夷 人ば かりで は、 功が 收 めに くいと いふ 處か 

ら松本 伊豆守 は、 諸國 から 稳多を 集めて、 之 を 移住せ しめ やうと いふ 案 を 提出した。 

卽ち彈 左 衞門を 呼出して、 場所の 事 は 知らさないで、 手下の もの を 引 移して 新開 を 

いたさう とい ふ考 はない かと 尋ねて 見た 處、 當時 支配して 居る 武藏 上野 安房 上總下 

總 伊豆 相模 下野 常 陸陸奧 甲斐 駿 河の 內 にある 長 吏 非人 共 人別 高 三 萬 三千 人餘 ある 內 

から、 七 千 人 程 は 移住せ しむる 事が できる とい ふ 事であった 。然しながら、 これ 丈で 

は不： d である。 そこで、 諸國に 居る 長 吏 非人 共 は元來 彈左衞 門の 支配と いふ わけで 

はない が、 從來 とても 其國の 頭分の ものへ 彈左衞 門から 仲閒捉 など を申傳 へた 慣例 

も あり、 旁 今度 改めて 彈左衞 門 を 以て 諸 國長吏 非人 一 統の 支配 をせ しめる ことと 致 


z したい。 その 人 數は凡 二十 三 萬 人 ほど も あら、 フ。 その 中から 六 萬 三千 人 を 移住せ し 

\ め、 都合 七 萬 人 程 を 引 連れ、 彈左衞 門 も 其 地 へ 參り、 勿論 村 居住 宅 其 外 入用 は 一 切 引 

\ 請けて 開發 し、 赓業方 差圖を 請けて、 右人 別 を 支配 致したい とい ふ。 それにつ いて 身 

\ 分の 願 筋 を. S. 立てた けれども、 これ は 町奉行の 方へ も かけ 合うて、 その 願の 筋 許さ 

_ るべ きもの は 之 を 許す こと、 し、 之 は 追うて 取調の 上 伺 ふこと 、 し、 ま づ此度 は £ 藤 

\ 玄六郞 渡航 を 機と し、 右 新開の 爲め 必要なる 陣屋の 事 また 松 前 家との 交 涉條件 等に 

\ ついて 取調べ させたい 。かくの 如くに して 土地が 開けたならば、 諸 商人の 入 込む もの 

一 も 自ら 多 かるべく、 人口 f 殖す るに 至らば、 追々 に異國 人の 渡航に ついても 取締り 

一 がで き、 御 威光 を 以て、 西 は サンタン、 マ ン 、、チウ、 東 は 赤 人の 本國 まで も 御 國に服 

f  _ 從 すべ き やうに 取 計 ひ、 實に 永久の 策 を 立て 得られる。 殊に 彼 地が 開ければ、 大そ 

中 、フな 高が 增し、 奥州 羽 州 も 中國同 樣の國 柄になる に 相違ない 0 且 また 新開の こと も、 

バ あまり 手間取る まじく、 人間の 移住 だけ は 八 九 年の 中には 成就 致すべき やう、 玄六 
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、、の 案 は 郞 より 申 聞け たによ つて、 今度の 再 渡航に は その 積り で以 つて 取調べ させたい 云々。 

lf£l 松 本 伊豆守 は 佐 藤 玄六郞 との 相談で、 この 遠大なる 計畫を 策し. - 天明 六 年 二月 この 

趣 を 田 沼 意次まで 上申した 處、 十四日に 至りて、 伺の 通り 仕るべき 旨、 田 沼から 仰 

渡された ので ある。 

、 是 等の 蝦 * 貿易 井に 蝦夷 地 開發の 計晝は 間も無く、 田 沼の 沒落 と共に 總べ て廢 せら 

遠大な ろ れて 了った 。さう して 其 取調に 遣 はされ て 居った 五 人の 者 は 皆 呼 房され たので ある。 

g 讀も挫 一 是に 於て 折角の 大計 畫も其 形が 附 かすして 終って 了 ふ。 

ネネネ 

\ 此頃は 外 國の金 銀貨 相場が 日本に 能く 知れない、 日本の 金銀が 非常に 安かった。 そ 

： 銀の 外 一 れで外國から盛んに貿易品を持って來て日本の金銀を持5^して行く。 其 金銀の 輪 入 

國へ 流出 一 せられる 高と いふ もの は 莫大な ものである。 其 事 は 田 沼 も 無論 心附 いて 居った 事で 

ノ ある。 或 時に 人が 新 井 白 石の 寳貸事 略 を 意次に 示して 金銀 輸出の 莫大な 事 を 注意し 


\ やうと 思った。 田 沼 は 一 度 は 此竇貨 事 略 を 見て 驚いた 樣 子であった が、 扨て 曰 ふこ 

とに は 儒者の 議論な ど は、 役に立たぬ ものである といって 一 向 顧みない やうな 樣子 

ノ であった。 其 事 は 田 沼 も旣に 氣が附 いて 居った ので ある。 そこで 彼 ま 盛ん こ 支^" 

田！^ 今一 P|  一  "  ^  i^J  /i  s  Jo 

輸入^ 策 商スに 托して 金銀 を外國 から 輸入し やうと いふ 事 を 努めた ので ある。 寳翳 十三 年頃 

\ から、 慕府に 於て は 支那 貿易に 銀 を 用 ひる 事 を 止めて、 銀 二百 貫に 銅 三十 萬 斤の 

銀の 輸入 一 場で 渡す ことにした。 その 中 銅 を 七 分條物 三分 を 渡す ことにした。 信 勿と は 海産物 

H 、他 國產 物の 俊 詰の もの をい ふので ある。 そこで 一 方に 於て は內 地から 銅の 採鑛を 

一 盛んに 獎勵 した。 是は 前に 述べ た 通りで ある。 また 一 方に 於て は、 海産物 其 他の 國 

™ 產を大 に獎勵 した。 殊に 支那 貿易に は、 日本の 海産物と いふ もの は、 餘程 重要なる 

I 物の 輸 貿易品であった、 そこで 寶簪 十四 年、 明 和 二 年、 安永 七 年、 天明 五 年 等に 於て 海參 

鱗、 蟻の 鰭、 昆布、 煎 海鼠 等の 採收 を獎勵 して、 長 崎から それの 買 集 人 を 巡 廻せ しめ 

て、 運上 を 免除して、 製造 を獎勵 したので ある。 それに 依って 日本に 外國の 金銀 §of 
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の 輸入す る 事を圖 つたので ある。 此 海産物の 産出に 付て は 蝦夷 地 一 件の 中に 南部、 

津輕、 松 前 地方から 煎 海鼠、 干 鮑、 昆布 長 畸會所 直 買 入 取調 書と いふ ものが 有る。 

俵物の ま それ を 見る と 其 土地の 生産高、 貿易 高 も 凡そ 分る が。 それに よれば、 其 年に 煎 海鼠 

1^^ の 産出が 十六 萬 九 千 五 百 斤、 其 代 銀が 六 百 八十 八 貫 百 七十 匁、 干 鮑が 十四 萬 八 千 五 百 

一 斤、 代 銀が 四百 三十 貫 六 百 五十 匁、 合せて 銀が 千 百 十八 貫 八 百 二十 匁、 之 を 金に 直 

して 一 萬 八 千 六 百 四十 七兩、 これが 寶上 高で ある。 これの 原 價が荷 造、 費用 其他雜 

費 を 合せて、 金に して 一 萬 二 千 四十 兩 二分 餘差 引金 六 千 六 百兩の 利益が ある。 次に 

\ 昆布が 百 二十 一 萬 二 千 五 百 斤、 其 代 銀が 四百 四 貫 九 百 七十 五^、 金に して 六 千 七 百 

一 五十二 兩 三分、 この 原 價が金 三千 三百 六十 ニ兩 二分、 差 引金 三千 三百 九十 兩と いふ 

\ ものが 利 盆で ある。 是が 北海道 地方ば かりで なく、 此外 尙諸國 から 産出した ので あ 

一 るから、 之に 依って 得る 所の 利 盆 は 莫大な ものであった らうと 思 はれる。 此の 如く 

1 方に 於て は 貿易 を 獎勵し 一 方に 於て 又 支那 人、 和 蘭人 等から 支那 西 藏安南 又は 和 


金銀 輸入 ノ 

の 高 \ 


足 赤金. 


蘭 本 画 及び 歐洲諸 國の金 銀貨 を 輸入せ しめた。 其 高が 唐 和 藺持渡 金銀 錢圆 鑑控と い 

ふ もの 、 中に 見えて 居る。 今 左に 其 中竇麝 より 天明に 至る 迄の 數量 を揭 載す る. - 

この 表 は 三 貨備覽 及び 通航 一 覽の 中に 見えて 居る が、 共に 天明 初年まで を錄 する 

に 過ぎぬ。 長 畸縣の 野 口 孝太郞 氏の 所藏 にか 、 る 右の 圖鑑控 は 天明 以後 寬 政より 

天 保までの 分 も 追記せられ。 最もよ く備 はった ものである。 乃ち 煩 を 厭 はす、 之 

を 抄出す る。 伹左數 量の 中、 計數は 原本に はない ものであるから 括弧 をつ けて、 之 

を區 別す る 0 


足 赤金 

右 者寳曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 未 

九番 船頭 王 履階爲 手本 始而持 渡 怛壹、 ソ付掛 

目 凡百 目 程 

一 寳曆 十三 未年 九 番船持 波高 百 四 拾 六 匁 四 分 

1 明 和 二 酉年 拾 番船持 波高 四 莨 五 百 三 拾 目 I  二 
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分 

i 同 四 亥年 壹番船 持 渡 高 四 賞 五 拾 四 匁 七 分 

1 同 七 寅年 賫番船 持 渡 高 IgK 九 百 九 拾 八 匁 八 

分 

1 同年 拾 三番 船 持 渡 高 貳貫九 百 九 拾 五 匁 六 分 

i 安永 二 已年壹 番船持 波高 貳賞九 百 九 拾 i ハ匁 

三 一 五 
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三分 

1 天明 二 寅年 七 番船持 波高 拾貳貫 四百 八 拾 七 

匁 七 分 

一 同一 n 卯年 拾 參番船 持 渡 高 九 百 九 拾 七 匁壹分 

1 同年 拾 三番 船 持 波高 九 百 九 拾 七 匁壹分 

一 同 四 辰年 W 番船持 波高 貳篦 四百 九 拾 六匁貳 

分 . 

1 同 五已年 五番 船 持 波高 六 賞 八 百 六 拾 壹匁七 

分 

1 同年 五番 船 持 波高 六 賞 八 百 六 拾 壹匁七 分 

1 同年 七 番船持 波高 威 «九 百 八 拾 九 匁 四 分 

1 K 六 午年 三番 船 持 渡 高 八 賞 八 百 七 拾 八 匁 

(小 評 六 拾 iM;  二百 九拾壹 匁) 


九呈金 

八呈金 


九呈金 


H 一  六 

右 者寶曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 未 

九番 船頭 王 履階爲 手本 始而特 渡 但壹 ク付掛 

目 凡百 目 程 

1 寶曆 十三 未年 九 番船持 波高 百. 四 拾 六 匁 四 分 

！ 明 和 二 Igs. 拾 番船持 波高 壹賞匁 

1 夭 明 三 卯年 拾 壹番船 持 波高 六 貫 九 百 貳拾五 

匁 六 分 

1 同年 拾 三番 船 持 渡 高 一 n 莨 四百 五 拾 壹匁六 分 

1 2? 四 辰年 威 番船持 波高 五 貫 I 百 S 拾 六 匁貳分 

1 同五已 年拾壹 番船特 波高 七 簠六百 貳拾五 匁 

壹分 

(小計 廿四莨 玉 百 九 拾 四 匁 九分〕 

八呈金 

右 者寳曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 未 


^         M  Ji 


錢頭人 


ントカ テフ 口 ハ錢銀 


板 安 


お      m  w 


m  w 


元 寶足紋 

銀 


九番 船頭 王 屨階爲 手本 始而持 渡 很壹 ツ付掛 

目 凡. 百 目 程 

1 齊曆 十三 未年 九 番船持 渡 高 百 四 拾 六 匁 四分 

一 明 和 二 酉年 拾 番船持 波高 壹賞目 

1 同 四 亥年 壹番船 持 波高 威 赏.！ ハ百九 拾 八 匁 九 

一 同 七 寅年 壹番船 持 波高 三 霣九： お 九 拾 八匁セ 

, ぶ 

一 同年 拾 三番 船 持 波高 三 賞 九 百 九 拾 四 匁 三分 

i 安永 二 已年壹 番船特 渡 高 三 貫 九 百 九 拾 五 匁 

壹分 

一 天明 三 卯年 拾 三番 船特渡 高£§ 百 九拾貳 

匁壹分 

J 同 四 辰年 貳番船 特渡高 六 賞 百 九 拾 五 匁 九分 

i 同 五 已年貳 番船特 渡 高 四 貫 六 拾 五 匁 五分 


同年 七 番船持 渡 高 八 莨 九 百 六 拾 九 匁 五八；^ 

同 六 午年 四 番船持 波高 W 百 五 拾 四 匁 四 分 

$ 三番 船 持 波高 貳貫百 九 拾 六 匁 111 分 

(小計 四 拾 罠 百 七 匁 一 分) 


元 寶足紋 銀 

右 者寳曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 在 

唐 荷主 揚裕 和幷 未九番 船頭 王 履階爲 御請 始而 

持 渡 狙 壹ク付 掛目凡 五 百 目 程 

1 寶曆十 111 未年 九 番船持 波高 拾 七 簠九百 七 拾 

九 匁 

1 明 和 元. &年四 番船持 渡 高 九 拾 一一 一 賞 目 

一 同 二 酉年 八 番船持 波高 三 拾 七 K 目 

(小計 百 SI 拾 七 莨 九 百 七 拾 九 匁) 
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中形 足紋 一  中形 足紋銀 

0  右 者寳曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 在 

\ 唐 荷主 揚裕和 井 朱九番 船頭 王 履階爲 御請 始而 

、一 持 渡 但壹ク 付掛目 凡百 目 程 

1 寶曆 十三 未年 九 番船持 渡 高 三 拾 七 貫 七 百 五 

拾 《 匁 九分 

一 一 明 和 元 申年 拾 三番 船 持 波高 九 拾 三 貫目 

、 一 同】 一 酉年 八 番船特 渡 高 九 貫 玉 百 目 

一 一 同年 拾 番船持 波高 八 拾 四 匁 

\ 1 同 三 戌年 五番 船 持 渡 高 四 拾 六 貫 五 百 目 

\  i 同 四 亥年 壹番船 持 波高 九 拾 三 貫目 

一 一 同年 拾 番船持 渡 高 九 拾 三 貫目 

1 同 五子 年 壹番船 持 波高 九 拾 一 二 賞 目 

1 同年 七 番船持 波高 百 八 拾 六 貫目 

； 1 同 六 丑年 壹番船 持 波高 九 拾 三 貫目 


1 二 一 八 

1 同 七 寅年 七 番船持 渡 高 百 八 拾 六 賞 目 

一 同 八 卯年 九 番船持 波高 九 拾 三 貫目 

1 安永 元 辰年 壹番船 持 渡 高 九 拾 三 貫目 

1 同年 1^ 番船持 渡 高 九 拾 W 貫 六 百 七 拾 七 匁.？. 

分 

一 同年 七 番船持 渡 高 九 拾貳賞 四百 七 拾 六 匁 四 

分壹厘 

一 安永 元 辰年 拾 K 番船持 渡 高 五 百 貳拾三 匁 五 

〈刀 九 厘 

一 同 二 已年壹 番船特 渡 高 三 拾 五 匁 

1 同年 拾 Is? 番船持 波高 五 拾 111 賞 m 

1 同 三 午年 壹番船 持 波高 四 拾 貫目 

1 同年 四 番船持 波高 九 拾 三 篁 目 

1 同年 六 番船持 渡 高 九 拾 三 貫目 

1 同年 九 番船持 波高 九 拾 三 貫目 


1 同 四 未年 壹番 船特 波高 九洽三 貫目 

1 同年 甙番 船特 波高 九 拾 三 K 目 

1 同年 九 番船持 渡 高 九 拾 三 貫目 

一 同年 拾 壹番船 持 波高 九 拾 一 n 貫目 

1 同 五 申年 三番 船 持 渡 高 九 拾 三 賞 目 

！ 同年 五番 船 持 渡 高 九 拾 三 賞 目 

1 同年 六 番船持 渡 高 四 拾 六 賞 五 百 目 

1 同 六 酉年 三番 船 持 波高 九 拾 三 貫目 

1 同年 拾 番船持 渡 高 九 拾三賞 目 

一 安永 七 戌年 四 番船持 波高 九 拾 三 貫目 

1 同年 五番 船 持 波高 九 拾 三 貫目 

1 同 八 亥年 壹番船 持 波高 九 拾 一 一一 貫目 

1 同年 九 番船持 波高 九 拾 三 賞 目 

！、 同 九 子年 拾 壹番船 持 波高 四 拾 六 貧 四百 八 

拾 九 匁 八 分 
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一 同年 五番 船特 波高 百 一一 一 拾九赏 四百 八 拾 八 匁 

貳分 

一 同年 拾 番船波 持 高 九 拾 貳篦九 百 八 拾 八 匁 

1 天明 元 丑年 六 番船持 波高 百 八 拾 五 貫 八 百 六 

拾 11 匁 六 分 

1 同 二 寅年 八 番船特 渡 高 九 拾 三 貫 拾 五 匁 童 分 

三 厘貳毛 八^ 

(小計 一一 1 千 三百 九 拾四簠 凡百 九 拾 五 匁 三分 

三 厘 二 毛 八^) 


元 糸 銀 

右 者寶曆 十三 未年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 在 

唐 荷主 揚 f 份和 幷， 未九番 船頭 王 履階爲 御請 始而 

持 渡 但壹ク 付 掛目凡 拾 匁 程 

1 ® 曆 十三 未年 九 番船持 波高 貳百四 拾 賞 七 拾 

一策  三 一 九 


田活 時代 

三 匁« 分 貳厘六 毛 

1 明 和 元 申年 拾 三番 船 持 渡 高 百 賞 目 

1 同 二 酉年 四 番船持 渡 高 百霣目 

j 同年 八 番船渡 持 渡 高 五 拾 賞 目 

1 同年 拾 番船持 渡 高 四百 貳拾四 匁 八 分 七厘 七 

毛 五 弗 

1 同 三 戌年 五番 船 持 波高 五 拾 賞 目 

1 同 四 亥年 壹番船 持 渡 高 百 賞 目 

一 同年 拾 變番船 持 渡 高百簠 m! 

1 同 七 寅年 壹番船 持 渡 高 三 拾 K 匁薆分 

1 同年 甙番船 持 波高 百 莨 目， 

1 安永 元 辰年 貳番船 持 波高 三百 四 拾 六 匁 五分 

五 厘 九 毛壹ゅ 

1 同年 拾 威 番船持 波高 百 賞 目 

1 同 二 已年壹 番船持 渡 高 八 拾 五 匁 三分 


1 ニニ 〇 

！ 同 五 申年 八 番船持 波高 五 拾 貫目 

1 天明 四 辰年 貳番船 持 波高 貳百九 拾 1^ 匁 四 13^ 

(小計 九 百 九 拾壹莨 二百 五， 拾 八 匁 四分六 厘 

二 毛 六 弗) 


花 邊銀錢 

右 者 明 和 二 酉年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 酉 七 

番 船頭 崔 景山爲 御請 始而持 渡 但壹、 ソ付掛 目 

凡 七 匁 貳分程 

1 明 和 二 酉年 七 番船持 波高 三 拾 壹賞拾 壹匁七 

分 

1 同年 拾 番船持 波高 四 貫 三百 八 拾 目 

一 同 三 戌年 壹番船 持 波高 拾 九 賞 貳百八 拾 九 匁 

五分 

1 同年 七 番船持 渡 高 五 拾 貫目 


1 同 四 亥年 番 s 持 渡 高 百 賞 目 

1 同 五子 年 五番 船 持 波高 百篾目 

1 同 七 寅年 三番 船 特渡高 拾 威 賞 五 百 拾 九 匁 

壹八刀 

1 同年 八 番船持 波高. n 拾 七 貫 五 百 九 拾 五 匁 五 

1 同 八 卯年 四 番船持 波高 拾 貫 威 百 七 拾 目 九分 

1 同年 拾 番船持 波高 九 拾 Ki: 拾貳匁 三分 

1 同年 拾 K 番船持 波高 IS 拾 七 賞 七 百 四 拾 匁 

七 分 

1 安永 元 辰年 六 番船持 渡高威 拾 三 貫 « 拾 四 匁 

七 分 

1 同年 九 番船特 波高 五 拾 賞 九 百 111 拾貳匁 

1 同年 拾 三番 船 持 波高 ぼ 貫 四 拾 三 匁 四 分 

一 安永 二 已年九 番船持 波高 百 賞 三 拾 八 匁壹分 


1 同年 拾 三番 船 持 波高 拾 九 篦六百 八 匁 

1 同 三 午年 八 番船持 波高 貳拾八 « 百 七 拾 三 匁 

三分 

1 同年 拾 壹番船 持 波高 百 賞 七 百 威 拾 威 匁 六 分 

一 同 四 未年 拾 貳番船 持 波高 百 莨 七 百 九 拾 七 匁 

七 分 

！ 同 五 申年 拾 三番 船 持 波高 四 拾 九 賞 « 百 四 拾 

八 匁 

1 同 六 酉年 五. 番船持 渡 高 六 拾 四 貫 七 百 四 拾 五 

^貳分 

I 同年 九 番船持 波高 三 拾 三 貫 百 九 匁 八 分 

1 同 七 戌年 八 番船持 波高 八 I 風 八 百 一 一 一 拾 五 匁 八 

分 

一 同年 拾 番船持 渡 高 六 賞 四百 五 拾 三 匁 六 分 

一 同年 拾 三番 船 持 波高 六 百 三 拾 壹匁八 分 
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三 一 一 


田 沼 時代 

一 0^ 八 亥年 貳番船 持 渡 高 三 貫 五 百 八 拾 八 匁 九分 

1 同年 一一 一番 船 持 渡 高 一ー一 莨 八 百壹匁 九分 

一 同年 七 番船持 波高 liS 拾 貫 七 拾 八 匁 四 分 

f 同 九 子年 七 番船持 波高 ni 貫 三百 六 拾 目 六 分 

(小計 千 二百 貫 五 拾 五 匁 五分) 


人頭 錢 ， 

右 老崔兼 山 御 f 化 邊銀錢 爲代リ 安永 六 酉年、 

拓植長 門 守樣御 在勤 之 節、 酉九番 船よ リ始而 

持 渡、 量目 七 匁 « 分 

1 安永 六 酉年 九 番船持 波高 拾 五 篁 六 百 四 拾 « 

匁壹分 

一 同 七 戌年 八 番船持 渡 高 in 拾 六 賞 八 百 九拾壹 

匁 六 分 

一 同年 拾 番船持 波高 七 賞 九 百 二 匁壹分 


一二 ニニ  ， 

一 同年 拾 三番 船 持 波高 三 賞 貳百七 拾 四 匁 七 分 

i 同 八 亥年 番船持 波高 五 百 八 拾 八 匁 五分 

一 同年三番船持渡高六貫ーーー拾1^5匁ーーー分 

1 同年 七 番船持 波高 四 拾 莨 五 拾 七 匁貳分 

i 同 九 子年 七 番船持 波高 五 拾 貳貫八 百 六 拾 目 

七 分 

一 天明 元 丑年 五番 船， 渡 高 百 壹貫九 百 八 拾 三 

匁 分 

1 同 二 寅年 壹番船 持 波高 七 拾 壹茛八 百 三拾壹 

匁 七 〈刀 

(小計 ーー一 百 三 拾 七 貫 六 拾 五 匁 一 分) 


金 錢トカ アト 

右 者 明 和 二 酉年、 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節、 

酉. M 蘭陀 船よ W 爲 御請、. 始而持 渡、 但壹っ 付 


掛目凡 壹匁程 

1 明 和 二 酉年 阿蘭陀 船 持 渡 高 九 匁 三分 


銀 錢テカ \ 

ト ン 


銀錢デ カトン 

右 者 明 和 二 酉年， 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節、 

酉 阿蘭陀 船よ リ爲 御請、 始而特 渡 • 但！ つ 付 

掛目凡 八 匁 程 

1 明 和 二 酉年 阿蘭陀 船 持 波高 拾 六 匁 

一 同 三 戌年 阿蘭陀 船 持 波高 凡百 貳拾壹 匁 五分 

一 同 四 亥年 阿 蘭 "お 船 持 渡 高 拾 四 K 百 1g 拾 三 匁 

八 分 

一 同 五子 年 阿蘭陀 船 持 波高 甙百九 拾 四 匁 五分 

1 同 六 丑年 阿蘭陀 船 持 渡 高 貳百威 拾 九 貫 六 拾 

« 匁 六 分 

一 同 七 寅年 阿蘭陀 船 持 渡 高 六 拾 八 賞 七 百 拾 一 
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六 匁壹分 

1 同 八 卯年 阿蘭陀 船 持 渡 高 八 拾 六 賞 « 百 八 拾 

壹匁 九分 

一 安永 元 辰年 阿蘭陀 船 持 波高 七拾壹 《 八 百 拾 

匁 八 分 

1 同 二 巳年 阿蘭陀 船 持 波高 ほ 三拾壹 蓖六百 四 

匁 八 分 

一 同 三 午年 阿蘭陀 船 持 渡 高 百 四 拾 三 貫 九 百 拾 

八 匁 九分 

1 同 四 未年 阿蘭陀 船 持 波高 九 賞 九 百 拾 威 匁 三 

分 

1 同 五 申年 阿蘭陀 船 持 波高 百 四 拾 七 ま 百 四 匁 

壹分 、 

1 同 六 酉年 阿蘭陀 船 持 渡 高 八 拾 威 賞 九 匁 四 分 

1 同 七 戌年 阿蘭陀 船 持 波高 四 拾 壹篦六 百 六 拾 


田 沼 時代 

四 匁 九分 

1 同 八 亥年 阿蘭陀 船 持 渡 高 一一 一 拾 七 貫 七 百 3 拾 

壹匁 1 二分 

1 同 九 子年！： 蘭 陀船持 波高 百 貳拾壹 貫 四百 八 

拾壹匁 一二 分 

1 天明 元 丑年 阿蘭陀 船 持 渡 高 百 三 拾 八 貫 七 百 

七 拾 七 匁 五分 

1 同 四 辰年 阿蘭陀 船 持 波高 三 拾 六 貫 三百 四 拾 

六 匁« 分 

1 同 五已年 阿蘭陀 船 持 波高 百 一ー1 拾 三 莨 六百貳 

拾 八 匁 九分 

1 同 六 午年 阿蘭陀 船 持 波高 百 甙拾壹 貫 三百 IsS 

拾 四 匁 分 

(小計 千 六 百 十六 貫 六 百 四十 一 匁) 


一二 二 四 

銀錢 尸 ロフテ カトン 

右 者 明 和 二 酉年 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節、 酉 

阿 蘭 K 船.. * リ爲 御請、 始而持 渡 但壹 っ付掛 

目 凡 四 匁 三分 程 

1 明 和 二 酉年 阿蘭陀 船 持 渡 高 九 拾 九 匁 四 分 

一 同 三 戌年 阿蘭陀 船 持 波高 六 拾 八 匁 五分 

1 同 五子 年 阿蘭陀 船 持 波高 貳拾蠻 匁 五分 

一 同 六 丑年 阿蘭陀 船 持 渡 高 拾 六 莨 八 百 三 拾 八 

匁貳分 

1 同 八 卯年 阿蘭陀 船 持 波高 四百 九 拾； 匁 

1 安永 元 辰年 阿蘭陀 船 持 波高 百 四 匁 

一 安永 ニ已年 阿蘭陀 船 持 渡 高 七 百 八 拾 贰匁七 

〈刀 

1 同11ー午年1:蘭陀船持渡高^^百拾«匁六分 

1 同 六 酉年 阿蘭陀 船 持 波高 三 拾 壹莨六 百 七 拾 


0 

！ 同 七 戌年 阿蘭陀 船 持 渡 高 三 拾 九 賞 九 百拾壹 

匁 八 分 

1 天明 四 辰年 阿蘭陀 船 持 渡 高 拾 五 賞 六 百 四 拾 

八 匁 W 分 

一 同 五已年 阿蘭陀 船 持 波高 五 貫 貳百五 匁 四 分 

一 同 六 午年 阿蘭陀 船 特渡高 五 拾 三 賞 五 百 九 拾 

九 匁 四 分 

(小計 百 六 拾 四 賞 六 百 五 拾 六 匁 七 分) 


銀錢 Q 八 ィ 

右 者 明 和 二 酉年、 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節、 

酉 阿蘭陀 船よ リ爲 御請、 "始而 持 渡、！ 但壹っ 付 

掛目凡 三 匁 « 分程 

！ 明 和 二 酉年 阿蘭陀 船 持 渡 高 贰百四 匁 貳分 

第 十一 蘭 學の發 達と 開國 思想 弁 貿易- 


： 一 同一 一一 戌年 阿蘭陀 船 持 波高 查篦百 拾 六 匁 五 《^ 

一 同 五子 年 阿蘭陀 船 持 波高 三匁貳 分 

i 同 六 丑年 阿蘭陀 船 持 波高 六 拾 九 匁 

(小計 壹賞 三百 九 拾 1^ 匁 九分) 


銀錢 咬^ 吧ロ  < ィ 

右 者 明 和 二 酉年、 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節- 

酉 阿蘭陀 船よ リ爲 御請、 始而持 波、 但蠻っ 付 

掛目凡 三 匁 四 分 程 

1 明 和 二 酉年 阿蘭陀 船 持 渡 高 拾 匁 貳分五 厘 


銀錢 ス ハンス マット 

右 者 明 和 二 酉年、 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節、 

酉 阿蘭陀 船よ，^ 爲御 始而持 渡、 但壹っ 付 

掛目凡 七 匁 壹分程 

策  三 二 五 


田 沼 時代 

1 明甜ニ 酉年 阿蘭陀 船 持 波高 六 拾 三 匁 八 分 五 

厘 


安 南 板金 

右 者 明 和 三 戌年、 新 見 加 K 守樣御 在勤 之 節、 

酉八番 船頭 游撲 菴爲 手本、 戌 拾 壹番ふ リ始而 

特渡、 但壹挺 付掛目 凡百 目 程 

1 明 和 三 戌年 拾 壹番船 持 渡 高 七 百 九 拾 八 匁 

1 同 四 亥年 四 番船特 渡 高 七 賞 一一 一 百 九 拾 貳匁九 

分 

1 同 八 卯年 八 番船持 波高 六 《 九 百 九 拾 九 匁 三 

分 

I 安永 七 戌年 拾 貳番船 持 渡 高 S 賞 九 百 九 拾 七 

匁 九分 

1 同 八 亥年 六 番船持 渡 高 貳匁壹 分 


一一 三 六 

1 同 九 子年 五番 船 持 波高 三賞 目 

1 天明 元 丑年 W 番船持 波高 三 賞 目 

(小計 二 拾 四 賞 百 九 拾 匁 二分)， 


安 南 上 板 銀 

右 者 明 和 三 戌年、 新 見 加 K 守樣御 在勤 之 節、 

酉八番 船頭 游撲 菴爲 手本、 成 拾壹番 船よ リ始 

而持 波、 但壹 っ付掛 UI 凡百 目 程 

1 明 和 三 戌年 拾 壹番船 持 波高 ：| 賞 四百 九 拾 四 

1 安永 七 戌年 拾 貳番船 持 渡 高 五 拾 九 賞 九 百 六 

拾 九 匁 六 分 

i 同 八 亥年 五番 船 持 波高 五 拾 九 賞 九 百貳拾 m 

匁 八 分 

1 同年 六 番船持 波高 五 拾 九 賞 九 百 五 拾 九 匁 六. 


分 

同 九 子年 五番 船 持 波高 百 拾 九 賞 九 百 四 拾壹 

匁 五分 

, 天明 元 丑年 船 持 渡 高 六 拾 貫目 

(小計 三百 六拾壹 《 貳百八 拾 八 匁 五分) 


魄南次 板 一  安 南 次 板 銀 

. Z 右 者 明 和 三 戌年、 新 見 加 賀守樣 御 在勤 之 節、 

\ 酉八番 船頭 游樸 巷爲 手本、 戌 拾 壹番船 ふリ始 

一 而特 渡、 徂 壹っ 付掛目 凡百 目 程 

Z  i 明 和 in 戌年 拾壹 番船挣 波高 壹賞五 百 五 匁 

西藏金  西藏金 

一 右 51^ 明 和 四 亥年、 石 谷備後 守樣御 在勤 之 節 • 

^ 亥貳番 船よ リ初 而特 渡、 但掛目 壹っ付 凡 大形 


«百 三 拾 七 匁 程 小形 九 拾 七 匁 程 

i 明 和 四 亥年 K 番船持 波高 壹貫百 五 拾 七 匁 U 

分 

1 同 八 卯年 壹番船 持 波高 威 百 貳拾目 三分 

一 安永 元 辰年 拾 三番 船 持 波高 1g 貫 七 百 七 匁 七 

分 

1 同 二 已年拾 in 番船持 波高 壹賞 *g 百 四 拾 九 匁 

五分 

1 同 三 午年 拾 壹番船 持 波高 壹貫五 百 g 拾賫み 

五分 

一 同 五 申年 壹番船 持 波高 壹賞 三百 五 拾 七 匁 

1 同 六 酉年 七 番船持 波高 貳賞七 百 四 拾 六 匁 一 一 一 

分 

1 同年 九 番船持 渡 高. 四百 五 拾 甙匁四 分 

1 同 九 子年 亥 拾 三番 船 特渡高 變賞六 百 六匁セ 
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三 二八 


輸人 金銀 

^以て 新 

貨. S1 る^ 


貿易の 積 


分 

一 同年 四 番地 船 持 渡 高甙賞 貳百五 拾. 四 匁 三分 

同年 七 番船持 渡 高 壹賞百 貳拾七 匁 七 分 

天明 元 丑年 五番 船 持 波高 壹貫貳 拾 七 匁 三分 

同船 持 渡 高 七 百 三 拾 威 匁 三分 三 厘 七 毛 五 弗 

此元糸 銀 拾 壹賞七 百 拾 七 匁 四 分 


(小計 拾 八 霣百六 拾 匁 二分 三 厘 七 毛 五 弗) 

以上 緦計 

金 百 六 拾 七 貫 三百 五十二 匁 七 分 三 厘 七 毛 

五 弗 

銀 八 千 二百 十六 貫 八 百 十 一 匁 五分 九 厘 五 

毛 四 弗 


嘉永六 年に 亞米利 加 使節が 來た 時に、 諸 大名 方 及び 旗下な どから 色々 意見 を 書き 上 

ゆた 中に 小 普請 組の 大久保 筑前守 支配 某から 上った 書の 中に も寳暦 十三 年以來 日本 

へ 金銀 を 輸入した とい ふ 事 を 言って 居る。 通航 一 覽に 記す 所に よれば * この 金銀 は 

文字 銀 及び 南 繚ニ朱 判に 作った ので ある。 かやう に 苦心して 造った 貨幣 も その 品質 

の惡 いのと、 流通 高の 多くな つた 爲 めに 物價 騰貴 を 來し國 民の 苦情の 種 を 蒔く に 止 

まった ので ある。 然しながら その 結果 は 鬼に 角、 田 沼 は、 貿易の 上に は 積極 政策 を 

採って さ. つして 日本の 財政 を 助け やうと したので ある。 其 遣り方と いふ もの は實に 


度胸の 据っ たやり 方であって、 彼の 着眼 は當 時に あって は 非凡なる もの ありと いは 

ねばならぬ。 

(参照) 

蘭 學事始 文明 源流 £ 書 前 附大槻 博士 著 「日本 文明 之 先 齲^」 平 K 鳩 溪赏紀 事實文 

編 奴れ、、 チ チン グ編繪 解 日本 記 蝦夷 地 一件 歷史 地理 第 十六 卷四號 海老 名 一 雄 

氏 「開國 論の 濫籐」 史學雜 認 第二 十六 編 第五 號河野 常吉氏 「赤 蝦夷 風 說考の 著者 ェ藤 

平 助」 史舉雜 誌 第二 十五 編 第 八 號三上 博士 「江戸 幕府の 有せし 外國 知^」 退 閑 雑記 

通航 ー覽 長 崎 古今 集覽 寳曆錄 明和錄 安永 錄 天明 錄 唐 阿蘭陀 持 波 金銀 錢圖 

鑑控 三 貨備覽 大日 本 古文書 幕末 外 國隨係 文書 
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第 十二  . 結 論 

以上 述べた る 所に 據 つて 見れば、 田 沼 時代 は 一 面に 於て は 混沌 獨亂の 時代で あるが" 

又 他の 一 面に 於て は新氣 蓮の 勃興 せんとす る 時代で、 新 文明の 光の 閃き を 認める 時 

代で ある。 尤も 其新氣 運と いふの は慕府 それ 自身に 取って は 下り坂に 赴く こと を 意 

味す るので あって、 德川 氏の 爲には 不祥なる 次第で ある けれ 共、 日本 全體の 文化 か 

ら 見れば 正さに 一 轔 變を來 さう とする 時代で あるので、 慶 すべき 現象と 言 はん けれ 

ばなら ぬと 思 ふ。 れは> この 時代 は 新 日本の 幕開きで ある。 日本 最近 世史の 序 慕 を 

成す ものである。 慕 末 開 國の絲 口 はこの 時代に 開かれた ので ある。 明治の 文化 はこ 

の 時代に 於て 胚胎した ので ある。 從 來は此 時代に 於け る 光の ある 側 は 殆ど 顧みられ 

すして、 唯喑黑 なる 側の みが 最も 强く言 ひ觸ら された ので ある。 さう して 其！？ 黑面 

は 殆ど 全く 田 沼 意次 一 人の 所 爲が然 らしめ たやう に 言 はれた ので ある。 然しながら 


.  一 一 つの 時代の 潮流 は 一 人の 力に 依って 左右 せられる もので 無い こと は 今更ら 申す 迄 

も 無い。 上に 述べた 處に 依って 見ても 此 現象 は诀 して 意次 一 人の 所爲 から 出た もの 

gfgl で 無い とい ふ 事 は 明かな 事で ある。 意次 は 唯、 其 時代の 代表者と なった 丈け の 事で 

者  あって、 意次の 政治に 依って 時代が 作られた と は 言へ ない ので ある。 世間で は 能く 

告宗 との 其 前の 時代 卽ち享 保 時代に 於け る吉宗 と、 さう して 此 時代に 於け る 意次と を 比較し 

比較  て、 一 方 を 以て 善良なる 政治家の 標本と し 意次 を 以て 惡德の 政治家の 標本と して 比 

較す るので あるが、 その 比較 は 果して 當を 得た もので あるか 否か、 更に 吾人の 所見 

によって 其 比較 をして 以て 結論に 代へ たいと 思 ふ。 

享保 時代 享保 時代 は 之 を 一 面から 見れば 法制の 完備した 時代であった" 紀 綱の 振肅 して 居つ 

一 た 時代で ある。 何事 も 四角 几帳面に 出來 て、 幕府の 威令が 最も 行 はれた ので ある。 

趣味 こ乏  ， 

し  一 併ながら 之 を 一 面から 見る と、 頗る 趣味に 乏しい 處が ある。 其 一 例を擧 ゆて 見る と 
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ggl 屋 ^ いふと、 山 王 だの 神 田 明祌の 御祭に 屋 臺と稱 へて、 破風 造りに 四 本 柱總黑 塗に して、 

一 其 中に 草花 又 人形な ど樣々 な 飾 物 をして、 それ を かついで 歩いた。 其 事 は 享保六 年 

から 禁ぜられて 了った が、 それから 三十 年ば かり 經 つて、 竇歷の 頃に なって、 初て 

再び それが 許された。 それから 附け 祭と いふ ことが 流行った。 其 飾 物の 屋臺は 今度 

： は踊屋 臺に變 つた。 正面に 腰掛 を 置いて、 毛氈 を 掛けて、 女子 二人 三味線 を彈 いて 

一 歌 をうた ふ。 其 姿 は 髭の 正面に 花 響の 赤い の を 挿して、 それから 其 後に は 紫の 鍋、 

. 一 紅 裏の 手拭の やうな 赤い 物 を 着た 者が 居って、 その 又 後ろに は 男 或は 女の 嚇し 方が 

何れも 銀地の 扇の 上に 牡丹の 花の 作物 を附 けて、 紫 紅 裏の 鍋の 手拭の やうな 物を鏠 

一 附 けて 冠り、 歩き 乍ら 色々 なわ ざ をして 行った。 此 二つの 時代の 對 照が、 此 一 つの 

( 話に も 現 はれて 居る と 思 ふ。 享保 時代に 全く 之 を 禁じて 了った が 如き は、 如何に 

： も沒 趣味の 話で 人氣 を抑壓 し、 發洩 する 所 無ら しむる ものである。 神社 佛閣 の祭禮 

( など , いふ もの は 其 信 W と共に 市民の 之に 托して 遊樂を 求める とい ふ 日で あるので、 


なし 市 び 上 
らも 民 品 
す 上 皆 な 


( 其 政治の 局に 當る 者が 其 日 を 善用して、 適當に 人情 を斜 酌し、 さう して 市民の 樂み 

一 を 善い 方に 碟 いて 行く やうに 努む 可き ものである。 田 沼 時代の 遣り方 必 しも 適當だ 

とはい へ ぬが、 吉宗の 仕方 も餘 りに 又 過ぎたり と 言 はんければ ならぬ。 

吉宗、 が 市 一 成程 吉宗の 時代に は、 市民の 爲に 特に 遊 樂の地 を 作った 事實が あるに は ある。 卽ち 

？遊樂 の 飛鳥 山に 櫻を植 へ ると か、 又は 墨 田の 櫻と か、 小金 井の 櫻と か 其 他 種々 遊 樂の地 を 作 

つた。 併ながら 其遊樂 とい ふの は、. 皆 澄し 込んで 如何にも 上品なる 遊樂の 地で あつ 

遊 たので ある。 彼 は 有らゆる 階級の 人民に 向って、 總て 上品なる 事 を 求めた ので ある • 

^ 併ながら 總 ての 人間に 向って 皆同樣 に其氣 品の 高尙 なること を 求める とい ふの は、 

_ 寧ろ 酷であって、 花 を 見て 歌 俳諧 を玩 ぶの を 以て 樂 しとす る 者 も あれば、 一方に 於 

て は 太鼓 を 叩いて さわぎ ま はって 喜ぶ 者 も あるので ある。 此點に 於て は 市民に 遊樂 

一 の餘 裕を存 してやらん ければ ならぬ。 

i.^i ィ 一 吉宗の 時には 擧 問が 大 に獎勵 せられた。 然 ながら 其擧 問た る や、 單に實 用の 範 園 に 
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の學問 ^ 


個人と し 

て 模範的 


> 
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止って 居った ので、 それ 以上に は 少しも 出でなかった やうで ある。 擧問 がた > 其 日 

用實 際の 必要 以上に 出です して、 何等の 餘裕を 持たぬ とい ふ 事 は、 擧 問の 發 達を圖 

る 所以の 道で は 無い。 其 進歩の 爲に は、 假令 現在 實 用の 範圜 以外に 出づる ものと 雖 

も、 十分に 之を勉 めしめ る 必要が 有る のでお る。 此點に 於て は 田 沼 時代の 擧 問の 發 

達 は、 吉宗 時代に 比べ て遙 かに 見るべき ものが あると 云 はんければ ならぬ。 

吉宗は 個人と して は 如何にも 申 分の 無い 立派な 紳士であった やうで ある。 善く 人に 

知られて 居る 如く、 彼 は 身 を 以て 衆 を率ゐ て、 實に 字義の 儘の 勤儉 であり 尙武 であ 

つた。 自ら 羽織に 革 袴 を 着して 星 根に 登って、 防火の 下知 をした こと も ある。 其 外、 

彼の 傳記を 見れば、 實に 紳士と して 後世の 模範と なる 行 ひが 多い ので ある。 或は 江 

戶の 市制 を 整理して、 防火 設備 を 作り、 今日に 至る まで 尙其 餘德を 遺した。 或は 親 

しく 人民に 接して 事務の 裁判 をす ると か、 其 他 能く 民 を 憫んで 下情に 2? 通して 居つ 

たとい ふやうな 事 は、 政治家と しても 十分に 模範と する 事が 出來 る。 併ながら 世間 


擬儉の 度 天 
文 約 法 は 下 
令 度 三の 


一 に 於て は、 其 人格の 美なる 事に 蔽 はれて、 其 一 面に 於て 大 なる 缺點の 有る 事に 眼の 

着かぬ 者が 多かった やうに 思 はれる。 彼が 其 美なる 一 面の 裏に は、 人民に 對 して 非 

g 宗の窮 一 常に 窮屈であった。 干渉に 過ぎた とい ふ 事が ある。 人民の 精神に、 一 體に、 餘裕が 

無かった。 人民 は 其 恩 は 感じ 乍ら も、 始終 ヒャ くして 居った ので ある。 厘く 法令 

を 出して 色々 な 世話 を燒 く。 處が其 法令 は ナカく さう 行 はれる もので 無い。 餘り 

重箱の 隅 を ほじく る 調子で やる ので、 殆ど 之が 實功を 奏しない。 植崎九 八郞の 上書 

の 中に も、 天下の 法度 は 三日の 法度と いふ 事 を 言って 居る。 儉約 令が 屢，^ 出た、 其批 

評と して 獸 類に 對 する 法令の 擬文を 作って、 狐への 達に、 以來 女に 化けても 金絲縫 

箔 等の 小袖 を 着る 可ら す、 山鳥への 達に は、 尾が 長過ぎる に 依って 短く しろ、 猿への 

達に は、 尻 を 赤く する は 怪しからん、 黃金蟲 に、 黃金 など、 いふの は 過ぎて 居る、 & 

世智辯 一 鑼 蟲と附 ける ベ し、 とい ふやうな 落 書 を 作った 者が ある。 其 頃の 言葉に、 「世智 辯」 と 

バ いふ 言葉が 出來て 居る。 是は 今日で も 上方 邊に 於て 使 ふ 言葉であって、 吝と いふ 意 
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. ^の 上に 尙 寛大で 無い とい ふやうな 意味で ある。 例へば 自分の 所持して 居る 品物 を 

人に 使用 を 許し 一時 貸す、 それ を餘 りに 急に 返却 を 迫る とか、 或は 人に 物 を 頒っ時 

に惜 がると いふ やうな の を世智 辯と いふ。 是が享 保 時代に 於て は、 遊里に 通 ふに、 

他人が 十兩を 費す 時に 自分 は 五兩を 費して 歸る こと を世智 辯と 言って 居った。 詰り 

吝嗇であって 一 方に 於て は 無趣味 だけれ 共、 其れが 世智 辯で 卽ち 世間の 世智に 長け 

て 居る とい ふ 意味に 使 はれて 居った。 今日と は 意味の 轉 訛が 餘程 ある けれ 共、 此言 

葉の 使用の 意味が よく 其 時代 世相 を 現 はして 居る と 思 はれる。 

次に 又莩保 時代に ついて 見る と國 民の 自由 を束縳 したと いふ ことが 多い。 個性の 沒 

却せられ た 事が 夥しい？ さう して 萬 事が 消極 主義であって、 儉約令 を 出す、 一 方に 

於て は、 悪質の 貨幣の 改鑄を やって、 さう して 財政の 整理 をし やうと した。 そして、 

初は銳 意之に 從 事して 居った けれ 共、 遂に 失敗に 終った。 さう して 後に は 又 貨幣の 

質を惡 くして、 其 數を殖 す やうに した。 それ は 貨幣の 質 を 良くして、 隨 つて 其 流通 


れ時皆 運 は 財に 興 承 敗 は 田 
有よ 吉上 ん 政ぶ 利く の吉沼 
リ リ宗專 とズ おつ 事 後宗時 
：: の賫 す 救て 業 な 失 代 


の 高が 少く なった ので、 其爲に 米の 直 段が 下った。 下る と 俸祿 を 米 e 頂いて 居る ff,? 

士が、 最も 其當 面の 苦み を感 する やうに なった。 道が の吉宗 も 遂に 貨幣の 質 を惡く 

して、 其數. ^多くして、 貨幣の 相場 を 下 ゆて、 米價を 騰貴せ しめた。 さう して 武士 

を 救 はなく ちゃなら ぬと いふ 風に なって 來た。 然るに 田 沼 時代に は、 其 跡 を 承け て • 

今度 は 反對に 積極 主 籠に 出て 來た。 さう して 何でも ドシぐ 利益の 有る 事業 は、 盛 

んに 興行した ので ある。 礦山も 採掘 すれば、 種々 の專寶 事業 も 起し、 貨幣の 改 鑄な 

ど 盆，， 進んで やる。 其改 鑄の 間の 歩 割の 利 盆 を 取って 以て 財政 を 救 ふとい ふ 遣り方 

をして 來た。 それで 大に 世間に 攻擊 せられる やうに なった ので ある。 然 ながら KM 

沼の 謗られる 處 の專寶 でも 運上で も、 其 他の 興 利 事業、 殆ど 總て 吉宗の 時に 起って 

居る ので ある。 其 事業 全部が 其 儘の ものが 起った 譯 では 無い けれ 共、 それに 類した 

事 柄 が 多く 吉宗の 時代に 起 つ て 居る のであって、 田 沼 は 唯 て それ を 大きく 行った 丈 

けの 事であった。 卽ち銅 座で も、 菜種の 問屋で も、 藥種賫 買の 問 星で も人參 座、 朱 
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\ 座、 錫 座、 衡座、 桝座、 日慵產 等、 何れも 亩 宗の 時代から 行 はれて 居った。 礦 山の 

gig. み \ 採掘 も、 吉宗の 時に 屢.^ 之に 闢 して、 令 を 出して 居る。 それが 田 沼に 限って、 非難 

おい 理由 一 せられる 理由 は 無から うと 思 ふ。 然るに 是が 非難せられ るの は、 坊主 憎け りゃ^ 裟 

\ まで 憎い の 流儀で、 偶.^ 衆惡が 彼に 歸 したので あらう と 思 はれる。 印幡 沼の 經營の 

印 幡沼開 一 如き は、 非常に 非難 せられる けれ 共、 是 も印幡 沼經緯 記に 據れ ば莩保 年中に 旣に手 

墾は惡 し 

き 事に 非 \ 賀 沼の 水 を 決して 二 萬 石 程 田地が 出來 たとい ふ 事が、 相 馬の 日記に 見えて 居る。 田 

i 沼 は 其 先例に 侬 つて やった ものら しいと いふ 事で ある。 天 變地妖 は 人力の 如何と も 

\ すべきに あらねば、 强ち 公の 誤りと も 言う 可ら すと いふ 評を窨 いて 居る が 如何にも 

ノ 尤もな 事で あると 思 ふ。 蝦夷 地經營 の 事 も、 非難され て 居る が、 是 など は國 家の 永 

一 遠の 大計 晝 であった， ので、 却って ffl 沼の 善政と 言う 可き ものである。 

\ 田 沼の 時代に 有った 事で 吉宗の 時に も 有った こと は、 此の 如く 世に 益 ある 事業の み 

も苦宗 の \ ならす。 惡ぃ惻 に 於ても 隨分 之に 似た 事が 多く ある。 百姓の 騷 動の 如き も、 士ロ宗 の 


振 御 同士  に吉 のの 側 
舞番 斷 a も 宗謅弊 5f さ 
同 入 廢 リの託 役 政 

斷の頌  時 も 人 治 


\ 時には 可な りに 有った やうで ある >• 莩保八 年に は、 出 羽の 長 瀧、 港 山の 民、 騷動を 

\ 起し、 同じく 十四 年に は 陸 奥の 信 夫、 伊達 二 郡の 農民が 强訴 をな し、 十八 年に 府內 

の 人民が 蜂起して 米 商 を 襲うた 事 も ある。 そこで 十九 年に 令 を 出して、 地方の 徒 

の 强訴の きがあったならば、 諸 大名 をして 代官の 出兵 を 請 ふに 應ぜ しむる こと を 命 

じた 事が ある。 

又 彼 御 側 衆 政治の 弊 も 吉宗の 時に 無いで は 無い。 小 笠 原 S 膳 胤次、 有 馬 次 郞左衞 門 

氏 倫、 慕 納角兵 衞久通 等 は その 例で ある。 

また 享保 十八 年の 二月に 宿老の 請託 を 禁じた の は、 或點 から 見れば、 其 弊 も 多少 あ 

つたこと を 示す ものである。 

士 風の 廢 頹亦然 り。 享保 二十 年に 新に 職 を 奉じた ものが 同僚に 御馳走 をす る こと を 

禁ぜられた 事が ある。 元 文 三年に 其禁を 申ね て 居る。 之に よって 見る と 彼 御 番入振 

舞の 弊習 は 强ち田 沼 時代に 始 つた 事と も 言 へ ない C 
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膝 俗 . ！ 風俗に 於ても、 吉宗の 時代 は、 mBS 時代の 先驅 をな して 居る。 大名、 旗下が 女郎屋 

： へ 遊ぶ 者が 多い ので、 之 を 戒めた 令 も 出て 居れば、 所々 の 隱し寶 女 を 禁じた 事 も 屢.^ 

； ある。 心中 者の 處分 をした 實例も ある。 大名の 妻が 三味線 を 弄ぶ 者の 多い こと は 荻 

生 徂徠の 政談に 見えて 居る。 博奕の 禁も m 力 申 ねられて 居る。 

f i ャ運ー 斯の 如く 比較して 見る と， m 沼が 惡評を 受ける の は 何故た る を 知らぬ。. 畢竟 彼 は 運 

の惡ぃ 人と 言 はんければ ならぬ。 氣の 毒に も、 彼 は 天 變地妖 の 交.^ 臻 るの 時に 出た 

ので ある、 さう して 吉宗が 遣り掛けて 居った 財政改革が 其 晩年に 失敗した 跡 を 承け 

たので ある。 最も 財政 困難の 時に 出て 來 たので ある。 彼 は 整理し やうと して 種々 の 

試み を やった。 其 試みの 爲に、 彼 は 非難せられ るので ある。 其 財政 困難の 時に 方つ 

て假令 吉宗の やうな 人が 再び 出て 來て も、 何等 施す 可き 良策 は 無かった であらう と 

思 はれる。 吉宗 それ 自身が 旣に 彼の 時代に 於て、 風俗の 取締な り、 紀 綱の 振 肅に付 

て、 左程 長く 續か なかった ので ある。 抑. 吉宗 一代に 付て 見渡す に、 凡そ 二期に 分 


る « 値る 田 

べ亂 す 同 沼 


吉宗 一， 代 つ 事が 出來 ると 思 ふ。 享 保の 初から 十四 五 年頃まで は、 吉宗の 前半期と 見て 宜ぃ。 

に は 二期 

の 別ぁリ 此 間が 吉宗の 政治の 最も 活動して 居って、 さう して 紀 綱の 最も 張って 居った 時で あ 

る。 それが 後の 元 文 頃に 掛けて は 段々 張りが 弛んで 來て 居る。 ー體 政治 上の 紀 綱と 

いふ もの はさう 長く 張りの 續 くもので 無から、 フ。 一 張 一 弛の 有る の は、 自然の 數で 

吉 宗の晚 あらう と 思 ふ。 全 體吉宗 の 晚年は 思ふ樣 にならないで、 失意の 中に 隱 居した のぢゃ 

年 は 失意 

一 無から うかと 察せられる。 其 吉宗の 弛んで 居った 後半期 を 承け たの だから、 其 結果 

一 が 必す現 はれる 可き 時に 於て、 田 沼が 出て 來 たので ある。 さう して 彼が 惡評を 受け 

は 寧 ねばならぬ やうに なった の は、 寧ろ 彼の 境遇に 向って 大に 同情すべき ものが あら ラ 

淸こ バ 

, 一 と 思 ふ。 是に 於て 彼 は 種々 の 政策 を 廻らした。 さう して、 一 方から は搔亂 したと 言 

は あ はれる。 成程 疆亂 した 處が 有った かも 知れぬ。 併ながら、 其亂 した 跡 を 受けて、 出 

て 來た白 河 松 平定 信の 改革と 雖も、 忽ちに して 世間から して 諷刺の 批評 を 受けた。 

一  白 河の きょきに 魚 も 棲み かねて 
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元の にごりの 田沼戀 しき 

國 民から 戀し がられた 田 沼の 濁りの 中に は、 何か國 民の 住み {且 い 處が有 つ たで あら 

うと 思 はれる。 大 なる 魚が 棲み 得た ので は 無から うかと 思 はれろ。 松 平定 信の 改革 

は 吉宗の 政治の 再現 を 以て 理想と して 居った とい ふ 事で ある。 併ながら 其 改革 も 長 

くは續 かなかった。 其 窮屈な 事と、 田 沼が 寬裕 であった 事 は、 彼林+ 平を簡 した こ 

と、、 さう して ェ藤平 助の 意見 を 採用した ことの 二つ を 合せて fsA い 對照を 見せて 

居る 。殊に 田 沼の 開國 主義の 如きに 至って は、 殆ど 他に 類 を 見ざる 大度 胸であって、 

彼が 政治家と して 大 なる 所以 も亦斯 かる 處に存 すると 思 はれる。 幕末 天保弘 化の 間 

に 內藤安 101? 守忠 明と いふ 人の 書いた 内 安錄 とい ふ もの、 中に、 幕末 異國 船の 来た 時 

の 方略の 事 をのべ ていふ 事に、 

OOOOOOOOOO000  0000000000000  0000000000  0  0 

前 白 川前攝 政な ど 在職なら は、 防禦の 御調い、 P なる もの Li や- » も、、 の 方々 賴に 思へ 共、 

9999999999999  ,  ，  9  , 厶厶 厶厶厶 *1厶<1厶<1 厶厶 A 厶厶厶 ム厶厶 

尤英斷 美 政に 相違 ある まじく • されと も、 ギシ/ \- と * 唐の 大和の 舊« など 出て、 飛 離れ 
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おる 御決斷 は、 い， P  、可 有 之 哉、 相 K 侍從 なら は 英雄 無量の 決斷 あるへ し、 三百 石 i リ五 

萬 七 千 石 迄に 昇進の 才智、 絶妙の 揚八ロ わりと いふ、 

と ある。 相 良 侍 從卽ち m 沼 意次であった ならば、 新 かる 國歩 艱難の 時に 際しても、 

思 切った 英斷を 施して 先例に 拘泥せ す、 傑出した 策 を 施す であらう と 首って 居る の 

である。 

思 ふに、 公平なる 眼 を 以て 見れば、 田 沼に は 政治 上の 大手 腕 を 具へ て 居った とい ふ 

事 はいふと も 差 支な からう と 思 ふ。 併ながら 彼に は 政治 上に 高遠の 理想が 無かった 

とい ふ 非難 は せられても 致 方が 無い。 言換 へ て 見れば 彼に は 政治 上 の 主義と いふ も 

のが 無かった。 何でも 唯 一 時の 便宜に 適する 檨に權 直な 政策 を 執って 行った とい ふ 

事が 彼の 缺點 である。 其 權宜の 政策 を 執る について、 一方に 政治的 良心が 缺 けて 居 

つたと いふ 處 から、 多少 不正の 事 を 行った とい ふ 事 は、 免すべからざる 大 なる 缺點 

である。 之に 反して 吉宗に は 確かに 政治 上 一 つの 主義 を 立て 居って、 それ は 彼の 長 
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所であった。 併な がらら 其 吉宗の 主義と いふ もの は 頗る 變通 を缺 い て 居った 處が有 

り はしない かと 思 はれる。 政治家と して は 主義 も 必要で あり、 高遠の 理想 も 立てな 

くち やならぬ が、 同時に 又 權謀も 或 程度まで は 入用で ある。 田 沼 は 唯 其權謀 を餘り 

使 ひ 過ぎた とい ふ 事が、 彼の 落度と なった ので ある。 

之 を 要するに、 吉宗の 方 は 其 器 局が 如何にも 小で ある。 淸ら かであって さう して 正 

しき 健全な 人で ある けれ 共、 其 政治家と して 度量 は 如何な もので あらう かと 思 ふ。 

之に 反して 田 沼 は 政治家と して 犬に 採るべき 點が 有る だら うと 思 ふ。 其 犬 手腕家た 

る處 を、 彼に ついて 大に 見て やらん ければ ならぬ と 思 ふ。 それが 舞臺に 立った 時 は 

鼸に 困難なる 時であった とい ふの が、 彼に 取っての 不運であった。 然 ながら 彼 は 其 

手腕に 任せて 搔亂 した。 さう して 自分が 多少 私利 を圈 つたこと も 有る らしい。 さう 

して 德 望が 彼の 手腕に 伴はなかった。 政治家 は 手腕、 はかり 如何に 勝 ぐれても、 德望 

がなくて はだめ であ ゐ。 田 沼 は、 名詮自 稱で溺 つたる 泥 池であった。 然しながら、 


其 中には 蓮の 花 も 喚いた。 同時に 又 根 も あり、 又實も 結び 得た ので ある。 然れ共 泥 

田 はや はり 泥 田であった。 白 河 侯が 出で 來て其 獨りを 洗 ひ 去って 了った。 其 流れ は 

實に淸 いものと なった けれ 共、 其淸き 流れ は 唯.^ 小川の 水澄み て 居る のみで、 其處 

に餘り 大きな 魚 も 棲み 兼ねた ので ある。 

(參照) 

細珠 の絲卷 追加 植崎 九八郧 上書 有德 院實紀 我 衣 印幡沼 終緯記 政談 內安錄 ^ 


第 十二 結 論  in 四 五 


田. 沼： . 時 代 


田 沼 時 代 終 


六 


田 
沼 
時 
代 


大正 四 年 十二月 十 m 

大正 四 年 十二月 十一 二日 


不 許 一 

複 製 一 


印 刷 

發 行 

著 


者 


發 行者 


印刷者 


印刷所 


定價 金查！ 1 參拾錢 ■ 

辻 善 ^バ 

柬京市 小石 川 區表町 百九番 1-^  V.  \ 

古藤田 喜 助" 

東京 市 牛 a 區模町 七 番地 

渡邊 八太郞 

東京 市 牛 込 區模町 七 番地 

日 淸 印刷 株式 會祉 


東京 市 小石 川 區表町 百 九 番地 

免 i 議 日本 學術 普及 


目 書 刊旣座 講育敎 


錢六金 钭送錢 十七 金 價定編 各 


§^^|8|加藤玄智先生 著 『宗敎 之 學術的 研究』 

河 野淸丸 先生 著 『自動 主義 籠 敎授 論』 

11 丘 淺次郞 先生 著 『人類 之 I 現在 及 未來』 

g 洋大 § 高 島 平三郞 先生 著 『兒童 之 精神 及 身體』 

鮮 ■  內ケ崎 作 王郞 先生 著 『近代 文 藝之背 景」 - 

PPISHSV 『教育的 や 理學』 

騒姊 IS? 吉 E 熊 次 先生 著 『現今 敎育 思潮 批判』 

文 士加籐 成 俊 先生 著 『感化 敎 育之 研究』 


i 


園 


1 


1- 


i 


0 


i 


i 


i 


i 


i 


1 


i 


1 


